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第46回学会大会開催にあたって JS印刷0号、巻頭言 Nov.20
一“長い学会活動'¥“海外の高等機関での専門的な学び"、“実生活からの学びと実践"

を通して旦主主主できた「レクリ工ーションの本質 (TheEssence of Recreation)J一

日本レシ。ヤ-.レクリエーション学会 (JSLRS) 

第8代会長 鈴木秀雄

(関東学院大学名誉教授，学術博士 Ph.D.) 

第 46回学会大会を早稲田大学所沢キャンパスにおいて開催する運びとなりました。本学会事務局長

であり今学会大会の実行委員長でもある前橋明早稲田大学教授/医学博士のご協力とリーダーシップ

により実現することができました。同実行委員長はじめ大会開会に向け精力的に関わってくださいまし

た多くの関係者の皆さんに心からの感謝とお礼を申し上げます。

今回は大会テーマを「子どものレクリエーションIとし、基調講演は「レクリエーションの本質jが

企画され、小職がその任を務めさせていただくこととなりました。また、特別講演では「子どものスポ

ーツ・レクリェーションJ(新潟県片貝医院長/医学博士根元忠氏)並びに「園庭遊具の創造~恐竜

遊具と子どもたち~J (株式会社ジャクエツ環境事業取締役吉田 薫氏)、さらにシンポジウムでは、

前回(第 45回学会大会)では「地域が生き活きするレジャー・レクリエーション(以下 IL&RJと

略す。)の可能性」でしたが、本年は「子どもがいきいきするレクリエーション」をテーマに各シンポ

ジスト[1子どものレクリエーション~野外活動の魅力~J (菅原成臣氏)・「早寝・早起き・朝ごはん運

動の立ち上げとレクリエーションJ(尾木丈次郎氏); I親子レクリエーションのための運動遊びJ(松坂

仁美氏); I子どものレクリエーションのための靴教育〈シrエデュケサョン)J (吉村虞由美氏)Jの発題と共

にコーディネーター(本学会副会長坂口正治東洋大学教授)のリードにより活発に討議されます。

さて、紙数に限りがあるなかですがお許しをいただき、小生の学会への関わりについて今回の基調講

演との関連で述べさせていただきます。学会が発足し、その翌年、当時、名誉会長をされていました三

笠宮崇仁親王殿下も参加され第 2回学会大会が、日本都市センター(東京)で 1972年 11月 10日に開

催されました。この学会大会での研究発表( Iゲームに対するイメージの比較考察 ~SD法によるグル

ープの比較~J )を皮切りに、学会活動に積極的に参画することとなりました。その後の自身のL&R

の学びと学会活動を時系列的に記せば、昭和 59(1984)年から理事;昭和 63(1988)年から常任理事;平

成 6(1994)年から 3期 6年の理事長;平成 12(2000)年から 3期 6年の副会長;平成 18(2006)年から 4期

11年の会長;と計 33年間の役員、 45年間に及ぶ 1)学会員としての器輸をさせていただき、 4年間の

米国フロリダ州立大学大学院留学における 2)L&R専攻の欝誌からL&Rがどのような関係にあり、

また、その本質は何なのかを 3)自身の実生活からの学びと議機 (Recreology& Recreationist)を

通して解き明かし、“見える化"することができてきた感があります。「レクリエーションの本質 (The

Essence of Recreation)Jとして理解すべき内容・事象・関連用語の詳細は、この第 46回学会大会の

基調講演で、会員の皆さんとその枠組(外延と内包)などを共有できることを意図したいと思っています。

大会テーマのもと、基調講演、特別講演、シンポジウム、ワークショップ、加えて会員相互の交流が

盛んになされる学会期間中の研究発表、そして懇親会等でも積極的な議論を交わしていただけたらと願

っています。多くの学会員、関係者、興味・関心をお持ちの皆さんのご参加を早稲田大学所沢キャンパ

スでお待ちしております。



ごあいさつ

日本レジャー・レクリ工ーション学会

第46回学会大会実行委員長前橋明

(早稲田大学教授圃医学博士)

本大会のテーマを、「子どものレクリエーションj とし、大会を企画させていただきまし

た。子どもたちの健全育成に何が必要かという話になりますと、サンマ(時間・空間・仲

間 3つの間[マ])と答える方は、非常に多いと思います。子どもの成長にとっては、そ

の3つの要素は必要不可欠で、すが、子どもだけでなく、それを奨励する私たち、大人・指

導者にも、サンマによる成長が必要です。

今回、日本レジャー・レクリエーション学会第羽田学会大会が、本学にて開催されるわ

けですが、本学会大会に、まず、①時間を調整し、研績の時間を捻出してくださいました

皆様がし¥らっしゃること(時間)。そして、②学会発表の場が設けられましたこと(空間)、

さらに、本学会大会に、③熱い想、いをもった研究者仲間が集ったこと(仲間)が、夜、たち

が成長するためのサンマです。

また、本学会大会を支えるために、自分のことだけを考えるのではなく、仲間や会の成

長・発展のためにも、自分がその場に出て参加したり 係を担ったりするだけでも、大き

な配慮と協力になると感じて、ご参加くださいました多くの関係者の皆様や学生スタッフ

の皆様に感謝し、心よりお礼を申し上げます。

しかしながら、サンマが整っていても、やはり、人とのかかわりの中で、良い方向に導

く情報の提示や仲間のリーダーシップ、討論などが必要です。心の育ちを応援する心育と

でも言いましょうか、または、徳育でしょうか。その導きをしてくださるのが、参加者の

皆様であり、参加者による討議の時間なのです。

本日から始まる 2日間の短い研績の場ですが、討議により磨かれた多くの学びや情報を

得て、全国各地域におけるレジャー・レクリエーションの発展のために、それらの情報や

アイデア、研究知見をもち帰り、人々のために使っていただきたいと願います。

そして、このチャンスを生かし、全国からいらした参加者の皆様の熱い想いや取り組み

の姿勢を、私も勉強させていただきたいと思います。これまでの大会を通して、和、が皆様

から学んだことですが、それは、九、くら知っていることが多くても、学びの多い人・成長

する人は、自分の受け皿を少し空にして、人の発表や意見、考え、感想、を聞く」というこ

とでした。それが、伸びる秘訣だと思います。私も、皆様方のご発表を、しっかり、拝聴

させていただき、少しでも成長していきたいと決意しております。

最後になりましたが、本学会大会に後援をしてくださいました所沢市ならびに所沢市教

育委員会様、そして、本大会に駆けつけてくださいました全国からの参加者の皆様、さら

には、協賛とご支援をいただきました関連各社の皆様に、心よりお礼を申し上げ、第 46回

大会を始めさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
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日本レジャー・レクリエーション学会

第46回学会大会組織委員会

大会会長 鈴木秀雄 [学会会長関東学院大学]

大会副会長 坂口正治 [学会副会長東洋大学]

麻生恵 [学会副会長東京農業大学]

小野寺浩コ [学会副会長東北福祉大学]

監事 神谷明宏 [学会監事聖徳大学]

小椋一也 [学会監事やわらぎ・ホーム西立川]

組織委員長 沼津秀雄 [学会理事長立教大学}

委員 安藤佳代子 [学会常任理事 立教大学]

犬塚潤一郎 [学会常任理事 実践女子大学]

浮田千枝子 [学会常任理事帝京平成大学]

上岡洋晴 [学会常任理事東京農業大学]

~ ¥ 賢植 [学会常任理事仙台大学]

嵯峨寿 [学会常任理事筑波大学]

下嶋聖 [学会常任理事東京農業大学]

菅原成臣 [学会常任理事 (株)YMサービス]

田中伸彦 [学会常任理事東海大学]

土屋薫 [学会常任理事江戸川大学 l

永井伸人 [学会常任理事 国学院高等学校]

野村一路 [学会常任理事 日本体育大学]

前橋明 [学会常任理事早稲田大学]

松尾哲矢 [学会常任理事立教大学]

師同文男 [学会常任理事上智大学]

山崎律子 [学会常任理事 (株)余暇問題研究所]

吉村員由美 [学会常任理事 早稲田大学人間総合研究センター]

池 良弘 [学会理事 日本福祉医療専門学校]

栗田和弥 [学会理事東京農業大学]

高橋伸 [学会理事 国際基督教大学]

茅野宏明 [学会理事武庫川女子大学]

寺島善一 [学会理事明治大学]

幹事 町田怜子 [学会幹事東京農業大学]

田島栄文 [学会幹事神戸医療福祉大学 l

李 日目立那 [学会幹事早稲田大学大学院]
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実行委員長

副実行委員長

事務局長

大会幹事

実行委員

日本レジャー・レクリエ}ション学会

第46回学会大会実行委員会

前橋明 [早稲田大学]

永井伸人 f園皐院高等学校]

吉村員由美 [早稲田大学人間総合研究センター]

泉秀生 [東京未来大学]

小石浩一 [早稲田大学大学院]

五味葉子 [早稲田大学大学院]

川上由 [早稲田大学大学院]

照屋真紀 [早稲田大学大学院]

吉田恒三 t早稲田大学前橋研究室]

佐藤明日香 〔早稲田大学前橋研究室]

贋中栄雄 [愛知県:曽野幼稚園]

藤田倫子 [ライフスポーツ財団]

慶瀬団 [ J Pホールディングス]

丸山絢華 [ Bambini Association ] 

谷伸行 [全日本独楽回しの会]

山梨みほ [早稲田大学大学院]

山本拓実 [早稲田大学前橋研究室]

松坂仁美 [早稲田大学大学院・岡山県:美作大学]

高橋昌美 [早稲田大学大学院・京都西山短期大学]

金賢植 [早稲田大学人間総合研究センター・仙台大学]

佐野祥平 [早稲田大学人間総合研究センター]

李昭郷 [早稲田大学大学院]

阿部玲子 [早稲田大学前橋研究室]

禁藤君世 [早稲田大学前橋研究室]

菊池ありす [早稲田大学前橋研究室]

早稲田大学人間科学部前橋明研究室

東京未来大学こども心理学部泉秀生研究室
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日本レジャー・レクリエーション学会 第46回学会大会開催要項

大会テーマ「子どものレクリ工ーション」

主催:日本レジャー・レクリエーション学会

主管:日本レジャー・レクリエーション学会第46回学会大会実行委員会

後援:所沢市、所沢市教育委員会

大会長鈴木秀雄

実行委員長前橋明(早稲田大学)

期日:平成 28年 11月25S (金)、 26日(土)、 27日(日)

会場:早稲田大学所沢キャンパス 100号館， 101号館

〒359-1192 埼玉県所沢市三ケ島 2-579-15

責任者:人間科学学術院前橋明 (101号館 335研究室)

〔西武池袋線 小手指(こてさし)駅下車、早稲田大学専用パス(無料)・路線(西武)パス (200円)J 

主な日程:

第1日目 11月 25日(金)地域研究於)所沢航空発祥記念館

第2日目 11月 26日(土)理事会、基調講演、特別講演、講話、シンポジウム、懇親会

於)所沢キャンパス 100号館

第3日目 11月 27日(日)研究発表、ポスター発表、ワークショップ、総会、閉会式

於)所沢キャンパス 101号館

大会プログラム

第1日目(所沢航空発祥記念館)

11月25日(金)地域研究「所沢航空発祥記念館」の見学

14:00-17:00 航空発祥の地 所沢航空公園・航空発祥記念館

集合場所西武新宿線航空公園駅東口 YS-11型機前に 14:00集合、 14:05出発

I所沢航空発祥記念館」の見学、日本庭園・茶室「彩朔亭(さいしようてい)J 

日本の航空発祥の地「所沢航空記念公園」入園 時計塔→航空発祥記念館(入館)→

茶室「彩朔亭J(お茶会)→YS-11型旅客機前に戻り解散

費用:1，500円程度(入館料、お茶代を含む。当日ご持参ください。)

雨天決行

担当者前橋明(早稲田大学人間科学学術院)

吉田恒三・菊池ありす(早稲田大学前橋研究室)
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第2日目(所沢キャンパス 100号館)

11月26日(土)理事会、基調講演、特別講演、シンポジウム、懇親会

n:00~12:00 理事会(100号館2階204教室)

n:oo~ 受付 (100号館2階入口)・クローク(100号館2階210教室)

担当:五味葉子・佐藤明日脊・丸山絢華・吉村員由美

13:00~13:20 開会式 (100号館2階211教室)

総合司会泉秀生(東京未来大学)

五昧葉子(早稲田大学大学院)

①大会長挨拶 鈴木秀雄(日本レジャー・レクリエーション学会会長・関東学院大学名誉教授・学術博士)

②実行委員長挨拶・プログラム説明 前橋 明(早稲田大学教授・医学博士)

100号館2階211教室

13:20~14:00 基調講演 (40分間)

「レクリヱーションの本質」

鈴木秀雄(日本レジャー・レクリエーション学会会長・学術博士)

14: 1O~15:00 特別講演 (50分間)

「子どものスポーツ・レクリエーション」

根本忠(新潟県 片員医院院長・医学博士)

15: 1O~15:40 講話 (30分間)

「園庭遊具の創造ー恐竜遊具と子どもたちー」

吉田 薫(株式会社ジャクエツ環境事業取締役)

15:50~1 7:50 シンポジウム (2時間)

f子どもがいきいきするレクリエーション」

座長:永井伸人(園撃院高等学校)

シンポジスト

①官原成臣 CYMCA 高尾の森わくわくビレッジ プログラムマネージャー)

「子どものレクリエーション一野外活動の魅力一」

②尾木文治郎(高知県大川村立大川小中学校 校長)

「早寝・早起き E 朝ごはん運動の立ち上げとレクリエーションの必要性」

③松坂仁美(岡山県美作大学教授)

「親子レクリエーシヨンのための運動あそび」

④吉村員由美(早稲田大学人間総合研究センタ一 研究員・学術博士)

「子どものレクリエーションのための靴教育(シューエデュケーション)J

コーディネーター 坂口正治(日本レジャーョレクリエーション学会副会長・東洋大学教授)
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18:10-20:10 懇親会(会場:100号館3階早稲田大学生協食堂)

司会:小石浩一(早稲田大学大学院)

佐藤明日香(早稲田大学前橋研究室)

第3日目(所沢キャンパス 101号館)

11月27日(日)研究発表、ポスタ一発表、ワークショップ、総会、閉会式

総合司会田藤田倫子(公益財団法人ライフスポーツ財団)

慶瀬団 (JPホールデイングス)

9:00- 受付(101号館2階正面入口)・クローク(101号館2階 204教室)

担当.五味葉子・佐藤明日香・丸山絢華・吉村虞由美

9:30-11:10 口頭発表

A会場:101号館2階 206教室 座長 栗田和弥(東京農業大学)

A-l，沖縄県幼児の生活リズムの問題とその対策

(2)地域別にみた幼児の生活習慣の実態と余暇時間の費やし方の特徴と課題

0照屋真紀[早稲田大学大学院]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院1

A-2 近年の余暇活動や生活習慣が台湾乳幼児のからだに与える影響

0前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

五味葉子[早稲田大学大学院]

A-3.幼稚園5・6歳児の習い事と生活時間に関する一考察

0泉秀生[東京未来大学]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

A-4.幼児の体格からみた家庭での生活状況や余暇活動の実態と健康管理上の課題

0松坂仁美[早稲田大学大学院]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

A-5.韓国における幼児の生活習慣状況と午後あそびの実態

0李昭郷[早稲田大学大学院]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

B会場:101号館2階 207教室 座長:松尾哲矢(立教大学)

B-l，幼児のチアダンス指導の企画と指導展開時の留意事項の検討

藤田倫子[公益財団法人ライフスポーツ財団]
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B-2.余暇活動としての bilibo⑧あそび、の実際

丸山絢華[一般社団法人 BambiniAssociation代表理事]

B-3.介護福祉士教育における介護過程の展開とレクリエーション支援の関連(第 3報)

0南保正人[東北文教大学短期大学部1

高崎義輝[仙台大学]

小池和幸[仙台大学]

金須雄一[東北文教大学短期大学部]

森田清美[東北文化学園大学]

小田幹雄[東北文化学園専門学校]

片山昭義[浦和大学]

B-4. 文化資源を活用した地域活性化の取り組み子供達を中心とした交流イベントのプロディースを通して

関口英里[同志社女子大学1

B-5.保育園幼児の余暇時間の過ごし方とその課題

0高橋昌美[早稲田大学大学院]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

C会場:101号館2階 208教室 座長:師岡文男(上智大学)

C-l.ロンドン五輪のレガシ一戦略に関する社会学考察

0小津考人[東海大学観光学部]

野田恵子[明治大学]

C-2.差異性としての知(ヌース)の再生 知識技術化社会における生き方としてのレジャー

犬塚潤一郎[実践女子大学生活科学部]

C-3. Pass， Present， and Future: World Leisure and Recreation 

ODong Erwei [United States Sports Academy J 

Masasi Arakawa [University of the RyukyusJ 

C-4.2016リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会におけるボランティアの参画意識(速報)

片山照義[浦和大学総合福祉学部]

9:00~10:00 ポスター掲示準備 (101号館 205教室)

10:00~11: 1O ポスター発表・質疑応答 進行:虞瀬田(株式会社 JPホールデ、イングス)

座長:山崎律子(株式会社余暇問題研究所)

P-l.伝承遊びを受け継ぐ取り組み けん玉遊びの教育的効果

仁藤喜久子(仙台白百合女子大学)

P-2.幼児期におけるコオーディネーション能力の特徴

長岡雅美(武庫川女子大学)

P-3.狭い条件化の園庭におけるピオトープ造成による生き物の変化及び園児への影響

0笠松洗希・町田玲子・麻生恵(東京農業大学)
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P-4.農村景観を教育素材とした食農教育のプログラム開発一成城幼稚園を事例として

0柴田裕貴・町田玲子・麻生 恵(東京農業大学)

P-5.新潟県小千谷市における小学校児童の余暇時間の費やし方と生活習慣

0山本拓実(早稲田大学人間科学部)・前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

P-6.子どもの水辺活動時の安全教育に関する一考察~引率者と安全装置に着目して~

0横山 誠・船越達也・山口直範・後和美朝(大阪国際大学)

P-7.寝屋川市「青少年の居場所」の現状と課題

玉井久実代(大阪国際大学)

P-8. 障がい者ダイビングのレクリェーション効果~障がい者と健常者の比較~

0喜瀬真雄(琉球大学大学院 医学研究科 衛生学・公衆衛生学講座)・荒川雅志(琉球大学大学院

観光科学研究科)・加藤淳一 (NPO法人美ら海振興会)・木村純(名桜大学 人間健康学部看

護学科)・高屋優(琉球大学大学院観光科学研究科)・松田葉子(琉球大学大学院 医学研究

科衛生学・公衆衛生学講座)・松田 翼(琉球大学大学院 医学研究科衛生学・公衆衛生学講

座)・高江洲アヤ子(琉球大学大学院 医学研究科 衛生学・公衆衛生学講座)・青木一雄(琉球

大学大学院 医学研究科衛生学・公衆衛生学講座)

p-g. レクリエーション実技が大学生の自己肯定意識、友人関係およびコミュニケーション能力に及ぼす

影響

O奥村宗鷹(関西大学大学院)・松尾純子(関西大学非常勤講師)・涌井忠昭(関西大学)

P-IO. 産後のマイナートラブル改善一骨盤底筋群に着目して一

0松永須美子(南九州短期大学)・松永 智(宮崎大学)

座長:土屋薫(江戸川大学)

P-ll.地域高齢者における社会的交流頻度と精神的健康との関連について

0三宅基子・木村みさか(京都学園大学健康医療学部)・亀岡スタディグルーフ。

P-12. 高齢社会の世代間交流活動のあり方~多世代交流のツールとしてのカルタづくりから~

0須賀由紀子(実践女子大学)・酒巻由佳(日野市役所)

P-13. 総合型地域スポーツクラブの社会資源としての価値向上に向けた取り組み

0岸本記子・座間味洋貴(公益財団法人沖縄県体育協会)・図師里佳・荒川雅志(琉球大学大学院)

P-14. スクーパ・ダイビングによるレクリエーション効果

0加藤淳一 (NPO法人美ら海振興会)・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)

P-15. レジャー・スポーツの実施環境に対する評価、参加者満足及び行動意図の関連性に関する研究

s UP  (スタンドアップパドルボード)を題材として
0平野貴也(名桜大学)・合志明倫(東海大学)・宮崎 景(アクアティック)

P-16.登山道における所要時間に関する基礎的研究

GPSおよびSNSのビッグデータを活用した実態の把握を試みる

0中村哲郎(東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 自然環境保全学研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-17.登山道の施設整備の実態に関する比較研究

0関口史佳(東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 自然環境保全学研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)
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P-18.保健指導型ヘルスツーリズム「宿泊型新保健指導プログラム(スマート・ライフ・ステイ)Jの事業

化に向けた検討

O高屋優・荒川|雅志(琉球大学大学院)・中村誉・栄口由香里・松下まどか・野村恵里・

早瀬智文・安田実力日・村本あき子・津下一代(あいち健康の森健康科学総合センター)、

矢部大介(関西電力病院糖尿病代謝内分泌センター)・小熊祐子(慶慮義塾大学スポーツ医学研究

センター)・佐野喜子(神奈川県立保健福祉大学大学院)・樺山 舞(大阪大学大学院医学系研究

科)・八谷 寛(藤田保健衛生大学医学部)

P-19. ドライパーからみたやまなみハイウェイの景観特性に関する研究

0金子 晶・麻生恵・町田玲子(東京農業大学)

P-20. 災害時要援護者における避難体制の課題とあり方に関する一考察~ホテル火災避難訓練をもとにし

た検討~

O豊見山佐妃・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)・親川 修 (NPO法人バリアフリーネ

ットワーク会議)

11:20~11:50 ワークショップ (各 30分， 101号館2階)

A. rレクリエーション活動時のケガ対応」

山梨大学大学院教授・博士(医科学) 浅川和美(101号館2階 209教室)

座長:小石浩一(早稲田大学大学院)

B. r初めてのコマ一指導者向けコマ回し入門ー」

全臼本独楽団しの会副会長谷伸行(101号館2階 207教室)

座長:慶瀬 団(株式会社 JPホールディングス)

C目「子どものレクリエーションー紙ヒコーキー」

片貝病院院長掴医学博士根本忠(101号館2階 208教室)

座長:丸山絢華(一般社団法人 BambiniAssociation) 

D目「生活リズムづくりのための運動とレクリエーション」

京都ノートルダム女子大学准教授 石井浩子(101号館2階 206教室)

座長:永井伸人(園皐院高等学校)

E. rキッズヨガの体験(実技)J

日本キッズヨガ協会代表 ミナクシみよこ(101号館1階 106教室)

座長 佐藤明日香(早稲田大学前橋研究室)

F. r 3世代ニュースポーツークッブ (KUBB)ー」

国際基督教大学課程上級准教授 高橋伸(101号館東側芝生スペース，雨天時は 101教室)

座長:吉村異由美(早稲田大学人間総合研究センター)
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11:50~12:50 昼休み・昼食 (101号官官1階ラウンジ)

(12:15~12:45) r楽しいフラ E タヒチアンダンスJ(101号館1階 107教室)

高木聡実(ノアノア・フラスタジオ/ノアノアオリタヒチ主宰)

担当:藤田倫子(公益財団法人ライフスポーツ財団)

※ 11:50~12:50 ポスター掲示準備 (101号館205教室)

12:50~ 13:30 総会(101号館1階 107教室)

担当 理事長沼津秀雄(立教大学)

13:30~15:00 口頭発表

A会場・ 101号館2階 206教室

A-6. ボランティア通訳ガイドの現状及び考察

0ショウテイ[東海大学大学院文学研究科丈明研究専攻]

田中伸彦[東海大学観光学部]

座長:浮田千枝子(帝京平成大学)

A-7.特撮ツーリズム現象の歴史的な変遷 知的財産を用いた観光学研究の視点、から一

0二重作昌満[東海大学大学院文学研究科文明研究専攻]

田中伸彦[東海大学観光学部]

A-8.指定管理者制度導入後の公園の管理運営への市民の関与の度合い←札幌市の都市公園を事例に

水野明洋[北海道大学農学院森林政策学]

A-9.商業空間から見る土産文化の変容 テーマパーク・遊園地を事例に

0佐藤梨央[東海大学大学院文学研究科観光学専攻]

田中伸彦[東海大学二観光学部]

B会場 101号館2階 207教室 座長:嵯峨寿(筑波大学)

B-6.熊本県阿蘇地域における中学生を対象とした草原学習(輪地切体験)の地形条件と防災教育への展開

0町田怜子[東京農業大学地域環境科学部]

土肥賢太郎[株式会社東急電鉄]

麻生 恵[東京農業大学地域環境科学部]

B一7.新潟県巻機山における高山植物復元活動の変遷と推進のあり方

0飯酒盃奈々[株式会社好日山荘]

町田怜子[東京農業大学地域環境科学部]

麻生恵[東京農業大学地域環境科学部]

B-8. 遠泳にみる女性市民スイマーの輝き~~湘南OWS大会での調査から~~

後藤新弥

[NPOバディ冒険団・研究室(元江戸川大学教授)] 

B-9. アウトドアの成長効果の検討 アウトドア・プログラムとサッカースクールの比較から

遠藤大哉[江戸川大学非常勤講師]
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C会場:101号館2階 208教室 座長-野村一路(日本体育大学)

C-5.徒歩通園が幼児の生活習慣とそのリズムに及ぼす影響E

0山梨みほ[早稲田大学大学院]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

C-6.広島市幼児の余暇活動の実際とその課題ーテレビ・ビデオ視聴時間の長さに注目して

0小石浩一〔早稲田大学大学院〕

前橋 明〔早稲田大学人間科学学術院〕

C-7. 自然遊びを支える人的環境に関する研究 自然を遊ぶということに着目して

清水一巳[千葉敬愛短期大学]

C-8.着地型観光における見どころのイメージ形成に関する研究

流山景観フォーラムにおけるワークショップ事例

土屋薫[江戸川大学]

13:30~14:40 ポスタ一発表・質疑応答 進行:贋瀬田(株式会社 JPホールディングス)

座長.犬塚潤一郎(実践女子大学)

P-21.地域情報提供のためのウェブデザイン教育教材開発

0今中厚志・古性淑子(横浜美術大学)

P-22.瀬戸内海島l興部における花の景観づくりの変遷に関する研究一岡山県六島の水仙を事例に一

0演久保衛(東京農業大学)・町田怜子(東京農業大学)・麻生恵(東京農業大学)

P-23.地域ブランドの情報提示と対話交流が購買要因と地域イメージに及ぼす影響~収穫祭を事例として~

0吉川純平・町田玲子・麻生 恵(東京農業大学)

P-24. ご当地キャラクターの認識と地域特性の表出に関する研究

0山田 朋(東京農業大学地域環境科学部造園科観光レクリエーション研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-25.海洋レジャー施設内運動量の可視化を応用したサービ、スモデ、ルの研究開発

0図師里佳・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)・金城直樹・森 敦子(株式会社カリユシ・

カンナタラソラグーナ)・上間英樹・玉城佳奈(株式会社沖縄海洋工機開発)

P-26. コンテンツツーリズムの聖地と名勝指定に関する研究

0古津大輔・栗田和弥(東京農業大学地域環境科学部 造園科学科)

P-27.横丁における狼雑さの数値化一新宿「思い出横丁」を事例として

0属国大智(東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科観光レクリエーション研究室)・栗田和

弥(東京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-28.福島県鮫川村におけるバイオマス資源を利活用した地域資源循環に関する研究

0岡田優美・入江彰昭・町田玲子・麻生 恵(東京農業大学)

P-29. 熊本県阿蘇地域における国立公園環境学習の実施と結果の検証

市川実柊(東京農業大学)

P-30. 阿蘇の野の花」の観光資源的価値と観光プランに関する研究

原智美(東京農業大学)
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座長:金賢植(仙台大学)

P-31.富士山麓資源の変遷と文化形成について

蛇口湧己(東京農業大学)

P-32. 富士吉田口登山道における五合目以下の景観の印象に関する研究

片桐達斗(東京農業大学)

P-33.絵葉書から見る富士吉田口登山道の変遷および景観認識構造

三部早紀(東京農業大学風景計画学研究室)

P-34.農家民宿経営開始前後における地域住民の意識の変化について

世界農業遺産「能登の里山里海Iの輪島市三井町を対象に一

0栗田和弥(東京農業大学地域環境学部 造園科学科)・土門優花(東京農業大学地域環境科学

部造園科学科観光レクリエーション研究室)

P-35.群馬県館林市の観光資源と牧場の関係から見る観光のあり方

井野口拓紀(東京農業大学)

P-36. 地域資源の魅力の発信について 国道 120号を事例として

0鷹箸泰雅・麻生恵・町田玲子(東京農業大学)

P-37. フットパス整備があたえるまちづくりの効果 多摩丘陵の事例一

佐藤舞奈(東京農業大学 造園科学科 自然環境保全学・観光レクリエーション研究室)

P-38. ネパール・マナスル保全地域におけるトレッキング、ルートの景観特性と利用実態の把握

~マナスルサーキットを対象として~

0小倉裕紀・堀津陽花(東京農業大学短期大学部)・大津 励(東京農業大学地域環境科学部)・

波多腰耕弥(東京農業大学農学部)・下嶋 聖(東京農業大学短期大学部)・麻生 恵(東京農業

大学地域環境科学部)

P-39.農村観光地川場村における景観の経年変化に関する研究

0佐藤憧治(東京農業大学)・麻生 恵(東京農業大学)・町田玲子(東京農業大学)

P-40.栃木県塩谷郡高根沢町における幼児の余暇活動と生活習慣

0菊藤君世(早稲田大学人間科学部eスクーノレ)・泉 秀生(東京未来大学)

-前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

P-41.子どもの戸外あそびの場としての公園の種類と規準

0阿部玲子(早稲田大学人間科学部eスクーノレ)・泉 秀生(東京未来大学)

-前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

15: 1O~15:30 閉会式 (101号館1階 107教室)

「研究奨励賞ーポスター発表部門一」表彰を含む
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研究(口頭)発表へのお願いとお知らせ

1 .口頭発表者へのお知らせ

(1)未払い諸費用(年会費、参加費など)のある方は、会場受付時に支払手続き(全納)を済ませ

てください。

( 2)配布資料や補足資料のある方は、演題番号(例:A-1)、演題、演者氏名(筆頭)を記載した

資料を 50部ご用意の上、発表予定の教室のスタップに渡してください。

( 3 )発表時間は 1演題につき 15分です。(13分経過時に 1回のベル、 15分経過時に2回のベル)

その後、 5分間の質疑応答を行い、 20分経過時に3回のベルで終了です。

(4)発表に使用できる教材については、 PC(Windows 7、PowerPoint2010)、DVD、ビデオ、 CD、

カセットとなっています。

2. 座長へのお願いとお知らせ

(1)受付は、開始 30分前までに済ませてください。

( 2)時間(発表時間、質疑応答時間)を厳守して、進行するようにお願いします。

( 3)各発表後、速やかに質疑応答に入札発表ごとに完結してください。

3. 質問者へのお願い

( 1 )挙手をし、座長の指示を待って、所属と氏名を告げ、質問をしてください。

( 2)質問は、演者、座長、会場の聴講者に努めてわかりやすいように発言してください。

研究(ポスター)発表へのお願いとお知らせ

1 .ポスター研究発表者へのお知らせ

(1)未払い諸費用(年会費、参加費など)のある方は、会場受付時に支払手続き(全納)を済ませ

てください。

( 2 )ポスターは、 P1 ~P20 (前半)は 11 月 27 日(日)の 9:00~10:00 の聞に、 P21~P41 (後

半)は 11 ・ 50~12:50 の間に、掲示準備をお願いします。

( 3)掲示するボードは、演題番号の貼付により指定します。

(4 )ポスターサイズには 規定はありませんので ボード範囲内に自由に掲示してください。

( 5)掲示に使用する用具は、会場にて用意します。

( 6 )発表と質疑応答は、 P1 ~P20 (前半)は 10:00~11:10 まで、 P21~P41 は 13:30~14:40 ま

でです。時間内はポスターの前で待機をし、報告や質疑応答をしてください。

(7)発表終了後、掲示物の撤去をお願いします。(発表時聞が終了しましたら、掲示ポスターをはず

して、お持ち帰りください。)

2. 研究奨励賞ーポスタ一発表部門ーについて

(1)学会賞研究奨励賞に「ポスター発表部門」が設けられています。同日開催される閉会式におい

て、優秀ポスターの表彰(会長賞と理事長賞)を行し、ます。

( 2) r研究奨励賞ーポスター発表部門-J選考の該当資格は、筆頭著者が学生(大学院生、大学生、

短期大学生、専門学校生など)であることとなっています。
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-第46回学会大会地域研究開催場所案内

11月25日(金)14: 00......17 : 00 

会場:所沢航空記念公園(西武新宿線航空公園駅東口すぐ)

航空公盟

置第46回学会大会開催地交通案内

11月26日(土). 11月27日(日)

会場:早稲田大学所沢キャンパス 100号館 (11月26日)・101号館 (11月27日)

干359-1192 所沢市三ケ島2-579-15

アクセス.西武池袋線 小手指(こてさし)駅下車、パスで約 15分、タクシーで約 12分

襲撃霊的警察霊童滋滋袋織か警察滋毅審較で

道義審議終護憲 線道そ

本j討委譲 予察妥ミ

多綴殺かをう察磯義援3た綾織浜本竜平ンパ:之さ豪雪ご

官室釦は や繁華麟機滋ー護軍季初は湾総E聞大学問 15分一主事事選察文学
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小手指駅から早稲田大学専用パス(無料)、もしくは、路線(西武)パス (200円)でお越しください。

トa

灘灘滋綴総事隆 一……込畿調E
簿業・ゑ嬢鱗務事由 州…時灘習院メト怨膜浴車臨
調後療事章 一一驚京司E.Iレ吋』

早稲田大学専用スクールパス時刻表(土・日祝)(西武池袋線小手指駅。早稲田大学所沢キャンパス)

書|【皐細大料、持駅111崎容では岬欄相内摘しまれ

以鋒iま小手勉事R殉ロヘ割錯します@

(※料金は無料〉
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所沢キャンパス学内案内図

間コンビュー州「ム
問機数ラウンジ

図 v薄日
E 機織調官
函盤話量
ιバ守続得A符現役うかでばかセ

1 1月26日会場 (100号館)

受付・メイン会場 (100号館2階211教室)

理事会 (204教室)

クローク (210教室)
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1 1月27日会場 (101号館〉

1F 

凪
E殺す

際金或

隣金式

襲撃金書場

HJl 

日
ラウンジ

発議!

2F 

201 

2J自暴

D嚢場
2凶

霊能

参加申込について

日本レジャー・レクリエーション学会 第46回学会大会 ln早稲田大学の参加申込・研究発表申込なら

びに抄録原稿投稿は、すべてインターネット登録サイト(日本レジャー・レクリエーション学会ホームペ

ージ内)にてお願いします。参加申込については、平成28年11月22日(火)までにお願いします。

筆頭発表者(申込者)が非学会員である場合は、同時に学会への入会の手続きを行うこと O なお、連記

される正会員は、「年会費が全納済」であることを条件とする。該当年会費が未払いの正会員は、支払い手

続きを完了しておく O

o
o
 --



大会参加費・懇親会費関弁当代

大会参加費 正会員・非会員 ￥4，000 

懇親会費 ￥3，500 

弁当代(事前申し込み・事前振込み制) 11月26日(土)、 11月 27日(日)、両日とも￥ 900

0合計額を 11月21日(月)までに下記に振り込んでください。

ゅうちょ銀行

届名 O三八(読みゼロサンハチ)

庖番 038 

預金種目:普通

口座番号 4852120

口座名義:日本レジャー・レクリエーション学会(代表 前橋 明)

昼食について

※近隣に食堂やコンビニがないため、希望者に限り、お弁当(事前申し込み・事前振込み制)の手配を

いたします。事前にお申し込みください。

11月26日(土)・ 27日(日)両日は、学内の食堂は休業のため購入場所がありません。

その他

キャンパス内の、建物内は禁煙です。指定の喫煙所のみ喫煙可。
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第46回学会大会

基調講演
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第46回学会大会(於.早稲田大学 JSLRS Nov. 2016 基調講演:rレクリエーシヨンの本質(恒leEssence of R配 reation)Jl 

〔基調講演〕

「レクリエーションの本質 (TheEssence of Recreation)J 

1.はじめに

2. レクリエーションの歴史的概観の緒き

3. レクリエーションの本来の意味

4. レクリエーションの知られざる力

5. レジャー・レクリエーション・スポーツ(L/R/S)

6. レクリエーションの本質に関連する用語の理解

7.おわりに

1 .はじめに

日本レシーヤー・レクリエーション学会 (JSLRS) 

第8代会長鈴木秀雄

(関東学院大学名誉教授，学術博士 Ph.D.) 

「レクリエーション」という言葉が日本に入ってくる以前に、日本において人としての楽しさ・おもし

ろさの追求が当然なされていた生活については論を待たない。

レクリエーションは、本来、生活の何処に現れ どのような存在なのであろうか。このカタカナ語を

辞書で播くと「仕事などの疲労を回復し明日への活力を盛り返すための休養や娯楽」とある。このため

残念ながら仕事との対比となり、結果として積極的に自身の余暇を工夫し創りあげていく中から生まれ

る重要な活動や状態を意味する正しい概念理解に至っていない。

一般的に、人々は楽しみな活動やおもしろいことをしたいと日々願い求めて行う様々な事柄を、生活

の中に何らかの形態で摂り入れてはいるものの、それらを明らかにレクリエーションだとは意識(概念

化)していない。

明治 44(1911)年にアメリカ合衆国で初めて公式な語として使われた「レクリエーション」、それが戦

後、 1947年、日本で、使われ始めた言葉の意味は、本質的にどのような視点で捉えられなければならな

いのかを再考する必要があろう。そこから新たな「レクリエーションの知られざる力」も見えてくるは

ずである。

2. レクリエーションの歴史的概観の繕き

日本におけるレクリエーションの理解は、集団の運営を活性化したり、演出・宴会的に、歌(Song)や、

踊り (Dance)、あるいは交流ゲーム (Socialgame)を提供したり、それをリードする者がいて実施され

るものと永い閉また今まで歪曲化されてきた。

このような日本におけるレクリエーションは、高度経済成長期、特に昭和 30~40 年代に労働組合活

動の一環としても大きな役割を果してきた。しかしその流れは本質からの事離を生じ、集団の雰囲気作

りやその場の楽しさ・おもしろさを創り出すものとしてリーダー養成に力が注がれ、日常の肌身に近い

レクリエーションではなく、演出的・集団的な様相の色濃い活動を意味するものとして国民一般に浸透

した。
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これらの動きにより特定化された一連の種目活動があたかもレクリエーションであるかのように理

解されたところに大きな誤りを生じてしまった。正しくは、あらゆる事柄が、どのような時間に、どの

ような状態で、どのようになされるかにより、レクリエーションになり得るか否かが決まる。

日本におけるレクリエーションの変遷を繕くとき、その方向性を“たがえた 2つの波を理解しな

ければならない。一つ目の波は 1940年に東京での開催が予定されていた第四回オリンピックに関わる

波であり、二つ目は 1960年前後の労働環境に伴う波である。

第一の波は、アメリカにおけるレクリエーション運動にも深く関係する。米国において青少年の非行

防止施策の一環でもあった「よい遊び場 (Playground)Jの設置に伴い、その運動(施策)として生ま

れた組織である全米プレイグラウンド協会 (1906年)が前身で、 1911年(明治 44年)に全米プレイ

グラウンド・レクリエーション協会が発足し、米国においてレクリエーションという言葉が使用された。

その後、 1930年には全米レクリェーション協会 (NRA)となり、 1965年には全米レクリエーション・

公園協会(NRPA)が設立され現在に至っている。

NRAへの 1930年の改称は、その2年後に第 10回のオリンピックがロサンゼルスで開催されるのに

伴い第 1回世界レクリエーション会議も計画され オリンピックはアメリカオリンピック委員会

(USOC)が主管し、 NRAが世界レクリエーション会議を主管するために誕生する。翻って日本では

第12回のオリンピックが東京で開催されることとなり、第3回世界レクリエーション会議も予定され、

オリンピックを主管する日本オリンピック委員会 (JOC)は、この時、既に存在しており世界会議を主

管するため日本厚生協会が 1938(昭和 13)年 4月に設立されたが、残念ながら戦争への道を進む国への

オリンピック開催の批判は強く、 1938年 7月にオリンピック開催を辞退し、その 3ヶ月前に設立され

た日本厚生協会の動きは世界レクリエーション会議を主管することなく富国強兵への動きを色濃くし

てし、く。実際に 1940年のオリンピックは中止され、日本に何らかの影響を残したであろう第 3回世界

レクリエーション会議の開催も幻のものとなる。そして戦後、日本厚生運動連合などの動きもあり日本

レクリエーション協議会を経て、 1948年に財団法人日本レクリエーション協会 (2011年4月から公益

財団法人)が誕生する。実際に第3回世界レクリェーション会議が日本で開催されていたならば、先進

的な動きをしていたアメリカの動きが色濃く反映され、ハード面も含めたレクリエーションの全体像が

理解され、現在のようなソフトの導入のみに偏った日本のレクリエーション運動にはならなかったであ

ろう。

第二の波は、 1950年代の右肩上がりの高度経済成長期と符合する。レクリエーションとしづ言葉や

活動を、「何処で知りましたか?J と尋ねると、多くの人から「学級活動や学校行事」、また I子供会の

活動Iであるとの答えが返ってくる。この事実は一体何かといえば、そのようなレクリエーションの実

態(活動や指導の場)がそこに存在していたからに他ならない。

当時は多くの労働力を必要とする時代で、集団就職や中学卒の子ども達が「金の卵」ともてはやされ、

故郷を離れ職場に友人もあまりおらず、孤独にならざるを得ない労働者を救う「根っこの会Iなども生

まれた。労働組合も所得増や労働時間の短縮など得られずとも、福利厚生に力を入れ経営者側との折り

合いをつける時代でもあった。組合員の会社における一体感や所属欲を満たすことを構築する方法とし

て、労使一体となって実行されたものが労働組合のリーダー養成で、あった。各労組から派遣されたリー

ダー養成では、集団の雰囲気や交流を醸成する技法の学習が取り入れられ、その内容が組合員に伝達さ

れた。 1958年当時、教員の労働組合加入率は非常に高く 86.3%(文部省調査)を占め、教員もまたリ

ーダーとして養成講習会に参加した。教員の場合そのリーダー養成の学習内容の伝達が組合員に留まら

ず学校の児童・生徒にも教えられ、ここに子ども達へのレクリエーションの露出が具体化した。

ηδ ヮ“



伝達内容は、歌で、あったり、ゲームであったり、ダンスなど、いわゆる“三種の神器"とも言われ、

次第にこれらを集団で行い、そこにリーダーが介在しその指導者養成が常態化した。地方から出てきた

若い労働者にとって、男女の交流もまた重要な部分であり、フォークダンスでは男女の交わりが生まれ

る代表的なオクラホマミキサーが盛んに用いられ、学校では運動会等にも頻繁に使用された。これらの

指導者養成や実態からレクリェーションが単なる種目的な意味合いを呈し、本質としての内容よりも現

象として現れている種目をレクリエーションと決める大きなうねり(波)となって、“方向性をたがえ

る"結果となってしまった。「何をするかではなく、どうそれをしているのか」、によりレクリエーショ

ンであるか否かという視点を失って来た。パチンコがレクリエーションであるか否かではなく、レクリ

エーションとしてパチンコを行っているか否かなのである。本来、レクリエーションは、余暇の中での

存在であり、福祉領域における業務としての福祉レクリエーションや、教育活動としての学校レクリエ

ーション、また労働や仕事に直接関わる職場レクリエーションなどのレクリエーションという語の使用

実態は厳密に言えば概念的にも存在し得ない表現であると知るべきである。言葉を結び合わせ、連結が

できたとしても、そのつなげられた言葉の中に、本来のそれぞれの概念がそのまま正しく存在し得てい

るとは限らなし、

3. レクリエーションの本来の意味

レクリエーションの概念は、「単なる遊び(Mareplav)から創造的活動(Creativeactivity)までを含む

“一連の広がり"の中にあって、①余暇(レジャ )になされ、②自由に選択され、③楽しむ(おもしろさ

を含む)ことを主たる目的としてなされる快追求と癒しの総体」である。

この概念表記から、本質 (Essence)の播きを以下の1)からののように試みてみよう:

1)活動や状態の“一連の広がり"

この一連の広がりは、スペクトラム(Spectrum;複雑な事象を単純な成分に分解し、順序立て並

べる。)であり、五つの段階 (0~0) で、“心身の安寧である01くつろぎJ"、あるいは“精神・

心理状態を示しつつも何らかの具体的活動が伴う@I気晴らしJ"、“能力などの進歩が伴う@)I発

達的レクリエーションJ"や、“模倣でなく工夫し独創的でもあるDI創造的レクリエーションJ"、
“自身の感覚を時にめまい(肱量;Vertigo)を覚えるような揺さ振りで、感覚を越えていく01感

覚超越的レクリエーションJ"であるが、言うまでもなく、この一連の広がりや段階に優劣は存在

していない。

2)①余暇になされ、②自由に選択される

この①~②はレクリエーションの三条件のうちのこつで、欠かせない Essenceである。レジャ

ーという自由裁量時間、あるいは状態、活動が、事象として利用されたり活用されたりするもの

で人間生活のあらゆる場面で存在する。決して強制されてなされるものでもなく、概念中の表記

の①及び②は、拘束された枠組みの中では存在しない。

3)楽しさとおもしろさの異なり

加えて、③の“楽しむ(おもしろさを含む)ことを主たる目的とする"は、レクリエーション

の三つ目の条件である。楽しさは、交流(この交流の対象は、人とは限らずベットや書物、自

然等々様々)が必需で、面や線としての存在。おもしろさは、秘密の解き明かし、秘密の発見

で生まれ、点としての存在で、なるほど、ああ~そうか、などと納得のゆく中で生起する。

4)主たる目的と従たる目的

従たる目的は、レクリエーションの手段化であり、代表的な領域がセラビューティックレクリ
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エーション(この概念は後述する。)(←カフェテリア型と処方型プログラムの併存)である。

5)快追求

快追求は、快活動と快状態が存在する。

6 )癒し

癒し(Remedy)は、回復機能や解消機能、自浄作用など、心身への負荷に対する軽減機能。

7)総体

総体とは、事物の全て。

レクリエーションの概念を正しく理解していようがいまいが、また、意識していなくとも、生活の中

に現れる実態は、「日々に寄り添う、掛け替えのない、取って置きの、楽しさ・おもしろさを求めて、

豊かな“活動"“生活"“人生"、即ち、“生きる喜び"を紡ぎ出す」ことを求めている。本人がなにもあ

るいは全くレクリエーションと認識していなくても、求めている実態は、まさに、また、明らかに本質

的なレクリェーションなのである。この紡ぎ出す力を有するものがレクリエーションであり、このレク

リェーションの知られざる力が理解されていないともいえる。

4 レクリエーションの知られざる力

レクリエーションの正しい認識なくして、好ましいレクリエーションとしての具体的行為は生まれな

い。認識(観察)があって初めて判断が下され、その判断のもとに具体的行為が生じるからである。医療

に例えれば、観察(認識)にあたるものは、診察であり、判断は診断にあたり、また、具体的行為が治療

に現れる。さらに例を挙げれば、自動車で走行中に、道路上の信号が赤信号になったと認識(観察)すれ

ば、危険であると判断し、その結果、具体的行為としてブレーキを踏む。車の運転中に携帯電話を使用

する危険性は、運転の上手・下手ではなく、携帯電話の画面に目を移す直前に見た信号が青であっても、

画面に目を移した矢先に信号が黄色に変わったとしたら、その変化に気づかず、それを危険と判断する

認識がないのだから、判断は下されず、ブレーキを踏まなければとし寸具体的行為も起こらない。換言

するが、レクリエーションを正しく認識しない限り、その認識の範轄での判断となり、その結果として

有意な具体的行為は決して生まれてこない。

“単なる遊びから創造的な活動"までを含み、かつ“拘束され課せられた仕事"でもない、即ち、自

由裁量時間である余暇の中で創り出される活動や状態こそレクリエーションであり、生活のあらゆる機

会に存在する。人生80年を超える時代にあって、既に人生の 3割 (21万時間)が、自身の生活を豊か

にする EPL(Enjoying personal living ;個人の、「生きる喜びJr生活の喜びJr人生の喜びJ)につな

がる余暇であり、そこに紛れもなく、レクリエーションの知られざる力が内在している。このような考

え方と正しい認識の下に、好ましい具体的な行動(行為)を生み出してし、かなければならない。

まさに、細胞が自然死 (Apoptosis)の機能を有するように、また、神聖な祭り (Apotheosis) もそ

れまでの労苦による日常の澱を浄化(自浄)する機能を有するように、レクリエーションに対する既存

の考え方やイメージや思い込みを一度細胞の自然死のように死滅させ、あるいは自身の中にたまってい

る旧態依然としたレクリエーションの澱のようなものを浄化する“新生"の機能を呼び起こさなければ

ならない。レクリエーションの過大評価も過小評価もいらない、レクリエーションの正しい認識のもと

正しい価値判断が必要なのである。レクリエーション再考にあたっては、現代流に言えば、既に持って

いる情報に新しい情報を書き足していく「上書き保存(メモリーの更新)Jではなく、新しいレクリエ

ーションというタイトル表記の「新しいファイルの作成」をし、新生したレクリエーションの構築を根
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本から考える必要がある。まさに、「新しい葡萄酒は、新しい革袋に・・・ J(マタイ福音書第9章第 17

節)という意味でもある。

5 レジャー・レクリエーション・スポーツ (L/ R / S) 

これまでの余暇は既に自身が持ち得ている余暇に対する“余暇のやりくり (Leisuremanagement) 

の時代"であったと言っても過言でないが、これからの余暇は自身が持ち得ていない領域においても余

暇を積極的に産み出してし、く“創りあげる余暇 (Leisuredevelopment)の時代"にしてし、かなければ

ならない。例え、社会が大きな変化や激しい変遷をするなかにあっても、豊かな心と真撃な生き方を微

動だにしない「個人の生きる喜び;EPLJを創りあげていくべきである。それはいつになく、たとえ個

人それぞれの私的な関心ごとへの快追求であろうと、温かい他者への思いやり(忘己利他)を決して忘

れない、多岐にわたる癒しがそこここに含まれた余暇の在り様が問われる時代である。

余暇とは決して余った暇などではなく、創りあげなければ存在しない自由裁量の“時間"、“活動"、“状

態"である余暇認識 (Leisureawareness)が、その個人の生活、なかんずくレクリエーションそのも

のから受ける効用を大きく左右する。

“創りあげる余暇"による“豊かなレクリエーションの獲得"は、先ず認識の異なりから狭い領域や

範時に囲い込んでしまっている現状を確実に打破し、次に新たなる認識により“知られざるレクリエー

ションの力"を思うままに具現化することに他ならない。

スポーツ(概念:本来の仕事から心や体を他に委ねる身体運動と運動競技)もまたレクリエーション

の一部で、身体的レクリエーション (Physicalrecreation) としての存在は既述したが、メジャーリー

グ (MLB)のイチロー選手は、語源的にも“スポーツ"としてこの野球をしているのだろうか、むしろ

“本来の仕事"としてフ。ロブエツショナルベースボールをしているのである。本質は時代の流れや変化

と共に現在の意味する状況との事離はままあるが、我々が概念化している言葉の本来的な意味をもう一

度確認すべき作業が求められている。

本質論と現実論との事離を、時代の動き、変化、流れを無視して、元の本質に戻る考え方が常に求め

られるものでもないが、そのままにせず本質論と現実論との希離を熟考し、あるべき論を求める姿勢も

一考の余地があるであろう O

これからのレクリエーションに対する“在り方"は、日曜大工のように好みで望みの物を自身で創り

あげる DIY(Do it yourself)精神以上に、個々人が集団ではなくそれぞれの生活の中で主体的に自身特

有の掛け替えのない、取って置きのレクリエーションを創りあげていく DIM(Do it myself)精神たる

良きレクリエーショニスト (Recreationist)である生き方が求められている。レジャー・レクリエーシ

ョン・スポーツの概念整理をすれば、この三語はアルファベット順 (LlR/8)であるだけでなく、個々

の概念の広い順 (L尽18)でもある。本質的にも、語源的にも、レジャーの中にレクリエーションが存

在し、レクリエーションの全体の中の身体的領域、即ち、 Physicalrecreationとしてスポーツが存在し

ている。レクリエーションもスポーツも、領域(傘)を示すもので、その領域(傘)の中に、様々な種

目や活動が内在している。レクリエーションもスポーツと同様、単なる種目ではなく様々な活動の頭上

にかざされている傘なのである。勿論、この傘の内に活動や種目が収まっている。

6. レクリエーションの本質に関連する用語の理解

前述のレクリエーションの本来の意味の中で、その概念について述べたが、本質を理解するうえで

関連用語として、以下のような語群の理解も必要である:
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1) レジャーに関連して

(1)余暇の三機能(①休息、休養=回復機能;②娯楽、気晴らし=発散機能;③自己開発、

自己啓発=蓄積機能)の中の蓄積機能には、社会参加・社会貢献も含まれ、ボランティ

ア活動もこの機能の範轄である。

( 2 )余暇機能のカップリング化(=組む合わせ)とカクテル化(=融合化、混合化)

余暇機能は必ずしも単一の機能のみでの存在ではない。時には機能が組み合されたり、

混ざったりして存在する。

( 3 )余暇化 (Leisurelization) と余暇能力 (Leisurability)

余暇化とは、拘束的、半拘束的な領域にある時間や活動を転換し、余暇に近い形態に変

化させることである。例えば、通勤時間帯で家からの道すがら、パスの停留所から駅ま

での距離を歩くなどに変え、自身の健康に役立てようと、自らの時間に創りあげウォー

キングのような活動形態にしていくことなどを余暇化と捉え、また、そのように様々な

機会をとらえて、自らの時間や活動に創りあげていく能力を余暇能力と捉えている

(参考: ※レジャー中毒 (Leisuraholic) 仕事中毒 (Workaholic)

レジャー能力 (Leisurability) 仕事能力 (Workability)

レジャー中心主義 (Leisureoriented) 仕事中心主義 (Workoriented) 

(4 )レジャー機能の拡幅化と深奥化

余暇機能の広がり・経験と余暇機能の深まり・実践。

( 5) ギリシャ語のスコーレ(教育的、学問的)とラテン語のリセーレ(自由である、許さ

れている)

結果として、「内容・活動」を示すスコーレ(教育的、学問的)と「身分・階級」を示すリ

セーレ(自由である、許されている)の意味で、現代的レジャーとは異なり、古代のレ

ジャーは、許されている・自由である者が、学問的・教育的な事柄に携わることであっ

た。(参考:Leisure class; Mass leisure) 

( 6 )レジャーの水槽論とレクリエーションの金魚論

個人が有する余暇を水槽にたとえ、その水槽の中を泳ぐ金魚をレクリエーションと理解

するもので、水槽(余暇)は個人により、形、大きさ、その中の水量、水深、水質、水

温等も異なり、その中で金魚(レクリエーション)は、泳ぎ、生きている。当然、金魚

(レクリエーション)は水槽(余暇)の内に留まる。金魚が外に飛び出せば、その世界

は余暇の範晴ではなく、その後のレクリエーション(金魚)の結果は歴然としている。

2) レクリエーションに関連して

(1)多角的噌好形態活動(広がり、体験)と趣味化傾向形態活動(深まり、実践)

社会が豊かになるほど、おもしろさや楽しさは社会の中に多く準備される。

おもしろいもの、楽しいものを弧み食いのように、広く取り入れる形態を多角的噌好

形態と呼ぶ。趣味化傾向形態とは、たとえ趣味とまでし、かずとも、反復的に意図をも

って継続してし、く形態で、知識・技能が蓄積されていく形態である。両者に優劣はな

い。また、趣味とは、本人自身が趣味であると決めない限り、その活動や行為は趣味

とは認識されない。例えば、現代社会にあって、健康の三要素である運動は、反復・

継続が重要であり、自身の身体的レクリエーションとして、趣味化傾向形態にしてい

くことが望ましい。
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( 2)カフェテリア型(目的的)プログラムと処方型(手段的)プログラム

カフェテリア型活動は、目的的活動(したいこと)で、処方型活動は、手段的活動(す

べきこと)である。セラヒ。ューティックレクリェーションでは、このカフェテリア型と処

方型プログラムのバランスが鍵である。[参考:セラピューティックレクリエーション

(Therapeutic Recreation ; TR)の概念は 「レクリェーション的効果と治療・療法・療

育的効果を階梯(段階)的に並存させた形態で、①障害の予防・軽減、 cz健康の回復・維
持増進、③福祉の向上を願う全ての人に対するプログラムであり、またその提供Jをい

うo J 

( 3 )金太郎飴的発想、からの脱却

レクリエーションに対する金太郎飴的発想とは、レクリエーション全体の中から、あ

る一部分だけを取出し、そのレクリエーションの一部があたかもレクリエーション全

体であるかのように勝手に理解している意味である。これは一本の長い金太郎飴の中

から一部分を取出し、笑っている金太郎の顔をみて、残っている飴の全ても同じよう

な顔を形成している思い込みをするのと同じように、残りの全体のレクリエーション

も取り出した部分と同じものであるかのように錯覚してしまう意味である。レクリエ

ーション全体の正しい理解が必要なのであり、この金太郎飴的発想からの離脱が必要。

(4 )レクリエーションの三次元的分析(状態系、技術系、人間活動領域系)

レジャーとレクリエーションの関係を水槽と金魚との関係に照らし合せレクリエーショ

ン活動を瞬間的に静止状態として捉えた時、水槽のどの辺りに金魚は泳いでいるのかを

縦軸、横軸、高さ軸の三次元的に表現しようと試みるもの。縦軸をレクリエーション状態

系、横軸をレクリエーション技術系、高さ軸を人間活動領域系としている。人間活動領域

系は、頭、心、体とし、それぞれ主、従、中間的な関わりによるもので、縦軸(状態系)、

横軸(技術系)、高さ軸(人間活動領域系の主、従、中間)、の 3つの軸の交点がその時の

レクリエーションを示している。

( 5 )レクリエーショニスト (Recreationist)

ナチュラリスト【Naturalist 1を、 自然に関心をもって、積極的に自然に親しむ人。また、自然の動

槌物を観察・研究する人と捉えたり、自然主義者であると標梼したりするように、レクリエーショニ

スト[Recr巴ationist】とは、レクリエーションに関心をもって、積極的にレクリエーションj舌動に親し

む者、また、真のレクリエーションそのものの実践や研究(= Recreology)をする者と理解してよい。

レクリエーションをしっかり理解し、豊かな生活の紡ぎ出しにレクリエーションを利用し・活用して

いる者という意味合いである。

( 6) ApoptosisとApotheosis

7. おわりに

Apoptosis は、細胞のプログラム化された自然死(反対語は、 Necrosis)

Apotheosisは、祝祭、神格化、理想的・究極的姿や形、自然との一体化

これからのレクリエーションは、集団や、指導者の下でのレクリエーションではなく、身近な日

常生活の中に、個人の豊かさを実現していくものとして、過大評価でもない、過小評価でもない、

まさに正しいレクリエーションの理解が必要である。そしてレクリエーションの知られざる力を認

識し、肌身に近い生活の中で、個人の生きる喜びを紡ぎ出していく役割を果たすものが“レクリエ
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ーション"であると理会していくことである。

人々は、生きる喜び (EPL) を求めて、「日々に寄り添う、掛け替えのない、取って置きの、楽し

さ・おもしろさを求めて、豊かな“活動"“生活"“人生"、の紡ぎ出し」を実践しているのであり、他

に見合う言葉が見つかるとすれば、何もレクリエーションでなくて良いはずだが、簡単にレクリエーシ

ヨンに見合う用語を探し、作る (Coinage)のは容易ではない。類似の用語から際立たせて区分するこ

とが概念の主たる意味であり、そのものずばりの表現としてレクリエーションにとって代わる新しい語

を表せたとしても“似ていて非なるもの"に落ち着くのであろう。

この領域に携わる、研究者、専門家、指導者として、レクリエーションがより正しく理解されるよう、

その啓発・普及に努める工夫と努力が今こそ必要で、あろう。

余暇の“っくり(構造・外延)"の中に、余暇の“はたらき(機能・内包)"があるのだが、余暇の三

機能(回復型や発散型そして蓄積型)を時に白身に会った形態で組み合わせたり(カップリング化)・

混ぜ合わせたり(カクテル化))しながら、それらの三機能の振り子の振り幅を左右に大きく広げる(拡

幅化させる)と共に、活動が多角的噌好形態のみに留まることなく趣味化傾向形態に繋がる機能の深ま

り(深奥化させる)を実践するレクリェーショニスト (Recreationist)でありたいと思う。

健康の三要素についても周知のとおりであるが、“栄養"と“休養"の二つの要素については、生理

的必要性 (Physiologicalneeds)を持つが、三つ目の要素である“運動"には生理的必要性は生じない。

そのため健康維持に必需となる運動への心理的欲求 (Psychologicalwants)を自ら積極的に作り出さな

ければならない。勿論、目的的に好きな活動としての“したい身体運動"もさることながら、楽しみを

持って行うにしても手段化にはなるが、健康寿命の延伸、青少年の身体発達の促進、老化防止、生活習

慣病予防運動・要介護予防運動等に資する“すべき身体運動"を、自身が自立できている時代に身体的

レクリエーションによる運動として取り入れ、実践することが不可欠要素である。積み重ねによる楽し

さ・おもしろさの深みを増してし、く趣味化傾向形態の活動に積極的身体活動を含めておく心掛けは、運

動不足が著しい現代社会の中で万人が健康寿命の延伸の観点からも心得ておかなければならない必須

要件である。

言うまでもなくレクリエーションは身体領域のみならず、ミクロに据えれば、頭、心、体を扱う領域

であり、マクロに捉えれば、自然、人間、社会、の領域にも関係する。

“ある活動が手段化される時、その活動本来の楽しさ・おもしろさが低減されていぐ'のであるから

こそ、手段的レクリエーションの範時に留まらず、本来のレクリエーション (Recreationally

independent)、即ち、目的的になされるレクリエーションの選択を生の質 (QOL=Qualityof life ;生

命の質、生活の質、人生の質)を高めていく視点とともに、日々に寄り添う個人の生きる喜びの紡ぎ出

しとして、レクリエーションを捉えてし、かなければならない。

はなはだ卑近な事柄に至るが、昨年、平成 27(2015)年 7月に、自宅で療養していた妻を亡くした

が、本人の苦痛や苦しみがどのような中にあっても、僅かな病状の変化にも、強く生きる喜び(EPL)を

求めている姿に、どんな時にも個人の生きる喜びを自らが求め、探し、その中に率先して身を置いてい

くことの重みを痛切に感じた。改めて、日々に寄り添う、掛け替えのない、取って置きの楽しさ・おも

しろさを求めて、豊かな“活動"“生活"“人生"、即ち、生きる喜びを紡ぎ出すレクリエーションをな

いがしろにはできない思いを再確認した。病床にあって僅かスプーン一杯の水をゆるりと口に含む喜び

を、この上もない幸せ感をもって見せる姿、今も胸に焼き付いている。筆者もレクリエーションの本質

(The Essence of Recreation)を念頭に置き、アポトーシスを具現化し、引き続き“良きレクリエーシ

ヨニスト"の道を模索し真撃に歩みたいと願っている。
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〔特別講演〕

子どものスポーツ・レクリエーション

根本忠

〔片貝医院院長(医学博士)]

子どもの体力低下や運動能力低下が叫ばれて久しい。スポーツ活動に打ち込む子ども

もいるが、しばしばひとつの種目に限定され、勝利至上主義の指導を受けていることが

多い。加熱したこれらのスポーツ活動に懸念を示した自治体もあり、スポーツ少年団の

活動時間や施設利用日数を制限した事例も現れた。「努力したものが勝つ。」というのは

十分に理解できるし真の平等で、あると考えるが、十文字女子大学の杉原隆らは子どもの

健全な人格形成のためには、勝利至上主義のスポーツ活動ではなく、「遊び型運動」や

レクリエーションの要素を持った活動が重要であるとしている。また、脳神経系が発達

する時期の子どもはひとつのスポーツ種目に限定せず、多彩なカラダの動きを経験させ

ることが重要であることも広く知られている。

新潟県小千谷市片員町は、世界ーの「四尺玉花火のまち」のほかに「スポーツのまち」

ともいわれ、子どもたちは地域のスポーツ活動に専念しているが、問題点も少なくはな

い。今回は、子どもの生活リズムの面や脳神経系の発達の面での問題点を提示し、スポ

ーツ医学の見地から考察を加えてみたい。

また、臨床医として地域に強く根ざした医療に携わっていると、子ども時代に「カラ

ダを動かすことの楽しさ」、「レクリエーションの要素を持った活動の楽しさ」を知るこ

とで、生活の質が高まり、健康で意欲的な人生を送れる傾向があることが見えてくる。

子どものレジャー・レクリエーション活動の重要性を地域医療学の見地からも考察して

みたい。

根本忠(ねもと ただし) プロフィール

昭和 37年岐阜県岐阜市にて出生。父親の 3年毎の転勤に伴い、多感な幼少期を千葉

県や長野県、岩手県ですごし、昆虫採集や貝殻収集に没頭する。同時に地域の人から山

菜狩りやキノコ狩り、バーベキュー、キャンプなどのレジャー・レクリエーション活動

を教わる。中学3年からは東京に在住し、昭和 56年都立小石川|高等学校卒業、昭和 62

年東京慈恵会医科大学卒業。内科臨床研修を経て、平成元年同大学附属青戸病院内科学

教室助手。臨床血液学専攻。平成 10年に「感性豊かな子どもを育てたい」と四季の移

り変わりの美しい現在の新潟県小千谷市に移り住む。平成 12年から片貝医院院長。日

本内科学会認定総合内科専門医、認定血液専門医、プライマリケア学会指導医、医学博

士。日本体育協会公認スポーツドクターとして体操競技国体選手の育成・強化、総合型

地域スポーツクラブにおける子どもの運動遊びのプログラム監修にも携わる。

-32一



第 46回学会大会

講話

q
J
 

q
J
 



〔講話〕

子ども環境の未来を考えるためにできること

吉田薫

(ジャクヱツ事業サポート取締役)

私の子どもの頃は、レクリエーション大会とか、町のお祭りということばを聞くと、心がわくわくし

て、その日を指折り数え、前日の夜は寝られなくなるぐらい楽しみで、仕方がなかった記憶があります。

私にとってレクリエーションとしづ言葉は、「集団あそびJそのもので、当時は、原っぱや路地裏、空

き地などにはいつも子どもの遊ぶ姿が見られるのが当たり前で、どこからともなく子どもたちが集まり

鬼ごっこや缶けり、集団によるごっこあそび等に熱中していました。そして、そこにはいつもガキ大将

が存在していて、あそびの天才のごとく、いろんなルールを決め、集団をまとめ、~~し、者をかばうとい

う子どもの世界にたくましいリーダーとして、あそびからいろいろなことを教わりました。年齢の違う

子どもたちが、いっしょになって遊ぶ中で『見る・見られる』関係が生まれ、自然と『観察して学習す

る力Jが育っていたのだと思います。つまり、子どものあそびはただのあそびではなく、遊ぶ中で学び

育つ何かがあったのだと思います。

数年前は、公園や道路で遊んでいる子どもたちが多く見られていましたが、最近は、外で遊ぶ子ども

たちが少なくなっています。今の子どもたちは、学習塾やスポーツクラブ、稽古ごとで多くの時間を過

ごしており、また、家庭用ゲーム機やタブレットの普及により室内でのあそびが多くなり、一人で遊ぶ

ことが多くなることで、集団で人と関わって遊ぶことのできない子どもが増えています。

近年では、子どもたちの外あそびの時間が減り、体力もどんどん落ちていることがデータで示されて

います。体力が落ちることで、寝つきが悪い、体力がなく疲れやすい、風邪を引きやすい、外あそびを

嫌がるーといった現象がおき、子どもの体力低下に頭を悩ませている保護者が多いと聞きます。しかし、

体力を向上させることは決して難しいことではありません。子どもの体力を向上させる一つの方法は、

遊具を使った「遊具あそびj です。遊具といっても、様々な機能やデザインが存在し、それぞれに特徴

があるため、その特徴を理解することがまず必要です。
編隊灘綴灘関陣

スりんあふれる遊興です句

〈伸ばすだけでなL 雛劃由
予どもといっしょに穂ぶととで、麟携をま待ったり‘家わ

りは配騰したりという社会?をも身につ付られますa
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公園や遊園地などによくある、すべり台は、一般的には階段を登って、そして斜めになった面をすべ

るという、一口に言えば簡単なあそびですが、登るときには、筋力やバランス感覚が鍛えられます。ほ

かにも、歌に合わせてテンポ良く登っていけばリズム感が育まれます。また、すべる際には、体勢を維

持するための筋力やノ〈ランス感覚が育った、けで、なく、からだが速い速度で動く中で、とりまく状況を確

認して、からだ、を動かす力が身についてきます。あそび方を工夫することによって、様々な体力アップ

が期待できるのです。

子ども環境の未来を考えたとき、遊具の役割は楽しい経験を積み重ねるだけではなく、あそびを通し

て体力を向上させる重要な役割があることに着目しています。単なる筋力アップにとどまらず、幅広い

体力について学術的な面から考え、あそびを子どもたちに提供することが、まわりの大人たちの役目だ

と考えました。

そして、このたび、幼児体育指導の最前線で活躍されている早稲田大学・前橋 明教授とのコラボレ

ーションにより、今回、新たな遊具ディノワールドが誕生致しました。「あそび」に全力で取り組むた

めに必要な、子どもが健やかに成長できる環境とは何か、今一度考え直す必要があると思います。
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シンポジウム『子どもがいきいきするレクリエーション』

コーディネーター 坂口正治

(日本レジャー・レクリエーション学会副会長・東洋大学教授)

シンポジスト要旨を、以下に、まとめてみます。

カ菅原成臣 (YMCA高尾の森わくわくビレッジフ。ログラムマネージャー)

「子どものレクリエーション 野外活動の魅力一」

YMCAは、キリスト教精神を基礎に、参加者の精神も知性も身体の総体として調和をもって成長

する、全人的な成長の場(全人教育)としてキャンプを発展させてきた。 YMCAのキャンプの手法

は大きな特徴があり、参加者(メンバー)は、リーダーと呼ばれるトレーニングを受けた指導者

(ボランティアリーダー)と一緒に、グループ。(小集団)を基礎として生活・活動し、皆でキャ

ンプ社会を構成して生活を作り上げ、 24時間の生活全てをプログラムにすることである。また、

YMCAでは、キャンプの目的と方針について「キャンプは全てのキャンパ一一人ひとりの全人的な

成長、聖書に示された人格の福養として、その時代と社会に対応しながら運営されていくもので

ある」としている。キャンプの対象によってその意義やねらいは違うが、今日的課題として YMCA

の精神を生かした野外活動の魅力を伝えたい。

大尾木文治郎(高知県大川村立大)11小中学校校長)

I早寝・早起き・朝ごはん運動の立ち上げとレクリエーションの必要性」

高知県では「はやね、はやおき、朝ごはん運動を平成9年度から 10年間、土佐の教育改革とし

て「子どもたちの基礎学力の定着と学力の向上JI教員の資質・指導力の向上JI学校・家庭・地域の

連携による教育力の向上」を中心として高知県全市町村(53市町村)がこの取り組みを進めた。

そこで、いの町として、学校と家庭、地域が協力連携しながら、子どもたちの体力、運動能力

の向上と関心を高めるために、平成 21年度から川、のつ子生活リズム・体力向上プロジェクト」

をスタートさせている。

このような実践から今後も大切にしていきたいこととして、以下の 5点をあげている。

①子どもたちの発育・発達を正しく理解し、これからの幼児教育に幼児体育やレクリエーション

の活用が必要で、あり、子どもたちにとって日々の具体的な取組が大切になる。

②「仲間・時間・空間J(三間)を大切にした子ども社会の復活が必要であること。

③子育てのタイミングのよい情報提供と具体的支援を保護者に行うこと。

④幼児期からの生活習慣づくりと運動習慣づくりに取り組み、メディアと上手に付き合うことが、

学力の向上・体力の向上・「生きる力Jの育成につながること O

⑤子育てについて地域や家庭と学校の連携や相互の協力が必要であること。

をあげている。

これらの内容についてはシンポジウムのなかで紹介いただきたい。
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大松坂仁美(岡山県美作大学教授)

「親子レクリエーションのための運動あそびj

シンポジストの所属する岡山県美作大学で実践している「おかやま子育てカレッジI美作大学

Iみまさか子育てカレッジ」の取り組みと、大学の体育館で実践している「親子運動あそびIの

実践例についての話題を提供していただく。

ここでは、乳幼児 (0~ 2歳)の親子あそびについて 2つの視点から考えている。

第 1の視点では、「ふれあし、JIスキンシップ」の重要性。

第2の視点では、親が楽しめること。

Playや Recreationから考えると、親も楽しむという視点をもって I親子あそび」を考える必要

性があろう。

親子が楽しむ一つの契機として、我が子の変化が挙げられる。乳幼児が主体的に動くことの必

要性を実践から話題提供をしていただし

大吉村真由美(早稲田大学人間総合研究センター研究員・学術博士)

「子どものレクリエーションのための靴教育(シューエデ、ュケーション)J 

子どものさまざまな生活場面で活発な身体活動が行われる時、子ども自身の心身の伸びやかな

発達に欠かせないと考える。特に野外での活動と靴は切っても切り離せない。日本人特有の靴文

化が、成長期の子どもたちの足の健康や安全にネガティブな影響を及ぼしていることの報告がさ

れている。

現在、日本の教育制度の中に靴についての教育はなされていないのが現状である。これらの問

題を解決するために、吉村氏が開発した靴教育(シューエデ、ュケーション)と子どもの健康で安

全なレクリエーション活動を保証するために「大人への靴選び教育I、「子どもへの靴の履き方教

育Jを進めていくべきか、参加者の皆さんと考えていきたい。
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〔シンポジウム〕子どもがいきいきするレクリエーション

子どものレクリエーション

一野外活動の魅力一

菅原成臣

〔高尾の森わくわくビレッジ(東京 YM C A) 

プログラムマネージャー〕

子どもたちにとって自然の中での生活は楽しく、興味と興奮にあふれている O 里子外活動

(キャンプ)は子どもたちの大きな成長の機会である。日常生活では味わうことのできな

い体験と友人との出会いは、そこに関わる人々の人生の指針になり、将来の礎にさえなっ

ていく。

野外活動(キャンプ)の起源は、野外での共同生活と捉えると旧約聖書にも書かれてい

るとおり紀元前までさかのぼることができるが、私たちが現在行っている教育的・レクリ

エーション的なキャンプは社会の近代化に伴って、人々の生活が都市化し、青少年の生活、

教育環境等が大きく変化してきたことを背景に生まれてきたといえる O

YMCAは、北米YMCAで行われていた ChristianCitizenship Training Programと

しての Four-foldProgram (知的、身体的、精神的、社会的生活を行い、日常生活を豊か

にする事業)を始まりに、キャンプの「楽しいJr教育的」といったあり様に注目して、青

少年プログラムのひとつとした。以後、キリスト教精神を基礎に、参加者が精神も知性も

身体も総体として調和をもって成長する、全人的な成長の場(全人教育)としてキャンプ

は発展してきた。そして、対象も幼児から小中学生、高校生、青年、成人、家族、障がい

をもっ人々へ、季節は夏、秋、冬、春へと広がっていった。

YMCAのキャンプは、手法に大きな特徴があり、参加者(メンバー)は、リーダーと

呼ばれるトレーニングを受けた指導者(ボランティアリーダー)と一緒に、グル一プ (ω
集団)を基礎として生活.活動し、皆でキャンプ社会を構成して生活を作り上げ、 24時間

の生活全てをプログラムにする。活動はキヤンピング技術、軽スポーツ、音楽、美術など

多くの分野にわたり、キャンプ参加者全員のプログラムはダイナミックであり、グ、ノレーフ。

のプログラムは親密さが増していく。また、フリーチョイスや自由時間は個々人の意欲を

より高くする。

青少年の野外での活動は数多くあるが、本当に良い成長の機会が与えられるものは、良

い理念と良い指導者の下に行なわれるものであり 楽しい生活の中に、ごく自然に成長の

機会が用意されているのである。

日本のYMCAでは、キャンプの目的と方針について「キャンプは全てのキャンパ一一

人ひとりの全人的な成長、聖書に示された人格の掴養を基礎とし、その時代と社会に対応

しながら運営されていくものである oJとしている。また、 YMCAのキャンプはグノレープ

活動を通して民主的な価値を伝えることをも目的としており、①自然の生活に適応する能

力を育成する。(生活する力を養う)②良い習慣を育て実践させる。(良い習慣を築く)③

健康のための知識と経験を与える。(健康や体力に自信がつく)④生活を豊かにする技術を

学び、創造力を育成する。(生活の工夫ができる)⑤良き友人を見出す機会を与え、友情を

深める方法を学ばせる o (良い友達を見出す)⑥民主的なグループ経験を通じて、社会にお
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ける責任感を養う o (助け合う気持ちゃ責任感が湧いてくる)⑦神の恵みを知らしめ、感謝

の心を養う o (奉仕の喜びがわかる)という 7項目を基本としている。

また、キャンプの対象によってその意義やねらいは違うが、特に幼児の場合は①親の子

離れと子どもの親離れができること。②自立を学び自律できるようになること。③言葉に

することができるようになること O ④自分たちだけの世界(社会)をつくること O ⑤認め

てあげること O などが主としてあげられる。

さらに、野外活動(キャンプ)はその時代背景と密接な関わりを持っており、今日の高

度な科学技術と高速情報化の時代では、ほんの少し前までは想像もできなかったような

数々の問題が一つひとつ複雑に絡み合い、しかもものすごく早い速度で事態が推移してい

ることが理解できる O

このような状況において、今日的課題として①豊かな人間関係を作る上で、個々が役割

を持ち、他者と共に生きる経験をすることにより、自立や協調する力、人生に対する価値

観の確立を図る効果的な場を造る O ②私たちがし、かに自然に対して大きなダメージを与え

ているのかを学び、人間も自然の一部であることを理解し、自然を愛して、自然と共存し

ていくための知識・理解を深め、行動に移していく生き方を身に付けていく気づきの場と

なる環境教育 O ③身体的に病気や障害のないことが健康であるということだけではなく、

自己に与えられた身体を最高の状態に高め用いることであり、精神・社会的側面の健康を

加えた全人的な健全度を示すウエルネスの実現。④自然の力、素晴らしさを感じることに

より、人間が造り上げた社会の中では気づくことのできない自然への畏怖、それを超え自

然を創造した神への畏敬、感謝の気持ちを感じ、自らの素直な気持ちを伝えることにより

他者を受け入れ、奉仕と感謝の気持ちを学ぶ機会を得る。といったことがあげられる。
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〔シンポジウム〕子どもがいきいきするレクリエーション

早寝・早起き制朝ごはん運動の立ち上げとレクリ工ーションの必要性

尾木文治郎

〔高知県吾川郡いの町 いのつ子生活リズムー体力向上プロジェクト推進委員会委員長

高知県土佐郡 大川村立大)11小中学校校長〕

川 ds:心を動カ通す体験，感動する体験，意欲，生活習慣づくり，運動習慣づくり，人材づくり

1 はじめに

「τecreatlOnJ という言葉は、 r re=再び rcreat巴ニつくる」が合わさった「再びつくる、元気

回復」するとしづ意味で、 「余暇Jを利用して、自発的に個人・集団で行う活動や経験であり、ゆと

りと楽しみの創造であると大学時代の講義で習った。

レクリエーションとは、楽しさを通して元気や{，:lifJを再創造するサイクルライフスタイルで、ある。

「子どもとレクリエーション」について、 「交流や活動を通して、楽しく感動する体験、心を動かす

体験J r人と関わろう、楽しもうという意欲や姿勢、まさしく「とkきる力」を育むことJ r子どもた

ちのよりよい人間関係づくりは、仲間づくり、地域づくり、社会づくりに繋がる」と考える c

2盆早1蔓・早起き・朝ごはん運動の立ち上げ

1 )高知県「はやね、はやおき、朝ごはん運動」

平成 9年度から 10年間、土佐の教育改革として「子どもたちの基礎学力の定着と学力の向上」

「教員の資質・指導力の向上J r学校・家庭・地域の連携による教育力の向上」を中心として高知

県全市町村 (53市町村)が取組を進めていた。土佐の教育改革後半、基礎学力の定着と学力の向

上には、子どもたちの生活習慣が密接に関わっていることが分かり始めた。

2)地域でつくろう!!子ども支援の輪

平成 20年度、全国学力・学習状況調査の結果、高知県の学力は 46位。全国体力運動能力・運

動習慣等調査の結果、高知県の体力は 47位。高知県内に激震が走った。いの町の子どもたちの体

力運動能力・運動習慣等調査結果も全国平均値や高知県平均値より全般的に大幅に下回った。

そこで、いの町として、学校と家庭、地域が協力連携しながら、子どもたちの体力・運動能力

の向上を図ろう、関心を高めていこうと、平成 21年度から旬、のつ子生活リズム・体力向上プロ

ジェクト」をスタートさせた。

取組の柱 ①生活リズム向上戦略の展開

③学校での体力向上推進作戦

②親子のふれあい体操の普及

④町民意識の向上

具体的な取組 ①児童生徒生活実態調査の実施、すこやかキッズカードの活用

②生活習慣・体力運動能力向上研修会

③運動習慣づくり講習会

④キャラパン活動

⑥幼児と中学生のふれあい体操

⑤いのつ子スポーツフェスタの実施

⑦保育園や幼稚園での実践

⑧ほけん福祉課との連携 ⑨子育て支援センターとの連携

※⑦、⑧、⑨については平成23年度からの取組

ワム】A生



いのつ子生活リズム・体力向上プロジェクトの取組より

生活リズム結果報告会

親子ふれあい運動

いの町キャラバン

幼児教育指導者研修会

2009いのつ子スポーツフェスヲ

2011いの町健康まつり

|いのつ子スポーツフェスタ(親子ふれあい運動)I 

毎年4月29日に、子どもたちに運動あそびに親しんでもらおう、子どもたちの体力向上を図

ろう、親子で運動の楽しさや運動の仕方を知る機会にしようと開催している。

|いの町キャラパン|

運動指導(親子ふれあい体操、運動あそび、レクリエーション活動など)講習会などを通じ

て、子どもたちに有意義な学習の機会をもち、運動を通して、よし、汗をかいて、楽しく交流を

する機会とする。

|運動あそび指導者研修会|

子どもたちの健やかな発育発達を支援するために、幼児期からの生活習慣・運動習慣づくり

の大切さと具体的な取組について、幼児教育に関わる指導者・関係者等と一緒に考え、学び合

う機会とする。

体力児と中学生のふれあい体操|

幼児と中学生の心と身体をふれあう機会を通して、互いの力を貸し借りして、感覚づくりや

動きづくりができ、自然と体力づくりになってし、く。また、お互いを気遣い、思いやる気持ち

ゃ優しさが生まれ、人としての信頼を築いていくことができ、よりよい人間関係が育まれてい

しやがて地域社会づくりへと繋がっていく。

生徒(2年女子)の感想より

今日、久しぶりに幼稚園の子とふれあいました。私は隣の家の子、みゆなちゃんとやりました。普

段は、全然喋らない子なのに、色々話しかけてくれたり、私の名前を読んでくれてうれしかったで

す。体操では、やる事が多くて大変だったけど、小さい子の笑顔を見てると、凄くかわいくて、心がホ

ッとしましたO めんどくさそうな感じもしましたが、凄く楽しく思し、ました。今日、初めてふれあい体操を

感じました。
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|ふ瓦<bい学習(選択教科として)I 
みんなで楽しく遊べる幼児体育を中学校体育(選択教科時)に取り入れ、これまでの体力向上、

技能や競技力向上の保健体育から、よりよい人間関係づくり、身体づくり、思いやりのある楽し

い保健体育となり、幼児や小学校低学年児童とも一緒に楽しく、動きづくりや身体づくりができ

る。

生徒 (2年女子)の感想より

幼児体育だけど楽しめました。新聞紙で色々な遊びができるんだと思いました。みんなでボール

をつくってド、ッジボーノレやサッカ一、バレーボールをしましたOボールが痛くなかったので、思い切って

遊べました。昔ゃったことがある遊びもありました。そうし、えば幼稚園の時によくやったなぁと思いまし

た。自分の子供にしてあげたいと，思いました。

防]児体育ジュニア指導員養成講)到

夏季休業中の3日間、 1・2年生を対象に 18講座を実施。中学生が「子ども本来の生活習慣や生

活リズムの大切さ」や「運動遊びの大切さ」を学び、自分の身体や健康、生活リズムについて関

心をもつようになった。この講座で、中学生が生活リズムの大切さを学び、知り、考える機会と

なり、幼児や地域と積極的に関わるきっかけづくりともなった。また、中学生同士が遊び直すこ

とができ、互いの良さに気づき、改めて仲間づくりができた。日本初の幼児体育ジュニアリーダ

ー資格も取得でき、生徒の心の中には貴重な学びや気づきがあったようである。まさに幼児体育

から学んだ大切な成果であった。

受講後の生徒 (3年男子)の感想より

講義は中学生、実技は5才位の子どもになった気分で受けましたO 講義では『なるほど。そうなん

だ。』と思えることが沢山ありました。例えば、最近の子どもたちは、ゲーム等で室内で遊ぶ子どもが

多くなったと思いますO 外で遊んだり、歩く歩数も少なくなっています。もし、そんな子を見つけたら

『外で何かして遊ばんかえ。』と声をかけ、いろいろ学んだことを生かして、外で遊ぶ楽しさなどを教

えてあげたいと思います。

|生徒蚕活動(体育委員会)より|

生徒会活動で運動習慣づくりの一環として「みんなで遊ぼうキャンペーン」に取り組んだ。

中学生が、保健体育の授業や生徒会活動等で、次代の大人となり親となる中学生が、自分たち

で考え取り組んでいくことで、幼児期からの子ども本来の生活習慣づくりと運動習慣づくりの大

切さを学び、自らが意欲的に活動することで、社会活動に繋がっていることに気づいた。

手つなぎ鬼 ゴム跳び ドッジボーノレ
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3. 保育園や幼稚園での具体的な取組

高知県民運動「はやね、はやおき、朝ごはん運動」がスター卜した頃、高知市社会福祉法人高

知福祉協会「ふくし閤J (以後、ふくし閤)では、平成 19年度に、日頃の子どもたちの気になる

様子から生活リズム向上の取組が、平成 23年度には、いの町立伊野幼稚鴎PTAが、子どもたち

の生活リズム向上の取組が開始され、 「生活リズムチェックJや「テレピを消して親子のふれあ

いをJ等の取組がされてきた。

取組を進めていくうちに、日中の活動量を上げ、十分な運動量と仲間との運動遊びが、千どもた

ちがより元気な生活を送るために大切で、あることに気づき、ふくし園では、年齢に応じた運動あそ

びの年間カリキュラムと月指導計画を見直し、平成 22年度からは、年齢に応じた、発育発達に応

じた運動あそびを系統立てて考え、より体を動かして楽しく遊ぶことを目標に取り組みを進め、伊

野幼稚園では、参観日や堰堤開放日を活用し、運動の大切さと楽しさを続子で体験することで、

家庭でも親子運動あそびができるように取り組みを進めた。

その結果、①登園後イキイキと活動できるようになった。②よく食べよく眠るようになった。③

運動経験が豊富になり体力がついた。④歩く・走る・など全体的に身のこなしがしなやかで危なげ

なくなった。⑤遊びに集中出来るようになり、積極的に外遊びができだした。⑥落ち着いて話が聞

けるようになった。⑦言葉のやり取りが上手になり コミュニケーション力がついた。⑧トラブ会ル

が少なくなった。⑨我慢ができるようになったなど、子どもたちの生活習慣づくりから運動習慣づ

くりに取り組むことで、指導者や保護者が子どもたちの生活や運動、コミュニケーシヨン能力の向

上につながったことを実感することができた。

4. 成果と今後の課題(幼児体育睡レクリ工ーションへの理解の必要性)

生きる力を育むためには、乳幼児期からの子ども本来の生活習慣づくりと運動習慣づくりが大

切だということで「食べて、動いて、よく寝ょう!いのつ子」の取組を進めてきた。取組みの仁f1、

重要性に気づいた他市町村にも広がり始め、子どもの健やかな成長を育む地域の健康福祉システ

ムを考える市町村や団体、学校等が年々増え広がりをみせている。

これまで子ども支援の取組を進めてきた中で これからも大切にしていきたいのは、次の5点

である。

①子どもたちの発育・発達を正しく理解し、これからの幼児教育に幼児体育やレクリエーシ

ョンの活用が必要であり、子どもたちにとって、日々の具体的な取組が大切になる。

②「仲間・時間・空間J (三間)を大切にした子ども社会の復活が必要であること O

③子育てのタイミングのよい情報提供と具体的な支援を保護者に行うこと O

④幼児期からの生活習慣づくりと運動習慣づくりに取り組み、メディアと上手に付き合うこ

とが、学力向上・体力向上、 「生きる力」の育成につながること。

⑤子育てについて、地域や家庭と学校の連携や相互の協力が必要であること。

次代の人材づくりが、明るく元気で、幸せな社会づくりの要であり、地域や日本の未来が託され

ている。これからも、心も体も元気で健やかな子どもたちを育むために、体育、レジャー・レク

リエーションの役割はさらに大きくなっていくと考えられる。
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〔シンポジウム〕子どもがいきいきするレクリヱーシヨン

親子レクリ工ーションのための運動あそび

松坂仁美

(美作大学短期大学部)

近年の少子化や核家族化の進行などの社会的背景の変化の中、子育てに不安や悩み

をもっ親の増加や地域社会での子どもを育てる力の低下が指摘されている。

岡山県では、平成 21年から、大学等が有する知的資源、人的資源、施設を活用して

行う地域ぐるみの子育て支援の取り組みを 「おかやま子育てカレッジ」として指定し

ている。美作大学は、「みまさか子育てカレッジJの取り組みとして、子育て支援センタ

ーに出向いての「親子ふれあいあそび」の指導や、大学の体育館での「親子で運動あそ

びJ(年間 6回程度)の取り組みを実践してきた O 前者は、大学教員の親子レクリエー

ションの指導的内容であり、後者は、大学の体育館全体に手づくり遊園地として、環

境づくりを学生とともに行い、 3歳未満児とその親が来て自由に遊ぶことができるよ

うに、学生と大学教員が支援する活動である。

O 歳 ~2 歳の乳幼児の親子あそびは、 2 つの視点から考えることができる。

第 1の視点は、「ふれあいJIスキンシップ」の重要性である O 乳幼児期の子どもたち

にとって、 「親子ふれあいあそびj は心身の発達のために欠かせないものである。乳

幼児期のスキンシップや身体のふれあいの不足が、第 2次成長期や成人してからの攻

撃性に影響することも指摘されている親子ふれあいあそびJは、運動機能の発達や空

間認知能力、情緒の安定の獲得を目的として 実践する必要性があると考えている。

第 2の視点は、親が楽しめることである O 子どもと遊ぶことが「気晴らしJ となっ

たり、「楽ししリと感じることである。地域の親子クラブの参加にストレスを感じる母

親がいるという現状がある。「他の子のようにじっとしてくれない」とか「他の子と比

べてうちの子は・・・」と、発達を比較することもあるだろう o P1ayや Recreationから考

えると、親も楽しむという視点、をもって「親子あそび」を考える必要性がある O 親が楽

しむ一つの契機として、わが子の変化が挙げられる。乳幼児の変化を感じてもらうた

めには、乳幼児が主体的に動くことが必要である。そこで、安全かっ安心して、子ども

自らが主体的に動くための空間づくり(結果として、運動機能の発達や認知機能の発

達が見込まれる)と、使い方にルールのない手づくりおもちゃ等の環境づくりが重要

であると考えている。

今回のシンポジウムでは、後者の視点を中心とした実践についての話題提供を行う。

松坂仁美(まっさかひとみ)プロフィール

広島大学大学院修了(教育学修士) 0 1984年~現在まで、美作大学短期大学部に在籍。

現在は、在職のまま、早稲田大学大学院人間科学研究科博士課程に在籍し、前橋 明教

授のもとで研究指導を受けている O

教授として、学生指導のみでなく、美作大学附属幼稚園の幼児の体育指導、小学生・

幼稚園児の体操教室の指導実践。さらに、大学の子育て支援事業として、 o. 1・2歳
児の親子で運動あそびを定期的に実践している。
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〔シンポジウム〕子どもがいきいきするレクリエーション

子どものレクリエーションのための靴教育(シューエデュケーション)

吉村真由美

(早稲田大学人間総合研究センター 研究員)

レクリエーションとは、「単なるあそびから、創造的活動までをも含む一連の段階的な広がりを有す

るもので、それらの幅広い活動が①レジャーの中で、②自由に選択され、③楽しみそれ自体を目的とし

てなされる活動・状態としての快追及と癒しである1lJと定義されている。子どもの様々な生活場面で

活発な身体活動が行われる時、その質と量の充実が、子ども自身の心身の伸びやかな発達に欠かせない

と考える。特に屋外での活動と靴は切っても切り離せないが、日本人特有の靴文化が、成長期の子ども

たちの足の健康や安全にネガティブな影響を及ぼしている 2)ことが報告されている。

これらの問題を解決するために、筆者が開発したのが靴教育(シューエデ、ュケーション)3)である。現

在の日本の幼小中高の教育制度の中に靴の教育はなく、子どもたちが靴について教育を受ける機会は整

備されていない。本来、成長期にある子どもの靴は、「発達段階に合わせた機能的条件」を充たし、「足

の測定値に基づいた正確なサイズ管理」で買い替えられ、「正しい履き方での使用」をされることが必

要条件である。しかし、靴を買い与える保護者が「価格の安さ」や「できるだけ長期間履けること」を

重視し、靴メーカーは売れ行きの良い「子どもの喜ぶ流行の靴」や「保護者に人気のスポーツブランド

の靴Iの製造販売に注力しているため、子どもにとって望ましい靴が買われているとは言し、難し、実態で

ある。

子どもの健康で安全なレクリエーション活動を保障するために、どのような形で「大人への靴選び教

育J、「子どもへの靴の履き方教育」を進めていくべきか、皆様と考え合いたい。

<文献>

1 )鈴木秀雄 スポーツ・体育・運動実践考，石川印刷，神奈川， 2010. 

2)塩之谷香ほか:不適切な靴が原因と考えられる成長期の下肢障害，靴の医学22(2)， pp.83-88， 2009. 

3 )吉村虞由美:子どものための靴教育・シューエデ、ユケーション⑧，人間生活工学 14(2)， pp.19-24， 2013. 

吉村昌由美(よしむらまゆみ)プロフィール

大妻女子大学大学院にて、人体の三次元形状の把握に関する研究に取り組む。平成5年博士(学術)。平成

6年金城学院大学に着任。平成 18年金城学院大学生活環境学部教授。子ども靴に関する研究に従事。

科学研究費補助金(平成 15-16年度)r子ども靴選択時の意識と機能性に関する認識一日本とドイツの消費

者および教育者の比較-J、(平成 18-20年度) r子どもの足サイズ計測の必要性一学校保健統計調査で靴によ

って起こるトラブルを防ぐ」、(平成21-23年度)r子どもの足の健康を目指した「靴教育」の実践靴によっ

て起こるトラブ、ルを防ぐ 」。

平成 25年より、早稲田大学人間総合研究センター招鳴研究員、早稲田大学非常勤講師など。全国の保育

現場・教育現場に介入し、その実態を踏まえた靴教育方法論の研究に専念。また、日本靴医学会評議員、日

本靴医学会小児の足と靴を考える委員会委員、(公財)日本学校体育研究連合足育調査研究委員会委員、足育推

進委員会委員として、日本の靴文化の構築と、靴教育(シューエデュケーション骨)の義務教育化・一般化に

取り組む。
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〔ワークショップAJ

レクリエーション活動時のけが対応一三角巾を使った応急手当の実際ー

浅川和美

(医科学) ) 〔山梨大学大学院教授・博士

三角巾は、頭から手足の先。全身を覆うことができる万能包帯です。今日は、実際に三

角巾を使って腕や手や頭を巻いてみましょう。三角布の使い方を応用して、ハンカチやス

カーフを使つての応急手当もできます。

三角巾の使い方の基本を覚えて、レクリエーション活動時のけがの手あての技を身につ

けましょう。

1 .三角巾を使って、様々な幅の包帯を作って、身体の各部位に合わせた包帯を作ります。

1 ) 三角巾の部位の名前

下縁(二等辺三角形の底辺)、 頂点、端

三角布を使って幅の違う包帯を作る2 ) 

総

J;:::込

下車設
や一一一130-14脅an---再日炉

/マ¥〆¥/¥

¥/¥/¥/ 
..つ折9

人/¥/¥〈
鴎つ折ワ

2002，) (出典 1) :藤原丈夫著:包帯の巻き方， p 5，南江堂

2. 三角巾を使った手の包帯

手の大きさに合わせて三角に折ります(図 1・d)。

頂で指先から手を包み、縁と手首を揃えます。

両端を反対方向から巻きつけて、コマ結びで縛ります。

三角巾の折り方図 1

足先も同様の方法で行います。

手の包帯(出典 1) p 32. 

ほどくのも容易です。

ハU
F
同
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図 2

3 こま結び

結び目がしっかりしていて緩まず、



結び目が傷の上や周辺になると痛みや不快感を生じるので避けますが、結び目が平らな

ので皮膚や傷口にやさしく結べます。
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図 3 こま結びの結び方とほどき方(出典 1 p 58) 

4 腕と肩の固定と保護

腕をつる場合、肘から手首までを水平か、や

や手首が上がる位置で腕を支えて、図のように

三角巾で縛ります。

5目三角巾のたたみ方

図 4-a 上肢の安静

図 4-b上肢の安静

図 4-c 上肢と肩の固定

司
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組骨骨折の応急軽龍として用いられる.



〔ワークショップB)

初めてのコマ ー指導者向けコマ回し入門一

谷伸行

(全日本独楽園しの会副会長)

独楽(コマ)、けん王、お手玉をはじめとする伝承遊びは、その行為の中に多様な運動動作を含み、

また遊びのルーノレは社会性を育み、子ども達の心身の発達に有用である。

しかしながら、独楽遊びは教育者や保育者を養成する教育機関の多数において必須科目ではなく、

結果、遊びスキノレは個人の能力にゆだねられ、保育・教育現場においてこれら伝承遊びを苦手とす

る指導者も少なくない。

本項は、幼児・児童を対象とした指導者向け独楽団し入門のワークショップとし、ひねり独楽の

回し方、指導展開及びコマの基礎知識と共に、特色のあるコマの紹介等を行います。

。指導に蔚けるポイ〉ト

ひとC.I-r:春わし'r;~を13\。

とも疋ちと春わし'r;~を母。

コマl番「目的」芭IcI:捗<r'Y-ILJ

。コマぬ基礎知識

コマぬ固し宵に~る分額

(指芭ひねる・両手芭也お・糸を引く・按Ifる・~~く)

コマIcI:~ぜ「独楽』と書くぬ?

コマIcI:毛ともと「抗正月窃老びJじゃ惨い?

ひねりコマぬ圃し宵(基本)

軸を親指包人差し指芭っかお号ます。

つ号まんた5ニつ向指芭軸をひね"1、圃転奄付I寸苦手if。

大古参わし、在宅参わし、右手、在手、両手、全部苦手わ量るか拶?

ヮ“
回同
U



特色白あるコマ

三陵コマ

大コマを強く固し岩手可。

大コマぬ軸ぬ穴に中コマぬ軸奄合わせ固し彦E章。

老向上に小コマ奄画し、重~t:ゆき審it.

大きお防何秒吉成功軍事るか砂?

逝立ちコマ

コマを強〈圃し彦E章。

圃転とと志に、1e1t.1e1t.横圃1.，に移っZゆき春宮章。

最後l歩道古参に~Io，事:i:章。

鳴りコマ

本体白糸巻き部に時計画Io't:糸を巷§春宮古。

在手芭軸ぬ紫色部分をつか跡、右手芭糸巻患部に巷いE糸老、

，~じめJ~ゆっくり引去、浪第に加速し阜く引き抜き春宮古。

i:d!lt.~音百四鳴るぬか砂?
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〔ワークショップC)

子どものレクリ工ーション「紙飛行機j

片貝医院院長

根本忠

紙飛行機というと広告の紙などで、作った折り紙飛行機を思い出す方が多いと

思います。しかし、材料を良質なケント紙にひろげ、丁寧にはさみやカッター

でパーツを切り出し、セルロース系接着剤で貼り合わせて作った本格的な紙飛

行機は、野球場でも狭いくらいによく滞空し高性能ぶりを発揮します。昭和 42

年、 60年に行われた国際紙飛行機大会では二宮康明先生、故吉田辰男先生が滞

空時間や飛行距離、曲技部門で優勝し、紙飛行機文化が発展しました。

ところが、これらの滞空競技用の機体は寸分狂わぬ切り出し、接着などの高度

な工作技術や長い製作時間、細かな調整技術も要求されます。一方で昭和 49年

に発表されたいわゆる「吉田式切り折り紙飛行機」は短時間で簡単に作れて、

すぐに飛ばすことができます。かつ、翼面に絵を施したり、烏や昆虫、魚、植

物の種子、抽象的な流星型などの様々な形を切り出したりすることで多彩な機

体を作ることもできます。「吉田式切り折り紙飛行機」は自分の手でモノを作る

喜びを味わえる点、様々な形の機体を作ることで独創性が養える点、航空力学

という科学が自然に身につく点、飛び方を見て何度も調整する観察力や忍耐力

が身につく点で、子どものレジャー・レクリエーション活動の教材として極め

て意義のあるものだと考えています。今回のワークショップでは「吉田式切り

折り紙飛行機」を一緒に作ってみましょう O

根本忠(ねもと ただし)プロフィール

昭和 37年岐阜県岐阜市にて出生。小学校6年からケント紙を使った本格的な

紙飛行機製作を始める。大学生の頃に武蔵野グリーンパーク(現武蔵野中央公

園)で二宮康明氏や葉阪豊氏、故吉田辰男氏らに出会い、紙飛行機の細かな調

整法を師事する。現在、新潟県小千谷市片貝町の片貝医院院長、医学博士。
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〔ワークショップ D)

生活リズムづくりのための運動とレクリ工ーション

石井浩子

(京都ノートルダム女子大学)

1 .子どもたちの生活リズムと運動の必要性

近年、社会の変化、親の就労状況の多様化により、子どもたちの生活が夜型化し、就寝

時刻が遅くなり、睡眠時間は短くなって、朝は起こされての起床、そのため朝食の欠食に

つながっている。また、それが、朝からねむけ・だるさを生じ、注意・集中の困難、イラ

イラ感の訴え、日中の意欲の低下、運動量の減少など、ネガティブな影響を及ぼしている。

この生活リズムの乱れの対策として、文部科学省も「早寝早起き朝ごはん」国民運動を

推進した。しかし、早寝・早起きも朝食も、すべて家庭で取り組まなければ実現できない

ことで、家庭の状況の改善意識や行動の改善が求められるが、様々な家族形態、就労形態

などから、その実践は難しい O お願いしたり、励ましたりするだけでは、改善・継続して

いくことはできない。

そこで、保育園や幼稚園の圏内生活時間内の日中に、積極的にからだを動かす環境を作

ることで、子どもたちは自然と心地よい疲れを感じ、それが早い就寝につながり、十分な

睡眠、早起き、空腹を感じての朝食摂取、エネルギーが十分入ったことで、日中に集中力

や意欲が出て活動的に動く、というように良い生活リズムになっていく。このように、良

い生活リズムづくりには、生活の中に「運動」を積極的に取り入れることが必要なのであ

る。

2 生活の中での運動実践

家庭や園、学校による「運動J実践の働きかけが求められている。しかし、家庭で運動

実践をしようとすると、平日では、起床してから登園(校)するまでと帰宅してから就寝す

るまでとなる。帰宅後は、遊ぶ(運動する)ための「時間JI空間JI仲間j が減少してい

ることが指摘されており、また、夕食後はスムーズに入眠できるよう、静かに過ごすこと

が必要である O よって、目覚めをよくするためにも、朝に親子やきょうだいで、簡単なふ

れあいあそびや親子体操、お手伝い等、からだを動かすことが望まれる。しかし、そのよ

うな時間を確保できる家庭は少ない O よって、休日や祭日などを利用して、レクリエーシ

ヨンとして、親子でいっしょに、子どもたちとからだを動かすことを楽しむことから始め

てもらいたい。

3 乳幼児の運動とレクリエーション(手あそび、リズムあそび)

1 )手あそび ・ペンギンさんのやまのぼり

-おおきな畑 ・ピクニック

.キャベツのなかから

・むすんでひらいて →模倣あそび

-たまごでおりょうり →ひっくりかえしてポン

・むっくりくまさん →おいかけっこ

2 )手あそびからまねっこあそびへ

3 )手あそびからリズムあそびへ

4 )手あそびから鬼ごっこへ
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5) 2人で

6 )運動チャレンジ

璽われたボ-ズを
す認やくとります

{お父さん亨わり}

片ひざを立て、
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竃τ 1'"，率五Ji荻ヨt:~a;温E ③怒脅すわり

自分ひとりでするときは、①~均ポーズを、
滋議iこ、テンポよく1分関くらいくり返そう，

司[4~必着，~‘羽昭V辺ぉ語長長司・

-参考5震につけ、からだを:l't
えてV'.J!姿勢老健ちますe

• J工芸書したら‘手と定者f~軽か
らJ::Iずで、V宅F盗勢署長官震ち
ます.

-パンやさんにおかいもの

・しあわせなら手をたたこう

.やきいもグーチーパー

e型開司自隆
. ~毒郷をそろえて、家っすマ緩くJ::Iず、
je鎗で11、君、3…Jf(，¥，みは制J
fA、日、C…j害事と、織ります⑫
.獲を重量げないよう1こして、つま発
をそろえて、で君きるだけ大望号主主数
亨や文容を望書くようにかがけ家宅r.

〔午後制緩鐙斜券級究集/.. 盤研究怒鳴種電電24却0244{ャ'"編集犠}の郎総老受けて管事総〕

書(8)託手l""・J:.:IH長l~j~:JI諸民，
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ますa
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〔ワークショップEJ

教育としてのキッズヨガの取り組み

楠美代子(みなくしみよこ)

〔一般社団法人日本キッズヨガ協会 代表理事〕

key word :キッズヨガ¥ヨガ教育，年代別指導目的，プログラム構成，メンタルヘルス

1キッズヨガの紹介

キッズヨガは、呼吸を意識しながら、また、歌を歌ったり声を出しながら、体操や様々なポーズを

行う、体力、特に調整力を高める全身運動です。指導者のポーズを観察し、誘導の言葉を聞きながら、

模倣し、からだの使い方を考え表現するという、複雑な行程を含みます。それを繰り返し行うことで、

神経系がより発達していきます。また、呼吸を意識しながら様々なポーズを展開することで、柔軟性

が増し、バランスよく筋肉が発達し、姿勢が整います。さらに、複数でひとつのポーズを完成させる

時や、ヨガの要素を含むゲームを行う時は、協力する大切さ、友だちと共に達成する喜び、互いの力

加減、周囲を気遣う思いやり、ルールを守るといった社会的、精神的、情緒的側面の発育が促されま

す。

キッズヨガは、大人に向けた一般的に知られるヨガのように、ひとつのポーズを長く維持するので

はなく、こまめにたくさんのポーズを行うことで、子どもたちのバランスよいからだと心の育ちをサ

ポートします。

今回の実技は、年長児~小学校3年生までを対象した 導入期の取り組みを紹介します。

2目キッズヨガの長期的教育目標

①多様な動きを通してからだの使い方を身につけ、自分がどのように動き、感じているか、自分の

心ゃからだの状態を把握する力をつけること O

②精神的、情緒的、社会的側面において、自分のからだや心を整え、周囲の人々や環境と調和する、

健康的な考え方をもち、実行する力や、自己メンテナンスの方法を身につけること O

3 年代別指導目的

(1)幼児期

①からだの部位や方向など、様々な名前を知ること O

②ヨガの楽しさや生活における有用性を実感すること。

③協力し、チームでの達成感を感じること。

④あいさつ、身だしなみ、用具を大切にすること等、基本的な生活習慣を身につけること。

(2)児童期

①姿勢を整え、維持できる力、呼吸と動きを連動させ、滑らかに行う力、柔軟性を高めること O

②内臓、筋肉、骨など、各器官のしくみや働きを理解すること。

③自己の考えや感情について理解を深め、適切に表現できる力を身につけること O

④自分の行動に対する責任感をもつこと。

4冒キッズヨガクラス構成について

(1)標準指導プログラム構成要素 30~45 分(準備、身だしなみ、片づけを含む)
①はじめのあいさつ(呼吸法と心ゃからだの話を含む)

②ヨガポーズ(休憩の時間を含む)

③終わりのあいさつ(振り返りの時間を含む)

(2)各構成要素の特徴と役割

①はじめのあいさつ(呼吸法と心ゃからだの話を含む)

あいさつにより、気持ちの切り替えをします。ヨガの時間と、その前後の時間との区切りを

つけ、子どもたちが集中してヨガに取り組める準備を行います。
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ヨガにおいて、呼吸を意識して行うことは、心と呼吸が連動するため、とても重要といわれ

ています。呼吸が浅いと、交感神経が優位になり、興奮気味で感情が高ぶりやすくなり、落ち

着いて物事を考えたり、物事に取り組む姿勢になりにくいです。呼吸法の練習をすることで、

呼吸器系機能が高まり、酸素が効率よく体内を巡るため、からだと心が安定していきます。ま

た、脳の働きも活発になり、集中力が増します。

心ゃからだ、について考える時聞をとるのは、自分のからだや心に関心をもち、自分らしさと

は何かという事に目を向ける為です。からだを使い、言葉を通して、考える力を養うように誘

導します。 Iからだや心の変化に注目する感情の制御」の時間でもあることを、指導者は、

わかりやすく簡潔な言葉によって誘導します。話の内容は、からだの部位の機能、感情、考え、

ストレスについて。また、空気、光、エネルギ一等、子どもにわかりやすく伝えます。

更に、考えを発表する、友だちの話を聞く等、話の主旨ついて考え、伝え合う時間を設け、

自尊心を高め、協調性やコミュニケーション能力を育みます。

②ヨガポーズ(休憩の時間を含む)

指導者の姿勢やポーズを目で見て、言葉を聞き 脳で考え、からだで同じように表現すると

いう一連の流れは、発育発達途中にある幼児の神経系に、とても良い刺激となります。想像性

のある話を用いることで、イメージ力が増して、脳の活性化を促します。柔軟性を高め、多様

な動きから、全身の筋肉がバランスよく発達し、姿勢を正して座る、立つことができるように

なります。

適度な筋肉の緊張と弛緩の繰り返しによって、からだが快い疲れを感じ、過度の緊張を和ら

げることができます。ポーズを行う際には、子どもたちの発達段階に応じたポーズとアレンジ

が必要になります。子どもがヨガに慣れてきたら、少しずつポーズの難易度を上げ、挑戦させ

て、できた時の喜びを体験させる機会を増やしていきます。また、複数でつくるポーズを通し、

協力すること、仲間といっしょに達成した時の喜びの大きさ、友だちへの力加減から思いやり

の心を育てます。

指導者の誘導により、次々と展開される動植物を演じていくことで、多様な動きを提供する

ことができ、運動の楽しさを感じながら、からだの使い方を覚えていきます。

指導者は、気持ちよく手足が伸びているか 楽しくからだを動かせているか、呼吸が止まり力

んでいなし、かを注意して指導を進めます。

キッズヨガでは、精神統ーや安定さを図る時聞をもっ意味で、活動中や終わりのあいさつの

前に、短時間の休憩を設けます。一度、心身を落ち着かせることで、呼吸を安定させ、副交感

神経優位にし、全身の疲れを軽減させていきます。

③終わりのあいさつ(振り返りの時聞を含む)

どんなポーズ、を行ったか、この時間に何を行ったか、簡単におさらいをして記憶の定着を図

ります。また、次回につなげる課題を伝えます。終わりのあいさつをさせ、ヨガの時間とその

前後のメリハリをつけます。常に、感謝を心がける習慣づけを行って終えます。

5.謝辞

本取り組みを進めるにあたり、日々多大なご協力をいただいた先生方、保護者の皆さま、子どもた

ちに、深く御礼を申し上げます。
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1.山のポーズ

Mountain pose ， Tadasana 

(タダアーサナ)

[まっすぐに立って両手を合わせる姿勢]

基本の姿勢。からだの中心を知る。

2.小鳥のポーズ

Small birds ， Practice for the mountain pose 

[山のポーズのための練習ポーズ]

肩甲骨の可動域の拡大。平衡性の向上。

3.だいぶっさんのポーズ

Easy S巴atedPose ， Sukhasana 

(安楽座・スカーサナ)

u却を組み、床に座る姿勢I
E中線の維持と、姿勢安定

4.蝶々のポーズ(合せきのポーズ)

Bound Angle Pose ， Baddha Konasana 

(バッダ・コーナ・アーサナ)

[両足の裏を合わせて前屈する姿勢]

股関節の可動域の拡大。呼吸と動きの協応性の習得。
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5.へピ・犬のポ」ズ

Upward-Facing Dog ， Urdhwa Mukha Svaanasana 

(ウドヴァ・ムカ・シユヴアナ」サナ)

I 両手を床についてからだを反らす姿勢]

手首、背中、尻の筋力強化。

背骨や肋間筋群の柔軟性向上による肺機能の克進

6.こいぬのポーズ

Downward-Facing Dog ， Adho ¥1ukha Svanasana 

(アド・ムカ・シュワーナーサナ)

{両手足を床につけて、上半身が逆さになる姿勢]

大殿筋、大腿筋、広背筋の筋力強化と

三半規管の発達。背面の柔軟性向上。

-60 -

7.木のポーズ

TreePose ， Vrksasana 

(ブ、ルツクシャ・アーサナ)

[木のように、片足でバランスをとる姿勢]

集中力、平衡性向上。腹背筋、太腿部の筋力強化。

8. )11のポーズ

Seated Forward Bend ， Paschimottanasana 

(パスチモッタナ」サナ)

I長座になり前屈をする姿勢】

大腿部の筋力強化。背面の柔軟性向上O

リラクゼーシヨンとリフレッシュ効果。



〔ワークショップF)

3世代ニュースポーツ -クッブ (KUBB)-

key words :クッブ， Kubb，ニュースポーツ 3世代スポーツ，ハイタッチ

高橋伸

(国際基督教大学)

クッブはスウェーデン発祥の薪投げゲームです。主に芝生や草地の平地に 5mX8mのコートを

作り、木製の用具を使って2チーム対抗で行います。

1チーム 3-6人。両チームはコートを挟んで向かい合い、相手陣に立てられた5個のクッブ(角

材)を6本のカストピンナ(丸棒)を下手投げで投げて全部倒し、中央に立てられたキングを倒す

と勝ちとなります。また、相手チームに倒されたクッブは攻撃前に相手コートに投げ入れ、陣取り

合戦の要素も加わり戦略性のあるゲームが楽しめます。

クッブの特徴として次のことが挙げられます。

①的当てでありながらコートを使った対面型のチームゲーム

②的当てと陣取りが融合している

③子どもから高齢者まで一緒に楽しめる

④チームメイトが当てると喜びを共感できる

⑤公園・広場・庭・空き地などスポーツ施設以外でも楽しめる

当日はプレーの体験と、クッブの紹介、競技ルールなどの資料を配布する予定。
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11月27日(日) 1 2:15~1 2:45 

ノアノア・フラスタジオ/ノアノアオリタヒチ

『楽しいフラ・タヒチアンダンス』

<Program> 

1.Green Rose Hula (とてもよい香りのする愛しいグリーンロ ズ。あなたとの幸せがずっと続きますように…)

2. Ka Uluwehi 0 Ke Kai (目の前の大海原にいろいろな種類の海藻が揺れています。どれもこれも採って混ぜて食べてしまおう!) 

3.Lehua Puakea (とても珍しい白く美しいレフアと、その花を求めて飛んでくる鳥を恋人たちに例えて歌っています。)

4.Pua叫ahi(白檀をハワイ語で「イリアヒ」といいます。甘く強い香りを放つイリアヒの若芽を愛する人に例えています。)

5.Kaimuki Hula (ダイアモンドヘッドの裏側にある力イムキの街を舞台にしたラブソングL離れ離れの2人の心を風が繋ぎます。)

6.Tiare Opuhi (レッドジンジャーの花をタヒチでは「オプヒ」といいます。恋人への想いを水辺に咲くオプヒに例えたポエムです。)

7.F akalufilufi (大好きな彼と踊っていると、素敵な彼には次々と女性からのお誘いが…ああ私たち、どうすればいいの?)

8.Fareara (世界最大のカヌーレース「ハワイキヌイヴ、アア」。レースは3日問。全129kmを力いっぱい漕ぎ続けます。)

<Performer> 

清水美樹清水宏子 z物集陽子 E 中西多恵子・岡田政江・泉敦子・森本真弓・高橋薫粕谷節子・設楽こずえ司飛鳥修子・

相田宮子・村山令子・浅田日出子・田中明美・平塚由美子・稲垣久江・岡崎浩美・内野明子・莱原こずえ・池田昌子・

久米明日香・古本真理 z塚本律子・江)11智子・近藤崇賛・佐久間充子・梶花菜'森田安美・山本由紀-樺津久美・

久米愛利回大橋明歩峯口萌果・相馬宥那・近藤英愛・谷堂杏奈・奥田さやか，太田響希・内野柚花

-・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

(以上、 40名)

ノアノア・フラスタジオ/ノアノアオリタヒチ

ハワイの歴史ある文化の一つ『フラ』を学びながら、フラを通した新しい仲間作りを大切に、からだ

と)~\のパラツスを重視しながら、楽しくレッスンをしています!

主宰高木聡実

元全日空のキャビンアテンダント。ハワイで感動的なフラに出会し1、以来、

虜に。 1992年、力ウアイ島で行われたタヒチアンのコンペティション「タ

ヒチフ工ツテ」に日本として初参加レ、入質。帰国後「ノアノア」を結成

レ、ディナーショーやコンサート等、多数イベントに出演。 2000年、埼

玉県所沢市に「高木聡実ノ7フノア・フラスタジオ」を設立。本格的に後進

の指導にあたる。 2αコ4~ 世界一周クルー苅甘円 Yシフィックビーナ引に「ち

ばてつやプロダクションハワイアン事業部」所属のハワイアンパンド「アイランドウイ

ンヌUとともに乗船し、ハワイ7フンショー及ひフラレッスン晶都市をつと臥 E亮平を1専す。そO)f;愛、rIこっぽん丸」でちダンサー及読者

師として乗肱現在、 I奇玉/¥ワイアンフラ協合副会長。スタジオとレて16-.昨年噂ヶ崎マカナフラフェスティJ'i)レ」のクプナ吉岡で

園券、タヒチアンでもソ口、グループともに闇場・入賞多数。

所在地目埼玉県所沢市小手指町ト26-6-3階/最寄駅 西武池袋線「小手指」駅/問合せ:電話 04-2921-9981
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巴三つ
沖縄県幼児の生活リズムの問題とその対策

一(2 )地区別にみた幼児の生活習慣の実態と余暇時間の費やし方の特徴と課題一

0照屋真紀

〔早稲田大学大学院〕

要 ヒー
目

前橋明

〔早稲田大学人間科学学術院〕

2013 年 11 月 ~2014 年 2 月に、沖縄県幼児 8 ， 895 人の保護者に対して、子どもの生活習慣と子育

てに対する保護者の意識に関するアンケート調査を実施し、地区ごとに幼児の生活時間と保護者の

理想、とする幼児の生活時間、ならびに余暇時間の費やし方を分析した。

その結果、

(1) r 22時以降」に就寝する幼児の割合は中頭・那覇地区の幼児に多く、中頭・那覇地区の幼児
は遅寝の傾向にあることを確認した。 r20 時半~21 時半前I に就寝する幼児の割合は島尻地区

の幼児が有意に多かった (p<O.ol)oわが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児の保

護者では r20時半前J r20 時半~21 時前」とする割合が、有意に多く、那覇地区においては、

r 21 時~21 時半前」と答えた保護者が最も多かった (p<O.Ol)o 中頭地区では r21 時半~22

時前Jr22時以降」が多いことが確認され、幼児期の子どもにとって、正しい就寝時刻につい

ての保護者の知識に差のあることが示された。

( 2 )那覇地区の幼児は、外あそび時聞が r30分未満」の割合が 5割おり、 1%水準で、有意に多か

った。また、テレビ・ビデオ視聴時聞が r30分未満」の幼児は、島尻地区に多く、 r2時間以

上」の幼児は中頭地区に多かった。長時間のテレビ・ビデオ視聴が中頭地区の幼児の就寝時刻

を遅らせる起因となっていることが確認された。

これらのことより、子どもの健全育成にとって必要な正しい生活時間や余暇時間の過ごし方につ

いて、地区ごとの特徴に合わせた指導啓発をしていくことが求められた。

key words 沖縄県地区，幼児，生活リズム，余暇時間，保護者

はじめに

早稲田大学子どもの健康福祉学研究室では、わが国の子どもたちの生活習慣の実態や体力・運動

能力に関する調査・測定を広域で行い、子どもたちの抱える・抱えさせられている問題点を抽出し、

改善策を検討してきた。その中で、沖縄県全体と離島を含めた各地域における、幼児の生活実態に

関する研究 1-2)が行われてきた。先行研究 3)においては、沖縄県6市にみた幼児の生活習慣の実態

が明らかにされてきた。しかし、地区別で分析した幼児の生活習慣や余暇時間の費やし方、幼児の

生活習慣に関する保護者の意識の比較について、沖縄県を対象とした研究は未だ実施されていない。

そこで、本研究では、沖縄県の幼児の生活習慣の実態を地区別で比較・検討し、地区ごとの生活

習慣や余暇時間の費やし方に関する特徴を把握するとともに、保護者による幼児の生活習慣や余暇

活動の意識についても調査し、分析することとした。地区別に分析することにより、地区別の健康

管理上の問題点を確認し、その改善策を検討するとことした。

方法

2013 年 11 月 ~2014 年 2 月に、沖縄県 10 市町村の保育園 131 闘に通う 2 歳~6 歳児 5 ， 097 人(男

児 2，537人、女児 2，560 人)と沖縄県 14 市町村の幼稚園 72 園に通う 3 歳~6 歳児 3 ， 798人(男児

1，904人、女児 1，894人)の保護者に対して、子どもの生活習慣に対する保護者の意識を尋ねるア

ンケート調査を実施した。主な調査項目は、就寝時刻・起床時刻・降園後のあそび時間などの生活

実態と保護者の理想、とするわが子の生活時間や生活の実態であった。

なお、分析については、地区別に「中頭Jr那覇Jr島尻」の 3群に分けて、幼児の就寝時刻、保
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護者の理想、とする幼児の就寝時刻、余暇時間の費やし方を比較・分析した。

統計処理は、 SPSS(Ver.24.0) を用いて、幼児の生活習慣と地区の関連性をみるために、クロス

集計と調整残差4)を行った。また、地区別に、幼児の生活時間の平均値の差を比較するために、一

要因分散分析4)を行った。

倫理的配慮

調査を行うにあたり、研究の目的と方法、個人名が特定されることはなくプライパシーは保護さ

れること、調査結果は研究目的以外に使用しないことを説明した。

結果

1 就寝時刻

男児の平均就寝時刻は、 21時 25分(島尻) ~21 時 36 分(中頭)、女児では 21 時 26 分(島尻)

~21 時 35 分(中頭・那覇)であった(表 1 ) 0 122時以降」に就寝する幼児は、男児で 27.3%(島

尻) ~39. 3% (中頭)、女児では 29.1% (島尻) ~38. 8% (中頭)いた(図 1) 0 122時以降Jに就

寝する幼児の割合は中頭地区の幼児が有意に多かった(p < 0.01)。また、 120時半~21 時前」、 121

時~21 時半前」に就寝する幼児の割合は、島尻地区の幼児が有意に多かった( p < 0.01)。
2 保護者が考える幼児の理想就寝時刻

保護者が考える幼児の理想、就寝時刻は 121 時~21 時半I と答えた保護者の人数割合が最も多く、

男児の保護者で 63.4% (島尻) ~70. 6% (那覇)、女児の保護者では 64.5% (島尻) ~7 1. 2% (那

覇)であった(図 2)。中頭地区の男児をもっ保護者は 121 時半~22 時前j を理想、とした劃合は 1%

水準で多く、 122時以降」を理想とした割合は 5%水準で、多かった。島尻地区においては、 120時半

前J 120 時半~21 時前J を理想とする割合が多かった( p < 0.01)。
3.外あそび時間

男児の平均外あそび時間は、 37分(那覇) ~46 分(島尻)、女児では 33 分(那覇) ~45 分(島

尻)であった。外あそび時聞が 130分未満」の幼児は、那覇地区が最も多く (男児 47.6%，女児

51. 2%)、 1%水準で、有意に多かった(図 3)。外あそびが 12時間以上」の幼児は島尻地区の女児

(14.3%)が有意に多かった (p<O.ol)o

4 テレビ・ビデオ視聴時間

男児の平均テレビ・ビデオ視聴時間は、 1時間 29分(那覇・島尻)~ 1時間 37分(中頭)、女児で

は1時間 23分(那覇) ~ 1時間 31分(中頭)であった。テレビ・ビデオ視聴時聞が 130分未満」

の幼児は、島尻地区が最も多く(男児 4.1%，女児 5.6%)、1%水準で、有意に多かった(図 4)。テ

レビ・ビデオ視聴時間が 12時間以上」の幼児は、中頭地区(男児 42.0%，女児 39.9%)が 1%水

準で有意に多かった。

考察

沖縄県の幼児の生活実態と地区別に比較したところ、平均就寝時刻において、島尻地区と、他 2

地区と比較して、 9 分~ll 分の聞きがあった。就寝時刻別の人数割合において、中頭・那覇地区と

島尻地区を比較すると、 122時時以降Jに就寝する幼児の割合が多かったことから、中頭・那覇地

区の幼児は遅寝の傾向にあることを確認した。わが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児

の保護者では 120時半前J120 時半~21 時前」とする割合が有意に多く、那覇地区においては、 121

時~21 時半前j と答えた保護者が最も多く、中頭地区では 121 時半~22 時前J 122時以降」の多い

ことが確認され、幼児期の子どもにとって、正しい就寝時刻についての知識に差のあることが示さ

れた。幼児の就寝・起床は、親の影響を受けること 5)が報告されていることから、子どもの健全育

成にとって必要な生活時間を啓発し、保護者が正しい知識を得る機会を与えることが必要といえよ

う。島尻地区において、幼児の生活リズムに関する保護者への指導や育成がどのように行われてい

戸、UFO 



表 1 地区別にみた沖縄県幼児の生活活動時間および人数
男児 女児

¥¥¥¥対、象
項目 ¥ 

中E轟(1285人〉 那覇(1496人) 島尻(16印人) 中頭(1316人) 那覇 (1529人) 島尻(1609人)

¥ 平均値 槽準帽差 平均値 標準幅差 平均値

就寝時車Ij
21時 36分

孝 3一9多士日1型E全トー一一 3本7一多士口~25分

睡眠時間 9&寺惜'21多士 35多士 9時間22分 36多士 9時間22分

起床時童Ij
6市空7分一 一28多士1一 6時一54分ト 2竺μ~47分

朝食時刻
7畦立金一 27一多士トエ町3分 事27多ー士ド昇。7分

排便時刻
12&寺44づテ 333づ士 13時 07分 33事S 多ー，. ドヰ寺56分

調匙

登校時刻
8時 10分 31多士 8時 07分 *事32ー多まμ~01分

*温尉

帰宅時刻
16竺53分 トー市11一6分 ト2J恒竺トー-事事98ー多士μ~1fi!f52分

あそび時間
2&寺荷司43ラナ *事87ーラナ日空間25分 74多ナ 2時間31分

4ー5多ナE F  ト 37竺 49多台トーユ6分うち、外あそび時間 卜一一一一日

テレビビデオ視聴時間
1時盟主主主一柳ー58多合は豆周29分 56多台 1時間四分

夕食開始時刻 19時四分 37ラ全 19日寺03多士 37多士 19時 01分

ロ20時半前日20時半-21時前回21時-21時半前圏21時半-22時前・22時以降

0% 20% 40% 6C日 80% 100% 

図 1 地区別にみた沖縄県幼児の就寝時刻の人数割

*:pく0.05，**: p<O. 01 
.30分未満 箇 30分-1時間未満 ロ1時間-2時間未満 ロ2時間以上

申盟

(1084人)

男那覇

~Eë (1228人)

島尻

(1397人〉

中頭

(1072人)

主那覇

児 (1284人)

島尻

(1347人)

40% 60% 80% 
ゴ
100% 

図 3 地区別にみた幼児の外あそび時間の人数割合

標準偏差 平均恒 標準輔差 平均値 標準幅差 平均値 樟準備差

35多士 21日寺35多士 36多テ 21時竺主主1一昨37多ー士μ1ヰ 26分 33多士

33ラテ 9時間20分 36多ナ 9時間20分 37多テ 9時間22分 33多士

25多士 6日寺56ラナ 28多士
6時事*笠一一全一一29多士同 548分 26多士

24ラナ 7時 16分 28多ナ 7宅15#ト一一一 29多ナト手07分 25多士

328壬士 13時 02分 329ラナ 13時四分 327ー多すl~~43分 317ラナ

司齢別酔

26多士 8 時一01 分 一機 26ー分 |一8時一08分 ト-仲33一多士ドヱ!f01分 27多ナ

113多士 16一時 47分 一*市12ー4分 ト~~竺ト一一帯 99多士ド~~48分 115ラ士

83多ナ 2時一間四分一字本8ー3分 日竺聖竺卜一時7一5多一まド竺中30分 83多士

56ラ，. ~多士一 5四0多十一トー3芭 ト 46#ドーム5分 56多士

59多士 1 時間~分一 5昨6多十ー己竺里23分 53多士 1&寺~.lj 28多士 57多士

36多テ 19日寺04多全 37多士 19&寺06ラ士 37多士 19時 03分 36多士

**:pく Ub， **:pく0.01

ロ20時半前口m時半-21時前回21時-21時半前園21時半-22時前・22時以降
司孝齢a端併
7.3伊

0% 20出 初出 60唱 80% 10日目

図 2 地区別にみた保護者の理想とする沖縄県幼児

の就寝時刻人数害IJ合 *:pくo05，料 pく0.01
ロ30分未満 ロ30分-1時間未満 園1時間-2時間未満 ・2時間以上
王Z

中頭

(1211人)

男児 (14那2覇5 人) 

島尻

(1572人)

中頭

(1252人)

女那覇

児 (14自7人)

島尻

(1530人)

"地 20% 6ぴも

図 4 地区別にみた幼児の TV.ビデオ視聴時間の人数割合

*:pく0.05，**:pく0.01 **:p<0.01 

るかを把握し、他地区も生活習慣の意識の改善が図れるような支援活動が求められた。

那覇地区においては、外あそびが 130分未満」の幼児の割合が多かった。就寝時刻を早めるため

には、日中の余暇活動の中で戸外あそびを奨励 6)し，子どもたちの運動量を増やして、夜には心地
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よく疲れさせることが求められる O しかし、那覇地区は、他2地区と比較して、都市地区であるた

め、子どもを安心して遊ばせる公園や広場などの場所の減少や、いっしょに外に遊ぶ身近な友だち

の減少など、外あそびに興じる環境が整っていないことが懸念された。今後、外あそびを行うため

に必要な物理的・人的環境の実態調査を行い、改善策を検討することが必要であろう。

中頭地区においては、テレビ・ビデオ視聴時間が 12時間以上Iの割合が多い特徴を確認した。

幼児期にテレビやビデオの視聴時聞が長いと 就寝が遅くなる7)ことが指摘されていることから、

中頭地区幼児においても、長時間のテレビ・ビデオ視聴が就寝時刻の遅れに起因しているものと推

察した。幼児のテレビ・ビデオ視聴に関しての保護者の介入や家庭における健康的なテレビ・ビデ

オ視聴のルールづくりをすることを保護者に啓発する必要があるだろう。

まとめ

2013年 11月"-'2014年 2月に、沖縄県幼児 8，895人の保護者に対して、子どもの生活習慣と子育

てに関する保護者の意識調査を実施し、地区ごとに幼児の生活時間と、保護者の理想、とする幼児の

生活時間、および余暇時間の費やし方を分析した。

その結果、

(1) 122時以降」に就寝する幼児の割合は中頭・那覇地区の幼児に多く、中頭・那覇地区の幼児

は遅寝の傾向にあることを確認した。 120時半"-'21時半前」に就寝する幼児の割合は島尻地区

の幼児が有意に多かった (pく0.01)。わが子の理想、の就寝時刻について、島尻地区の幼児の保

護者では 120時半前J120時半"-'21時前」とする割合が多く、那覇地区においては、 121時~

21時半前」と答えた保護者が最も多かった。中頭地区では 121時半"-'22時前J122時以降」が

多く確認され、幼児期の子どもにとって、 Eしい就寝時刻についての保護者の知識に差がある

ことが示された。

( 2 )那覇地区の幼児は、外あそび時聞が 130分未満」の割合が 5割おり、 1%水準で有意に多か

ったため、外あそびを行うために必要な環境の実態調査を行い、改善策を検討することが、今

後必要であろう O テレビ・ビデオ視聴時聞が 130分未満」の幼児は島尻地区に多く、 12時間

以上」の幼児は中頭地区に多かった。長時間のテレビ・ビデオ視聴が中頭地区の幼児の就寝時

刻を遅らせる起因となっていることが確認された。

以上のことより、子どもの健全育成にとって必要な正しい生活時間や余暇時間の過ごし方につい

て、地区ごとの特徴に合わせた啓発をしていくことが求められた。

謝辞

本研究を進めるにあたり、調査にご協力をいただきました、前沖縄県島尻郡教育研究所羽根田幸

江先生、沖縄県 14市町村の教育委員会、沖縄県私立保育園連盟会長玉城善徳先生、沖縄県の幼稚園・

保育園とその関係者の皆様、保護者の皆様に、心よりお礼申し上げます。

文献
1 )松尾瑞穂・前橋 明・沖縄県における離島幼児の健康福祉に関する研究(I) 石垣島の幼児の生活実態とそ
の課題一，食育学研究 2 (1)， pp.32-42， 2007. 

2 )黒島さくら・前橋 明:沖縄県における夕食開始時刻別にみた幼児の生活実態，子どもの健康福祉研究 15，
pp.75-93， 2011. 

3 )黒島さくら・前橋 明:子どもの未来づくり 3 沖縄県における地域別にみた幼稚園幼児の生活実態一，明研
図書， pp.90-105， 2012. 

4)竹原卓真:SPSSのススメ 1，北大路書房， pp.100-242， 2007. 
5 )三星喬史・加藤久美・清水佐知子・松本小百合・馬里子雪保・井上悦子・毛利育子・下里子九理子・大野ゅう子・

谷池雅子:日本の幼児の睡眠習慣と睡眠に影響を及ぼす要因について，小児保健研究 71(6)， pp.808-816， 

2012. 

6 )前橋 明 体温リズムと子どもの生活 心身ともに健康で、、生き生きとした暮らしづくりのための知恵 ，運
動・健康教育研究 19(1)， pp. 1-6， 2011. 

7)服部伸一・足立 正・嶋崎博嗣・三宅孝昭:テレピ視聴時間の長短が幼児の生活習慣に及ぼす影響，小児保健

研究 63(5)， PP.516-523， 2004. 

-67 



巨三コ

近年の余暇活動や生活習慣が台湾乳幼児のからだに与える影響

O前橋 明〔早稲田大学人間科学学術院〕 五昧葉子〔阜稲田大学大学院〕

key words 台湾乳幼児，カウプ指数(体型) 余暇活動 運動不足，生活習慣

目的

台湾において、 2015 年 5~6 月に、乳幼児の生活習慣の実態調査を行ったところ、台湾乳

幼児の午後あそびの活動内容は静的なあそびが多いこと、就寝時刻は遅く、午後 10時以降就

寝児が約 5割おり、毎日朝食を摂取している幼児の割合は 70%台と低いことを確認した O

そこで、より詳細な台湾乳幼児の余暇活動や生活習慣の実態を把握し、それらの変化がか

らだに与える影響を分析するとともに、健康管理上、台湾において改善すべき点を提案すべ

く、 2015 年 5~9 月まで生活習慣の調査を延長して実施した。

そして、本報では、近年の台湾乳幼児の抱える・抱えさせられている健康管理上の問題点

ゃからだの問題を抽出し、問題改善策の提案を行うこととした。

方法

2015 年 5 月 ~2015 年 9 月に、台湾の台北市、新北市、桃園市、台南市、高雄市、台東市、

彰化将、南投将、嘉義瞬、宜蘭厭などの O 歳~6 歳児 18 ， 803人(男児 9，771人，女児 9，032 

人)の保護者に対して、子どもの体格(身長、体重)、余暇活動(降園後の外あそび時間、あ

そび場所、あそび内容)、生活習慣(就寝時刻、起床時刻、朝食の摂取状況、朝の排便の有無)

等に関するアンケート調査を実施した O

倫理的な配慮としては、研究の目的と方法のほか、調査の回答は任意であること、個人名

が特定されることなく、プライパシーは保護されることを調査園や保護者に対して説明し、

賛同の得られた保護者からの回答を得た。なお、本調査の実施にあたっては、中華民国児童

教保総合協会ならびに新北市政府の倫理審査を経て許可をいただいたうえで実施した。

結果

1 台湾乳幼児の力ウプ指数区分による体型

身長と体重から、カウプ指数[体重 (kg)/身長 (cm)2Xl041を算出すると、 3歳女児を除
いて、「普通」に該当する幼児が半分もいなかった(図1)。

L両面~ El~言亘邑亘":却型!型空」 I .-¥01t示El-¥01t五三亘竺竺り型空割
男児 女児

43.1 434 

48.1 49.0 

2寵児(824人) 39.0 393 

3歳児(1133人) 416 50.6 

4轟児(1720人) 48.8 45.8 

5議児(2027人) 435 42.5 

6車児(1036人) 394 3 .. 

。出 20% 40首 60唱 80弘 100弘 0% 20弘 40% 60同 8日目 10(出

図 1 台湾乳幼児の力ウプ指数別の人数割合

2. 台湾乳幼児の生活状況と余暇時間の費やし方

1 )台湾乳幼児の生活時間

台湾乳幼児の生活時間の結果を、年齢別・性別に表 lに示した。平均就寝時刻は 21時 30

分を超えて遅く、平均睡眠時間は幼児期に必要とされる 10時聞を満たさない短時間睡眠であ

った。起床も、午前 7時を過ぎての遅起きであり、朝の活動開始時の大脳の機能は準備時間
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の不足のため、しっかり機能しないのでなし、かと懸念した O また、平均排便時刻は、 2歳以

上では午後になっており、朝の排便のなさが顕著であった。さらに、平均テレビ・ビデオ視

聴時聞が、 5・6歳児になると 1時間 30分を超えている実態が確認された。

表 1 台湾乳幼児の生活時間および人数

男児

2 )余暇時間の費やし方

何をして余暇時間を過ごしているのかをみるために、降園後のあそび内容を、図 2に示し

た。また、あそびの場所としては、「家の中jに続いて、「公園」が第 2位にあげられていた O

お韓かき

ままごと

自転車

テレビ・ビデオ

結本ー本読み

乗り物のおもちゃ

公園田遊具あそび

折り紙

ブ口、ノクあそび

ポルあそび

ヒロごっこ

テレビゲム
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46.9 

43.1 
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テレピaビデオ
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人陪あそび

乗り物のおもちゃ
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折り紙

ブロックあそび
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ヒロごっこ

テレビゲム

73.4 

45.3 

49.9 

30.8 

5歳男児 一三~~~七
20 40 60 80 100 20 40 60 80 

図2 台湾幼児の帰宅後のあそび 3項目選択

3 )運動状況

主な通園手段を、図 3に示した。徒歩通園は 3歳を過ぎると、 1割もいなくなり、ほと

んどが車やパスでの通園で、からだを動かしての通園は僅少であった O
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ロ通園用パス ・車で送迎 ロ自転車(単車)で送迎

闘般交通機関(パス・電車)ロ徒書通園 白その他

回ーー____677______  .閣 制 E lO~ 

0弘 20見 40% 6朋b 80弘 100% 

男児

回通園用パス -車で送迎

図一般交通機関(パス・電車) ロ徒喜多通園

0量児(ベ:
69.0 

710 1量児(878人)

2量児(877人)

74.4 

747 

735 

75.2--0弘 20% 4四6 60% 

ロ自転車(単車)で送迎

目その他

80弘 100% 

女児
図3 台湾幼児の主な通園方法

4 )夜 10時以降の活動と就寝時刻

夜 10時を過ぎての活動は、きょうだいや玩具でのあそびのほか、テレビ視聴、テレビ・ゲ

ーム、食事や外出もみられ、寝るための環境づくりができていないことを確認した(図 4)。

中でも、外出や食事をしていたことから、生活習慣病の発症や肥満児の発現に結びっく可能

性が示唆された。就寝時刻も、夜 10時を過ぎている幼児が各年齢児に 50%前後はおり、夜

型で遅寝であることを確認した(図 5) 0 
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5 )朝食摂取状況(図 6) 

遅寝で遅起きの結果、朝食べる時聞がなくなり、朝食の欠食へ、また、短時間睡眠による

睡眠不足で食欲のなさにつながっていたことからも、朝食摂取は 9割前後にとどまっていた。
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夜は、 10時を過ぎても、テレビ・ビデオ視聴をして、光や音刺激を得ており寝られない。

さらに、外出や夜食の摂取もみられ、生活習慣病の発症や肥満児の増加が懸念された。また、

幼児園や託児センターへの通園が、ほとんど車利用であることと、余暇時間は動的な運動よ

りもテレビ、ビデオ視聴をはじめとする静的な活動が増え、生活の中で明らかに運動不足を

生じており、食の細し、痩せ傾向児の増加も推察された O

要は、就寝時刻が遅くなると、起床が遅くなり、朝食べる時聞がもてない。朝、保護者の

仕事の都合で、早く起こされると、睡眠時聞が短くなり、食欲が湧かず、朝食を欠食する幼

児が増加する O 朝に排便をしないことも加わり 日中の運動不足を引き起こす。なお、保護

者の勤務時間の延長により、夕食開始時刻が遅いと、生活リズムにさらなる悪循環を生じ、

夜の遅い時間に食を摂取する児が増えてくる。

このような生活リズムの悪循環が、台湾幼児の「普通」体型の子の減少につながり、逆に

[痩せ」と「肥満」体型の子どもたちの増加に拍車をかけているのではないだろうか。

台湾の 5~9 月は、日中、暑いために、余暇は夜市をはじめとする夜の生活にずれ込みや

すい O 子どもたちは、日中の運動量が足りないために、夜になっても疲れておらず、遅くま

で起きていられものと推察した。

まとめ

台湾の乳幼児の余暇時間のあり方や生活習慣の実態を分析して、以下の事柄について早急

に対応したい。

(1)台湾の保護者だけでなく、保育関係者に対しでも、幼児にとっての健康的な生活リズ

ムづくりの基礎理論や知識を、健康管理上の提案事項を含めて、しっかり伝えていく必要性

が求められた。

( 2 )少しでもからだを積極的に動かして、運動エネルギーを発散させて心地よく疲れさせ、

あわせて体力を高めるために、保護者への運動奨励だけでなく、幼児園生活時間内での運動

の機会の増加と、地域の公園でのあそびや運動の積極的な導入が求められた。しかし、夜の

公園利用は控えるように呼びかけや指導が必要である。

文献

1)前橋明.生活習慣分析に基づいた生活リズム向上戦略の展開，レジャー・レクリエーション研究 75，
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巴ヨ
幼稚園5・6歳児の習い事と生活時間に関する一考察

0泉秀生〔東京未来大学〕 前橋 明〔早稲田大学人間科学学術院〕

key words 幼稚園，幼児，習い事，就寝時刻，生活習慣

はじめに

本報では、幼稚園幼児の保護者に対して、子どもの生活習慣に関するアンケート調査を実施し、

幼稚園幼児の習い事の実態を把握するとともに、習い事と生活習慣、中でも生活時間との関連性に

ついて、分析を深めることとした。

そして、得られた結果から、子どもたちの抱える・抱えさせられている様々な生活課題を見いだ

し、それらの改善のための方策と、生活リズム向上のための方策を検討した。そして、子育てや保

育・教育、ならびに、子どもたちの健康福祉活動に寄与すべき知見を得ょうと願った。

方法

2011年4月"'2014年3月に、 1都 1府 17県(東京・京都・青森・宮城・福島・栃木・千葉・埼

玉・神奈川・新潟・長野・福井・静岡・愛知・岡山・高知・香川・徳島・沖縄)の幼稚園 141園に

通う 5・6歳児 7，295名(男児 3，723名、女児 3，572名)の保護者に対して、幼児の生活習慣の実

態に関するアンケート調査を実施した。

調査内容は、①起床時刻、②朝食時刻、③家を出る時刻、④夕食時刻、⑤帰宅後のテレビ視聴時

間、⑥帰宅後の外あそび時問、⑦就寝時刻、⑧習い事の実施状況、⑨習い事の内容で、あった。

得られた結果から、習い事の内容別に生活習慣の実態を比較・分析するために、「静的な習い事j、

「動的な習い事」、「動的・静的両方の習い事J、「習い事をしていなし、」子どもの4群に分けて、そ

れぞれの生活状況に検討を加えた。

統計処理には、 SPSS(ver.22)を用いて、各群聞の生活時間の平均値の比較を、一元配置の分散分

析、ならびに、 Bonferroniの多重比較により求め、各群聞の人数割合の差をみるために、 χ2検定

と残j査分析を行った。

倫理的配慮、として、本調査実施前に調査・研究の主旨と調査の回答は任意参加であることを、対

象の園、ならびに、保護者に説明し、賛同の得られた方を調査の対象とし、回答を得た。

結果

1 .習い事の実施状況と内容

習い事をしている子どもの割合は、男児で 43.6% 女児で 44.6%であった。習い事の内容は、

男児で「スイミング (42.7%)J、「体操・新体操(19.7%)J、「英語(16.3%)J 、女児では、「ピア

ノ・エレクトーン (37.1%)J、「スイミング (30.9%)J、「英語(16.2%)Jの順で、多かった(図1)。

2. 習い事の内容別にみた生活実態

1)生活時間

男女ともに、「動的な習い事J、「動的・静的両方の習い事」をしている子どもの方が、「習い事を

していなしリ子どもに比べて、夕食開始時刻、就寝時刻がそれぞれ有意に早く、睡眠時聞が有意に

長かった (pく0.001)0 また、降園後の外あそび時間とテレビ・ビデオ視聴時間については、「動的
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ヲk
スイミング ピアノ・エレクトーン 37.1 42.7 

ヲk
*スイミング体操・新体操 19.7 30.9 

英語 16.3 英語 16.2 

* * サッ力一 13.3 体操・新体操

* ノ叫トーン=山 バレエ・ダンス・舞踊

国語 10.1 国語

安武道
書道・習字

(柔道剣道劃 E792

書道・習字 4 男児

醐EM 女児
(N=1，618) 

(N=1，658) 
算数 7.2 学習塾 52 

。 10 20 30 40 50 。 10 20 30 40 50 
(%) (%) 

合動的な習い事
図1 幼稚園幼児の習い事とその人数割合

表1 習い事の内容別にみた幼稚園幼児の生活時間 平均値(標準偏差)

習い事の内容 夕食開始時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時現l朝食開始時刻 通園時刻 外あそび時間 TV'ビデオ時間

していない
18(4時65分3分) 

21時22分
9時(3間8分28)分

日時50分 7時12分 7時59分
( 66 81 分分) 1時(6間9分55)分(N=2.139) (40分) (27分) (24分) (25分)

男
静的な習い事

18(4時34分8分) 
21時19分 9時間32分 6時51分 7時13分 B時03分* 54分 1時間40分

(N=413) (37分) (37分) (26分) (24分) (27分) (59分) (59分)

動的な習い事 18時38分 21時06分 9時間41分*** B時48分 7時12分 8時11分 53分
(16時4分間)47分 本

児 (N=817) (39分) *** (38分*** (38分) (27分) (25分) (28分*** (48分) *ホ

動的・静的両方 18時37分 割ド**21時02分 9時間50分 6時53分 7時16分 8時15分 48分 ** (15時3分間)34分*** 
(N=354) (42分) (38分*** (37分*業本 (28分) (28分* (28分*** (44分)

全体平均 18時48分
21(4時01分6)分

9時間33分
6(時275分0分) 

7時12分
8(時270分3分) 

57分 1時間50分

(N=3.723) (4必ナ) (39分) (24分) (61分) (66分)

習い事の内容 夕食開始時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 朝食開始時刻 通園時刻 外あそび時間 TV・ビデオ時間

していない
18(4時25分5)分

21時20分 9時間30分
6(時255分1分) 7(時241会2分] 

7時58分 51分 1時間52分

(N=1.942) (40分) (40分) (24分) (58分) (70分)

女
静的な習い事 18時45分本** 21時13分**本 9時間36分 ** 6時49分 7時12分 B時05分 48分 1時間44分

(N=700) (39分) (36分) (37分) (25分) (22分) (27分*** (52分) (66分)

動的な習い事 18時39分 21時05分 9時間45分 6時51分 7時14分 8時13分 49分 1時間46分

児 (N=503) (37分) *** (36分) *** (37分**ホ (26分) (25分) (30分*本本 (54分) (60分)

動的M静的両方 18時37分
2(314時分0)5分*** 9時間46分 6時52分 7時15分 8時14分 40分 1時間36分

(N=427) (40分) 本** (38分) 本** (28分) (26分) (31分) 本** (43分) 本** (58分***

全体平均
1B(4時14分8)分

21時15分
9時(3間9分36)分

6時51分 7時13分 8時04分 49分 1時間48分

(N=3.572) (39分) (26分) (24分) (27分) (52分) (66分)

習い事をしていない幼児との差 * p<0.05 .林 pく0.01. *** pく0.001

な習い事」、「動的・静的両方の習い事j をしている子どもの方が、「習い事をしていなしリ子ども

に比べて、それぞ、れ有意に短かった(pく0.05""-'0.001)。

2)起床の仕方

男女ともに、「動的な習い事」をしている子どもと「動的・静的両方の習い事Jをしている子ど

もの方が、「自分で起きるときの方が多い」子どもの割合が有意に多かった(図2) 0 

3)朝食摂取状況

男女ともに、「動的な習い事」をしている子どもと「動的・静的両方の習い事」をしている子ど

もの方が、朝食を「毎朝食べる」子どもの割合が有意に多く (pく0.05""-'0.01)、「習い事をしていな

いJ子どもは「食べない時がある」子どもの割合が 1%水準で、有意に多かった(図 3)。

4) 夕食前おやつ摂取状況

男児では、「動的な習い事」と「動的・静的両方の習い事」をしている子どもの方が、夕食前に
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口自分で起きる時の方が多い

・自分で起きない時の方が多い

圏自分で起きる時と起きない時が半々 口自分で起きる時の方が多い

・自分で起きない時の方が多い

圏自分で起きる時と起きない時が半々

してい草い
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していない

(N=1，944) 
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(N=818) 

動的な習い事

(N=504) 

動的・静的両方

(N=354) 

動的・静的両方

(N=427) 

帥 p<O.Ol 0% 20% 40% 60% 80% 100~ ** p<D.01 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男 児 女児

図2 習い事の内容別にみた幼稚園5・6歳児の起床の仕方

ロ毎朝食べる -童ベない時がある 口毎朝貴べる -食べない時がある

していない
87.8 85.6 (N=2，145) (N=1，950) 

静的な習い事
ホ 93.2

静的な置い事|
91.0 
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(N=818) (Nコ503)
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* 94.1 
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*地 96.0

(N=354) (N=425) 

申申 p<D.Ol

** p<O.Ol 0% * p<D.05 0% 20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100% 

男 児 女児

図3 習い事の内容別にみた幼稚園5・6歳児の朝食摂取状況

-童ベる時の方が多いロ食べない時と食べる時が半々口童べない時の方が多い ・童ベる時の方が多いロ食べない時と童ベる時が半々ロ食べ牢い時の方が多い

していない
47.5 

していない
二、 φお:1ふれ均| 46.2 

(Nニ2，126) (N=1，946) 

静的な習い事
45.8 

静的な習い事
:命令 19:9'. J 51.4 

(N=415) (N=697) 

動的な習い事
*牢 55.2

動的な習い事 "". ::2:1.9' 、々l 50.2 
(N=820) (N=504) 

動的静的両方
牢* 55.4 

動的・静的両方 ，M :1 *事 56.1
(N=354) (N=427) 

キ.pく0.01
申串 p<D.Ol 0% 

キ p<O.OS 0% 20% 40% 60% 80% 100% 20% 40% 60% 80% 100% 

男 児 女 児

図4 習い事の内容別にみた幼稚園5・6歳児の夕食前のおやつ摂取状況

おやつを「食べない時の方が多い」子どもが有意に多く (pく0，01)、「静的な習い事j をしている子

どもでは「食べる時の方が多し、」子どもが有意に多かった (pく0，01) 0 女児では、「動的・静的両方

の習い事」をしている子どもの方が、「食べない時の方が多い」子どもの割合が 1%水準で有意に

多かった(図4)。

考察

幼稚園5・6歳児の習い事の実施状況は、男女ともに 44.0%程度であり、多い順にその内容をみ

ると、「スイミングJr体操・新体操Jr英語Jrピアノ・エレクトーン」が上位5つの中に、性を問
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わず共通して入っていた。 Benesse教育開発センター1)が実施した全国調査の結果からも、 5歳児

になるとスポーツ活動を始める子どもが増え、「スイミング」と「運動教室」が上位となっている

こと、また、音楽・芸術活動の習い事では「楽器の練習・レッスン」が最も多く、教室学習活動の

習い事では「英会話・英語教室」が最も多いことが報告されており、本調査結果においても、同様

の結果で、あった。子ども、もしくは、その保護者が、特定の能力を身につけたり、高めたりするこ

とを願っているものと推察した。

「動的・静的両方の習い事」や「動的な習い事」をしている子どもの方が、「習い事をしていな

い」子どもに比べて、就寝時刻が有意に早く (pく0.001)、睡眠時間も有意に長かった (pく0.001)。

また、朝食を毎日食べている子どもや、自律起床できている子どもの割合も有意に多かった。

これらのことから、日中に、習い事を通して適度にからだを動かすことで、夜間に心地よい疲労

感を得ることができ、そのため、早い時刻に就寝できている子どもの存在や、普段、規則正しい生

活を送っているからこそ、日中に活動的に動くことができている子どもの存在が確認されたのだろ

う。その結果、朝は自分で起きることができ、かつ、朝食を必ず食べることができている。

「習い事をしていなしリ子どもの降園後の生活をみると、習い事をしている子どもに比べて、外

あそび時聞が有意に長いものの、外あそび時間そのものは 1時間程度と短かったことから、テレビ・

ビデオ視聴に費やす時間を減らして、その分、戸外でのあそびに興じて身体活動量を増やしていく

ことで、心地よい疲労感を獲得し、規則正しい生活リズムに向かうものと期待した。

「習い事をしていなしリ子どもは、夕食前のおやつ摂取をしている割合も多かったことから、食

事のリズムも乱れており、そのために、朝食を欠食していることや、生活時聞が夜型化して、朝、

自律起床できていないこと等が考えられた。とくに、平均睡眠時聞が9時間 30分を下回っていた

ことから、日中の注意・集中の困難さやイライラ感を訴える子どもの多い2)ことが推察されたため、

日中にからだを動かす機会を設ける必要性が示された。

以上のことから、幼稚園生活時間内や降園後において、子どもたちが十分にからだを動かすこと

のできる環境を、保育者や保護者が早急に整えてあげることが必要といえよう。

まとめ

幼稚園 141園に通う 5・6歳児 7，295名の保護者に対して、幼児の生活習慣調査を実施し、習い

事の実施状況と内容について調べ、生活時間との関連性を分析した結果、

(1)男児で 43.6%、女児で 46.4%の子どもが習い事をしていた。

( 2) I動的・静的な習い事jや「動的な習い事」を習っている子どもの方が、「習い事をしていな

しリ子どもに比べて、生活時間が有意に早く、規則正しい生活を送っている割合が多かった。

以上より、日中にからだを動かす機会をもつことの大切さを改めて確認したことから、幼稚園の

生活時間内や降園後の余暇時間において、子どもたちがからだを積極的に動かす環境や機会を、保

育者や保護者が整えてあげることの必要性が示された。

文献

1)鈴木尚子:幼児の塾や習い事 スポーツは5歳から(学校外教育活動に関する調査報告書幼児から高
校生のいる家庭を対象に)--(分析編) ベネッセコーポレーシヨン研究所報 58，pp. 56-65， 2010. 
2)前橋 明・石井浩子・中永征太郎:幼稚園児ならびに保育園児の圏内生活時における疲労スコアの変動，
小児保健研究 56(4)， pp.569-574， 1997. 
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仁三日
幼児の体格からみた家庭での生活状況や

余暇活動の実態と健康管理上の課題

O松坂仁美(早稲田大学大学院) 前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

Key words 幼児、体格、生活状況、余暇活動、あそび内容

はじめに

近年、子どもの体格は向上し、小学校 6年生の平均身長は 1980年代と比較して約 2cm高

くなり、大型化している 1)。それに伴い、肥満傾向児の出現率も高くなっている o WHO 

は、小児の肥満は21世紀の深刻な健康問題の一つである 2)と示した。

小児肥満に関する研究は、国内外聞わず、多くの報告 3・4)がある。特に、小児肥満

と成人の肥満との関連について研究がなされ、遺伝、生活環境との関連が取り上げられ

てきている。最近では、乳幼児期から成人に至るまでの縦断研究の報告があり、幼児期

の子どもたちが、肥満にならないための生活習慣への介入研究の重要性が叫ばれている。

幼児期の過体重は、生活習慣に起因すると考えられるであろう。前橋 5)は、 「太り

ぎみ・太りすぎ」の子こどもたちの生活について、運動不足や夜食、夜型化した睡眠リ

ズム、テレビやビデオの視聴時間の増加などの問題点を指摘している。

これに対し、小学校 6年生の痩せ傾向児の出現率は、平成 18年度調査時では，約 2.5%

であったが、平成 27年調査では、 3.0%となり、緩やかに増加している 1)痩せ傾向の

子どもたちについての報告は少なく、思春期を対象としたもの 6)がみられているのが

現状である。

本研究では、幼児を対象に、やせ傾向児と肥満傾向児の家庭での生活状況の現状を探り、

健康管理上の問題点を抽出し、問題の改善の方策を検討した。

方法

2014 年 4 月~ 2015 年 3 月にかけて、 1 都 7 県の幼稚園・保育園に通う 3 歳 ~6 歳の幼児

10，308名(男児 5，241名、女児 5，067名)の保護者に対して、幼児の生活習慣調査を依頼し

た O 生活習慣調査は、全国子どもの健康実態調査委員会作成の幼児の生活習慣調査用紙 7) 

を、保護者に配布し、回答を得た。

生活習慣調査の主な内容は、睡眠や食事、余暇活動(あそび、習い事)、TV・ビデオ等の視

聴に関することについてであった。体格は、身長と体重を計測し、カウプ指数〔体重 (g)

÷身長 (cm)2 X10J を算出し、体格の指標として用いた O 作業仮説として、カウプ指数

の 13 未満を痩せすぎ体型(I型)、 13~14.5 未満を痩せぎみ体型 (II 型)、 14.5~16.5

未満を標準体型 (III 型)、 16.5~18 未満を太りぎみ体型 (N 型)、 18 以上を太りすぎ体

型 (V型)として分類した。

体型別の結果の比較分析の統計処理は、 SPSS Statistics 22を用いて、対応のない

t検定、一元配置分散分析および多重比較 (Bonferroni法)、 χ2検定と残差分析を行

った。

倫理的配慮として、本調査実施前に調査・研究の趣旨と、調査の回答は任意参加であ

ることを、対象の固ならびに保護者に説明し、賛同の得られた方の回答のみを使用した O

po 
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結果

対象とした全幼児を、体型別にカウプ指数を指標として、 I~V 型に分類

した型は 234名(男児 106名、女児 128名)、 H型は 2，094名(男児 1，015 

名、女児 1，079名)、 E 型は 5，911名(男児 3，031名、女児 2，880名)、 W 型

は 1，609名(男児 850名、女児 759名)、 V型は 460名(男児 239名、女児 221

名)であった。

1 .体型別にみた幼児の生活活動時間

体型別に生活活動時間の平均値を比較すると、睡眠時間は、男児の E型と E型、 H型と

W型聞に有意な主主 (pく0.05) が認められ、やせ気味の男児の方が、睡眠時間は長い傾向に

あった(表 1)。しかし、 I型と V型は差が認められなかった。この点は、幼児全体でも同

じ結果であったが、女児においては差が認められなかった。さらに、男児は V型の幼児が

最も外あそび時聞が長く、 E、E、W型と有意な差が認められた。

表 1 体型別にみた幼児の生活活動時間
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女型空 21鈴君ま分注射分 21鶴港分:1:線分 ま守番傘22分コ匙3事長争 21熱愛鎖骨zと31分 21時23分:1:31分 時波持母主総長者持
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型車交 事鵠舞震勝手者二主47-分 事務奪還要2番手昔話と3録音 専務罪悪35分本6金分 9機関経ま紛争京総長ま 書時調書ま息分:!::3事分 意多奪燃ま5分:1:3喜分
襲警
要義

女蝿 事鶴橋29分=主的分 事鱒舞義務分:!::37-分 9鈴襲懇31分ご乞3事分 事鰭韓舞金量分土37分 審議事畷29分土31分 事構織30分ごた線分
縛
隣

9酬附土53H協E糊附L4当住品分金体 事勝書割ぬ分:!::純分 事鴎義理分注31分 9懸罪悪2事分コをお分 事鋳義母2草分全13分

菱霊 瞬発 在騎或3昔士会33分 喜惑を50分士事5若者 総容量2分ゴと分 6精鋭紛:!::3.11:1" 各時善的予定3品分 意鱒61分=記事3分
2豪

議I:d墜 事時各2量全主宰品分 容易勢53分土~昔 鶴巻53分土3守分 盛多奪5塁分:1:30分 事斡各2分当と31分 事鯖若1分土32分鶏
薬務 余撒 語略的分2は2分 巷騎分生忽拶ま 総毒事紛争念事皐分 自務51分:1:幸容分 書湾各1分士銀分 事絡され分全33分

額 男3定 7費寺14分:!::3閉安全 7鶴時分志喜之分 7持14分立分 子締14長女念事自分 ?察発14分:1:2象分 7鱒1草分玄ぬ分
1匙

決3雫 予時14分 .. ・31分 7時16分コ乞2貴分 7時16分お29分 7養寺14分怠30分 ?襲警分三位雲寺分 ?時12分分鵠
樹 会構 7鵜14分:t31分 7修警?事分:t311分 7時分会主自分 7襲警対分土30霊長 7鋳14分=乞32分 7梼14分ま36分

タ 構3空 18線42分:t37分 港時点分:t53分 宅事務総分'.:!:3島分 海閥均7分士総分 T綴寄47幸子十42分
象

女狸 1 書線開I~昔金納分 1巷鶴40分=目立分 ?事鴎42分十草草分 3事時制分:t39分 18時制分:1:42.分 18鵠3s景子:l:S草分時
擬 傘体 1母持母紛n41分 1事務総分Z主持分 2事鶴4歪分:1:4弱音 1事務号線分土特分 ?綴時43分:t:S弱音

調俳

タ事

""蝿 務望主 33分主総多少 37分:!::4品分 事紛争:!::42分 33分主総分 32分土持労 料分主54
そ車問 話惨事

u蓄量 帯感

時開 重た:馬主 2草分:!::40分 21分:1:34分 主意分中綿分 給分寸ト分 2草分求35分 3金分ごと44分
鱒

会構 分:t:41分 32分ごt40分 分土分 ぬ分ヨヒ分 総長予=乞3s分 37分士総分

響(1)τV 男児 1時罪悪44分之主総苦手 2持費覇4ま分:!::首都子 ?持費桝綿子会自紛争 1善寺湾総長予定総分 1除機4s分主総分 1審等感4量分三t62分

京発 ?除機意書分:1;64分 を時葬奇心分二主総分 1鰭罪被主分コ主6草分 1護憲舞建3紛争:t:63分 T締閉経31分土随分 1多奪織4在分全S暑分

報整オ 金体 T時繊維2分主宰時分 1鴎響詩4s分食事?分 1鶴舞毒毒草分念事事分 1梼罪奪取予告主総長子 2参考開毒41王者窓係分 1震毒機44予告求総量す
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図 1 幼児の体型5]11にみたあそび場の状況
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幼児の体型別にみたあそびや活動

体型による顕著な差は、

回V型

口E型

.r型

図 2

降国後の家庭での余暇活動

降間後の家庭での余暇時間の活動につい

て、やせすぎ(1型)、太りすぎ(V型)、標準

(皿型)の幼児群の比較を行ったっ

降閤後のあそび場としては、家の中が最

も多く、戸外でのあそび場を選択した人数

割合は低かった。 3群聞に差は認められな

かった(図 1)。

あそびの内容は図 2に示した第 1位は、

は、 I型、 E型、 V型ともに TV・ビデオ等

の視聴であり、最も人数割合が高かった V

型と E型間には、 5%水準の有意な差が認

められた(図 2)。第 2位も同様で、 3群と

もに、お絵かきを選択していた。この場合、

I群が最も選択した人数割合が高く、 V群

が最も低く、両者間には 1%水準で有意な

差が認められた。さらに、田群と I群、

群と V群聞の差は、それぞれ 5%水準で有

意であった。また、ブロックあそびは、

型の選択した人数割合が多く、 V型との聞

には、 0.1%水準の有意な差が確認された。

家庭でのTV・ビデオ等の視聴やテレビや

ゲーム等の機器を使用したあそびは、匝型

に比べ、 1. V塑ともに選択した人数割合が

高くなっていた O テレビゲームでは I型と

E型間は 5%水準、 V型と E型間は、 1% 

水準で、それぞれ有意な差が認められた。

戸外でのあそびやからだを動かすあそび

を選択した人数割合は、 V型が多い傾向が

うかがえ、そのうち、 V型の 1位は自転車

であり、 I型とは 5%水準で有意な差が認、

められた。また、降園後の活動である習い事の現状からは、

られなかった。

軍師轟沼

容雪毛

E 

皿

2 

考察

体型別の比較から、月齢では、男女児ともに有意な差が認められた。やせすぎの幼児の

平均月齢が最も高く、年齢が上がるにつれて、やせ傾向の幼児が増えているという報告 7) 

と一致した結果であった。生活活動時間では、男児と全体の結果では、睡眠時間に有意な

差が認められ、 E型のやせ気味の幼児の睡眠時聞が長い傾向があった。しかしながら、幼

児に必要である 10時間以上の睡眠時間の確保はできていないのが現状であった。性別・体

型に関係なく、起床時刻の平均は、午前 6時50分頃であり、早起きは確立されていたが、タ
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食開始時刻は午後 6時40分前後、就寝時刻は午後 9時20分前後の遅い平均値を示した。

降園後の外あそび時聞の平均は、 30分前後と短い傾向にあった。その中で、 V型の太り

すぎの幼児が有意に長かった。本研究の対象が保育園と幼稚園の幼児であり、保育関幼児

は、降園時間が遅いため、外あそび時間の短さだけでなく、降園後の生活時間が遅くなる傾

向にあったと考えられる。早寝の習慣化のためには、保育園での降園前の外あそびや運動

あそびを充実することが必要である。前橋 8)が指摘するように、「日中、太陽の下での戸

外運動を積極的に取り入れること」そして「午後の戸外のあそび時間を増やして、運動

量を増加させ、心地よい疲れを誘発させること」によって、早く眠りたくなってしまう

からだとなる O 降園前の外あそびの実施は、幼児のより良い睡眠のリズムを形成するた

めに重要な要因だと考えられる O 余暇時間の活動内容は、 TV・ビデオ等の視聴が 1位で

あった。家庭でのTV・ビデオ等の視聴やテレビゲーム等の機器を使用したあそびは、やせ

すぎ・太りすぎ体型ともに選択した人数割合が、標準体型の幼児に比べ高くなっていた。

最近の幼児の生活では、保護者のスマートフォンのゲームが、手軽にいつでもできるあそ

びとなりつつある。全身を動かすことなく、余暇時間を過ごす幼児が、今後、より一層増

えていく危険性がある。やせすぎの幼児では、体を動かさないことは、食べる量に影響し、

太りすぎの幼児では、摂取カロリーの代謝に影響を及ぼすことが推察された O

まとめ

1 都 7県の幼稚園・保育園に通う 3 歳 ~6 歳の幼児 10 ， 308名(男児 5 ， 241名、女児 5，067名)

の保護者に対して、幼児の生活習慣調査を実施し、体型と生活時間、降園後の余暇活動の

実態との関連性を検討した結果、

(1)やせすぎ体型、標準、太りすぎの体型の比較では、生活活動時間における有意な差は

認められず、遅寝の傾向があった。

(2)男児では太りすぎ体型の幼児が、降園後の外あそび時聞が長い傾向にあった。

(3)あそびの内容において、やせすぎ・太りすぎ体型の幼児が、TV'ビデオ等の視聴やテレ

ピゲーム等の機器の使用が、標準体型の幼児に比べ、多くなっていた。

以上より、降園後の余暇活動時間内に、今後はメディア使用の増加が予想されるため、

保育時間ないでの降園前の運動あそびの充実が、健康管理上、体力づくり上、増々重要と

なるであろう。
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韓国における幼児の生活習慣の状況と午後あそびの実態

O李 昭捌[阜稲田大学大学院人間科学研究科] 李珠京[明知大学スポーツ芸術科]

前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

key words 韓国，幼児，生活習慣，余暇時間，運動あそび

はじめに

子どもたちは、生まれつきの潜在力を基盤として、 H常生活の中で環境と相互作用しな

がら成長するが、近年の韓国では、社会全体の夜型化や保護者中心の夜型生活などの影響

を受けて、子どもたちの生活は遅寝遅起きや短時間睡眠となり、生活リズムが不規則にな

ってきた 1~ 3)。

特に、幼児期は短い期間に大きく発育・発達を遂げる幼児期に、遅寝遅起きや短時間睡

眠などの睡眠の問題、朝食の欠食や朝の排便のなさ等の摂食の問題、外あそび時間の短縮

化やテレビ・ビデオ視聴の増加などが誘因となる運動不足の問題を受けて、韓国の子ども

たちは、はたして健全に育っているのか、心配である。韓国における生活習慣に関する先

行研究の主なものは、大人を対象とする研究であり、子どもに関する研究がみられでも、

それらは、小学校高学年や中・高校生を対象としたものである。韓国の統計庁では、 1999

年から 5年ごとに「生活時間調査J 4) を実施しているが、その対象も満 10歳以上を対象

としているので、幼児期のことは不明である。

そこで、本研究では、韓国に居住する幼児の生活習慣調査を保護者に対して行い、韓国

の幼児が抱えている・抱えさせられている健康管理上の問題や余暇活動の問題を確認し、

それらの改善策を検討し、提示することとした O

方法

2014 年 7~8 月に、韓国の 1 歳 ~5 歳までの幼児 738 人(男児 435 人，女児 303 人)の

保護者に対して、幼児の生活習慣調査を実施した。主な調査内容は、睡眠時の状況、起床

時の状況、朝食時の状況、排便状況、あそび状況(あそび時間、外あそび時間、 TV・ビデ

オ視聴時間など)、夕食時の状況、夜 10時以降の活動などであった。

研究の倫理的配慮として、本アンケート調査は、個人が特定されることや強制ではない

ことを説明した。また、個人情報は本研究の目的以外には使用しないこととし、外部から

アクセスできない安全な環境下に厳重に管理した。

なお、統計処理においては、生活時間相互の関連性をみるために、 SPSSver. 22. 0を用

いて、 χ2検定 5)を行い、あわせて、ピアソンの相関係数(r) 6) を算出した。

結果

韓国における幼児の生活時間の平均や人数を、表 1 (男児)と表 2 (女児)に整理した。

1 睡眠時の状況

平均就寝時刻は、 21時26分(女児 5歳) ~22時 6 分(男児 5 歳)の範囲であり、 22時以降に就寝

する幼児は、 25.0%(女児5歳) ~75. 0% (男児5歳)いた。

平均睡眠時間は、 9時間44分(女児4歳) ~10時間 11分(女児 5 歳)であり、 10時間未満の短時間睡

眠児は25.0%(女児5歳) ~52. 4% (女児4歳)いた。うち、 9時間30分を下回る短時間睡眠の幼

児は、 8.3% (女児 5歳) ~30.0% (女児 3歳)であった。睡眠の状況をみると、「よく眠る」
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幼児の人数割合は、 41.7% (女児 5歳) ~64. 1 % (男児 4歳)であった。

2 起床時の状況

平均起床時刻は、 7時 34分(男児4歳) ~ 7時 58分(男児5歳)で、あった。朝 8時以降に起床

する幼児は、 33.3%(女児5歳) ~62. 5% (男児5歳)いた。起床の仕方をみると、「し、つも自分

で起きる」幼児の割合は、 15.4% (女児 5歳) ~7 1. 3% (女児 1歳)であった。起床時の

機嫌をみると、 Iし、つも機嫌がよい」幼児の人数割合は、 9.1 % (女児 4歳) ~40. 3% (女

児 2歳)であった。

3目朝食と排便状況

朝食の摂取状況をみると、朝食を「毎日食べる」幼児の人数割合は、 53.8%(女

児 5歳) ~ 86.3 % (女児 1歳)であった O 平均朝食開始時刻を年齢別にみると、 8時17分

(男児4歳)~ 8時55分(男児5歳)の範囲にあった。朝 8時以降に朝食を摂取している幼児は、

83.4% (女児4歳) ~9 1. 3% (女児3歳)いた。

排便状況については、 「毎朝する j幼児の人数割合は、 14.6%(男児 4歳) ~56.3% (男

児 5歳)であり、平均排便時刻は、 9時23分(女児 5歳) ~ 13時33分(女児 4歳)の範囲

であった。うち、午後に排便をしている幼児と不定期的な幼児は、 13.4%(男児5歳)~78. 2% 

(女児4歳)いた。

4 あそび状況

平均あそび時間は、 3時間47分(男児4歳) ~ 7時間O分(男児5歳)であり、そのうち、 平均外

あそび時間は 1時間 5分(女児4歳) ~ 2時間 1分(男児2歳 5歳)であった。帰宅後のあそびは、

年齢を問わず、男児ではブロックあそびが最も多く、女児では絵本や本読み、ままごとが多かった(複

数回答)。遊ぶ場所については、 「どちらかといえば、家の中で遊ぶ」と「ほとんど家の中で遊ぶ」幼

児は、 16.7%(女児5歳) ~54. 1 % (女児 1歳)いた。

テレビ・ビデオの平均視聴時間をみると、 1時間15分(男児・女児4歳) ~1 時間32分(女児 5 歳)

の範囲であり、視聴時聞が 2 時間を超えている幼児は 1~2割程度いた。

5 習い事

習い事の内容(複数回答)をみると、性別と年齢を問わず、からだを動かす体操、幼児体育、
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平均夕食開始時刻は、 18時 30分(男児 4歳) ~ 18時 45分(女児 1歳)あり、夕食を

19時以降に食べる幼児は、 31.8% (女児 4歳) ~60.0% (男児 5歳)いた O

7. 夜10時以降の活動

夜10時以降の活動(複数回答)の中で、男女児ともに、おもちゃでのあそびやテレビ視

聴がもっとも多かった。

8 生活時間相互の関連性

韓国の幼児 738人の生活時間相互の関連性を検討した結果、 1%水準で有意な関連性が

みられ、かつ、 2変量の聞に中程度以上 15) の相関関係がある、 r孟 10.31のものを抜粋し

た。その結果、就寝時刻が遅くなると睡眠時間が短くなり (r=-0.36)、起床時刻 (r二0.51)

や、朝食開始時刻 (r=0.43)は遅くなる(図 14)。睡眠時聞が長いと起床時刻が遅い (r=0.50)。

起床時刻が遅いと朝食開始時刻が遅い (r二O.74) 0 朝食開始時刻が遅いと登園時刻が遅い

(r=0.40) という結果になった。

考察

幼児期の健康的な生活リズムの基本として 睡眠時間は夜間に10時間以上を確保するこ

と7)が推奨されている。成長期に十分な睡眠時間を確保するためには、日中の余暇活動の

中で戸外あそびを奨励し、子どもの運動量を増やして、夜には心地よく疲れさせることが

一つの健康的な方法であろう。

韓国幼児の生活特徴は、外あそび時間も長く、体育的な習い事でからだを動かしている

にもかかわらず、就寝時刻が遅く、それにつれて、起床時刻、朝食開始時刻、排便時刻ま

で遅くなっている O そして、 睡眠時間は短くなるという傾向がみられた。また、睡眠リズ

ムの乱れから、男女ともに、起床時に自分で起きる子どもは多くて約 7割、機嫌がよい子

どもは多くて約 4割もいなかった。そして、朝に、注意集中が困難であったり、物事が気

にかかり、熱心になれなかったり、寝不足によるねむけゃあくび症状を訴えていた O 先行

研究より、夜間の睡眠時聞が 9時間30分未満の幼児は精神的な疲労症状を訴えやすくなる

8 )ことが明らかとなっている。午後あそびでブロックあそび、ままごと、おえかきが最も

多く、夜10時以降の活動は、おもちゃでのあそびやテレビ視聴が多く占めている結果から、

韓国の幼児は昼間には家で静的なあそびが多く、夜遅くまで活動を行うことで体温が下が

らず、やがて、これら生活リズムの乱れから体調の不調や病気につながっていくと懸念し

た。

朝は、空腹の状態で胃に食べ物が入ることで、大腸の嬬動運動が促進される 1日の中で
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最も排便をしやすい時間帯であるが、朝食を毎日摂取している幼児は、男女児ともに、約

5~8 割程度しかおらず、平均排便時刻も正午前後であったことから、朝食の量の不足や

質の悪さ、朝の排便に費やすゆとり時間の短さが懸念された。先行研究によると、睡眠リ

ズムが乱れてくると、朝ごはんが十分に食べられない 9)ことが言われており、摂食のリズ

ムが崩れていく。そして、エネルギーを摂取しないと、午前中の活動力が低下し、運動不

足になっていく 9)ことが報告されている 1日の生活の中で、朝、家で排便ができるよう

な習慣ができていると、園生活においても、午前中から元気よく活動できることが期待で

きる O 毎日、朝食を摂取することの必要性、食事の量や内容、規則正しい生活についての

情報を、子どもたちやその保護者に、しっかり伝えていくことが求められた。

韓国の幼児は、長い睡眠時聞を確保するために、 夜の光刺激や活動を控えさせて、就寝

時刻を 1時間ほど早めること、そして、子どもに絵本の読み聞かせをしたり、話し合いす

ることで、子どもを落ち着かせて寝る準備をさせ、いっしょに布団に入り、少しでも早く

就寝できる環境を作る工夫が必要であろう。そして、 1日の生活の中で生き生きと動ける

基盤となる朝食の大切さをしっかり伝えていくことが求められた。

まとめ

2014年 7~8 月に、韓国の幼児 738人(男児 435人，女児 303人)の生活習慣調査を実施し

た。その結果、

(1) 就寝時刻の平均は、 21時26分(女児 5歳) ~22時 6 分(男児 5 歳)の範囲にあった。

22時以降に就寝する幼児は、 25.0% (女児 5歳) ~75. 0% (男児 5歳)いた。また、遅寝

につれて、睡眠時間も短くなり、起床時刻、朝食開始時刻、排便時刻、登園時刻まで遅く

なっていた O

( 2 )睡眠リズムの乱れから、男女ともに、自分で起きられない子どもが多く、機嫌のよ

い子どもも少なかった。そして、朝から睡眠不足からくる疲労症状を訴える子どもの多さ

を存在言志した O

( 3 ) 毎日、 朝食を摂取している幼児は、 53.8% (女児 5歳) ~86. 3% (女児 1歳)お

り、毎朝、排便をしている幼児は、 11.1 % (女児4歳) ~60. 0% (男児5歳)と、極めて少な

かった。

長めの睡眠時聞を確保するためには、少しでもからだを動かすレクリェーション活動を、

余暇時間内に取り入れることや、子どもの夜の活動を控えさせて、少しでも子どもに落ち

着いて寝る準備をさせることが大切であろう。
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巨三コ
ボランティア通訳ガイドの現状及び考察

Oショウテイ[東海大学大学院文学研究科文明研究専攻]・

田中伸彦[東海大学観光学部]

キーワード:通訳ガイド、ボランティア、 SGG

1.研究の背景

20世紀に入札世界中でグローバル化が加速した。そして、科学や技術などの発展によって、

人々はより視野が広がり、自分の周りだけではなく、より広く世界を知ることができる様になった。

そのため、多くの人が自分の生活圏を出て、他国の自然・文化や人々の生活を見ること、体験する

ことなどを行い始めた。すなわち、ツーリズムが始まった。

「国」という概念を基準に考えた場合、ツーリズムは大きく 3つに分けて考えることができる。

すなわち、外国人が自国を旅行するインバウンドツーリズム、自国人が自国内を旅行する国内観光

旅行(ドメスティックツーリズム)、自国人が外国を旅行するアウトバウンドツーリズムである。

インバウンドツーリズム(inboundtourism) とは中に流れ込む意味であるため、日本を例にする

と、訪日外国人観光ということに当たる。 ドメスティック (domestic) というのは自国、国内の意

味なので、ここでは国内旅行ということになる O そして、アウトバウンドツーリズム (outbound

tourism) とは外に流れて出すという意味であるため、日本で例えると海外旅行に相当する。

本論では、その 3種類のツーリズムの中のインバウンドツーリズムに注目した。特に、 2003年

からピジット・ジャパン事業開始以来、日本へのインバウンド観光者数が年々大幅に増えている傾

向が見える現在、日本のインバウンドツーリズムの振興にあたって、解決しなければならない課題

がどんどん増えていることに着目した。その中でも、通訳ガイドの問題が日々に深刻な課題になり

つつあることを今回の考察の対象とした。つまり、本論では日本の現在の通訳ガイドの現状を調査

し、その課題を考察・整理することが重要な課題と考えている。

2. 目的・対象・方法

日本でインバウンドツーリズムが推進される現在、日本の通訳ガイドの需要もますます増え、重

要な課題になりつつある。本論は、現在日本で直面している観光通訳ガイドの課題について、有償

通訳ガイドと無償ボランティア団体との関係と現状について整理したい。特に日本政府観光局

(JNTO)が公認している SGGとういうボランティア団体の実態を整理し、現状を考察した上で、既

存データや文献の分析を行うことを考えている。

3. 日本に現存している通訳ガイド

現在日本では、 2種類の通訳ガイドが存在している。 1つ目は有償の通訳ガイド、つまり通訳案

内土という国家試験や国が特別認定している資格を有するガイドで、 2つ日は無償で通訳ガイドを

行っているボランティアガイドが存在している。

3-1 有償通訳ガイド

有償の通訳ガイドは合計3種類がある。国家試験を有する通訳案内士、地域限定の案内できる地

域限定通訳案内士と、特別に認定できる特例ガイドの 3種類である。

通訳案内士は対象の外国語が 10ヶ国語である。受験者は年齢、性別、国籍は問わず受験できる

国家試験である。 2015年4月 1日までの登録者数は 19，033人に達している (1)
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地域限定通訳案内士とは、一つの都道府県の範囲に限って通訳案内業務を行うことができる制度

である。 r地域限定案内土Jの登録者は 379人である。今では各都道府県で実施可能で、はあるが、
現状としては沖縄のみで実施されている (2)

特例ガイドとは、さらに細かく、各地域の個別のニーズ、に対応するためのガイドであり、 「通訳

案内土」と「地域限定通訳案内士j と違い、取得条件は国家試験や都道府県の試験ではない。地方

公共団体の研修を受け、取得できる資格である。現状としては、まだ全国規模では実施しておらず、

現在認定されている地域は 13地域しかない状況でもある。現在の登録者数は 651人(平成27年 6

月 1~まで) (3)である O

3-2 ボランティアガイド団体SGG

無償で通訳ガイドを行われているボランティアガイドについては、 JNTOで公認した「グッドウ

イルガイド」という団体が存在する。「グドウィルガイド」とは善意通訳 (GG=Goodwill Guide) 

であり、その善意活動に関する運動は「善意通訳普及運動」とし、町なかや駅、車中などで言葉が

通じず困っている外国人旅行者を見かけた際に、語学力を活かして積極的に手助けするなど、外国

人旅行者の言葉の上での困難や不便の解消を目指すという趣旨の一人一人のボランティア精神の

普及運度である。その「善意通訳普及運動」や「グッドウィルガイドjを管理し、促進する組織は

「善意通訳組織(SGG=SystematizedGoodwill Guides)Jである (4) グッドウィルガイド」の登録

は 18歳以上で、全ての外国語が対象となり、その外国語で簡単な道案内ができる程度の語学力が

満たされ、 SGGの方針を理解できることで登録することができる。

JNTOではこの運動の趣旨に賛同し、登録いただけた方に対し、その意思表示のしるしとして善

意通訳カードとバッジ(図-1)を交付している。 SGGクラブは全国に 88団体がある(刑TOで登

録している団体数である) 0 各 SGG団体によって、入会規制や資格、年会費などが異なる。さら

に、各クラブによって、年会費も異なるとのことである。

図-1 グッドウイルガイド」ロゴ (3)
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4.東京9団体の SGG

日本政府の公的サイトで確認したところ、東京には SGG団体が合計 9箇所確認できることが明

らかとなった。それらは現在公開されている 2つの公式サイトで紹介されている。 lつ目は、 JNTO

の公式サイトであり、もう lつは東京都の公式観光サイト IGO TOKYOJである。 JNTOの公式

サイトに登録されている東京の通訳ガイドボランティア団体には以下の 7箇所があることが確認

された。つまり、 ITokyoFree Walking Tour (TFWT) J、「江戸東京ガイドの会」、 ITokyoStudent 

Guide GroupJ、 「赤十字語学奉仕団」、 ICAPlTAL TOKYO WEST SGG CLUB (CTW SGG)J、

「品)11SGGクラブ」と「東京 SGGクラブJ(5)7箇所である。また、東京の観光公式サイト GOTOKYO

の中にある「観光ボランティア団体の紹介」の中で紹介されたのは以下の 4箇所である。つまり、

「江戸東京ガイドの会J、 INPO法人東京シティガイドクラブ (TCGC)J、 「東京 SGGクラブ」

と INPO法人 TOKYO FREE GUIDEJ (6)である。重複団体があるため、計9箇所あるとわかる。

両サイトの中で、ともに紹介されたのは「江戸東京ガイドの会」と「東京 SGGクラブ」の 2箇所

である O

これら 9 箇所のボランティア団体では、ホームページがほとんど開設 (7~13) されているが、 'Tokyo

Student Guide GroupJはホームページが使われておらず、 Facebookのブログ ITokyoStudent Guide 

GroupJ (14)が使われている O また、 「江戸東京ガイドの会」も単独のホームページは使われてお

らず、 gooでのブログ「江戸東京ガイド(15)を使用していることが明らかとなった。

東京の 9団体の SGGでは、外国語でのご案内では、英語はもちろん、それ以外でも、最も多く

外国語ガイドできる。特に INPO法人 TOKYO FREE GUIDEJは7カ国のガイドに対応できる。

また、東京にある 9団体の SGGグループ。はほぼ規定のルートやツアー路線を設定せずに、外国人

観光客の希望によって、東京都内を自由に回ることが多い。

5.考察と課題

前述した通り、現在日本の通訳ガイドには、有償ガイドと無償ガイド両方がある。しかし、有償

ガイド、つまり資格がある通訳ガイドの数は少なく、インバウンドツーリズムが推進している中で

は、需要が満たされない状況になっている。そのため、日本の無償ガイドシステムが非常に発達し

ている状況にある。 SGGの存在が、現状では日本の通訳ガイドを補完し、支えている現状である O

東京にある 9団体の SGGでは、それぞれ規制やルールなどがかかっていて、一定的なレベルの

外国語ができなければ、入会することが難しい条件もあり、年会費も団体によって異なるが、気安

く入会することはできない。それは、 SGGは年齢層が主に 50代から 70代の人が中心しているこ

とも関係していると思われる。つまり、現在である東京の SGGグルーフ。はかなりのハイレベルに

なっているが、ボランティアとして働いていることになる。

このように、現在の日本の通訳ガイドを支えている SGG団体が日本におけて非常に重要な立ち

位置になっている。しかし、 2020年には日本オリンピック・パラリンピックが開催されることに

なり、さらなるインバウンド観光客が増えることが予測できる。よって日本の通訳ガイドの現状を、

ボランティア団体ばかり頼ることは深刻な問題であると考えられる。今回の考察は、東京に限定し

て行った考察であるため、日本全国の SGG団体の状況を知るには、さらなる資料やデータを、今

後分析することが必要で、ある。それを今後の課題と考える。
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( 9 ) i赤十字語学奉仕団」

http://www.tok-Ianserv.jp/index.html 
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(1 1) i東京 SGGクラブ」

http://tokyosgg.jp/index.html 

( 1 2) iNPO法人東京シティガイドクラブ (TCGC)J 

https://www.gotokyo.org/jp/volunteer/group/index.html 

(1 3) iNPO法人 TOKYO FREE GUIDEJ 

http://www.tokyofreeguide.org 

( 1 4) iTokyo Student Guide GroupJ Facebookブログ

https://www.facebook.com/tsgg.for.tourists/about/?entry -.J)oint=page _ nav _ about_item&tab=page _info 

( 1 5) i江戸東京ガイド gooブログ

https://www.facebook.com/tsgg.for.tourists/about/?entry _point三 page_ nav _ about_item&tab=page _info 
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巴三コ
特撮ツーリズム現象の歴史的な変遷

一知的財産を用いた観光学研究の視点から一

O二重作昌満[東海大学大学院文学研究科文明研究専攻]・田中伸彦[東海大学観光学部]

キーワード:特撮ツーリズム 歴史 キャラクターコンテンツ 知的財産 観光学研究

1.背景

我が国が 2003年に、「観光立国J宣言を行って以降、観光立国推進基本法が 2006年に

成立した O さらに、 2008年 10月の観光庁が設置される等、国内で急速に観光活動を視野

とした法整備や推進計画の策定が進んでいった O その一方で知的財産に着目すると、 2002

年に、知的財産の保護を視野とした知的財産立国が国家戦略として打ち出され、知的財産

基本法が成立した。上記の経緯の中で観光と、知的財産であるコンテンツが結合を開始し

ていくのは、先述した観光立国推進基本法が 2006年に成立し、翌年 1月 1日に施行され

て以降のことである O

また 2007年に、国土交通省総合政策局より「日本のアニメを活用した国際観光交流等

の拡大による地域活性化調査報告書』が発表された O 当調査では日本製のマンガやアニメ

等のコンテンツを外国人が日本を訪れる際の魅力要素の 1つとし、これらを観光面での誘

客魅力として活用していく方策と、それらを目的に日本を訪れる海外からの観光客のニー

ズに応えうる体制を整えていく必要性が示された O しかし、これら政策対象のコンテンツ

という枠組みの中に、当研究にて取り扱う「特撮」について言及はされていない。

国内の一映像コンテンツである「特撮」の研究において、特撮映像作品を用いた観光現

象の確立や変遷を調査した研究は確認することができない。また「特撮」は 2013年 3月

時点での「文化庁メディア芸術祭j の規定においても、映像ジャンルとして確立されてい

ない。これらの現状から、「特撮」を用いた観光現象による国民の娯楽活動の歴史や推移を

概観、検証することができない状況となっており、今後の我が国でのコンテンツツーリズ

ム研究の発展を展望していく上で障害となっている。

そこで当研究では、知的財産を用いた観光学研究の視点から、これら「特撮」映像作品

を用いて、特定の観光地へ人々を誘致する観光現象を「特撮ツーリズム」とした。そして、

当現象の歴史に着目し、映像コンテンツを用いた観光現象の発展と推移について検証した。

2.研究の目的・対象・研究方法

当研究の目的は、知的財産を用いたコンテンツツーリズム研究の視点から、特撮映像作

品を用いた観光現象である「特撮ツーリズムIの歴史を調査し、その発展と推移を解明す

ることである。特撮ツーリズムの題材となっている特撮映像作品は、半世紀に渡って子ど

も達を対象に発信されている長寿コンテンツである O そこで、特撮ツーリズムがこれら特

撮映像作品の歴史の中でいつの時代に出現し、現象としてどのように日常の中に浸透して

いったかの経緯を明らかにした。

本研究では資料調査において現象の歴史の検証という方法を行った。調査対象は、まず

1964年から 2016年 8月 31日までの期間中に催された特撮イベントや、特撮映像作品を

題材とした商業施設を記録した資料を対象とした。調査の中で収集した資料は以下 3つの

型に分類した O

まずは特撮イベント開催当時の写真やその模様を文章として収録した r1.文献J、特撮映
像作品を用いて地域振興を行っている地域や常設施設が公式に開示している r2.Webサイ
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ト」、また特撮ツーリズムが開催されていた当時の模様を、映像として収録したビデオや

DVD等の 13.映像ソフト Iの 3種類を調査資料として活用した。

3種類の調査資料の後に、各資料に記録されている写真や文章、映像での情報を一つ一

つ検証した O これら資料から得ることができる全ての情報を総括することで、各映像制作

会社から展開されてきた特撮ツーリズム現象の歴史を一つにした O

3. 特撮ツーリズムの歴史

資料調査の結果、「特撮ツーリズム」は 50年以上の歴史を有し、また各年代において様々

な観光形態が出現してきたことが判明した。そこで、特撮ツーリズムの歴史を下記 5つの

時代に分類できることが明らかになった(表1)。以下にその歴史の変遷を概観する。

表 1特撮ツーリズムの歴史

年代 時代名 各年代を象徴する出来事
1960年代 特撮ツーリズム草創期 展不型イベントの開催

1970年代 常設施設開放期 アトフクションショーの常設化

1980年代 恒例イベント創造期 毎年恒例イベン卜の開催

1990年代 期間限定商品の販売開始

2000年代 地域振興誕生期 「特撮Jを観光資源としたまちづくりの活性化
2010年代 現象50年期 「特撮」と企業や地域観光局と提携による誘致

①1960年代 特撮ツーリズム 草創期

1960年代は国内初の怪獣ショーの開催や、ヒーロ一、怪獣とのサイン会が催されていた。

しかし、 1960年代の特撮ツーリズムは展示が中心であり、ステージ形式のショーの活性化

は 1970年代に突入してからのことであった。そこで、この時代を現象の初期段階として、

「特撮ツーリズム 草創期」とした。

特撮ツーリズム現象最古の事例は、 1964年に 11月に池袋のデパート屋上にある「子供

遊園地J において開催された怪獣ゴジラのショーであった。これは、東宝の特撮怪獣映画

「ゴジラ (1954)J シリーズにおいてゴジラを演じた着ぐるみ俳優、中島春雄がゴジラの

「着ぐるみ」を着用し、自動車や電車の模型を叩きつけるという実演的なものであった。

この催しが開催された後、円谷プロ製作の特撮怪獣番組「ウルトラ QJの 1966年 1月 2

Hの放映開始と共に、子ども達を対象とした社会現象である I第一次怪獣ブーム」が国内

で隆盛を極めるようになった。当ブームを受けて、国内各地で怪獣の着ぐるみの展示等や

怪獣ショーが頻繁に開催されるようになった。

このようにデパートや商百街、遊園地などのイベント会場を怪獣が練り歩くことから始

まった怪獣の実演ショーは、やがて舞台上で怪獣達が司会者と絡んだり、怪獣同士が小競

り合いをする等、次第にショー内容が変容を遂げていくようになった。

こうした中で、 1966年 7月 9日に杉並公会堂において「ウルトラマン前夜祭」が開催

された。当イベントは舞台イベントのスタイルで中継録画された。その翌日の 7月 10日

に放映された「ウルトラマン前夜祭」は、視聴率 34%という高視聴率を記録した。

②1970年代:特撮ツーリズム 発展期

1970年代は、当年代前半に東映製作の特撮ヒーロ一番組「仮面ライダー (1971)Jの放

映開始によって国内で巻き起こった「変身ブーム」により、「特撮ヒーローJを主役どした

アトラクションショーの台頭が目覚ましかった O こうした特撮映像作品と地域施設との提
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携及び現象が常設化した背景を踏まえ、当研究では「特撮ツーリズム 発展期」と呼称し

た。

先述した「変身ブーム jの影響を受けて、「特撮ヒーロー」を主役としたアトラクション

ショー専用の常設施設が国内で次々に設置されるようになった Oその中でも後楽園内の「後

楽園ゅうえんち野外劇場」は、「仮面ライダー (1971)Jをはじめとする仮面ライダーシリ

ーズのアトラクションショーが行われた。 1975年には、同じく東映製作の特撮ヒーロ一番

組である「秘密戦隊ゴレンジャー (1975)Jの放映が開始された O 本作品の放送開始と並

行して、後楽園内での仮面ライダーシリーズのショーは「秘密戦隊ゴレンジャー (1975)J 

をはじめとするスーパ一戦隊シリーズを中心としたショーに内容を変更した。このスーパ

一戦隊シリーズのショーは 1975年の初開催以降、同施設において 45年以土に渡って継続

される人気イベントとして定着した。

また円谷プロは、「帰ってきたウルトラマン (1971)Jの放送開始と共に、二子玉川園と

独占契約を結んだ。同園にはウルトラマンシリーズの展示館の設置や屋外イベントが開催

された。さらに二子玉川園の宣伝ポスターには「怪獣ランド・二子玉川園」とするなど、

両社のイベントを通じた結束が強化されていった。また、独占契約から 3年目を迎えた「ウ

ルトラマンタロウ (1973)J放送期間中の 1973年 4月 22日(日曜日)には、これまでヒ

ーローに倒された怪獣達への黙祷を趣旨とした「怪獣さん安らかに 怪獣供養祭Jが 1日

だけ開催された。会場には 2，000人の人々が集まる等、二子玉川圏内で開催されたイベン

トの中でも、非常に大きな催しとなった。

③ 1980・1990年代:恒例イベント創造期

1980年代・ 1990年代に入ると、特撮ツーリズムは夏休み期間中の毎年恒例イベントが

開催されるようになった。さらに、イベント会場でしか購入することのできない限定商品

の販売開始など、「商品」を対象とした観光形態が初めて確認できるようになった。そこで、

これらの時代を一括りに、「恒例イベント創造期」とした。

この時期に誕生した恒例イベントの代表例として、 1989年に池袋サンシャインシティ文

化会館 4階にて「ウルトラマンフェスティパル」が初開催された。当イベントは以降 25

年以上に渡り(1992年と 1996年を除く)長期的に開催される夏休み恒例イベントとなっ

た O

さらに先述したイベント会場でしか購入することのできない限定商品がはじめて導入さ

れたのは、 1990年の三井グリーンランドであった O 同施設において巨大なウルトラマンと

パルタン星人のモニュメントが設置されたのを記念し、両者の限定ソフトビニール人形(株

式会社パンダイ製)が販売された。限定商品を観光目的とした人々の誘致は、先述した「ウ

ルトラマンフェスティパル」においても 1995年から導入された。このように、商品を対

象とした観光形態も、特撮ツーリズムの一形態として認識されるようになった。

④2000年代・地域振興誕生期

2000年代に入ると、特撮映像作品と地域振興が一体となったまちづくりによる地域振興

が国内各所で点々と確認できるようになった。こうした事例は 2000年代初頭に東北地方

に集中していた。「特撮映像作品の製作者の生誕地」もしくは「ゆかりのある地I として、

各所で観光地域振興を行う事例が確認できたため、この年代を「地域振興誕生期」とした。

まず、 2000年 7月 20日に東映の仮面ライダーシリーズの原作者である石ノ森章太郎の

故郷である宮城県登米市中田町での「石ノ森章太郎ふるさと記念館」の開館や、岡県石巻
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市において 2001年 7月 23日に「石ノ森高画館Jが開館した。また、ウルトラマンシリー

ズを製作した円谷プロの創立者である円谷英二の生誕の地、福島県須賀川市では、円谷英

二が生誕 100周年を迎えたことに伴い、 12001円谷英二生誕 100年記念プロジェクト j の

企画から、須賀川市らが主催で「生誕 100年円谷英二展」が開催された O

⑤2010年代現象 50年期

2010年代に入ると、特撮ツーリズムは国内最初の現象が開催されてから 50年以上の時

間を有することとなった O またこの年代では、円谷プロのウルトラマンシリーズと特定の

企業(飲食庖や地域観光局)との提携事例が数多く確認できるようになった O

そこで、当研究ではこの年代を「現象 50年期Jとした。

2016年に円谷プロのウルトラマンシリーズが放映開始 50周年を迎えたことを記念し、

同年 7月 9日と 7月 10日には、「ウルトラマンの日 ln杉並公会堂」が開催された。 50

年前に先述した「ウルトラマン前夜祭」を行った杉並公会堂を舞台に、「ウルトラマン

(1966)J の出演者、監督によるトークショーでの「ウルトラマン前夜祭」の模様の振り

返りや、歴代 43人のウノレトラマン達の全員集合等、 50年という長期的な節目を生かした

イベントが開催された。

4.研究の現状と課題

当研究調査から特撮ツーリズムの歴史を概観した結果、特撮映像作品から派生したツー

リズム現象である特撮ツーリズムは、最古の事例である 1964年以降、約 50年以上に渡っ

て観光現象が持続していた。また、半世紀に渡る歴史の中で、多種多様な観光形態を増加

させてきたことも判明した。こうした歴史的検証から、円谷プロのウルトラマンシリーズ

のように、一つのキャラクターコンテンツ(知的財産)が観光現象として半世紀以上継続

させることが可能であることが、当現象の検証から確認できた。

今後も当現象はキャラクターコンテンツの発信に併せてさらなる発展、拡大が見込まれ

るため、今後の動向の確認を継続していくことが重要である O
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E三
指定管理者制度導入後の公園の管理運営への市民の関与の度合い

一札幌市の都市公園を事例に一

水野明洋〔北海道大学農学院森林政策学〕

キーワード:都市公園，市民，地域，指定管理者制度

【目的】本研究の目的は、札幌市にある都市公園を対象として、指定管理者がどのように地域

住民と協働で管理運営を行っているかを調査し、指定管理者の管理運営業務に地域住民がどの

程度関わっているかを明らかにするとともに、地域住民が公園の管理運営業務に関わることで

浮上する課題を考察することである O 本研究では、自由度が増した公園の管理運営業務に、地

域住民が、どのように関わっているかに注目する。

[事例地および背景]本研究で、北海道札幌市に注目している理由は以下の 2点である。 1点

目は、札幌市の都市公園数が特別区を除く全市町村の中で最も多い点である。 2点目は、札幌

市が「札幌市みどりの基本計画Jの中の柱の 1っとして、公園の魅力の向上を掲げており、各

公園では、地域住民が公園の管理運営に関わり、様々な活動を行っている点である。その中で

も、本研究の視点、は、札幌市の公園の中でも指定管理者制度が導入されている公園である O 札

幌市の都市公園では、 2006年度より指定管理者制度が導入されており、年々導入されている公

園数は増えている02016年度現在、指定管理者制度が導入されている公園数は 47箇所である。

指定管理者制度は、公園管理業務の効率化や公園管理に掛かる経費を削減することを目的に

2003年に導入された制度である。札幌市では、 2006年度から制度の運用を開始し、公園の管

理者は札幌市から民間企業や NPO団体といった民間団体へと移行していった。指定管理者制

度導入により、指定管理者はその裁量によって公園の管理運営業務が可能となった。平田 (2010)

の研究では、指定管理者と地域住民と協働で公園の管理運営を行うことが、魅力的な公園の管

理運営の一助になると示されており、札幌の公園での指定管理者と地域住民との関わり方を見

ていく必要があると考えられる。

[研究方法]本研究では、最初に、札幌市のホームページなどを使い、市内にある都市公園の

データを収集した。そのデータに基づき調査対象となる指定管理者制度が導入されている都市

公園を選定し、指定管理者に聞き取り調査を行った。聞き取り調査を行う中で、公園で働く関

係者から聞くことができた協働による公園の管理運営を行っている 11箇所の公園で聞き取り

調査を行った。また、公園で活動している地域住民への聞き取り調査と公園で行われているイ

ベント等へも参加し、参与観察も行った。 11箇所で聞き取り調査を行う中で、指定管理者の裁

量の違いによって、指定管理者が地域住民を公園の管理運営に関与させる度合いが違っていた。

本研究では、指定管理者の裁量の度合いが大きいものを地域住民が主導権を持つタイプ、裁量

の度合いが小さいものを指定管理者が主導権を持つタイプとして、公園を 2つのタイプに分け

た。

[調査結果】タイプ分けの結果、タイプ①を地域住民が主導権を持つ公園、タイプ②を指定管

理者が主導権を持つグループとする。それぞれのグ、ノレーフ。に属する公園は表 1に示す

表 1グ、ループ分けの結果

月寒公園;西岡公開 沖島公園…百計t原ゴム官ヨリ下五薗ーっ滝野…すずらん丘陵公園…
平岡公園あいの呈公園1.星見緑地 茨戸川緑地:五天山公園

タイプ①では、地域住民が主導権を持っており、指定管理者は公園内で活動している特定の関
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係者に自由に活動を実施させていた。タイプ①の中で代表的な公園は、月寒公園である O 月寒

公園では、公園内で独自の活動を行っていた特定の関係者(月寒公園では市民団体とする)が、

公園の再整備を機に協議会を作り、市民団体同士のネットワークを形成していった。そして、

指定管理者がすでに形成されているネットワークの中に巻き込まれていった。ネットワークの

形成の中心は、 2014年に設置された月寒公園ファンクラブである。月寒公園ファンクラブは、

月寒公園の再整備を機に、再整備以前から公園内で活動している市民団体が中心となって設立

された話し合いの場であった。指定管理者は月寒公園ファンクラブが設立された後に、月寒公

園の管理者になり、公園内で活動する市民団体の活動をパックアップする体制が築かれている O

月寒公園ファンクラブのメンバーは、「ファンクラブでイベントを行う時の企画運営はファンク

ラブのメンバーで行うが、イベントの広報の制作やテントの仮設などの費用や入手が必要なと

きは指定管理者がパックアップしてくれる」と語っていた。指定管理者は市民団体の活動のパ

ックアップを行う立場であるが、ファンクラブミーティングにより、お互いの連携を取ってい

た。ファンクラブミーティングは年 1~2 回開催されており、ファンクラブのメンバーと指定

管理者が参加し、公園の活動等に関する議論が交わされていた。一方で、ある公園の指定管理

者は、「市民団体独自の活動の自由度が高くなりすぎると、自分たちは特別だと考えている人が

出てきてしまうのではないかという危険もある」と語っており、独自の活動を行っている市民

団体とその他の公園の利用者との札離が生じる危険性を考えていた。

タイプ②は指定管理者が主導権を持っており、指定管理者がボランティアクツレープ(以下、

ボランティアとする)を組織し、運営を行っていた。地域住民は組織化されたボランティアに

参加し、活動を行っていた。タイプ②の代表的な公園は、百合が原公園である O 百合が原公園

では、指定管理者制度以前に組織化されていたボランティアを指定管理者が引き継ぎ、ボラン

ティアの運営を行っていた。百合が原公園には 4つのボランティアが存在し、指定管理者の指

示のもとでそれぞれの活動が行われていたため、各ボランティアの活動の際には指定管理者の

中の担当の職員が 1人同行していた。百合が原公園のボランティアは、公園内の植物を管理す

るボランティアが 3団体と公園内のガイドをするボランティアが 1団体である O 植物を管理す

るボランティアは 10年以上活動を続けており、指定管理者の職員がボランティアと共に植物

の管理を行っていた。また、ガイドボランティアは 2011年度から活動を行っており、 1年間の

研修を受けた人がガイドボランティアとして活動していた。指定管理者が運営している百合が

原公園でのボランティア活動では、ボランティアコーディネーター(以下、コーディネーター

とする)が重要な役割を果たしていた。コーディネーターは指定管理者の職員の 1人であり、

他の公園では見ることができない職員である O コーディネーターの役割は、ボランティア活動

の日程調整、同じボランティア内での関係作り、違うボランティア聞での関係作り等であった。

【考察]都市公園の管理者が指定管理者に移行していく中で、各公園の管理運営への地域住民

の関与の度合いは違ってきている O 指定管理者に求められているものが効率的な管理運営業務

と経費の削減であるとすると、タイプ②のように指定管理者の人員を増加させることは、望ま

しくない。本来は、タイプ①のように公園内で活動する特定の関係者が自主的に活動すること

が望ましいと考えられる。一方で、、タイプ①のように、特定の関係者が自分たちの活動を特別

のだと考えてしまい、特定の関係者とネットワークに入らない一般利用者との聞の車L離が生じ

る可能性もある。今後は、公園の実情に合わせて、管理者が行う公園の管理運営に地域住民が

どの程度関わるのが望ましし、かさらに議論を深めていく必要がある O
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巨三〕 商業空聞から見る土産文化の変容

ーテーマノfーク・遊園地を事例に一

0佐藤梨央[東海大学大学院文学研究科観光学専攻]・田中伸彦[東海大学観光学部]

キーワード:お土産テーマパーク 遊園地空間構造

1.研究の背景

現在、日本の観光地では至るところでお土産が売られている光景を目にすることができる。日本人は

観光地へ行くとお土産を購入する文化がある。どこかへ出かけると、自分用は勿論のこと、家族、親戚、

職場の人や友人にまでお土産を購入する。そのほとんどが食べ物や物販であり、地域により様々な種類

が存在する。

また、近年では食べ物にとどまらず、ボールペンやメモ帳、消しゴム等の文房具や、リップクリーム、

コンパクトミラー、ピアス等の女性をターゲットとしたお土産も見られる。そして、いかにも「配る」

ことに視点を置いていることがわかる。一般的な観光・レジャー施設においても、ゲストの滞在時聞が

長いと飲食や、お土産等の物販売上は増加する傾向がある。例えば東京ディズニーリゾート(以下:TDR)

ではパーク内の至る所にショップが設置されており、置かれている商品は付近にあるアトラクションと

関連しているものが多い。ウォルト・デ、イズニーは「人々はいい映画を観たり、いい音楽を聴くとまっ

すぐ家には帰らず、高揚した気分でショッピングやレストランに向かう。」と言及した。つまり、興奮し

た状態や楽しい気持ちになると消費意欲も高まるため、その度合いが高ければ高いほど商品販売や飲食

販売の消費率は高くなる。

2.先行研究の分析ーテーマパークとお土産販売との関係および空間構造

当研究では、テーマパークを題材とした先行文献を集め、特に TDRに対する先行研究に着目した。

金尾(2013)は「東京ディズニーランドの境界空間に関する考察」において、 TDRがゲストを楽しませ

るために最も重視しているのがストーリーであり このストーリーこそが空間の原点であると語る。空

間の細部にまで至る演出と適切な操作は、訪れたゲストの高揚した意識を保ちながらの移動を可能にす

る。そして、飲食百やショップで空間演出の余韻を感じることができるとし寸。

11億人を惹き付けた東京ディズニーランドの魔法j の中で、加藤(1992)は「パーク内での商品は『夢

と魔法の王国』オリジナルであり、単にゲストの好奇心をあおるものではない。」と話している。ショッ

プもストーリーの一部であるため、ストーリー性のあるディスプレイと、商品を自由に手に取って触れ

られるようになっているのが TDRショップの最大の魅力である。 TDRでは商品販売もショーの一部とさ

れている。

さらに、木村(1996)は「テーマパークでの物販売上を高める商品化計画」において、テーマパークは、

その空間自体がテーマのもつイメージの産物、ないしは販売促進装置であり、訴求するテーマによって

呼び込んだお客に対して、今度は財布の紐をゆるませようとしづ構図をもっと述べている。テーマに魅

力があれば集客率がアップし、物販売上も高まる。また、商品満足度が高ければ、テーマパークのイメ

ージも高まるため、テーマパークと物販とは相乗効果の関係にあるとも述べている。

以上はテーマパークが、商品が魅力的に見えるような工夫や購入に至るまでの戦略を指しているもの

であった。一方、テーマパークを商業空間施設と捉え、商品販売に着眼した研究は先行研究調査では確

認されなかった。したがって、本論文で、 TDRをはじめとする観光・レジャー施設の商業空間と物販売
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上の繋がりについて考察することには、一定の社会的、学術的意義があると考えられた。

3.研究の目的、対象、方法

(株)オリエンタルランド公式 Webサイトの公開データによると、 2014年度にはやや減少しているもの

の、 20日年度のゲスト一人当たりの売上高は歴代最高の 11，076円まで伸びた。 2013年度の売上高の内訳

は、チケット収入が 4，598円(41.5%)、商品販売収入が 4，185円(37.8%)、飲食販売収入が 2，292円(20.7%)

であった。特に商品販売収入の比率は、 2007年から 2008年、 2009年から 2010年、 2012年から 2013年

にかけて、約 300円の売上アップが見られる。 2008年における上昇は、 TDRが25周年を迎えたことに

起因すると考えられる。 2010年における上昇は、東京ディズニーランド(以下:TDL)の2つのアトラクシ

ヨンが 5月と 7月にオープンしたこと、東京ディズニーシー(以下 TDS)で人気キャラクターのダッフィ

ーのショーが 3月にスタートし、それぞれアトラクションショーに関連するグッズが販売された。 2013

年における上昇は TDRが30周年を迎え、 25周年同様、 30周年グッズが 1年間販売されたことに起因す

ると考えられる。イベントやアトラクションの変化に対応した商品を取り揃えたことが全体の売上アッ

プに繋がったと予想される。 1人あたり 300円の上昇と表すと少ない金額のように感じられるが、 TDR

には現在年間 3，137万人もの人々が訪れて入園している。 1人あたりの売り上げが 300円増加すると、売

り上げは物販だけで約 90億円の増加になる。この金額は到底無視できる金額ではない。このような入園

者一人当たりの売上高を公表しているテーマパークはオリエンタルランドのみであり、他のテーマパー

ク、レジャー施設のデータは現在では公開データとしては存在しない。そのため、商品販売収入という

点がどの程度のものなのかを比較研究することは難しいが、 TDRのような取り組みを公表している施設

が存在するとしたら、お互いの経営ノウハウを共有・競争することで売上を伸ばしているのではなし、か

と考えられる。反対に、取り組みを成していなければ、取り組むことで商品販売収入という点で、全体

の売上を伸ばすことができる施設があるのではないかと考えた。

そのため、本論文ではテーマパークと遊園地を商業空間として捉え、アトラクションとショップの関

連性を調査することを目的とした研究を行うことにした。

[綜合ユニコム株式会社jがテーマパーク、遊園地の入場有料施設を対象に独自に実施した全国の主

要レジャー・集客施設の入場者数ランキングから、本研究では首都圏にある「サンリオピユーロランド」、

遊園地からは「よみうりランド」、「としまえん」、そして首都圏以外ではあるが、 TDRに次ぐテーマパー

ク業界で2位の成績である iUSJJをTDRとの比較調査の対象とした。

調査方法としては、研究前提として日本におけるお土産文化の歴史や、 TDRで販売される商品の歴史

や現状について整理を行った上で、 TDRにおけるアトラクションとショップの空間的関係について現地

踏査による検証を行った。更に、 TDRにおける調査の結果との比較検証を行うために、上記の 5つの施

設を実際に訪れ、TDRと同様に、アトラクションとショップの空間的位置関係などの関連性を調査した。

4.お土産の起源と文化

お土産の起源については幾っか諸説があるのだが、有力な説が 2つある。ひとつは I宮笥j説である。

これは神社に参るときに持っていく「笥(け)Jという供え物を入れる器の意から転じたというものである。

もうひとつは大和朝廷の直轄領におかれた稲米の倉である「屯倉(みやけ)Jが転じたという説である。い

ずれにしても、神仏や貴人に対する献上品やもてなしとしづ意味が色濃い。寺社に参詣する人数が増加

すると、寺社からの授かり物に代わる品をお土産として売る屈が門前に発達した。こうして、神社仏閣

の門前では名物が次々と誕生し、人々にお土産という形で購入されるようになった。
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また、鉄道、国道や高速道路の整備、航空機と新幹線の登場と発達は、保存性や日持ちの考慮、が必要

な食べ物や重くてかさばる物をお土産とすることを現実的にさせた。これらは産業や経済だけでなく、

生活形態や時間のあり方などの文化にも強い影響を及ぼし、旅と密接に関わっている為、お土産にも直

接的なインパクトを与えた。

更に、近年では旅行形態が団体旅行から個人旅行に変化したことで、旅行の記念や証拠としてお土産

を購入する対象が他人に広く配るのではなく、親しい人や自らのために購入することが増加している。

このようなお土産の姿は日本の伝統的なお土産文化とは異なり、西洋的な「スーベニア」に近いとみる

ことができる。団体旅行が衰退する中でお土産の需要が減少しないことは、日本のお土産の「スーベニ

ア化」が進んでいるからではないかと考えた。

5.TDRにおけるお土産の歴史と現状

①TDR内を歩いていると「スーベニア」という言葉をよく聞く。スーベニアとは元来は英語で「旅行・

場所・出来事などの思い出となるような記念品」の意味があり、主に他人にではなく自分用のお土産を

指す。パーク内で販売しているデザートを入れるケースも「スーベニアケース」、「スーベニアカップ」

として表記されている。また、 100円玉を投入し出てくる円形の銅板を押し潰して模様を刻印している「ス

ーベニアメダル」もある。

②講談社が 1990年に創刊した“ディズニーFANニという雑誌がある。この雑誌は毎月 25日に発売さ

れ、シーズンを先取りし、発売予定のグッズやフードの最新情報が掲載されている。先取りの情報があ

ることで、事前に購入する商品や食べたいメニューを決めることができる。また、一年を通して販売す

るグッズのみを掲載した「東京デイズ、ニーリゾート(ランド)グッズコレクション」という雑誌も 1993年

から年に一度創刊されていることも確認できている。

③TDRではイベント開催に当たり、いくつものグッズ商品を販売する。通常、グッズやフード商品は

イベント開催と同時に販売されるが、近年ではイベント開催前にグッズ商品が先行販売されるケースが

みられる。先行販売を行うことで、ファンはショーやイベント装飾が成されていないパークでも、グッ

ズを購入するために訪れるケースがある。また、イベント開催時に来園することができなかったゲスト

にも、グッズやフードはイベント時のものを手にすることが可能となる。 TDRが行うイベントプログラ

ムには一見、何もイベントを行っていない期聞が存在するが、商品やフードに注目してみると、ほぼ休

み無しにイベント開催していることになる。

④近年、 TDRを訪れると必ずと言って良いほど見かけるのが「ダッフィー」である。ダッフィーはミ

ニーマウスがミッキーマウスにプレゼ、ン卜した熊のぬいぐるみのキャラクターであり、 TDSでは 2005年

に誕生した。ダッフィー関連のグッズは TDS限定での販売である。

⑤TDRのゲストのほとんどがリピーターということから、最近では自分のための消費、特に収集する

ためのグッズ販売が増えてきている。特定のグッズに対し、イベント、季節、年などにより定期的に変

わるデザインを収集するファンが多い。

6.結果と考察および結論

現地巡検により調査したテーマパーク、遊園地の全てに共通することは、第一に、圏内の入口に必ず

お土産ショップが存在したことである。第二に、第 4章の「お土産の起源と歴史」でも記した通り、日

本人には古くからお土産を「配る」という習慣と「そこに行ってきたという証」を示す習慣があるため、

今回調査した施設にはその場所のテーマや公式キャラクターをモチーフとしたグッズが設置され、知人
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や親戚に配る仕掛けが存在していたことである。

また、 TDRのアトラクションとショップのとの空間構造の関連性を調べた結果、思いのほか直通した

ショップは少なかったことが明らかとなった(全アトラクションの 17.5%: TDL、7.l4%: TDS)。直通率

で最も高いのは当初予想していた TDRではなく USJ(31.2%)であり、同じくテーマパークのサンリオヒOユ

ーロランドは直通率 0%であった。しかしながら サンリオヒ。ユーロランドは屋内空間ということから、

一つひとつのエリアが他のテーマパークと比べると非常にまとまって見え、アトラクションからショッ

プへの足の運びの全般的な利便性は直通ではなくとも、 l番高いのではないかと感じた。

テーマパークは名前の通り「テーマ」が存在するため、そのテーマやキャラクターにちなんだ商品が

作りやすい。特にオリジナルキャラクターが存在すれば尚更のことである。ただ、そのキャラクターに

魅力がなければ、いくらテーマに沿っていても商品収入には繋がらない。

今回調査を行った 3つのテーマパークに共通していることは、①人気のキャラクターの確立と、②そ

のキャラクターを更なるオリジナルストーリーに当て込むことである。

遊園地の魅力のーっとして、ハイレベルな絶叫系アトラクションが存在するが、そのスリリングな体

験をフードで表現することは可能だと考えられる。食べ物であれば、アトラクションの形を模したもの

や、飲み物であれば炭酸を強調した刺激的なもの等、表現の仕方は様々であるが、テーマパークのよう

な統一されたコンセプトに基づくストーリーが存在しなくとも、アトラクションと関連付けることは可

能であろう。

ちなみに、テーマが存在しなくても単純にアトラクションの傍にショップを設置すればある程度は収

益が伸びるとも考えられるが、そのショップがアトラクションと一切の関連を持たなければ、例えばリ

ピーターによるストーリー消費型の売り上げの向上に繋がることは難しいと考えた。

今回調査した 2つの遊園地は、想像以上に圏内にショップが存在しなかった。遊園地の収益は基本的

にチケット代とライド代である。なお、調査した 2つの遊園地は乗り物乗り放題のチケットが存在する

ところがテーマパークと類似している O ライド代を含んだチケットをほとんどの来閏者が購入すると、

ライド代での収益はほぼゼロになってしまう。そこで、グッズ商品を扱うショップは収益アップの大き

なポイントになると指摘できる。

テーマパークと遊園地を商業空間として比較した際、テーマパークのショップ数や商品ラインナップ

数は、遊園地のそれよりも圧倒的に勝っていた。テーマ性を強調することが客足を増加させ、さらには

物販収入まで増加させる傾向があることが今回の調査で、現場に基づくデータをもとに実証された。

引用文献
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幼児のチアダンス指導の

企画と指導展開時の留意事項の検討
藤田倫子

(公益財団法人ライフスポーツ財団)

Keywords:幼児，チアダンス指導，留意事項，内容，環境づくり

はじめに

近年、幼児期のからだづくりや習い事として、「チアダンス」の需要が高まってきた。ここでは、幼児期

のチアダンスを、チアリーディングのスタンツを含まないアームモーション、ポーズ、キック、ジャンプ、

ダンスで構成されたものとして、論を進めてし、く。

幼児を対象にしているため、指導実践にあたっては、チアダンスの技術のみに特化せず、様々な運動ゃ

あそびを取り入れた指導の展開が望ましいと考えており、その考えをベースに、基礎体力や運動能力の育

成を視野に入れたチアダンスの指導を行うことが、幼児期のすこやかなからだづくりや健康づくりに寄与

できると期待している。さらに、指導者や友だちと関わる中で、思いやりや協力、助け合い等、子どもた

ちの「心の動き」を大切にしていきたい。

そこで、本報では、幼児がチアダンスを好きになり、ふだんの生活の中にも運動を積極的に取り入れ、

より健康になっていくための、チアダンス指導の企画や指導上の留意点について、検討し整理しておくこ

とを目的とした。

チアダンス指導の留意事項

1 .企画時

1)ダンス作成時

-理解を促すために、複雑なダンスやフォーメーション移動は行わず、腕や脚の動きが左右対称のわかり

やすい動きや、からだを上下させたり、まわしたり、回転したりするような様々な方向への動き等を取

り入れ、ダンスを構成する。また、フォーメーション移動は、左右や前後移動といった近距離での移動

にとどめる。

・子どもたちの好む音楽で、フレーズが複雑で、ないものを使用し、子どもらしい振付にする。

・チアリーディングのスタンツを含まない理由としては、幼児期の発育発達を踏まえるからである。ただ

し、 2人以上の子どもが協力して動きやポーズを作るような、過度な力が関節や筋肉に伝わらないもの

は、取り入れたい。

2)プログラム作成時

-幼児への指導は、幼児期の子どものからだや心の状態を理論的に把握した指導者が行うことを原則とし

たい0

・運動あそびを取り入れるが、 4つの基本運動スキル(移動系運動スキル・操作系運動スキル・平衡系運

動スキル・非移動系運動スキル)をバランスよく取り入れたプログラム構成を心がけたい。

・チアダンスは、子どもの習得スピードにそって進めてし、く O チアダンスを含めた運動指導のカリキュラ

ムには、年間計画を準備して臨みたい。

2 指導展開時

1)指導直前

・トイレは開始前に済ませるようにさせ、学習に集中できる環境づくりを整える。
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-指導者は、からだの動きが子どもによく見えるような服装が必要で、過度な緩みや露出のある服装は身

につけない。長い髪は、指導や動きの妨げにならないように、結わえる 0

・指導者の身だしなみは、子どもに、運動するときに適した服装を示し教える目的もある。

子どもも指導者の身だしなみに沿い、指導者にからだの動きが良く見えるような服装が必要である 0

・教室では、方向転換の加わる速い動きを経験するため、安全土、靴をはいて行うことを原則とする。

・使用する会場に、指導の妨げになるような(幼児の気を引し、たり、安全上問題がある)ものは、開始前

に、撤去するか、幼児に対し注意を促す。

2)指導時

・十分な空間を確保し、まわりの人や物に当たらなし、かを確認する。

-動きは、単純なものから難しいものへ少しずつ難易度をあげる配慮が必要である。

-言葉遣いは、子どもの興味を引くわかりやすい言葉遣いが必要である。話すときは、子どもの目を見て、

話すようにする。

・新しい動きや少し難しい動きに挑戦させることで、適度な緊張感をもたせたり、新鮮さをもたせること

も必要である。

-幼児期に適時性のない動きや難しい動きを、無理にさせることは避ける。

-子どもが自ら考え、がんばって挑戦しているときは、励ましの言葉と的確なアドバイスを行い、子ども

の思考を広げたり、動作習得に努めたりする。できなかった場合は、子どもが前向きな気持ちで、新し

い動きに取り組めるように促す。なお、どうしたら上手にできるかというアドバイスを行うことも大切

だが、時に、子どもに考えさせることも重要である。

・見本を見せるときは、大きな動きで、わかりやすく元気に表現することが大切である。また、伸ばすと

ころと曲げるところ等をしっかり示すことが大切である。

・子どもがわからない場合は、具体的に子どものからだを動かしたり、触ったりして教えるとわかりやす

し、。

-子どもが一生懸命取り組んだり、上手にできたりした場合は、具体的にその動きをしっかりほめ、教育

的な優越感をもたせることも大切で、ある。

-チアダンスを覚えたら、リアリーデインク守の基本にならい 一つひとつの動きの精度を上げていくこと

が大切で、ある。主に、身体認識力と空間認知能力を高めるような、指導者の働きかけが重要である。ま

た、精度を上げていくことと友だちと合わせて行うような並行した指導が、合わせて大切である。

・子どもの心の特徴を踏まえ、飽きないような配慮と、訓練的にならないような指導が必要であり、指導

者の人間性や指導力も重要な指導の要素だと考える。

3)休憩

-休憩は適時とるが、子どもの集中力の持続を目的に、子どもの様子を見ながらとるようにする。勝手な

行動をしないことや時間を守ることも教室内で指導していきたい。

4)指導の開始時と終了時

-指導開始時には、「あいさつjを行い、本時の巨的を伝え、健康チェックを行った後、準備体操をし、内

容に入ってし、く。また、終了時には、整理体操ののち、子どもたちと本時の内察を確認し、次回の内容

と目的を確認し、「あいさつj で終了する。

5)教室の行き帰り

・幼児期の子どもを守るため、防犯上の留意事項として、チアの練習時の服装(ユニフォーム)ではなく、

私服に着替えさせることが望ましい。保護者が同伴しない場合は、特に注意が必要である。

まとめ

幼児を対象にした指導は、周到に計画していても、臨機応変な対応が求められることは言うまでもない

が、いろいろな角度から事前に検討をし、準備しておくことは子どもたちの安全を保持していく上でも、

また、ねらいを達成させる上でも、必要不可欠なことである。

今後は、いろいろな場面ごとの留意事項を、具体的に検討していきたい。
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巨三]

余暇活動としてのbiI ibo⑮あそびの実際

丸山絢華

(一般社団法人 Bambini Association 代表理事)

key words: bilibo，動作発達，レクリエーション 余暇活動，運動あそび

はじめに

bilibo③とは、 2000年にAlexHochstrasserがデ

ザインし、スイスで誕生したバランス玩具です。卒

業研究のテーマ『遊びの行動学』をもとに、作ら

れた子ども向けの玩具(写真1)です。 2015年春

には、8色のカラー玩具となりました。当初は、子

どもに親しみゃすい「赤・青・黄」の3色でスタート

し、 2004年以降に、その他の色が追加されまし

た。また、ニューヨーク近代美術館 (MOMA)では、

bilibo③は永久展示品として展示されています。

重さは 80旬、大きさは、縦横奥行き 22cm・39cm・

39cm、素材は高密度ポリエチレン000%リサイク

ノレ)で、できています。

本協会では、 2014年から、 bilibo⑧を用いてか

らだの正しい使い方が学習できる幼児のための

動作向上プログラムibiliboprogramJを作成して

きた。一つの動きに対して、使用する筋力とその

運動能力を高め、幼児期に学んでおきたい必要

な運動スキルを身につけるだけでなく、感覚と運

動を統合し、脳や神経系の機能を向上できるよう

に、幼児体育の側面からも工夫されたフOログラム

を構成してきました。対象年齢は、 3歳~9歳に

適応できるようにし、それを biliboprogram⑧と名

称をつけて、活動をしています。

すため、基本動作スキルのうち、特に、非移動系

運動スキルや平衡系運動スキルの向上への効

果が期待されます。最近は、自宅でも、児童館で

も、 bilibo⑧を利用し、子どもたちが使っている状

況をよく目にします。

本報では、 biliboprogram⑧だ、けで、はなく、子ど

もたちの余暇活動としての bilibo⑧あそびを行っ

ている様子を報告します。

bilibo program⑧で、は、カラフルなbilibo⑧玩具を 写真 biI ib伊玩具

使用して、幼児が楽しみながら、 4つの基本運動

スキル(①移動系運動スキル、②非移動系運動

スキル、③平衡系運動スキル、④操作系運動ス b i I i bo program骨指導プログラム例

キル)を加味した運動経験をもってもらって、動 (1)指導場所.ビリボプレイルーム(東京都世田谷区)

作を向上させることが特徴です。特に他の運動と (2)対象:小学1年生20人(男児 10人・女児 10人)

比べた時には、 bilibo③の形状が、水平でない支 (3) 指導時間 :16 時~17 時 (60 分)

持面や揺れる環境など、不安定な環境を生み出 (4)指導内容‘
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Eきのこ体操

ヨショJレダーストレツチ

-ビリボ飛ばし(ひとりで遠くまで)

.ビリボレース

省ビリボ支え鬼ごっこ

-ビリボつりばし(写真2)

-ショルダーブリッジ(写真3)

開片足ティーザー(写真4)

-ス1¥インストレッチ

図 bi I i bo program"の指導内容例①

写真3 ショルダーブリッジ

写真4 片足ティーザー

b i I i bo program唖親子サーキット運動

人数が多いクラスや親子クラスの場合、皆

でいっしょに行うプログラムのーっとして、

サーキット運動を行うこともできます。跳び

籍や、マット、長縄がなくても、 bilibo⑧を使

い、運動あそびができます。

開ロボッ卜歩き

-つりばし(写真6)

-ひよこ歩き(写真7)

・ビリボ回り(写真8)

図2 b i I i bo program"サーキットの指導内容例②

写真6 つりばしわたり
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写真7 ひよこ歩き

写真8 ビリボまわり

室内でのレクリエーションとして

家の中で、リビングで一人あそびができます(写

真5)。日本の伝統玩具の独楽回しのように、きょ

写真5 自宅リビングで一人あそび②

うだいで楽しく遊んでいます(写真6)。また、 写真5 自宅リビングで一人あそび③

bilibo program③のクラスで、行ったことを、自宅の

bilibo⑧で楽しんで、います(写真7L

写真6 自宅リビングで独楽まわしあそび

写真5 自宅リビングで一人あそび① 写真7 ビリボ並べ①
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写真7 ビリボ並べ②

外でのレクリエーションとして

晴れた日に、レジャーシートを敷いて、きょうだ

いで遊んでいます(写真8)。ボーノレを受ける動

作が苦手な子どもも、ピリボでボーノレをキャッチ

することで、受ける動作の向上にも繋がります(写

真8)。また、ボールを水風船にすることで、夏場

のレクリエーションの応用にも繋がり、運動あそび

に涼しさが生まれます。

保護者からの声

天気が悪い時でも、きょうだい仲良く、家の中で遊ん

でくれるので嬉しいです。テレビ視聴やゲームあそび

の時より、 bilibo⑧で遊んでいる日の方が、よく食べて、

早く眠れています。 bilibo⑧あそび、をするようになって、

バランス感覚がついたのか、つまずきにくくなりましたO

まとめ

幼児の取り巻く生活環境や社会環境の変化で、放

写真8 きょうだいでの外あそび

課後、元気に力いっぱい動くことが少なくなってきたと

言われている今回、紹介したbilibo⑨あそひやは、室内で

も戸外でも、友だちとも、一人でも遊べる運動あそびで

す。上記ご紹介したあそび方以外にも、いろいろなあ

そび方があります。ぜひ、いろいろな場所でいろいろ

な使い方にチャレンジしてみて下さい。

参考文献

(1)丸山絢華:幼児へのムーブメン卜指導， 般

社団法人 BambiniAssociation，p. 7，2015 

(2)前橋明・幼児体育(専門)，大学教育出

版， p. 11， 2009. 
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巨三]
介護福祉士教育における介護過程の展開とレクリエーション支援の関連(第3報)

0南係正人〔東北文教大学短期大学部〕 高崎義輝[仙台大学〕 小池和幸〔仙台大学〕

金須雄一〔東北文教大学短期大学部〕 森田清美[東北文化学園大学〕

小田幹雄〔東北文化学園専門学校〕 片山昭義〔浦和大学〕

キーワード:介護福祉士教育、介護過程の展開、レクリエーション支援

1.はじめに

1-1.はじめに

2007年の社会福祉士及び介護福祉士法の改正において介護福祉士の定義規定の見直しが行われ、介

護福祉士は「身体上又は精神上の障害があることにより日常生活を営むのに支障がある者につき心身の

状況に応じた介護等」となった。また、 2009年の介護福祉士養成カリキュラムの改定において、介護

に関する科目の充実が図られ時間数も拡充された。その 1つに「コミュニケーション技術j という科目

設定が行われ、介護を展開する上で必要不可欠なコミュニケーションスキルを向上させるための教育が

重要視された。これらにより、旧カリキュラムの科目にあった「レクリエーション活動援助法」は、新

カリキュラムで新たな科目の一部に組み込まれ、「レクリエーション」という名の付く科目が削除され

た。

しかし、渡辺日は、生活を支援することは「その人の幸福追求への支援も含まれていなければならず、

よりよく生きるための支援」と述べている。一般的に、加齢によって睡眠時間等の生理的に必要な活動

や余暇等の活動時間が増加すると考えられることから、「よりよく生きるj ための余暇の活動時間に関

する支援が重要であるとの見解である。

本研究では、介護福祉士教育における介護過程の展開において、レクリェーション支援がどの程度活

用されているかを調査し、介護福祉士教育におけるレクリエーション支援の学習の必要性を検討した。

1 -2.介護実習における介護過程の展開

厚生労働省のカリキュラムにおける介護過程のねらいは、「他の科目で学習した知識や技術を統合し

て、介護過程を展開し、介護計画を立案し、適切なサービスの提供が出来る能力を養う学習とするJで

ある。このことから、介護過程の授業を担当する教員だけではなく、他の科目を担当する教員聞の連携

と各段階における介護実習のコンセンサスが必要不可欠である。

そのコンセンサスを得た介護実習は、介護福祉士養成課程における履修科目の中で大きなウエイトを

占めている。多くの介護福祉士養成校においては、介護実習を数段階に分けて実施し、最終の介護実習

では、利用者1名を担当させていただき、客観的で科学的なエビデンスに基づいた介護過程を展開して

いる。この介護過程の展開においては、厚生労働省が示した介護過程のねらいにあるように、他の科目

で学習した知識や技術を統合して展開されることから、様々な知識や技術が用いられている。その知識

や技術の 1っとして、レクリエーション支援が用いられている。
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1 -3.本研究のこれまでの経過

本研究の第 1報 2)では、介護過程の展開において、山形県及び宮城県の介護福祉士養成4校のデータ

を収集 (278ケース)し、分析を試みた。その結果、 6.5割程度で何かしらのレクリエーション支援が

行われていたことを明らかにした。さらには、第 2報 3)においては、全国の介護福祉士養成 12校のデ

ータを収集 (1，424ケース)し、分析を試みた。その結果、 7割程度で何かしらのレクリエーション支

援が行われていたことを明らかにした。しかし、データの収集において地域に偏りが生じたことから、

さらに幅広い地域のデータを収集・分析する必要があると考えられた。

本研究では、第3報として地域を限定せずに、より多くのデータを収集・分析を試みた。

II.研究方法

対 象 : 卒業論文集または事例報告書を冊子として発刊している日本介護福祉士養成施設協会の

会員(養成校)のうち、地域7ブロック(北海道・東北・関東信越・東海北陸・近畿・

中国四国・九州)それぞれ2校以上の卒業論文集または事例報告書を対象とする。

内 容 : 介護福祉士養成校における卒業論文集または事例報告書3ヶ年分

(平成24年度~平成26年度)

方 法 : ①卒業論文集及び事例報告書を収集

②調査シートに整理

③卒業論文集及び事例報告書の中で、レクリエーションに関連した研究について、その

傾向を検討

皿.結果及び考察

介護福祉士教育における介護過程の展開において、レクリエーション支援は、①テーマにレクリエー

ション・余暇などの言葉がどの程度活用されているのか、②介護目標がどの程度レクリエーション支援

に関連しているのか、③具体的なレクリエーション活動がどの程度活用されているのかについて、実態

を明らかにし、学会発表時に報告する。

[引用文献1

1)渡辺嘉久『介護福祉士の役割Jl:介護福祉学研究会「介護福祉学J，中央法規 (2002)

2)南保正人・高崎義輝・金須雄一・森田清美・小田幹雄 (2015):介護過程の展開とレクリエーション

支援の関係性に関する考察，自由時間研究第40号， pp.3-9 

3)南係正人・高崎義輝・小池和幸・イ中野隆士・金須雄一・森田清美・小田幹雄・加藤昭仁・千葉佳名

江・中曽根裕・驚藤友規 (2016) 介護実習における介護過程の展開とレクリエーション支援の関連，

自由時間研究第41号， pp.23-28 
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文化資源を活用した地域活性化の取り組み

一子供達を中JL¥とした交流イベントのプロデユースを通して一

関口英里 [同志社女子大学]

キーワード.地元密着型プロジェクト、レクリエーションと文化教育 地域連携

1.地域の課題解決に向けた連携プロジェクト学習の試み

現代の日本社会においては、経済や消費動向の伸び悩み、価値の多様化やトレンド

サイクルの短縮化、さらには少子化や人口減少といった要因により、恒常的な文化・

産業の発展や繁栄維持が難しい状況にある。そうした現実を受け、とくに厳しい状況

に置かれているのが地方都市および旧来型の商業地域である。近年、各地で多数の商

庖街再生プロジェクト等が進行する中で、さらなる貢献と活躍が期待されているのが

大学であり、社会の即戦力となる知識や能力を修得する学生達である。これからの時

代において必要とされるのは、地域とともに課題に取り組む大学像であり、主体的に

様々な立場の人々と交流し、社会に貢献できる実力を持った人材育成であると考える G

その実現のためにも、これまでにない新たなアプローチによる実践的教育に積極的に

取り組んでゆくことが重要であろう。

そのため筆者は、学生が自ら考え、行動することによって体験的に社会の仕組みを

学習できるような、プロジェクト実践型の授業形式を取り入れてきた。またその活動

においては、地域貢献を念頭に置いた目標設定と課題解決プロセスを不可欠な要素と

して設定している O 大学が根ざす地域と協力し、現場主義でともに課題に取り組んで

いくプロジェクトにおいては 当然ながら地方行政や地元組織、企業や庖舗等との連

携、協働が必須である。しかし我々の活動の主眼は、単に専門知識に基づく理論的解

決法のみを一方的に提案することではない。むしろ地域の文化や社会を根本から支え

る人々の目線に立って、今後一層の発展にむけた推進力を担う存在を積極的に活動に

巻き込んでいくことが必要であると考える。

そうした意味において、重要なアプローチ対象となるのが子供達であり、楽しみな

がら地域についての知識や新たな体験を深められるような、レクリエーション要素を

取り入れたイベントの企画と実行が我々のミッションとなる O 情報メディア学科の学

生達にとっては、自らの知識や技術、柔軟な発想を活かしてクリエイティブな地域貢

献や交流を行うこと自体が重要な意味を持つ。プロジェクトの実行そのものが、様々

なメディアを駆使したコミュニケーションと企画推進の技法を実践する場ともなるか

らである O 情報や文化の発信者を育成し得る教育実践と、地域の長期的発展を見据え

た実質的な貢献活動が今後より一層求められてゆくと考えられる O そこで本発表では、

昨年度の授業における実践事例のうち、おもに地域の未来を担う子供世代を対象とし

たプロジェクトを取り上げ、その概要および成果と可能性を示したい。

-106一



2.プロジェクトの運営方法

今回紹介するプロジェクト型学習は、同志社女子大学情報メディア学科において筆

者が担当する ieコマース研究 1，IIJ の授業で2003年度以来実践されているものであ

る。授業ではプロジェクト運営や活動のプラットフォームとなり、 SNSを中 Jむとした

活動成果発表や外部交流ならびに評価の場を提供する教育プログラム iYouth

EnterpriseJ (NPO法人アントレプレナーシップ開発センター主宰、以下YE) にも参

加して学習効果を高める試みを行っている。

2015年度は、クラスの共通目標を地元・京田辺独自の魅力を活かした地域振興と社

会貢献におき、自治体や組織、地域内で活動する個人や居舗・施設等とのコラボレー

ションを実施した O 活動成果として連携先、学生、地域社会と人々の全てにもたらさ

れるべきメリットとは、数値や経済的利益に還元される事象ばかりではなく、連携に

よる新たな解決策の獲得(連携先)、目標達成の方法論や組織運営、外部交流を通した

社会活動の先取り(学生)、レクリエーション効果や産業・文化の活性化(地域社会)

等、今後の地域発展や波及効果を含めた有形無形の利益といったものを指している。

授業は例年、週 1 回 2 クラス (2~3 年生、約 50 名)、計 5~6 社のチームで行って

いる O 企画の具体的なトピックや連携先、活動や組織運営等については、指導者の指

示ではなく全て各チームの裁量で決定させており、実質的には全く特色の具なる複数

の企画が独立して進行してゆく。プロジェクト遂行においては、授業内作業に加えて

課外活動を積極的に行い、それぞれが、独自の新商品やサービスあるいはイベント等

の企画開発、連携先との関係構築、実働体験、企画報告書作成、プレゼン実施、内容

改善といった作業を計画的かつ自主的、積極的に進めることが成功の鍵となる。

春学期は、おもに組織固めと企画立案および準備作業(研究調査、現場及び市長訪

問、連携先との打ち合わせや事前試行等)に充てる O 夏休み中も課外活動により企画

推進を心掛け、各チームが秋学期の実践に向けた準備作業(商品試作やアイデアの具

体化)を継続する。秋学期は、年間最大イベントである YEの全国大会「トレードフェ

アj でのブース展示や製品販売、プレゼン等で活動成果を競い、各界識者からの評価

を得て表彰されることを目標に作業の密度や質を高めてゆく O フェア参加後は成果検

証と製品や企画の改善・再検討を行い、年度末には全提携先とマスコミを招いての最

終報告会を開催して、プロジェクトの発展的継続に向けた総括作業を行っている。

3.各プロジェクトの概要紹介

2015年度に活動した全 5チームについて、チーム名と企画タイトル、京田辺市提携

施設、コラボレーション活動の経緯と概要、 1年間の具体的成果は以下のとおりである:

①すまいたなっとおいしなっと」で京田辺市民の健康をサポート

・連携先:普賢寺ふれあいの駅(加藤様)

-課題:京田辺の伝統食材である一休納豆の知名度および売り上げ低迷

・解決策:一休納豆の加工食品への利用、パッケージや分量の工夫

-最終成果:一休納豆をアレンジした「おいしなっと」の企画開発~販売
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②Twinklink:観光&フォトツアー「きっちゃか京田辺J

・連携先:京田辺市観光協会

・課題:市内各地の観光スポットへの来客低迷

・解決策:身近な風景の魅力再発見と SNS発信用写真撮影技術講座での集客

・最終成果:ツアーの企画および実施、写真集・絵葉書の製作

③Identitea : I玉露×ゆるキャラ×アート」による地域活性化

-仲井芳東園、新田辺キララ商庖街

・課題・京田辺特産玉露の知名度と消費、地元商庖街の利用者低迷

-解決策:ゆるキャラとデジタルメディアを活用した PR活動の実施

-最終成果:玉露 PRモザイクアートイベントの実施とキャラクター作品制作

④g-ni : IOnce a Month ProjectJ 

・連携先:新田辺キララ商庖街

・課題.商庖街の地域住民の定期利用低迷、市民間・親子聞の交流の希薄化

.解決策:商庖街で親子を対象とした季節イベントを月一回実施

-最終成果:ハロウインイベント、クリスマスイベントの実施と集客

⑤Parasola ソラカラ」

-連携先:新田辺キララ商庖街

-課題:商庖街の魅力と明るい雰囲気の演出不足による来客低迷

-解決策・商居街を空から明るくカラフルにする子供達作成の傘アーケードの作成

・最終成果・イベント実施とマニュアノレ製作、グッズ製作→トレードフェアで受賞

4.子供達を対象としたプロジェクトの実践事例:具体的な活動と成果

昨年度のプロジェクトにおいて大きな特徴となったのが、全 5プロジェクトのうち、

子供達を対象とするレクリエーション型イベント企画が 3件にのぼったことである(上

記一覧③~⑤)。企画立案や運営については全て各チームの学生自身のアイデアに任さ

れているため、例年個別のテーマや課題、目指される成果や表現方法等は多岐に亙る

ことが殆どであった。とくに企画の目的や有効性そのものに関わる根幹要素となる商

品やイベントのターゲット設定においては これまで若い世代や女子大生、といった身

近な対象の選択が多くみられていた中での新展開であった O しかも結果として、これら 3

チームのプロジェクトが集客やイベント規模、マスコミ登場回数、外部評価等の総合的指

標において大きな成果を上げたという事実も特筆すべき点である O そこで今回の発表にお

いてはこれら 3プロジェクトの活動と主要イベントを重点的に取り上げて内容を紹介し、

それぞれの活動成果および地域貢献に果たした総体的意義を提示する。

③Identiteaは高級茶である玉露を市民がより親しめるものにしたいという目的と商市

街の活性化を同時に実現すべく、ゆるキャラを活用して広くモザイクアート作成写真の募

集を呼びかけ、グッズを製作して参加者に抽選で進呈した。完成したアート作品は商庖街

でお披露目するとともに玉露クイズや利き茶会も催した O ④g-nlのメインイベントは商届

街でのハロウィンスタンプラリー (10月)とクリスマスカード作成 (12月)イベントで

あったが、ゆるキャラとの交流会等もあり、いずれも想定外の集客を得て大盛況を博した。
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⑤parasolaは商庖街に幼稚園児にイベントで絵付けをしてもらった傘をアーケードとし

て設置し、賑わいを演出した。その後も通り初めには園児を招待し、キャラクター柄のエ

コバッグを作成する等、商匝街への継続訪問を促した O またイベントが汎用継続されるよ

う実施マニュアルを作成した点も貢献は大きかったといえる。

このように、具体的な活動目的も内容も異なる 3チームの企画であったが、そこには一

定の共通性と効果を指摘できる。まず第一に、「子供Iという幅を持った対象設定ではなく、

事物への興味や理解が明確化されてくる年長組を中心とした幼稚園児、およびその直接的

教育を行う保護者を対象としたことである O そして第三に、イベントの実施を幼稚園、商

!古街といった公共の場で集団的に実施し、その後家庭でもイベントで得た体験や知識を再

確認できるような演出を行った点も重要である。また第三に、地元の特産品から近年話題

の「ゆるキャラ j まで、地域独自の文化資源を取り上げて有効活用し、それらの消費や認

知度を高めることで地域へのメリット還元を試みたことも独自性となっている。そして第

四に、アクティビティを通した楽しい経験を通して 地元の文化や社会について身近に捉

えるきっかけを創出した点である。そして最後に、こうした明確なコンセプトの設定と確

固たる信念に基づく一貫したイベント運営、さらには地元連携先との目的・メリットの共

有と綿密な事前作業が成功をもたらした側面も見逃しではならないだろう O

幼少期から京田辺の地域社会や固有の事物に関心や興味を持つことは、参加型レクリエ

ーションを通した能動的な学びとして機能する。都会の現代っ子にも、時代の文化的価値

観に合う「自慢できる故郷」を実感させることで地元への愛着を醸成し、将来貢献を促す

効果も期待できる O さらに世代や立場を超えた人々の交流や協働作業は、希薄化したコミ

ュニティの再生にもつながる O こうした地元密着のエデュテイメント型イベントは、地域

の魅力と将来発展のプロデユースから社会貢献を学ぶ学生、振興を願う地元組織や市民、

そして地域の将来を担う子供達のベネフィットの相乗効果をもたらすものである O

5.活動総括と今後にむけて

昨年度の YEトレードフェアでは、今回紹介した 3チームのうち parasolaが「審査員特

別賞」を受賞した。未来の地域社会の主役となる子供達が誇れる地域文化とコミュニティの

活性化をもたらす商届街イベントを展開した点が、ユニークな社会貢献活動として各業界

専門家である審査員に高く評価された。子供達と商屈街の距離を縮めることで地域の人的交

流を促進し、地域振興を継続させる具体的取り組みが実を結んだのである O 学年末に実施した

連携先を招いての最終成果報告会の様子を含め その他チームの活動も、学びと地元活性

化を融合させた独自の実践教育としてマスコミにも多数取り上げられた。報告会において

は、各連携先から今後のプロジェクトへのご協力を前提とした建設的なご意見とともに、

連携とイベント効果について高評価を頂戴した。こうした授業全体の貢献活動は地域行政

機関からの高評価に繋がり、来年度以降も京田辺市及び関連団体や商広街との更なる連携

が実現する運びとなった O また学生達からは プロジェクトや組織運営の方法論のみなら

ず、地域と社会に対する貢献意識が向上したとの事後調査回答を得た O これまでの教育的

取り組みと学生達の努力によって築き上げてきた産官学の連携を一層発展させ、子供達と

地域がともにいきいきと魅力を発揮できるような新たな取り組みに挑戦したいと考える。
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巨三] 保育園幼児の余暇時間の過ごし方とその課題

0高橋 昌美 (早稲田大学大学院) 前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

key words :保育園幼児，余暇時間，帰宅後のあそび，生活リズム

はじめに

子どもたちの健全育成には、健康的な早寝・早起きのリズムを、幼児期から習慣化していくことが必

要であり、「早寝・早起きJ13度の食事とおやつの摂取J1運動の実践」という 3要素を基盤にした生

活のリズムづくりj)は、健康を保持・増進する上でも 一生を通して不可欠である。

これまで、幼児の生活習慣の実態を把握するために、多くの調査が行われており、子どもたちの抱え

る問題点として、就寝時刻や起床時刻の遅さや、睡眠時間の少なさ、朝食を毎日食べる子どもの少なさ、

テレビ・ビデオの過度な視聴時間 2，3)などが報告されてきた。また、保育園幼児のテレビ・ビデオ視聴

時間と体力と運動能力との関連性 4，5)については、テレビ・ビデオ視聴時聞の短い方が、テレビ・ビデ

オ視聴時間の長い子どもよりも、体力・運動能力において結果が優れていることが報告されている。し

かし、近年の保育園幼児の生活状況、とくに余暇時間の過ごし方と生活リズム、朝の疲労症状の保有状

況を詳細に分析した研究はみられない。

そこで、本研究では、保育園幼児の健康管理や体力づくりの観点から、近年の保育園幼児の生活時間

に焦点を当て、保育園幼児の生活習慣とそのリズム、および、余暇時間の過ごし方(運動・ TV• PC・携

帯)を把握・分析することによって、健康管理上の問題点を抽出し、検討した改善方法を子どもたちゃ

保護者に対して提案することとした。

方法

2014 年に、 161 園の保育園に通う幼児 1 歳~6 歳児 8.842 人(男児 4， 480 人、女児 4， 362人)の保護

者に対し、幼児の「余暇活動と生活習慣」に関する調査を実施した。調査では、余暇時間の費やし方(帰

宅後のあそび、あそび時間、外あそび時間、テレビ・ピデオ視聴時間など)と生活状況(就寝時刻、起

床時刻、起床の仕方、朝の自覚症状など)を尋ねた。

なお、研究の倫理的配慮として、本調査の実施においては、個人が特定されることはないことや強制

ではないことを説明し、調査への協力の同意が得られた対象にのみ、調査を実施した。結果は、本研究

の目的以外には使用しないこととし、外部からアクセスできない安全な環境下に厳重に管理した。

統計処理は、 SPSS(ver. 20)を用いて、年齢と生活時間と余暇時間の人数割合を比較するためにクロス

集計を行い、 χ2検定、ならびに、残差分析を実施した。また、生活時間相互の関連性を分析するため、

ピアソンの相関関数 (r)を算出し、 0.1%水準で、 2変量の聞に中程度以上 6)の相関関係(I r Iミ0.3)

のものを抽出した。

結果

1田保育園幼児の生活状況

幼児の生活活動時間および人数を、性別・年齢別に、表 1にまとめた。

1)錘眠時の状況

就寝時刻の平均をみると、男児は、 21時 00分(1歳児) ~21 時四分 (4歳児)の範囲であり、女
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児は、 21時 02分(1歳児) ~21 時 31 分 (4 歳児)で、あった(表1) 0 就寝時刻の人数割合をみると、

午後 10時以降に就寝している男児は、 9.4%(1歳児) ~32. 0% (4歳児)で、女児では、 8.3%(1 

歳児) ~33. 5% (4歳!日)いた。

2)起床時の状況

男子の平均起床時刻は、 6時40分(1歳児)~6 時 55 分 (4 歳巨)であり、女児の平均起床時刻は、

6時43分(1歳児) ~ 6時 57分 (6歳児)で、あった(表1)。起床時刻の人数割合をみると、 7時 30

分以降に起床している男児は、 9.9%(1歳児) ~2 1. 2% (3歳児)であり、女Zでは、 9.3%(1歳

児) ~23. 5% (4歳91:)いた。

起床の仕方は、川、つも自分で起きる・自分で起きることの方が多し、」が 29.1%(6歳児) ~67. 8% 

(1歳児)であり、女児では、 20.2%(6歳児) ~52. 4% (1歳児)で、あった。 I起こされることの方

が多い・いつも起こされる」が男児では 15.0% (1歳児) ~43.6%(5 歳児)であった。女児では、

21. 3% (1歳児) ~54. 7% (6歳児)で、あった(図1)。

朝の疲労症状で最も多かった訴えは、全ての年齢で「ねむけ」症状であり(複数回答)、男児で4.4%

(2歳児) ~1 1. 7% (6歳児)、女児で 6.5%(1歳児) ~1 1. 2% (3歳児)であった。

3) あそび状況

男児のあそび時間の平均をみると、 2時間 21分(6歳児)~ 2時間 44分(1歳、 2歳)の範囲であ

り、女児は2時間 10分 (6歳児) ~ 2時間 38分 (2歳児)であった(表1)。あそび時間の人数割合

をみると、あそび時間が 2時間以上の男児は、 43.5% (6歳児) ~54. 9% (2歳児)おり、女児では、

33.8% (6歳児) ~50.3% (2歳児)いた。男児の外あそび時間の平均をみると、 21分(1歳児) ~31 

分 (3歳児)であり、女児は 20分(1歳児、 6歳児)~24 分 (2 歳児、 3 歳児、 5 歳児)であった(表

1)。

外あそび時間の人数割合をみると、外あそび時間が 30分未満の男児は、 70.2%(3歳児) ~8 1. 2% 

(1歳児)おり、女児では 78.2%(3歳児) ~83. 0% (1歳児)いた。平均テレビ・ビデオ視聴時間を

みると、男児は1時間 20分(1歳児)~ 1時間 48分 (6歳児)、女児は 1時間 11分(1歳児)~ 1時

間44分(6歳児)で、あった(表1)。その人数割合をみると、テレビ・ビデオを 2時間以上、視聴して

いる男児は 13.9.% (1歳児) ~2 1. 7% (6歳児)であり、女児では 10.1 % (1歳児) ~20. 5% (6歳

児)いた。 1 歳児と 2 歳男児で 1 番多いあそびは「乗り物のおもちゃ」であり、 3 歳児~6歳児は「テ

レビ・ビデ、オ」であった。 1歳女児で 1番多かったあそびは「絵本・本読みjであり、 2歳女児では「ま

まごと」で、あった。 3 歳女wの一番多いあそびは「テレビ・ビデオ」であり、 4 歳児~6歳児は「お絵

かき」であった。

2. 保育園幼児の生活時間相互の関連性

保育園男児の生活時間相互の関連性では(図 2)、夕食開始時刻が遅いと就寝時刻が遅くなり (r二0.31)、

睡眠時聞が短くなり (r=-0.68)、朝食開始時刻は遅くなった(r二一0.38)。起床時刻Jが遅いと朝食開始時刻

が遅くなり (r=O.84)、登園開始時刻も遅くなった(r二0.66)。また、あそび時間は長いが、外あそび時間

は短い(r二 0.33)。

一方、保育園女児の生活時間相互の関連性では、就寝時刻が遅いと、睡眠時聞が短くなり (rニー0.76)、
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起床時刻は遅く (r二0.36)、朝食開始時刻も遅くなり (rニー0.36)、登園開始時刻も遅くなった(r=O.75)。

また、あそび時間は長いが、外あそび時間は短い(r=-O.34)のが特徴で、あった。

唱~， 問、 F弔園田_J~n.~"''' ~'a:::I'I:I~"'''''''司"園J ø;;)~V'."、冒~

男児
"識見(269人) 2轟!尾(4凹人) 3轟!尾(789人〉 4轟!尾(1231人〉 5購児(122Q人) 6轟!尾(562人〉

平均憧 揮準偏差 平均値 樺準偏差 平均値 樺準帽蓋 平均値 樺準4扇蓋 平均値 構準傭差 平均憧 揮準偏差

就寝時剖 21時 00分 35多t 21時四分 34多き 2"奇27歩昔 35ラき 210寺28長長 50多量 21時四分 3ヲ多全 21時 25分 36多全

睡醒時間 9時間40分 33多合 9時間31分 36多士 9時間四分 40多す 9時間四分 50多t 9時間四分 35多ナ 9時間四分 34多ナ

走呈局ミE寺亥IJ 6'寺40多士 31多ナ 6'寺50手合 32多ナ 6時 53升 37多士 6日寺55づ士 31多合 6自寺51ラナ 31多士 6日寺51づ全 29多ま

車月重量目考委IJ 7日寺06長士 29多卦 7日寺13手金 31多ナ 7時 16分 31多士 7日寺16ラt 32多台 70寺14骨子 30多t 7日寺14長ナ 27多t
排恒時剖 9日寺34ラナ 256ラ士 12時 09分 326う士 13時 38分 334昔t 13日寺02量全 336手t 12自寺34手ナ 336長ナ 13時間分 332ラ士

畳園時刻l 8日寺06壬士 26多t 8日寺09長士 29多t 8時 12分 30多士 8'考09多す 31多卦 8自寺09壬士 30多士 8日寺09づ士 28多士

通園時間 8多t 6多ま 8多ナ 5多士 8ラナ 6多う「 8多ナ 6多台 8多t 6多う「 8多ナ 6多ナ

あそび時間 2時間44分 98多テ 2時間44分 89多士 2時間40分 84多す 2時間27分 76多ナ 2時間24分 74多士 2時間21分 74多士

うち、舛あそび時間 21多士 35多t 27多士 42多ラ 31多台 44少量 24分 36多テ 27多うr 38多台 23多タ 31多台

TV'ビデオ視聴時間 1時間20分 75多士 1時間33分 71多ナ 1時間41分 67多す 1時間44分 66多台 1時間44分 66多ナ 1時間48分 65多t
夕食時刻j 18時 34分 36多合 18'寺41多う「 37多士 18'寺40手ナ 38多ナ 18時 44分 38多t 18時 45分 37多ナ 18'寺45ラテ 38多t

女児
1揖!尾(278人) 2揖児(392人〉 3揖児(780人〉 4車]尾(1201人〕 5揖!尾(1170人〉 6揖!尾(541人)

平均恒 樺準偏差 平均憧 標準帽量 平均憧 標準偏差 平会勾憧 標準偏差 平均憧 標準帽差 平均憧 相震当主4扇是藍

就寝時刻l 21時 02分 30多ナ 21時 24分 35多す 21時 26分 36多t 21時 31分 36多ナ 21時四分 64多士 21日寺28長士 35多卦

睡眠時間 9時間40分 32多士 9時間四分 35多卦 9時間29分 38多テ 9時間24分 35多士 9時間27分 66多t 9時間四分 38多t
起床時剖 6時 43分 28多士 6時 53分 30多卦 6時 55分 32多ナ 6時 56分 32多t 6時 54分 29多テ 6時 57分 32ラナ

朝童時剖 7'i1i寺05多量 26多うr 70寺14うt 29多台 7時 17分 30分 7時 17分 32多会 7時 15分 29多台 7時 17分 32多テ

持~"更日寺亥リ 10時 43分 292づ士 12時四分 325量全 14時 02分 335ラナ 13時 44分 335づ士 12時 42分 334多テ 12目寺25量ナ 324ラナ

畳圃時剖 8時 03分 27多t 8日寺10手ナ 27多ナ 8時 10分 30多テ 自時12分 31多ま 8日寺09手ナ 30多t 8時 12分 30ラナ

通園時間 7多士 5多ナ 8封ト 6多t 7多士 5ラナ 8ラナ 6多士 7多t 5多士 7多t 5多士

あそび時間 2時間35分 91多士 2時間38分 84多士 2時間31分 85;t 2時間四分 78多士 2時間14分 71多ナ 2時間10分 73多t
うち、外あそび時間 20多士 29多ナ 24多士 40多ナ 24多士 35ラテ 22多ナ 33多ナ 24多t 40多士 20タテ 30多士

TV'ピT オ宇見聴時間 1時間11分 57多士 1時間四分 62多ナ 1時間36分 65多t 1時間39分 65多士 1時間39分 62多ナ 1時間44骨 65多t
夕食時亥IJ 18時 37分 36多台 18'寺36手ナ 69多士 18時 40分 37多ナ 18時 43分 38多す 18日寺47量全 40多t 18日寺47ラテ 41多ナ

1歳児(267人) 1歳児(277人)

Z旗児(407人) 2歳児(392人)

男児 女

3麓児(777人) 児 3麓児(769人)

4龍毘(117自人) 4歳!見(1158人)

5歳児(1176人) 5歳児(1126人)

6歳児(498人)
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図1保育園幼児の起床の仕方の年齢別人数割合

男児

巨E

Jに I*，.，~~~r" I I M~iI，.tJJ I (No4，4801 

dァ日てでよ
巨自〆ペ~日

女児 / J巴笠a;，'J

守甲-Er
21跨27分

-

刻

-

一
時
一
分

j

4

 

一

開

一

嗣

-
童

-m

-

ゐ
J

E

図2 保育園幼児の生活時間相互の関連性 pく0，001，rミ10，31のもののみを抜粋数値は相関係数(r)

13時01分

考 察

本調査の結果から、男女ともに帰宅後のあそび時間は2時間 30分前後と長かったが、そのうちの外
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あそび時間は約 20 分から 30 分と短いことが明らかとなった。また、保育園 3 歳男児~6 歳児と保育園

2歳女児~6歳児の約 2 害肋ミら 3 割が 2 時間以上の TV ・ビデオ視聴をしていたため、帰宅後は、屋内で

静かに遊ぶ、静的な状態で余暇を過ごしている幼児が多いことを確認した。生活時間相互の関連性では、

男女ともに就寝時刻が遅いと睡眠時聞が短くなり、起床時刻や朝食開始時刻、登園開始時刻がそれぞれ

遅くなることを確認した。起床の仕方は、 I起こされることが多い・いつも起こされる」自律起床ので

きない子どもが、男女ともに4歳児以上で4割し、た。また、男女ともに朝の疲労症状では Iねむしリが

一番多かったことから、就寝時刻が遅くなることによって睡眠時聞が短くなり、朝起こされて起きて、

ねむい状態で登匿をして、 1日をスタートしている子どもの多いことが明らかとなった。

l日を元気に過ごすためには、夜は早く寝て十分な睡眠をとり、朝は早く起きることが大切であ

る。テレビ・ビデオを長時間観たり、ゲームのような対物的な活動ばかりしていると、運動エネルギー

の発散や情緒の開放ができず、心地よい疲れが得られず、寝つきが悪くなっていく 5)ため、テレビ・

ビデオの視聴時間やゲーム時間を減らし、外でからだを動かして遊ぶことに力を入れることが必要で、あ

る。日中、外で遊ぶことにより、夜にはからだが心地よく疲れて早く寝ることができる。保育園の送迎

時に、保護者に時間的な余裕がある時は、歩いて登園する、休みの日には公園で遊ぶ等を提案したい。

まとめ

子どもたちの健康的な生活のリズムづくりのため、余暇時間の過ごし方に焦点を当て、保育園に通う

幼児の保護者に対し、余暇時間の費やし方と生活状況の調査を実施した。その結果、

(1)平均就寝時刻は、男児女児ともに、 21時前後であった。午後 10時以降に就寝している幼児は、

男児女児ともに年齢が上がるとともに多くなった。平均起床時刻は、男児女児ともに6時40分~

7時前であった。 7時30分以降に起床している割合は、男女ともに年齢が上がると多くなった。

(2 )起床の仕方は、「し、つも自分で起きる・自分で起きることの方が多しリが 20.2% (6 歳女児)~

67.8% (1歳男児)であり、「起こされることの方が多い・いつも起こされるj が 15.0%(1歳男

児) ~54. 7% (6歳女児)で、あった。朝の疲労症状で最も多かった訴えは、男児女児ともに全ての

年齢で「ねむけ」症状で、あった

( 3 )平均あそび時間は、男児女児ともに2時間以上であったが、平均外あそび時間は、男女ともに 20

分前後と短かった。平均テレビ・ビデオ視聴時間は、男女ともに 1時間以上であり、 2時間以上、

視聴している割合は、 4歳男児と 6 歳男女児で 2割以上いた。 1 番多いあそびは、 3 歳児~6 歳

男児と 3歳女児の「テレビ・ビデオ」で、あった。

1日を元気に過ごすためには、日中はからだを動かし、からだを心地よく疲れさせることによって、

夜は早く寝て朝早く起き、朝食をきちんと摂ることが極めて重要である。実際は、男女とも就寝と起床

時刻は遅く、外あそび時聞が短く、テレビ・ビデオ視聴時聞は極めて長い子どもが多いことを確認した

ことから、幼児期から楽しくからだを動かすことの大切さを、もっと知ってもらうことが必要であろう。

文献
1 )前橋 明。子どもが生き生きと活動でき、持っている力を発揮できる条件，オアシス 11(9)， pp. 17-21， 2015 
2)前橋 明・松尾瑞穂・泉秀生岐阜県における幼児の生活実態と課題，幼少児健康教育研究 14(1)， pp.12-27， 2008. 
3)前橋 明・泉秀生。大阪市における幼児の生活実態と課題幼少児健康教育研究 14(1)， pp.35-54， 2008 
4)長谷川 大・前橋 明。保育園幼児の生活状況と体力・運動能力との関連ーテレビ・ビデオ視聴時間との関わりを中心にー，幼少
児健康教育研究 15(t)， pp.32-48， 2009 
5)金 賢植・馬 佳i蒙・李郷昭テレビ・ビデオ視聴時間が保育園幼克の生活状況、体力・運動能力に及ぼす影響，保育と保健20(2)， 
pp.54-58， 2014. 
6)山内光哉 心理・教育のための統計法<第2版>，サイエンス社， 2002. 
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巨ヨコ
熊本県阿蘇地域における中学生を対象とした

草原学習(輪地切体験)の地形条件と防災教育への展開

O町田怜子[東京農業大学地域環境科学部]・土肥賢太郎[株式会社東急電鉄1・

麻生恵[東京農業大学地域環境科学部]

キーワード:阿蘇 草原学習 輪地切 景観保全

1 . 研究の背景と目的

熊本県阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域は、広大な草原景観が評価され1934(昭和9)年に国

立公園に指定された。この二次草原は、野焼き・輪地切(野焼きの防火帯作り)、採草、

放牧等による伝統的農地管理により維持されてきた O しかし、住民の高齢化や畜産農家の

減少により、草原の維持管理が滞り、二次草原の保全が大きな課題となっている ο

特に、輪地切は、残暑の厳しい時期に起伏のある草原で実施するため、入手による作業

が必要不可欠であり、入手の確保が求められている。

2005 (平成17)年12月2日、自然再生推進法に基づく「阿蘇草原再生協議会」が設立され、

地域住民、関係行政機関、土地管理者(牧野組合等)、地方公共団体、学識経験者等の多

様な主体による持続性のある草原環境保全の仕組みづくりと連携の場が設けられた O 草原

再生協議会では、具体の活動を推進するため4つの小委員会が設置された O その一つである

阿蘇草原再生協議会学習小委員会では、 2009 (平成21)年から「草原キッズ・プロジェク

ト」を開始し、草原保全の未来の担い手となる子ども達への教育活動を展開している。現

在、野焼きや草原の特性に関する小学校での草原学習の実施事例は多いが、中学校での草

原学習は実施事例が少なく、小中一貫した草原学習の継続は数少ない O

一方で2016年4月に発生した熊本地震により阿蘇地域は甚大な被害を受けた。被災生活の

中では、草原の野焼きや輪地切活動等によって培われてきた共助活動により、震災を乗り

越える地域住民の様子がみられた O 震災後、地域の「紳をつくる J1) ことや子ども達の「生

きる力J2) を育むことの重要性が指摘されている。子ども達が、伝統的草原維持管理の体

験を通じて、地域での自然と共生する知恵、や共助の暮らしを学び、子ども達が阿蘇で地域

の幹を感じながら成長することは、防災教育や阿蘇復興にも寄与する O

そこで本研究では、南阿蘇村を対象にし、中学生を対象とした輪地切体験の地形条件を

明らかにし、今後の防災教育への展開を考察した O

2. 調査方法

2-1 ヒアリング調査

財団法人阿蘇グリーンストック、輪地切ボランティアにヒアリング調査を行い、中学生

を対象とした輪地切体験の候補地となる牧野を抽出した O

2-2 中学生を対象とした輸地切体験の候補地の調査

中学生を対象とした輪地切体験候補地となる牧野を調査し、面積や傾斜度、景観特性を

調査した。
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2-3 輪地切体験と傾斜度区分設定のための調査

輪地切支援ボランティアに参加し、急傾斜地と緩傾斜地での輪地切の難易度を比較する

とともに、輪地切体験候補地となる牧野の傾斜度を検討した。

2-4 傾斜度区分の設定と抽出した牧野での検証

中学生を対象とした輪地切体験候補地の調査結果から、中学生でも輪地切作業が可能な

傾斜度区分を設定した。そして、熊本県阿蘇郡南阿蘇地域の中学校7つを挙げ、それぞれの

中学校1学年あたりの平均生徒数から作業に必要な面積を算出し、安全面からみた牧野の輪

地切面積の収容面積を算出し、中学生による輪地切作業の可能性を検証した。

4 結果および考察

4-1 ヒアリング調査による牧野の抽出

2015年7月13S 、9月18日に阿蘇グリーンストック、輪地切支援ボランティア2名に聞き取

りを行った。その結果、中学生でも輪地切を行える牧野として、前原牧野、長野牧野、村

山牧野(らくだ山)の3ヶ所を抽出した。

4-2 中学生を対象とした草原学習(輪地切体験)候補地の調査結果

ヒアリング調査で候補地となった前原牧野、長野牧野、村山牧野(らくだ山)の3つの牧野

を調査した o 3つの牧野の傾斜をクリノメーターで計測した結果、全ての地点で10
0

以下で

あり、初心者でも作業しやすい牧野といえた O また、中学生が牧野までの移動にマイクロ

パス等を利用手段することが予想され、交通状況や駐車場の確保が重要である O前原牧野、

長野牧野については共に十分な整備が行われていた。村山牧野は十分な駐車場はあったが、

徒歩、又は軽トラなどの作業車に乗り換え移動する必要があった O

また、景観面では3つの牧野で緩斜面型の草原景観が広がりを感じさせ、根子岳、阿蘇五

岳を背景とした阿蘇らしい景観が見られた。

牧野組合の輪地切に関するデータ(面積、輪地切延長、輪地切参加者、牧野組合平均年

齢)は、阿蘇郡牧野および牧野組合現況調査3) のデータを用いた。

4-3輪地切体験と傾斜度区分の検討

財団法人阿蘇グリーンストックの輪地切支援ボランティアに参加し、御竃円山にある中

松二区牧野で作業を行った。傾斜地での作業は想像以上に重働でありとても疲労感があっ

た。傾斜が 15
0

以上になると傾斜を強く感じたため、初心者の作業は難しいと言える O 中

学生は刈り払い機ではなく、鎌を使った輪地切を行うわけだが、傾斜が作業難易度に及ぼ

す影響は大きく、中学生でも作業が行える傾斜度区分を検討した。

4-4 傾斜度区分の設定と輪地切面積の検証結果

(1)傾斜度区分の設定

「
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牧野調査、輪地切体験の結果、計測し

た牧野で最も緩やかだったのが 80 前後

であり、 15
0

以上になると傾斜を強く感

じ、初心者の作業は難しいO また、 O~

10。は平地と同じくらいの速度で歩け

る、 10~140 では上り坂の速度がやや遅

くなる程度である。以上のことから傾斜

度区分を 0~80 が最適、 8~ 150でも可

能であり中学生向けとし、 15
0

以上は中

上級者向けとした(図 1)。また、 GISに

中、上級者向け

'15・~
傾斜を強く懇じ、

対象範囲

よる調査から、南阿蘇の草原のうち約
図1.本研究が対象とする傾斜度区分と作業の難易度

3 害IJ が O~ 150 の草原であった。

(2) 中学生を対象とした輪地切体験候補地の収容面積からみた検証

熊本県阿蘇郡南阿蘇地域の中学校 7校を挙げ、それぞれの中学校 1学年あたりの平均生

徒数から、抽出された牧野の輪地切収容面積を検証した。その際の判断基準は財団法人阿

蘇グリーンストックから提供受けたデータ 4) を基に設定した。

①鎌で行う下草刈りの平均作業効率が 2.5人1100rd/日であることから、 1人あたりが 2

時間で行える作業面積を 20rdとする。

②それぞれの牧野の輪地切面積は防火帯幅を 10mとした場合、前原牧野が 9410rd、長

野牧野が 55960rd、村山牧野が 29200ばである O

③それぞれの中学校 1学年あたりの平均生徒数 X1人あたりが 2時間で行える作業面積

(20 rd) <それぞれの牧野の輪地切面積、であるならば作業面積が確保できているとする O

その結果、どの牧野も十分な輪地切の作業面積が確保できていることが考えられた。

表 1 中学生を対象とした輪地切体験候補地の収容面積からみた検証

総面積の 傾斜 輪地切参
一人
牧野組合 安全面から

内0- (現地で
輪地切延 輪地切延

加者
当たり
おおよそ

周囲の
熊本地震被 みた中学生

牧野 総面積
15'の の計測

長 長
( 1999年

の輪
の平均
交通状況と 景観特性

害状況 の輪地切作

割合 結果)
(全長) (0-15' ) 

時点) 地延切長 年齢
駐車の可否

業面積

道路と隣接
し、鍋の平 根子岳を眺

土砂移動、
前原牧野 47ha 約95% 7-9' 1006m 

941m 
42人 24m 65歳

キャンプ場に 望でき、緩斜
亀裂分布の

輪地切面積

(94.1%) 隣接し、駐車 面の草原景
被害はなし

は十分確保

スペースは 観が広がる

ある
道路と隣接

緩斜面の草 土砂移動、
長野牧野 225ha 約55%8-10' 8356m 

5596m 
44人 190m 82歳

し、駐車すス
原景観が広 亀裂分布の

輪地切面積
(65.6%) ベースはあ

がる 被害あり
は十分確保

る
作業道は整

備されてる
が、軽トラy 南阿蘇村の

2920m 
クは入れる 景観シンボ 土砂移動、

輪地切面積
村山牧野 25ha 約45%6-13。 3500m 

(83.4%) 
28人 105m 62歳程度の道で ルである「ら 亀裂分布の

は十分確保
ある。パスの くだ山Jを眺 被害lまなし
駐車スペー 望できる
スは近くにあ

る
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まとめ

本研究では、南阿蘇村を対象にし、中学生を対象とした輪地切体験の地形条件を明らか

にした O その結果、下記の輪地切体験候補地としての条件を提言する。

①中学生を対象とした輪地切体験候補地の傾斜は 0~80 が好ましく、 8~ 150でも作業可

能であると考える。 ArcGIS を用いた解析では、牧野によって 0~150 の傾斜地が少ない場

所もあったが、輪地切候補地は、約 7~9 割が O~ 150 と比較的緩やかであった O 従って、

牧野の輪地切対象地の傾斜度が O~ 150 であれば、中学生の輪地切体験を行うことは可能

である O

②中学生を対象とした輪地切体験候補地の輪地切面積は、中学生が 66人(南阿蘇村の中

学校で最も多い生徒数)の場合、最低 1320rrfが必要である O

③中学生を対象とした輪地切体験候補地の交通状況は、牧野の近くまで道路が整備されて

おり、十分な駐車スペースが確保できることが望ましい。中学校から牧野までの移動にパ

スの利用が予想、されるため、周囲の交通状況は重要である。徒歩での移動も可能であるが、

道具の運搬や大人数での移動は危険を伴うため、細心の注意が必要である。

④中学生を対象とした輪地切体験候補地の景観特性としては、阿蘇らしい景観特性を持つ

牧野が望ましい。山麓の裾野や阿蘇五岳を背景とする景観はランドマークになりやすく、

阿蘇らしい雄大な景観を享受し、感動を覚えながら輪地切体験を実施することができる。

⑤中学生の輪地切体験による防災教育への展開は、南阿蘇の草原の約 3 割が 0~15。と比

較的緩やかであるため、中学生が輪地切体験を通じて草原景観保全による地域貢献を実感

できると考えられる。そして、草原の維持管理を通じて、中学生が草原の立地と地形を読

み解き、地域コミュニティの共助を学ぶことよって、地域への郷土心を育むことができる。

これこそが、阿蘇復興の力となり、かつ、減災に向けた防災教育になると考える。
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巨三コ
新潟県巻機山における高山植生復元活動の変遷と推進のあり方

O飯酒盃奈々[株式会社好日山荘]・

町田怜子[東京農業大学地域環境科学部]・麻生恵[東京農業大学地域環境科学部]

キーワード.山岳地 植生復元 ボランティア

1.研究の背景及び研究対象地

巻機山は新潟県南魚沼市と群馬県利根郡みなかみ町の境界の三国山脈にある標高

1967mの山である o 1960年代の登山ブームを機に多くの登山客が植生の踏み荒らしを繰

り返した結果、植生破壊、土砂の浸食による池塘の埋没、主主山道の裸地化が進むという自

然破壊問題が顕著になった。

巻機山の植生復元活動は 1976年から日本ナショナルトラスト、東京農業大学自然環境保

全学研究室を中心に、現在では新潟県、群馬県、南魚沼市、山岳会などの一般ボランティ

アの協力のもと行われている。全く手つかずの段階から市民誘導で行われた山岳地の植生

復元活動は他に事例が無く、大変貴重である O この活動はいくつかの段階を経て、現在は

登山道の修復作業や植生復元の経過をモニタリングする活動が多くなり、アフターケアの

段階にある。

2研究の目的

巻機山のこれまでの活動を通して、山岳地の植生復元を行うには数十年単位の計画で行

っていく必要があると考える。しかし近年行われている他山岳地の植生復元活動は 4~5

年単位の計画で行われているところがあり、それは一時的な応急処置でしかなく山岳地の

植生復元の特性を上手くつかめていない。

そこで以下の 2つを目的とし、本研究を行う。

①巻機山の植生復元活動の作業内容や関係団体の変遷を辿り、活動がどのように行われ

てきたのかを整理する。

②巻機山の植生復元活動を振り返り、今後他山岳地で効率的に植生復元活動が行われて

いく為の方法を考察する。

写真 1 現在の巻機山の様子 写真 2 植生復元箇所の様子
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3調査方法

3-1文献調査

a)過去の文献と 37年間の活動記録をもとに作業内容や作業期間、作業に伴う組織図など

を整理する O

b)aのデータをもとに年表の作成を行い活動の流れから大まかなステージごとに段階を分

ける。また、そのステージごとの活動の変遷を明らかにし考察する O

3-2ヒアリング調査

松本清氏(巻機山ボランティア ズ代表)に当時の活動の様子などヒアリングを行う。

4結果及び考察

「作業内容」、「作業期間」、「作業に伴う組織図」の分類を行った。また、作業内容を「池

塘復元Jr登山道整備Jr植生復元」の 3つに分類した O また、巻機山の植生復元活動がど

のような段階を踏んで行われてきたのかを簡易的にまとめた結果、 6つの転換期が明らか

となった。(表1)

4-1 準備期 (1976~1978 年)

1976~ 1978年は活動を始めるにあたり、ボランティアが調査や計画、応急処置を行なっ

たことから準備期とした O 今後の活動を円滑に進めるには町の信用と理解が重要であるこ

とが明らかとなった。

4-2 植生復元模索期 (1979~1990 年)

1979~ 1990年は植生復元実験が活発に行われた為、植生復元模索期とした。県は木道設

置など比較的短期間で行える作業を得意としていたが一方、植生復元は県としては事業化

しにいという課題があった。その中で長期間継続的に活動が出来るボランティアは力強い

存在となった。

4-3 ボランティア拡大期 (1991 年~1995年)

この時期の社会的動向として全国各地で災害が起こり、ボランティアが活躍した。巻機

山でもこの時期からコモの荷揚げをきっかけにボランティアを一般公募で行い活動規模を

拡大したことから 1991~ 1995年をボランティア拡大期とした。

4-4 県事業との作業連携 E 分担期 (1996~2006年)

1996 年に県が第二期自然環境保全事業を始めた。県との関係が密になった 1996~2006

年を県事業との作業連携・分担期とした。ボランティアが拡大・組織化されたこともあり、

県の事業内容にボランティアの作業を組み込むことが可能となった。これによって資金や

荷揚げの問題か解決され、ボランティアでも木道整備などの大きな作業が容易になった。
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表 1 巻機山植生復元活動 37年聞の変遷
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4-5植生復元拡大期 (1999-2012年)

1999~ 2012年は県の活動が加わったことにより、活動自体が活性化した。連携・分担に

よる植生復元方法が確立され、最大の荒廃地であったガレ場の植生復元が効率的に行われ

た為、植生復元拡大期とした O

4-6アフターケア期 (2011-2013年)

2011~2013 年は登山道の修復作業や植生復元の経過をモニタリングしていくアフター

ケア期とした。今までの成果を今後も維持していく必要がある為、この時期は最も重要で

あるが現在活動の担い手の必要性が課題とされる O また、活動の詳細について松本氏のみ

が知るところ多く、知識、知恵を共有化することが最優先とされる O

5まとめ

巻機山の植生復元活動を振り返ることによって、以下の事が明らかとなった。

山岳地の植生復元活動は経過を見ていく必要がある為、植生復元後もモニタリング活動が

継続されるよう考慮した中~長期的な事業計画を立てる

べきである。その為には継続的に活動が行える信頼関係で繋がる安定した組織の体制づく

りが重要である O また、作業内容は行政やボランティアに得意不得意分野がある為、それ

ぞれの長所を活かしたアプローチ方法で努力する事が大切である O 今後の山岳地による植

生復元活動は植生復元方法の技術的側面が山岳地ごとに異なる為、巻機山の活動を参考に

しつつ、各々が p(計画)・ D(実行)・ c(評価)・ A(改善)サイクルを行い、新しい方向性を開
拓していく必要がある O

参考文献

1)財団法人臼木ナショナルトラスト編(1994) よみがえれ巻機山の自然一自然環境ボラ
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巨三コ

遠泳にみる女性市民スイマーの輝き

~~湘南ows大会での調査から~~

後藤新弥 NPOバディ官険団・研究室 (元江戸川大学教授)

<キーワード> 遠泳オープンウォータースイミング女性スポーツ 市民スポーツ 女性の輝き

*背景男女の環境格差は依然大きい

女性のさらなる活躍が社会でも求められているが、

現実には、企業や研究機関ではまだまだ男女格差が大

きく残っている。欧州型のクオーター制度や、米園大

学スポーツでの「タイトルIXJなどの早急の導入が日

本でも検討・実施されるべきだろう。

スポーツでは、五輪での女子日本代表の活躍が注目

されている(金メダル全数の 58・3%が女子)。また、

女性の活躍度対男性比

文科省統計では週一回以上スポーツしている人は、男性41. 7%に対して対女性39. 4%とほぼ同

等で、女性の市民スポーツが盛んであるかに見える。しかし実際に街での実態調査を行うと (2013年

柏市駅前調査、江戸川大学後藤ゼミ、回答 182人)、女性のスポーツ活動率は表のように男性に比べ

てかなり低い。家事、育児がスポーツやレクリエーシ|スポーツ活動を目

ョンへの女性参加の大きな壁になっており、社会に於 I!j3H
|女性

ける男女格差は、依然大きいと実感した。 1~1 ...l...

*10km遠泳で、男女トップが同タイム!

こうした現実社会の逆風をついて、毎年行われる湘南の遠泳大会(湘南ows)では、男女のタイム
差が同等、もしくは逆転する結果が出ている。

OWS (オープンウォータースイミング)は、海を泳ぐスポーツで、プールでは大学生らのエリート

達が先端技術と体力を競っているが、こちらはすでに五輪種目となってはいるものの、実態は一般市民、

近年注目を集めているトレイルランニングやウルトラマラソンらと同じように 30~40 代が主軸の

「働く人たちの市民スポーツ」である。

中でも湘南OWSは1000人を越える参加者で賑わい、まさに「市民スイマーの遠泳日本選手権」

の様相を呈している。昨2015年8月の大会では、神奈川県葉山から江ノ島まで、海路10kmを競

うメーンレースで男女の優勝タイムが全く同じ2時間 12分15秒だ、った(100分の1秒までの計測

では女子がO秒65上回っていた)。

一般的に、スポーツでは『女性のパフォーマンスは男性の 9割』とされている。競泳でも男女の 10 

Om世界記録を比較すると、 90・1%である。
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また右図のように、一般的に持久系の種目の方が女子の

パフォーマンスが高い傾向があり、遠泳での女子の有利さ

は推察出来るが、ブロの競技者が参加しない市民スポーツ

大会で男女の成績が同等とし、う結果はほとんど例がない。

はずだ。

対男註%(協競技種目)

年代期参加者数比較〈人)

震男性

女役

120 
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*女性は遠泳に向いている?

ところで、なぜ海での遠泳、 owsでは女性が強いのか。持久系競技の方が、短距離系よりも女性の

パフォーマンスが高い傾向にあることはすでに述べた。運動生理学上の研究はその分野の専門家に譲る

として、その他の要因を検証してみた。

1)皮下脂肪:男の“あまちゃん"はいない

真水の比重1に対し、一般的には海水は1.025とされ海の方が浮きやすい。また一般的に

人聞の比重は平均的に0.963として計算され、海水で、は、 1.025-;'-0.963王子1. 064 

で、体の 6.4%が、自然体のままで海上に浮き出る計算になる。さらに日本人の平均的な体脂肪
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を、文科省「理想的な体格」調査から参照すると、女性の方が平均で 11 %~ 1 3 %体脂肪が多く、

その分浮きやすいことは確かであるほか、脂肪が低水温に対するガードの役割を果たしており、長

時間の遠泳では有利な点として認められる。海女がしばしばその立証の例として取り上げられる。

文科省統計の皮下脂肪の平均値は以下の通りである。

男性 18~39 才 17~21% 40~59 才 18~22% 

女性 28~34% 20~35% 

2)歴史的な背景:大貫映子さんから始まった

1 982年7月、大貫映子さんが 9時間 32分で英仏ドーパー海峡横断遠泳に成功した。これは男女

を通しての日本人初の快挙だ、った。男性陣の挑戦が 2000年を過ぎてから活発になったが、 2005

年には、システムエンジニアらの女性チーム(海姫) 6人が、 20時間43分の女子チーム世界記録に

は及ばなかったが、往復 22時間 18分でリレー横断の日本記録を更新する快挙を果たしている。

また海や大河20~80kmを泳ぐ「世界マラソンスイミング・レース」には、フィンスイミングで

男女を通して日本記録を 8年間保持した松崎裕子さんが日本からただ一人出場し続け、国際水連から表

彰を受けている。彼女はその後、在住の米国オーランドで36時間ノンストップ遠泳の世界記録なども

樹立した。男性にはこうした前例がない。

ちなみに海外でも 1980年に日本で初めて聞かれた「女性スポーツ会議」にパネラーとして参加し

た米国のダイアナ・ナイヤドさんは、 20 1 3年

に、 1978年以来5回目となるフロリダ海峡横

断に成功している。

3)心理的な特徴アンケート結果の傾向から

江戸川大学後藤ゼミが 2014年湘南ows

で、行ったアンケート調査(回答81人)をまとめ

ると、遠泳に対する心理的な取り組みが、男女で

は顕著な差異があることが判明した。

例えば、 I遠泳の面白さは、ただ速いだけでは

ただ速いだけではだめな点

80.0% 

ダメな点?J との設問に、女性は61・9%が同意しているが、男性は 24・1%0 I自己管理力が問

一…一一一一…一一一一……一…一 一一一…一一一一一一一寸われると思うか」に対しては同42・9%
不公平だから苗自い

-124一

対27・8%と、女性には「じっくりとマ

イペースで臨むJ傾向が非常に強いことが

分かつた。また遠泳では風や波、水温の突

然の変化がスイマーを苦しめるが、その不

運・不公平な点を女性の 23・8%が「だ

から面白しリと回答。男性は 16・7%で

あったことも、上記の心理的な傾向を裏付

けている。



4)実測すると:心拍数の変化が少ない

上記の心理的な背景をなんとかデータ化しようと、遠藤大哉氏(江戸川大学非常勤講師)らと、遠泳

中の男女の心拍数の変化を計測する実験を試みた。海での心拍数を完全に計測できる機器が現在は開発

されていなし、。これは海水によってGPS信号と競合したり、胸につけるセンサーベルトからの信号が

乱されたりするためで、 FRWDというフィンランド製の計測機器などを用いて2014年から 15年

にかけて 10数回の試行錯誤の結果、かろうじて 1回だけ (201 5年10月)計測に成功した。あく

まで参考として報告する。ほぽ同等のパフォーマンスの20代の男女の6km遠泳を計測した。下図が

その心拍数の変化を試験的にグラフ化したもので、タイムはほぼ同じであるが、男性の方が心拍数の波

形変化が大きく、 Ii皮や風の変化に対抗しようとする」傾向が強いことが分かる。女性は淡々と自分自

身のベースを基準としていわば「出力一定」を心がけており これは事後の聞き取査でも確認された。

男性泳者 59分06秒 心拍数 92~198

女性泳者 1時間 12分36秒心拍数 161~168 

*男女の差異が差別に利用される恐れ

以上のように、遠泳に於いては女性のパフォーマンスが他のスポーツに比べて男性に対して大きく接

近し、逆転する場合もあることが確認され、またその要因に皮下脂肪等の物理的要因だけでなく、心理

的な背景要素があることも、調査によって確認された。

留意しておきたいのは、こうした「女性の特質」傾向が逆手にとられて、「仕事には男性向き、女性

向きがあるJといった社会的な差別化の論拠とされ易い点だ。それでは時代逆行となり、男女の差異を、

男性側の都合のよういように利用することになりかねない。

男性や子らの健全な社会構築のために、女性の市民スポーツ参加への環境をさらに整備すべきである。

<主な参考資料>

女性比率三http:llwww2.ttcn.ne.;p/honkawa/2710.htm1(女性進出比率)

女子水泳選手の肉体的特徴=http:11careenmrden. inl swimmer/kinnikuI ( 

日本人のスポーツ活動(文科省)=

http://www.mext.go.ip/a menu/sports/iisshil icsFiles/afieldfile/2015/10101/129461OIlli!i 
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アウトドアの成長効果の検討
一アウトドア・ブpログラムとサッカースクールの比較から一

江戸川大学非常勤講師遠藤大哉

<キーワード:アウトドア、アンダーマイニング、内発的動機づけ〉

1目的

日本は豊かな自然に恵まれる自然大国でありながら、アウトドアスポーツが全国民に解放されるア

ウトドア大国にはなっていないのが現状である。その原因として安全の問題、環境破壊の問題、指導

者やプログラム開発の不足といった問題等が横たわっている。東京オリンピックよりサーフィンとロ

ッククライミングが正式採用された今だからこそ 日本のアウトドアレクリエーションに目を向け、

身近にあり、またその周辺に広がる自然環境を最大限に活用し、自然との共生を実現す街づくりを推

し進めていくことがレガシーのひとつになるのではないだろうか。そのためには、アウトドアの安全

性やレクリエーションの場としての価値、あるいは子どもの成長効果などを国民にもっと理解しても

らうことが課題である。

そこで、本研究は、アウトドアの教育効果について、一般スポーツ教育であるサッカー教室を比較

対象として検討し、その特徴を明らかにすることを目的とする。

2方法

アウトドアの効果を検討するためには、単発的あるいはイベント的に行う事業で成果が見られにく

い。そこで、継続的かっ教育的意図を持って行うアウトドア・プログラムの特徴と効果を明らかにす

るためにNPO法人バディ冒険団主催のパデ、イキッズ・アドベンチャー・チャレンジ・プログラム(以

下バディキッズ)の参加者および保護者を対象として、江戸川大学後藤ゼミの共同研究としてアンケ

ート調査およびインタビュー調査を実施した。また比較対象として NPOサッカースクール「小菅サ

ッカークラブJの参加者及び保護者を対象にアンケート調査を実施し、比較対象のデータを取得した。

3.結果と考察

(1)参加者がうれしいとき

バディキッズ参加者と小菅サッカークラ

ブの参加者に「どんな時がうれしいですかJ

と尋ねたところ、「個人」、「努力J、「団結Jr配
慮j の項目でアウトドアとサッカーで差が認

められた。「個人の栄光jの項を選択したもの

はサッカーが 31.8%に対しアウトドアは 0%

であった。「努力」を選択した者がアウトドア

では 20.7%に対しサッカーは 9.1%であった。

「弱し、子や下手な子への配慮jの項を選択し

54.5 

31.8 

。

猶竹ッカー

たものはアウトドアが 11.1%であるのに対しサッカーは 0%であった。(右図)このことから

見て、アウトドアの方が個人で何かを獲得した、という時よりも、全体で努力をし、皆で何かを達成

した時に、より「喜びを感じる」傾向が伺えた。また、サッカーが外面的な勝利やゴールといった要

素に惹かれがちなのに対し、~~し、子への配慮などアウトドアでは内面的な要素を指向している傾向が
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伺えた。アウトドアの体験は、ゴールや勝利等外発的な報酬にとらわれず、体験そのものを内面的に

楽しむことが考えられた。つまり、アウトドアでは、外発的な報酬に依存することによって、内発的

動機づけが低くなってしまうアンダーマイニング現象とは逆の非アンダーマイニング効果が得られる

ことが考えられた。

バディキッズの保護者と小菅サッカークラブの保護者に対して参加理由と参加しての結果について

尋ねた結果、サッカーは技術(目的 37.7%、結果 50%)、や体力(目的 45.5%、結果45%)、及び友

人作り(目的 45%、結果81.8%)がテーマとなっており、アウトドアでは精神的タフさ(目的 66.7、

結果 66.7%)、楽しさ(目的 66.7%、結果 55.6%)、友人作り(目的 38.9%、結果 55.6)が保護者の

大きなテーマとなっていることが示唆された。(上図)

③保護者の視点から見たアウトドアとサッカーの特徴の違い

バディキッズの保護者のイン

タビュー結果より、アウトドア

の特徴をサッカー教室や野球、

ラグピークラブ等他のスポーツ

教室との対比を左図にまとめた。

保護者の視点から、指導者の存

在の重要性とプログラムの中に

自由度をもたせることが重要で

アウトドア・プログラム | サッカー教室など

(危機管理をしながら
黙って見守る、お膳立て接指示。上からの指示に従って指導)
精神的な成長と心の教育 f支術向上

体と心のバランスよく人間形成できる lサッカー職人

自由を満喫できる |集団スポーツのいいと二ろを経験できる

自分で判断する領域が大きいかっ重要 H主判断より指導に忠実

自分が主人公の1人である iエースが誰かが自然に決まる

主体的(自分で考え、自分から動く)

恐怖体験、恐怖を乗り越える楽しさ
あることが示された。危険の伴 |楽しいだけじゃない

う自然の中で安全管理と自由度 l仲間からの刺激、感動の共有
のバランスによって子どもの主 |親の教育観と合致

体性が育まれること考えられた。

4.結論

アウトドアでは、外発的報酬への依存度が少なく、外的報酬よりも達成したときの喜びゃ楽しさが

大きな報酬となって内発的な部分での自然的発生な成長を促す効果がある可能性が示唆された。
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巨三ゴ
ロンドン五輪のレガシ一戦略に関する社会学的考察

小津考人(東海大学観光学部)・野田恵子(明治大学)

キーワード:オリンピック、レガシ一戦略、観光・ツーリズム

1 問題意識と研究課題

2016年はリオ夏季五輪が開催されたオリンピック・イヤーであり、 4年後の 2020年東

京大会への開催準備が本格化する重要な局面である。だが現在、メイン会場となる新国立

競技場の見直しに加え、新たに約 3兆円という開催費用の問題が表面化している O問題は、

開催費用の多寡やコスト意識とも重なるが つきつめると多額の公的資金が投じられる五

輪開催がそれに見合うリターンやメリットを開催都市・国に効果的に残すものであるのか

という点に関わるといえる O それゆえ五輪開催に伴うレガシーをいかに実現していくかと

いうオリンピック・レガシーの主題が今あらためて真撃に問われるべき課題となる O

そこで本報告では、 2020年東京大会の招致・開催モデルとなった 2012年ロンドン五輪

に焦点を当て、①先行モデルであるロンドン五輪のレガシ一戦略はどのように実施された

のか、②またその効果や意義はどのように見出されるのか、という点を社会学的観点から

考察の対象とする。後述するように、そこで重要なキーワードとなるのが「観光(集客)J 

の要素であり、その射程や含意は 2020年東京大会に向けた視点に寄与するものである O

2 調査対象と方法

本報告の背景となる調査研究は、資料調査とフィールドでの現地調査にもとづくもので

ある。まず資料調査としては、 2012年ロンドン大会の準備プロセスで公表された「レガシ

ー・アクションプラン」など関連資料とともに、“Inspiredby 2102"など大会開催直後の

事後評価報告書を主な対象とした O また最新動向については、 "ShiftingLegacy"などレガ

シ一戦略の変化を伝える官民の報道を調査対象とした。並行して五輪開催に伴いロンドン

東部、特にメイン会場の周辺エリアがどのように変化したのかという観点から、 201l~

2016年の夏季期間に現地訪問による定点観測を実施し、地元関係者へのヒヤリングのほか

メイン会場周辺のパークを訪れる地域住民に対してアンケート調査を行っている O

3 ロンドン五輪のレガシ一計画と実施プロセス

よく知られるように、21世紀に入り IOC国際オリンピック委員会は「レガシーJ(legacy) 

を掲げ、『オリンピック憲章』には「オリンピック競技大会のよいレガシーを開催都市およ

び開催国に残すことを推進する J(第一章)と明記された。このレガシープランが招致段階

から公式に義務付けられ、本格的に着手された初の大会が 2012年ロンドン五輪であった O

ではそのレガシ一計画はどのような内容であったのか。「レガシー・アクションプランj

(DCMS[2008]) を確認すると、①英国のスポーツ大国化、②ロンドン東部の変革、③若

者世代の鼓舞、④オリンピックパークの「持続可能な生活jのモデル化、⑤英国が「居住・

訪問(集客)・ビジネス」の面で創造的・包摂的で人々を歓迎する場であることを内外に示

す、という 5つの目標が掲げられている。

ではレガシ一計画が具体的に実施されたプロセスはどのようなものであったのか。オリ

ンピック・パラリンピックの開催期間 (2012 年 7 月 27 日 ~8 月 12 日、 8 月 29 日 ~9 月 9
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日)を軸に整理すると、大きく三つの局面に整理できる([図表1]参照)。

第一に、ロンドン五輪ではオリンピックパークを中心にロンドン東部の変革と持続的発

展をおし進める点をレガシ一計画の大きな柱としていたが、開催前の局面で注目すべき点

は「最も環境に配慮した大会」を実現しようとする動向であった O 例えば、①かつて産業

廃棄物の集積地であったメイン会場周辺地域の汚染土壌の洗浄し、②スタジアムは既存施

設を極力活用し、新施設は開催後の長期利用が見込まれるものに限り、③スタジアムやメ

インパーク建設・利用時の C02排出削減や再生エネルギー比率の目標を設定し、④各種ス

タジアムのうち開催後も市民利用やプロチーム、スポーツイベント開催のために継続利用

するものと撤去するものを分け、解体した資材は再利用することなど、いずれもメガイベ

ント開催に伴う環境負荷を軽減する方針が貫かれ、次々と実行に移されていった。

第二に、開催中の局面にかけて前景化してきたのは、若者世代の鼓舞や社会参加を促す

文脈である。実際ロンドン五輪では“Inspirea generation (of young people) "をスローガ

ンとして掲げたように、若者世代にスポーツ・文化活動や地域のボランティア活動などへ

の積極的参加を促すなど、若者世代の社会参加をつうじて「社会的包摂J(social incl usion) 

をおし進める点を特徴としていた O くしくも開催一年前の 2011年夏、非白人系の若者た

ちを中心にロンドン各地で暴動が勃発し、テロ対策をはじめ英国政府はこの暴動に対して

厳重な処罰を科すなど厳しい態度を貫いた。こうした多民族国家の抱える移民コミュニテ

イの孤立などの問題を背景に、五輪開催を機に若者世代を中心に社会の中の全グループに

参加・包摂を求め、社会的課題の解決に結びつけるねらいがあったといえる O

第三に、つねに一貫しつつも開催後の局面にますます顕著になったのが、メイン会場跡

地ストラトフォード地区を中心とするロンドン東部の再開発という文脈である O 実際、「移

民と労働者のまち」といわれてきたロンドン東部に位置し、低開発の貧困地区として暗欝

なイーストエンドの一角を形成していたメイン会場の周辺地域は、再開発プランのもとで

生活・雇用の場を備えたエリアとして再生しつつある O すなわち、欧州最大級の公園クイ

ーンエリザベス・オリンピックパークをはじめ、選手村跡の高層建築を活用した集合住宅、

複数のスポーツスタジアムを伴うイベント空間など、「居住・訪問・ビジネス jの三要素を

満たす都市空間へと再生するプランであり、それが現在進行形で実行に移されつつある。

特にメイン会場周辺のストラトフォード地区は、英国内外を結ぶ鉄道が多数通る交通の拠

点、として、そこに巨大ショッピングモール(“ウエストフィーノレド・ストラトフォードシテ

ィ")が併設されるとともに、選手村跡の集合住宅により住宅供給とコミュニティ形成を進

め、メインスタジアム周辺に高層ビルを建設して企業のオフィス誘致を図るプランなどが

推進されており、大会開催後も現在進行形で変化を続ける注目に値する部分となっている。

【図表 1】レガシ一計画の実施プロセス一一ロンドン五輪の場合

開催前 ， 開催中 ， 開催後 』

<会場エリア建設>1<Inspire a generation>' <ロンドン東部の再開発f
環境への配慮 若者の鼓舞・社会参加 居住岡訪問・ビジネスの場

出典・筆者作成
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4. レガシ一戦略の現在進行形一一「オリンピコポリス」と TechCity構想

かくしてメイン会場エリアを中心に、レガシ一戦略は現在新たな段階に入っている。大

会開催後の 2013年 12月、財務省の秋季計画が発表され、英国政府が 1億 4000万ポンド

(約 240億円)を拠出し、メイン会場跡地の一角を「オリンピコポリス」と名づけ、集客

力の高い教育・文化地区へと再生させるプランが公表された O それは 1851年のロンドン

万博開催後にこれを記念してサウスケンジントン地区を主催者アノレパート公の名にちなん

で「アルパートポリス」と呼んだことになぞらえたもので、 2020年代までにロンドン大学

とロンドン芸術大学が新校舎を建設予定であり V&Aミュージアムの分館、サドラーズ

ウェルズ劇場、そのほかロンドン交通局のオフィスなどが立ち並ぶ予定だという。その結

果、 3000人分の雇用と年間 150万人の訪問客増加、 28億ポンドの経済効果をロンドン東

部ストラトフォード地区周辺にもたらすと見込まれている。

同じくメイン会場の一角に、「ヒア・イースト Jと呼ばれるエリアが今年 2016年から一

部オープンする。これはメイン会場プレスセンター跡地のデジタルインフラを活用したデ

ジタル産業・ IT産業の集積拠点であり、新興企業の起業支援やテナント貸出、産学連携の

ためのオープンスペース、若手研究者の支援センタ一、低スキルの若者の職業訓練などの

場として活用されるものであり、 7500人分の雇用創出が見込まれている O

このエリアからさらに西側にかけて、つまりシティからロンドン東部一帯に広がるエリ

アには、いわゆる TechCity構想のもとで IT産業の集積拠点、として位置づけられた「英国

版シリコンバレー」が続いている。 TechCity構想、とは、イーストロンドンに IT企業の起

業・集積を促す政府主導の取組みのことで、 2010年 11月にキャメロン首相が提唱したも

のである。税制面の優遇策や投資家への減税措置、非営利組織による起業サポートやネッ

トワーク構築を推進し、 2008年時点で十数社だった同地区の企業は現在 1300社を超え、

IT技術と金融を組み合わせた分野の世界的中心のーっとして変化を続けている O

こうした一連の事実を考え合わせると、オリンピック開催後のロンドン東部に何が生ま

れつつあるのかという点で、ある興味深いイメージを結ぶことになる。一般にオリンピッ

ク・レガシーといえば、スタジアムや公固などスポーツ関連施設を想起しやすいが、上記

の事実が示しているのは、①ミュージアムや大学などの教育・文化装置とともに、②IT産

業や金融業などクリエイティブ産業が集まった集客力・創造性の高い都市空間として、い

わば「居住・集客・ビジネス Jの三要素を伴う「クリエイティブシティ(創造都市)Jが誕

生しつつある光景である。それはデザインやアートも含めてアイデアやクリエイティビテ

イの要素を価値創造の源泉としながら、同時に職業訓練など社会的課題の解決にも関与す

る点で、意欲的かっ触発的な試みである。またレガシーの面では、当初の「住宅」供給中

心から「集客・ビジネス j の側面を伴うものへとシフトしていることを示している O

以上をふまえ、ロンドン五輪のレガシ一戦略について一定の知見の要約をしておこう O

第一に、レガシーという課題を伴うことで五輪開催がスポーツの祭典から社会的課題の解

決を伴う活用型イベントへと輪郭を拡大していること、第二にロンドン五輪の場合、目指

すべき社会のイメージを実現するモデル地区としてメイン会場エリアが位置づけられ、そ

れを拠点に五輪開催をつうじて望むべき社会のあり方を実現しようとするプロセス(対象

と課題~目標と戦略)が明確であったというとと、という点に特徴があったといえる。
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5. 浮上する「観光(集客)Jの要素とその含意

以上をもとに、ロンドン五輪に対する評価について検討すると、なるほど一部周辺地域

の住宅価格の高騰や、開催費用が当初予想、の 3倍に膨らんだ点などマイナス面からの指摘

もある。だがそのうえで、「近年で最も成功した大会」とも指摘されるように、開催直後の

評価報告書によれば、約 55億円 (3千万ポンド)の黒字開催のほか、スポーツ政策や文化

プログラムをはじめ、市民のボランティア活動、約 1万人の新規雇用創出など、全体とし

てポジティブな評価がさまざまに指摘されている(“Inspiredby 2012"など)。

だが多様な側面の中でもロンドン五輪の場合、開催前から開催後に至るまでその成功を

促進しかっ評価する軸として、特に重視された一要素があったといえる。それが何かとい

えば、前述のレガシ一計画(特に論点⑤)とも関わりの深い「観光」の要素である O

実際、 2011年に就任直後のキャメロン首相の諮問により公表された英国政府観光政策に

示されたとおり、ロンドン五輪の開催に際し、 2011~ 2015年にかけて官民パートナーシ

ップに伴う 1億ポンドのマッチングファンドを創設し、「英国の観光やビジネスの機会を

最大化すること」を目的とした“Greatキャンベーン"が展開された O 具体的には、諸外国

に対する CMやウェブサイト等でのメディア戦略をつうじて、文化・遺産・スポーツ・音

楽をはじめ、ビジネス・投資・教育における創造性や知的財産の分野での英国の魅力をア

ピールする国際的イメージ・キャンベーンである。こうしたメディア戦略を中心に、①今

後 4年間で海外旅行者の 400万人増加、②国際観光収入の 20億ポンド増加、という大会

開催後を見すえた目標を立てていたが、①海外旅行者は 2011年の 2830万人から 2015年

には 3444万人へ、②国際観光収入は 2010年の約 253億ポンドから 2015年には約 355億

ポンドへ、さらに国際観光競争力もまた 2011 年の世界第 7 位から 2013~2015年には世

界第 5位へと順位を上げており、いずれの面でも数値目標を達成したことが判明する。さ

らに前述のとおり、メイン会場跡地の動向を合わせ考えると、ロンドン五輪はレガシ一戦

略を伴うことで観光分野と結びつきを深めた大会であったと総括できるだろう。

だが大急ぎで補足すべき点は、ここでの「観光」の含意である。それは、①開催期間に

外客誘致を促すといった狭い視点ではなく、開催前後を中長期的に見すえた戦略である点、

②またレジャー活動としての旅行だけでなく ビジネス会合や商談など産業・ビジネスの

機会拡大を企図している点 u五輪外交J)、③さらに先端分野のヒト・モノの結集を図りク
リティティブ産業の創出や持続的発展を促す点など、総じて「集客」戦略の内実を最大化

した合意をもつものである O この拡大化・重層化された集客戦略の観点こそは、レガシ一

戦略と共に 2020年東京五輪に向けた観光政策の面でも有効な示唆を与えるものである。
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差異性としての知の再生

一知識技術化社会における生き方としてのレジャー-

犬塚潤一郎 [実践女子大学 生活科学部]

キーワード:アリストテレス、スコレ一、ヌース、人工知能、特異性

現代社会におけるレジャーの意味を論じる際に、レジャーleisureの語源をアリストテレ

スのスコレーσXOA内に求め、観想(テオリア)8Eωpiaを幸福(エウダイモニア)EUδαlμoviα と

する考え 1は、ひとつの指針となるものであるに一方で今日、知識が経済の財および材と

なり、社会の仕組みが知識の連関によって再構造化・システム化されてゆく過程にあって、

知的なことと人聞の幸福との関係が結びつき難くなってもいる。人工知能による社会シス

テムの自律的な制御の時代を迎えて、レジャーの意義を再考することが必要と考えられる。

1 .知識の技術化

コンピュータ業界でソフトウェアがハードウェア販売のためのサービス品であった時代

は過去となり 3、知識のマネジメントが産業のあらゆる面で重視される社会が生まれている O

また、自然・社会環境のモニタリング(センサーの配備)が進むとともに生まれた、従来の

情報処理システムでは処理・可視化ができない大規模なデータ集合(ビッグデータ)を意思

決定に利用するための新たなシステムが開発・実用化されている。それと並行するように、

大規模データを利用した機械学習、さらにニューラル・ネットワークを多層化した深層学

習の実現により、人工知能の社会的応用の拡大が現実性をもって一般に語られるようにな

った。そして情報技術の発達は人間の脳の研究とも連携し、意識(主観的なもの)とは何か

ということの解明 4が、形而上学とは無縁のところで進みえるとする立場に力を与えている O

2. 知識の経済と囲い込み

はたして人工知能が人間に置き換わるのか、という議論はさておき、自動運転車が社会

現実となった今日では、これまで従事してきた仕事が機械に奪われるという不安が、知識

労働の領域にも広がることは避けられない

機械がこれまで人間の手足の能力を飛躍的に延長してきたように、これからは人間の知

的能力を別次元に高める、と期待される一方、その能力拡張は少数者だけのもので、そこ

から排除される多数者との聞の(すでにある)格差は一層拡大することも想定される O

工業的産業による社会の近代化は、生産財・手段の専有と競争とを社会条件と認めるこ

とで発達してきたが、その経済の仕組みと制度は、交換・消費すれば自分の手元からなく

なるという、物質が備える本来の希少性を基盤としたものである。一方新たに財・手段と

なった知識は、その本質において異なるものであるが、従来の経済体制の維持のために、

本来とは異なる、交換・消費に適した属性を与えられているものとみなせる。

土地(自然)と労働力(人間)を誰かが専有することに存在論的な根拠はないにしても、限り

あるものを効率的に使用し社会の経済的な成長には有効であるという、生産性向上の効用

は認められよう O しかし一方、本来受け渡すことも使い尽くすこともできず、また共有す

ることによって社会的価値を発展させることができる知識に、占有権を認めることが社会
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的な生産性向上に結び付くものかどうかについては、本質的な反省が必要だろう。

少なくとも知識の経済に囲い込みの社会手段を適用し続けることは、社会の危険を今後

も劇的に増大させてゆくものと考えられる O

3. 知識のエコロジーと人間の特異性

知識産業化した社会では、知性を主要な尺度として人間の社会的価値が測られがちであ

り、かっその基準が画一的であることが構造的な問題を生んでいる。人間の知性は、各々

の多様な経験と学習により、特異的に発達することがその本性であるが、現在の知識の経

済システムの上では、従来の物質経済のシステムの原理である集約・排他の制度への準拠

ゆえに、知性によって活躍できるのはごく少数者に限られ、大多数者にとっては、自己の

尊厳への欲求は絶望的に果たされず、その不満と不安は一層高まるものとみられる。

人間の一人ひとりへの尊厳の根拠を知的なものに求める傾向の高まりと、環境との相互

関係性を本質とする人聞の知の固有な成長とは、本来一致するものであり、社会の発展は

その特異性の尊重と促進にかかっている 5といえるのではないだろうか。

4. 知とレジャー

アリストテレスは知を 5つに分け 6、レジャー(スコレー)は、知性・直観とも訳される

そのうちのひとつ、ヌース voucの活動とされる。つまり知的活動とはいっても、今日的

な意味での、技術(テクネー)や科学(エピステーメー)の活動(学習・研究)とは区別されてい

るO

今日に続く技術批判の理論的基点となるのはハイデッガーのテクネー論であるが、ニー

チェーハイデッガーの形市上学批判(反哲学、近代的理性 ratio批判)は、近代社会の基礎に

ある主体 客体関係モデ、ルを離れる、存在そのものの問いへの企てである O 現代社会の危

機を乗り越え、社会に新たな基礎づけをもたらす革新力を、社会を構成するそれぞれの人

間のうちに育てるためには ヌースの活動としてのレジャーの意義を再検討し、その社会

的実現を構想することが必要なのではないか。

知性の活動はーまさに観照的なるがゆえに その真剣さにおいてまさっており、活動それ自身以外
のいかなる目的をも追求せず、その固有の快楽を内蔵していると考えられ(この快楽がまたその活
動を増進する)、かく、自是的・関暇的・人間に可能なかぎり無疲労的・その他およそ至福なるひと
に配されるあらゆる条件がこの活動に具備されているものなることが明らかなのであってみれば、
当然の帰結として、人間の究極的な幸福とは、まさしくこの活動でなくてはならないであろう j ア
リストテレス『ニコマコス倫理学Jl，高田三郎訳，第 10巻第 7章

2 近年では、 KostasKalimtzisの"Aristotleon schole and nous as a way of life" (第 23回 World
Congress of Philosophy(2013)に発表)0 K. Kalimtzisは現代ギリシアの哲学者であり、 "AnInquiry 
into the Philosophical Concept of Schole"， Bloomsbury Academic (2016)を上梓。

3 コンピュータ業界の巨人 IBMは 1992年に約 50億ドルの巨大赤字を計上するも、メインフレーム(大
型コンビュータ)販売中心のビジネスモデルを ITソリューション(問題解決)提供へと転換し再建。

4 例えば意識の統合情報理論 (Integratedinformation theory of consciousness、ジュソオ・トノーニ)
は、主観的な意識経験を脳の物理性を逸脱することなく説明しようとする。

集合的知性」としてピエール・レヴィは論じている。『ポストメディア人類学に向けてJl(2015) 

6 ~ニコマコス倫理学』第 6 巻では、テクネー(技術) TEXV円、エピステーメー(学知)E甘 10T内問、ヌース(直
観)vouc、プロネーシス ψPOVflOIC(実践知)、ソピアー(知恵)LoqJlaの区別が論じられる。
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Pass， Present， and Future: Wor1d Leisure and Recreation 

ODong Erwei [United States Sports AcademY1， Masashi Arakawa [University ofthe Ryukyus1 

Keyword: Trend， World， theme 

Introduction 

Leisur巴is“importantsocial， cultural， and economic force that has great influence on the happiness， we11-beingラ
and life satisfaction of a11 individuals" (Edginton， Degraaf， Dieser， and Edginton， 2006， p. 2). However， leisure is 
different historically in different societies. Leisure class is a notable concept in history ofleisure and recreation. 
In ancient Greece， male citizens had some privileges (leisure class) because they contro11ed slaves' systems and 
women had limited rights of enjoying their leisure. In the U.S.， the first leisure class came from Southem 
plantations owners who had their own properties and controlled slaves. After the Civil War， many people such as 
owners offactories became rich so they sought "extravagance in entertainments and amusements" (Godbey， 
2008). In 1899， American economist and sociologist Thorstein Veblen published a book titled the Theory of the 
Leisure Class which attacked “extravagance in entertainments and amusements" (the leisure class). The 
phenomenon ofthe leisure c1ass actua11y repeatedly appeared in other countries such as Japanese consumers in 
“economic bubble" in 1980s and Chinese tourists' Bakugai in 2010s. Therefore， Veblen's criticism can be used 
to understand the leisure class in other nations. 

U.S. has been the leader ofworld leisure and recreation since the early 20th century. Many in企astructuressuch as 
national parks， inter-state highways， amusement parks， sports facilities create tremendous leisure and recreation 
opportunities. At the same tim久theseleisure and recreation's new concepts greatly influence rest ofthe world. 

After Veblen's book was published in 1899， leisure was first studied by North American scholars. The main 
research topics were studies ofthe family， communities orthe lives ofpeople in specific occupations (Robertsラ
2012). Since then， the scope ofleisure studies is broaden to leisure and society， leisure and health， leisure and 
happiness， leisure and the environment， leisure and the economy， leisure and technology， leisure and tourism， 
leisure and management， leisure and education， leisure and theme parks， leisure and playgrounds， leisure and 
culture and so on 

Howeverうleisureresearch is sti11 relatively new discipline compared with other traditional disciplines such as 
sociology， anthropologyラandgeography. In fact， National Recreation and Parks Association (NRPA)， which is 
basicalIy an association ofparks and recreation in the U.S.， launched America's first leisure researchjoumal-
Journal ofLeisure Research in 1968. In the U.K， first leisure researchjoumal-leisure studies was published in 
1982. Although other countries launched new joumals related to leisure and recreationラonlythree leisure 
joumals including Leisur・eScie町民LeisureStudies， and Journal of Leisure Research are influential in the field. 

W orld Leisure 

As we have indicated aboveラleisurestudies is centered in the U.S. and other English-speaking countries. We can 
not agree that Anglophone-oriented leisure can represent trend ofworld leisure and recreation. To solve this 
problemラWorldLeisure Organization (WLO) has been promoting leisure and recreation globa11y. Founded in 
1952， WLO is“A world-wide， non-govemmental association dedicated to discovering and fostering those 
conditions best permitting leisure to serve as a force for human growth， development and welI-being" (WLO， 
2016). WLO emphasizes meaningfulleisure experience， education， and improving quality oflife which we 
think these three aspects apply for a11 nations. Since 1952， WLO had become an important forum for promoting 
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leisure globally. WLO has regular congresses every two years. Every congress has its main theme. In order to 
better understand how theme fits in each host city and country， we summarized recent 7 congress main theme 
(table 1). 

Year World Leisure 
Location Theme 

Con只ress
2006 10出 Hangzhou (China) Leisure-integral to social， cultural and economic 

devel哩旦旦E
2008 11 th Quebec City (Canada) How do communities adapt leisure to their development? 
2010 12th Chunchoen(Korea) Leisure and id空型ity
2012 13th Rimini (Italy) Transforming city， transforming leisure 
2014 14th Mobile (USA) Leisure: Enhancing the human condition 
2016 15th Durban (South Africa) Challenges， Choic巳sand Consequences 
I 2018 16th Sao Paulo (Brazil) Leisure beyond constraints 

Table 1: W orld Leisure Congress and Th 

In table L we can find each thぽneis right fit for each countrv. For examole‘leisure-integral to social司 cultural
and economic develooment is 2006 Hangzhou's congress's main theme. A decade a立0‘itwas China' s fast 
立1・owthtime. Chinese govemment has been eager to know how ωus巴leisureto be integral to social‘cultural、
and economic development. As a r官sult，host G20 summit Hangzhou reflects one ofpositive outcomes ofthis 
theme. Challenges， Choices and Consεquences is the main theme of2016 Durban congress. As we all know that 
A合icafaces a variety ofproblems. Leisぽ eis an important way to help South A企icansωfacechallenges， have 
right choices， and gain positive consequences. 

Future of leisure research 

Based on leisure research development and world leisure Congress' theme， we recommend four m勾orthemes 
for future of leisure research and development. 
1. Leisure and health 
Study ofParks is primary research interest in North America and sport is the central interest in the U.K 
Although parks and sport research are is linked to health. There are not many research on leisure and health from 
broader scope of leisure activities. As an example， health tourism in Okinawa is an innovative way to study 
leisure and health. Researchers should pay attention to it. 
2. Leisure and technology 
Technology is changing every day. Leisure researchers are lack ofknowledge how to integrate new technology 
into leisure. New technology such as Pokemon Go and smartphones influence people's daily. Researchers 
should conduct research on how these n巴wtechnologies can positively influence people's leisure lifestyle. 
3. Leisure and culture 
Leisure and culture is not a new research topic. However， cross-cultural research on leisure is extremely rare in 
the leisure research. This is partially because leisure has its different meaning in different cultures. AIsoヲleisure
has been traditionally centered in North America. Cross-culturalleisure research will contribute theoretical 
development in leisure research. 
4. Leisure and theory 
Although leisure studies has been researched and written about 80 years， most oftheories came from sociology 
and psychology. The notable leisure theory is leisure constraints theory which is only about two decades. Lack 
of leisure theories has already hampered leisure research development. More leisure theories are needed to be 
estab!ished by leisure scholars. 

In closing， 1964 Tokyo Olympic Games helped Japan building infrastructure for Japanese leisure and recreation 
and creating new middle class. Tokyo will host Olympic Games again in 2020. We look forward to seeing Japan 
use Olympic Games again for its future leisure development. Nowadays， global modemization simultaneously 
creates new middle classes. We hope Japanese leisure will influence印刷reofworld leisure and recreation. 
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2016リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック大会における

ボランティアの参画意識(速報)

片山昭義〔浦和大学総合福祉学部〕

キーワード:オリンピック パラリンピック、ボランティア、参画意識

1 .はじめに

2016年夏、南米初のオリンピック・パラリンピック大会(以下、本大会とする)がブラ

ジル・リオデジャネイロ(以下、リオとする)で開催された。オリンピックは 206の国・

地域から 28種目 306競技に出場選手 10，500人、パラリンピックは 159の国・地域から

22競技 528種目に出場選手 4，342人を集めた大会であった。急速に経済発展しつつあるブ

ラジルにおいて、 2014年のサッカー・ワールドカップ開催に続くメガスポーツイベントの

開催は、全世界の注目を集めるとともに、更なる発展が期待されるイベントであった O

しかしながら、政治不信や経済格差を起因とする園内情勢の悪化、伝染病の流行、開催

都市リオにおける犯罪率の上昇は、大会開催の大きな不安要因となった。

このような状況においても本大会の準備は進められ、ボランティアについては 5万人の

募集に対して、全世界から 30万人の応募があったと言われている。大会運営に関わった

ボランティア達は、どのような目的を持って参加したのか、また参加してどのような成果

を実感したのだろうか。本大会の開催期間を通して現地に滞在したことを機に、ボランテ

ィアに対するインタビューを通してその実際を確認し、 2020年東京大会に向けたボランテ

イアマネジメントの一助としたい。

2. 方法

2-1 現地への渡航機会

2016 年 8 月 5 日 ~21 日(オリンピック期間)及び同年 9 月 7 日 ~18 日(パラリンピッ

ク期間)において、現地に ITokyo2020JAPAN HOUSEJ (以下、ジャパンハウスとする)

が設置された。ジャパンハウスは、本大会を通して、日本を全世界に向けて発信する場と

して、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会が東京都や関係省庁と連携

し主催するもので、 2020東京大会や東京・日本全体を盛り上げる中核として機能すること

が期待される施設である。この中でスポーツ庁は、わが国のスポーツ・レクリエーション

の魅力を最大限発信することを目的として参画し、その業務を公益財団法人日本レクリエ

ーション協会(以下、日本レク協会とする)に委託、日本レク協会の指導者養成課程認定

校である本学の担当者として筆者が現地派遣スタッフとして委嘱され、全期間を通してブ

ラジルへ渡航する機会を得た。

2-2 調査方法

ジャパンハウスのスポーツ庁ブースにおいて、一緒に活動したボランティアスタップで

ある現地の日本人留学生の協力を得て、本大会において公式のスタッフユニフォームを着

用したボランティア 20人に対して、大会会場内や路上にてインタビューを実施した O イ

ンタビュ一時間は平均 20分程度であった。インタビューの内容は手書きのメモで記録し、

当日の夜に共通のフォーマットを用いて整理した。

-136 -



2-3 質問項目

1)回答者の基本情報(名前、年齢、性別、居住地、リオ以外

の場合の滞在先、ボランティアの活動期間、その他)

2)家族の理解

3)報酬(報酬の有無、支給品、食事、交通費、その他)

4)活動内容(役割決定の方法、実際についている役割)

5)ボランティアの選考方法

6)研修内容

7)参加動機

8)メリット(活動して良かったと思えたこと)

9)デメリット(活動していて残念に思えたこと)

10)本大会を通してブラジノレに残った成果(レガシー)

インタピ、ュー風景
3. 結果

主な内容を以下にまとめる O

・居住地については、リオ以外から参加している方が多く、その滞在先はリオ近郊の友

人や親戚宅、もしくは研修等で一緒になったボランティア仲間と共同で家を借りて住

む等であった O その際の費用やリオまでの交通費は一切支給されない。

-報酬については、同じユニフォームを着ていても有償と無償のボランティアが存在す

るが、その数は無償が多数を占めるようである。ボランティアには有償・無償共通し

てユニフォームやノくッグ、活動時間中の食事券、公共交通機関の無料パス、そして活

動するセクションによっては競技の観戦チケットも配布されているようである。

・参加動機は「オリンピックに関わる仕事がしたいJIオリンピックのボランティアが夢

だった」など憧れの活動に取り組みたいということや、「自分の可能性を広げたいJI新

しいことに挑戦したしリなど自身の経験値を高めることが主な動機であった。

・メリットに関しては「世界最高峰のプレイが間近で見ることができたJI選手とコミュ

ニケーションが取れたJI素晴らしいイベントをつくっている一員としての実感」など

様々な意見が寄せられた。

-デメリットとしては「全く問題なし、」とする人がいる一方で、大会事務局のオベレー

ションについて不満を抱く人が多く存在した。

・レガシーについては「交通機関の整備」を挙げる人が多く、「経済が成長JI治安改善j

等が意見として続いた。その他特筆すべき事項として「サッカーだけの国だったが、

様々なスポーツの可能性が見い出せたj との意見もあった。

4. おわりに

今回のボランティアへのインタビューを通して 3点の気付きがあった 1点目は「ボラ

ンティアニ無償」の考え方 o 2点目は「ボランティア自身のモティベーションの醸成J0 3 

点目は「ボランティアのマネジメント(評価の仕組み)Jである O イベントの成否を分ける

ボランティアの活躍を最大限に引き出すことが、次期開催の東京大会においても大きなポ

イントとなるであろう。
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巴三コ
徒歩通園が幼児の生活習慣とそのリズムに及ぼす影響E

0山梨み|ま(早稲田大学大学院) 前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

key words :幼稚園幼児，徒歩通園，生活習慣，運動能力，生活リズム

はじめに

子どもたちが健康的な生活を送るためには、幼児期からの運動あそびが運動機能の発達のみならず、

規則正しい生活習慣づくりに効果的である 1)と報告されている。そのため、夜型化した子どもたちの生

活リズムの改善には、午前と午後の2回、戸外での運動あそびを取り入れて、日中に陽光を浴びながら、

からだを動かす時間を増やすことで、子どもたちに心地よい疲れを抱かせ、夜間には自然に眠たくなる

からだにさせる 1)ことが推奨されている。

身体活動量の一つで、ある徒歩通園が生活リズムに及ぼす影響についての、これまでの研究では、徒歩

通園の幼稚園幼児の起床時刻と朝食開始時刻は、ともに早い 2)と報告され、特に男児において、徒歩通

園児は外あそび時聞が有意に長く、幼児の生活リズムの整調において良い影響をもたらすことが示され

ている。

そこで、本研究では、徒歩通園をしている幼児と車(車，一般交通機関-電車，パス，自転車)で通

園している幼児の生活状況を詳細に比較することで、徒歩通園の生活への影響をより詳細に分析すると

ともに、今日の子どもたちの健康管理上の課題を抽出し それらの改善策を模索していくこととした。

方法

2016年7月に 1都 2県の幼稚園 14園の幼児 1，471人の保護者に対し、幼児の生活習慣に関するアン

ケート調査 2)を実施した。そして、徒歩通園の効果を検討するために、徒歩通園を行っている幼児 (937

人)と行っていない幼児 (534人)に分けて、それぞれの生活状況を比較した。調査の内容は、休養・

睡眠に関するものとして、就刻時刻、睡眠時間、起床時刻、自律起床の有無、運動や余暇活動として、

外あそび時間やTV・ビデオ視聴時間、栄養・食事に関するものでは、朝食開始時刻、朝食摂取状況、

排便状況、カウプ指数などで構成した。

統計処理には、 SPSSver22. 0を用い、徒歩通園の幼児と車通園(車，電車，自転車)の幼児の生活時

間の平均値を比較するためには、対応のない t検定3)を、また、人数割合を比較するためには χ2検定3) 

を行った。

倫理的な配慮としては、研究の目的と方法のほか、調査の回答は任意であること、個人名が特定され

ることはなく、プライパシーは保護されることを調査園および保護者に説明をし、賛同を得た保護者か

ら回答を得て、調査の分析を行った。

結果

1 .就寝時刻

平均就寝時刻は、徒歩通園をしている男児が平均 20時 30分、女児が 20時 34分で、あった。車通園の

男児では平均 20時 33分、女児は 20時 52分となり、徒歩通園児の方が、有意に平均就寝時刻が早かっ

た (pくO.001 ~O. 01，表1)。

就寝時刻の人数割合をみると、 21時以降就寝は、徒歩通園の男児では 34.9%(3歳児) ~54. 5% (6 

歳児)、女児で 45.6%(4歳児) ~70. 2% (6歳児)おり、また、車通園では、男児 50.8%(3歳児)
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~70. 0% (5歳児)、女児で 56.3%(4歳児) ~64. 3% (5歳児)となり、 3歳・ 4歳・ 5歳男児、 3

歳女児において、徒歩通園児の方が車通園に比し、 121時以降」に就寝する人数割合が有意に少なかっ

た (pくO.05~pく0.001，図1) 0

2. 登園時刻

平均登園時刻は、徒歩通園をしている男児が8時32分、女児は8時33分であった。車通園の男児で

は平均8時39分、女児は8時36分であり、徒歩通園児の方が、車通園児に比し、平均登園時刻が有意

に早かった (pくO.001 ~O. 01) 0 

3目外あそび時間

平均外あそび時間は、徒歩通園をしている男児が 1時間 06分、女児は 1時間 01分であった。車通園

の男児では平均 1時間 10分、女児は 58分であった。

外あそび時間別の人数割合をみると、 130分以内」は、徒歩通園の男児で 24.5%(5歳児) ~38. 6% 

(3歳児)、女児で 13.9%(6歳児) ~40. 8% (3歳児)であり、車通園の男児で 30.0% (5 歳児)~

46.3% (3歳児)、女児では 28.6%(5歳児) ~47. 9% (5歳児)となり、 5歳女児において、徒歩通

園児の方が、車通園児に比べて、 130分以内」の外あそび時間の人数割合が有意に少なかった (pく0.001，

図2)。

4目TV.ビデオ視聴時間

平均TV・ビデオ視聴時間は、徒歩通園をしている男児では平均 1時間 33分、女児では 1時間 28分

で、あった。車通園の男児では平均 1時間 40分、女児では 1時間 40分となり、女児において、徒歩通園

児の方が車通園児よりも有意に短かった(pく0.01)。

TV  ・ビデオ視聴時間の人数割合をみると、 11 時間 30 以上~2 時間超」で、徒歩通園の男児では 39.7%

(5歳児) ~45. 5% (6歳児)、女児で 34.1%(5歳児) ~36. 1 % (3歳児・ 6歳児)であり、車通園

の男児では 45.8%(6歳児) ~52. 6% (5歳児)、女児では 40.8%(4歳児) ~47.7% (6歳児)であ

った。 (pく0.001，図 3)。

5. 夕食開始時刻

平均夕食開始時刻は、徒歩通園をしている男児が 18時 16分、女児が 18時20分であった。車通園の

男児では平均 18時24分、女児では 18時28分となり、男児において、徒歩通園児の方が、車通園児に

比して、平均夕食開始時刻は有意に早かった(pくO.01) 0 

表1 通園方法別にみた幼稚園幼児の生活時間 〔平均値(標準偏差)) 

盟¥主¥¥生活¥時間一 就寝時刻 醐時間 起床時刻 朝食開始時刻 霊園時刻 排置時刻 あそび時間 外あそび時間 TV概時間 夕食開始時刻

車通園の幼児 却時おh 10時間04分 6時48分 7時26分 1時39分「 10時36分 1時間48分 1時間10分 1時間40分 18時24分「
(N=268) (49分)榊 (4附 (日分) (28分) (19分)榊 (253分) (89分) (58分) (62分) (43分)持

徒歩通園の幼児 20時30))トー! 10時間07分 1時48分 7時22分 日時32分一| 9時51分 1時間22分 1時間的分 1時間33分 18時16分」
(N=476) (47分) (37分) (35分) (28分) (16分) (226分) (別分) (55分) (61分) (43分)

車通園の幼児 20時間「一|世j7時00分 7時28分 時36分「 11時加分 1時間19分 四分 1時間40if-] 18時28分
(N=266) (41分)料 (34分) (30分) (18知 事件 (262分) (86分) (55分) (74分)材 (39分)

徒歩通圏の幼児 却時34)ドーi 10時間087t• ..J 日時50分 7時24分 1時33分ー| 10時18分 1時間12分 1時間01分 1時間28む !日時20分
(N=461) (46分} (3扮) (45分) (27分) (2扮) (244分) (82分) (46分) (71分) (108分)

** . pく0.01 *** pくO.001 
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考察

就寝時刻は、徒歩通園の幼児の方が、事通園の幼児より有意に早く、睡眠時間は、女児において徒歩

通児の方が車通園児より有意に長かった。徒歩通園児は、登降園の徒歩により身体活動量が増えている

せいか、夜ははやく寝ついている傾向にあった。夕食開始時刻においても、男児は徒歩通園児の方が、

車通園児よりも有意に早かった。先行研究から、夕食開始時刻が早いと、就寝時刻が早まる 1)ことが分

かつており、徒歩通園により身体活動量が増え、夕食時に食欲もでて、よく食べ、心地よい疲れを感じ

ながら、就寝している可能性が考えられた。

外あそび時間の人数割合は、 5歳女児において、車通園児と比較して f30分以内」の外あそびの人数

割合が有意に少なかったことから、徒歩通園により、身体活動量が多くなることが考えられ、午後2時

頃の降園時に、徒歩にてからだを動かしていることから、心地よく疲れて生活リズム整調に好影響を及

ぼし 1)ていることが推察された。先行研究によると、 15時から 18時に汗をかくくらいの運動が、ホル

モンの分泌バランスや、自律神経機能や体温の調整機能を尤進させる 1)ことが報告されている。午後2

時から 3時頃にかけての降園時の徒歩通園が、空腹を促し、夕食をしっかり食べて、良好な睡眠につな

がり、幼児の心身の健康づくりに寄与している可能性のあることが考えられた。

また、徒歩通園によって、外あそびへの興味や関心が深まり、からだを動かして遊ぶことの楽しさを

味わうきっかけづくりとなる環境になっていると考えた。一方、 TV・ビデオ視聴時間も、女児におい

て、徒歩通園の方が有意に短かく、徒歩通園により親子の会話やふれあいが多くなることも期待された。

徒歩通園により、外あそびが誘発され、空腹を促して、早めの夕食を摂り、夕食後は、心地よい疲れで

寝つくことができ、朝は早めに目覚めて、早めの朝食をとることができるようになることが考えられた。

これらのことから、徒歩で通園できない幼児においても、集合のバス停まで歩いたり、自宅へ帰った

あとに散歩をしたり、公園に立ち寄って遊んだり等して、外あそびへの興味を喚起し、身体活動量を増

やすことが求められよう。

まとめ

徒歩通園をしている幼児と車で通園している幼児の生活状況を詳細に比較するために、 2016年7月に

1都2県の幼稚園の幼児 1，471名の保護者を対象に幼児の生活習慣に関するアンケート調査を実施した

結果、

(1)徒歩通園児は、車通園児より、平均就寝時刻が有意に早かった。また、女児において、平均TV・

ビ、デオ視聴時聞が有意に短かった。

(2 )外あそびにおいて、徒歩通園をしている 5歳児女児は、車通園児より、外あそびが f30分以内」

の人数割合が有意に少ないとしづ結果であったことから、徒歩通園児は、車通園児よりも、外あ

そびの時聞が長く、また、徒歩通園と外あそびへの参加により、身体活動量が増えていることが

示された。

文献
1 )前橋 明 日本の幼児体育の振り返りと幼児体育のねらい，幼児体育学研究7 (1)， pp. 3 -8， 2015. 
2) 前橋 明・資料1 f幼児の生活調査へのご協力のお願いJ，食育学研究3 (2)， pp. 28-29， 2008. 
3) 山梨みほ・前橋 明:徒歩通園が幼児の生活習慣とそのリズムに及ぼす影響，子どもの健康福祉研究
25， pp.47-52， 2016. 
4) 山内光哉:心理・教育のための統計法(第2版人サイエンス社， pp. 83-85， 2007. 
5)松尾瑞穂・前橋 明:沖縄県における幼児の健康福祉に関する研究，運動・健康教育研究 16(1)， 
pp.21-49， 2008. 
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巨三ゴ
広島市幼児の余暇活動の実際とその課題

ーテレビ・ビデオ視聴時間の長さに注目してー

O小石浩一〔早稲田大学大学院〕 前橋 明〔早稲田大学人間科学学術院〕

キーワード:広島県，保育園幼児，余暇活動，テレビ・ビデオ視聴時間，体力・運動能力

はじめに

早稲田大学前橋研究室(子どもの健康福祉学)では、わが国の子どもたちの生活習慣調

査 1)を広域で行い、遅寝・遅起きで短時間睡眠 2)や朝食の欠食、登園前に排便を済ませ

ないことや、テレビ・ゲームやインターネットに費やす時間の増加などによる生活習慣の

乱れた子どもたち 1~引を確認し、それらの改善方法を模索してきた O これらの乱れは、

日本全国の様々な地域で確認されており、生活リズムの乱れを規則正しくする 1つの方策

として、日中に圏内で行う運動あそび 1)の必要性が叫ばれている O

また、小学生や中学生における体力・運動能力の低下は、わが国の深刻な問題 4)となっ

てきているが、その背景に、日常的な身体活動量の減少や幼児期における運動あそびの不

足 4)などが指摘されている。その原因として、テレビやビデオの視聴時聞が長くなり、動

かない生活パターンになっていることや、夜更かしをして睡眠不足の幼児が増えているの

ではないかと考えた。

そこで、本研究では、 4~6 歳の幼児の生活習慣と体力・運動能力の調査・測定の結果

から、近年の幼児の生活習慣や体力・運動能力の特徴を分析するとともに、テレビ・ビデ

オ視聴時間の増加に伴う子どもたちの健康管理上の課題と、その対応策について検討する

こととした。

方法

2015 年 9 月 ~12 月に、広島県広島市内の保育園 18 園に通うし 137 名( 4歳児 398名・

5 歳児 433 名・ 6 歳児 306 名)を対象に、午前 9 時 30 分~ 11時の間に、体格、体力・運

動能力の測定を行った。あわせて、その保護者に対し、幼児の月齢や性、ならびにテレビ・

ビデオ視聴時間や就寝時刻などの生活習慣の実態を尋ねるアンケート調査を実施した O

統計処理は、 SPSSver.22を用いて、 2群の平均値の差を検討するために t検定を用いて

検討した。また、テレビ・ビデオ視聴時間の中央値(1時間 30分)を算出し、それより短

い短時問視聴群(1時間 30分未満)と、それ以上の長時問視聴群(1時間 30分以上)の

2群にわけで生活状況を比較・検討した O さらに、生活時間相互の関連性は、相関係数 (r)

を算出して分析し、 0.1%水準で 2変量の聞に中程度以上 6)の相闘がある Ir I孟O.3のもの

を抜粋した。

倫理的目慮

倫理的な配慮、としては、調査・測定の目的と方法のほか、調査の回答は任意であること、

個人名が特定されることはなく、プライパシーは保護されることを、調査園や保護者に説

明をし、賛同を得た保護者からの回答と実施した体力・運動能力の測定結果を集計・分析

した(早稲田大学倫理審査許可番号 2016-NH-012)。

結果

広島市保育園幼児の帰宅後のあそび内容を表 1に、テレビ・ビデオ視聴時間別にみた生

活時間および体力・運動能力を表 2に、幼児の生活時間相互の関連性を図 1に、それぞれ

142一



示した。

1 .保育園からの降国後のあそび

帰宅後のあそびの種類で、男児は全ての年齢で「テレビ・ビデオ」が 1位で、「ブロック

あそび」が 2位、女児では全ての年齢で「お絵かき」が 1位で、「テレビ・ビデオ」が 2位

であった(表 1)。

2 夕食開始時刻:平均夕食開始時刻をみると、短時間視聴群は 19時 10分、長時間視聴

群は 19時 16分であった(表 2)。

3 就寝時刻 平均就寝時刻をみると、短時間視聴群は 21時 30分、長時問視聴群は 21

時 35分であった O

4 睡眠時間:平均睡眠時聞をみると、長時間視聴群は 9時間 15分、短時問視聴群は 9時

間 24分であった。長時問視聴群の平均睡眠時間は、短時問視聴群に比し、有意に短かった

(pくO.05) 0 

5 起床時刻:平均起床時刻をみると、長時問視聴群は 6時 50分、短時間視聴群は 6時

54分で、短時問視聴群は有意に早かった (pく0.05)0

6. 朝食開始時刻:平均朝食開始時刻をみると、短時間視聴群は 7時 14分、長時間視聴群

は 7時 18分で、短時問視聴児の方が有意に早かった (pく0.01)。

7 排便時刻:平均排便時刻をみると、短時間視聴群は 13時 21分、長時間視聴群は 13

時 37分であった。

8目降国後の外あそび時間.降園後の平均外あそび時間をみると、長時問視聴群は 20分、

短時間視聴群は 28分であった。

9 両手握力:平均両手握力値をみると、短時間視聴群は 10.2kg、長時問視聴群は 10.5kg

であった。

10. とび越しくぐり とび越しくぐりの平均時間をみると、長時問視聴群は 24.4秒、短時

問視聴群は 26.5秒であり、両群の聞に有意な差が認められた (pくO.05)。

11. 25m走 平均 25m走のタイムをみると、短・長時間視聴群ともに 7.3秒であった。

12.立ち幅跳び.平均立ち幅跳びの跳躍距離をみると、短時問視聴群は 87.8cm、長時間視

聴群は 90.8cmであり、両群の聞に有意な差が認められた (pく0.05)0

13ボール投げ:平均ボール投げの投距離をみると、短時間視聴群は 5.1m、長時間視聴群

は 5.4mであった O

14.生活時間相互の関連性

テレビ・ビデオの視聴時間別に、幼児の生活時間相互の関連牲を検討した結果、 1%水

準で有意な関連性がみられ、かつ、 2変量の聞に中程度以上白)の相関関係がある Ir IミO.3 

のものを抜粋すると、短時間視聴群では、就寝時刻と睡眠時間 (r二一O.58)、就寝時刻と起

床時刻 (r二0.44)、就寝時刻と朝食開始時刻 (r=0.37)、就寝時刻と夕食開始時刻 (r=0.38)、

就寝時刻と排便時刻 (r二O.35)、睡眠時間と起床時刻 (r=0.47)、睡眠時間と朝食開始時刻

(r三O.33)、起床時刻と朝食開始時刻 (r=0.74) の聞に有意な関係性がみられた(図 1)。

また、長時間視聴群では就寝時刻と睡眠時間 (r二一0.61)、就寝時刻と起床時刻 (r二0.42)、

就寝時刻と朝食開始時刻IJ (r=0.35)、就寝時刻と夕食開始時刻 (r=0.40)、就寝時刻と排便

時刻 (r=0.31)、睡眠時間と起床時刻 (r二O.45)、睡眠時間と朝食開始時刻 (r=0.45)、起床

時刻と朝食開始時刻 (r=0.92)、起床時刻と排便時刻 (rニO.36)、朝食開始時刻と排便時刻
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表2保育園幼児の1日のテレビ・ビデオ視聴時間別にみた生活時間と体力・運動能力(広島市内18保育園児， 2015年9~12月) 平均憧(標準偏差)

¥ ¥ ¥ ¥ 子レピ'ビデオ視聴時間 夕食開始時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 朝食開始時刻 排便時刻 外あそび時間

A群 19時10分 21時30分 9時間24分 6時54分 7時14分 13時21分 28分
生 (N=569) (37分) (34分) (36分) l (28分) l (27分)一 (347分) (27分)
活
時

9時間1判*6時50分J* *本
間 B群 19時16分 21時35分 7時18分 13時37分 20分

(N=568) (33分) (35分) (35分) (26分) (26分) (354分) (14分)

¥ ¥ ¥ ァレピzビデオ視聴時間 両手握力 とび越しくぐり 25m走 立ち幅跳び ボール投If

体
A群 10.2kg 26.5秒 7.3利P 87.8cm 5.1 m 

力
(N=569) (3“9kg) ( 13.8秒)一 (0.9秒) (17 .8cm)一 (2.3m) 

運
動 * * 
能 B群 10.5kg 24.4秒 7.3秒 90.8cm 5.4m 

力 (N=568) (3.3kg) ( 11.3利>)一 (1.2秒) (45.4cm)一 (3.1 m) 

※A群テレビ幽ビデオ短時間視聴群(1時間30分未満)
B群テレビ・ビデオ長時間視聴群(1時間30分以上)

テレビ・ビデオ視聴時間
1時間 30分来満

13時21分

仁宣ヨ (N=5691 

図 1 保育園幼児の生活要因(時間)相互の関連性

A"S群聞の差 *pく0.05. *本p<O.Ol

19日寺16うす

テレビ・ビデオ視聴時間
1時間 30分以上

13時37分

四
び
四

-
そ
岡
田
川

-
あ
時
四
E

-
外
開 (N=5681 

(2015年度広島市保育園4-6歳幼児)
pく0.001， Irl孟0.3のもののみを抜粋[数値は、平均値と相関係数 (r)) 

(r二O.36) の聞に有意な関連性がみられた。

考察

広島市の保育園に通う 1，137名の幼児の降園後のあそび内容は、テレビ・ビデオ、お絵

かき、ブロックあそびが上位を占めており、静的なあそびが多かった。つまり、保育園幼

児は帰宅後に動的なあそびをすることが時間的に難しく、降園時の散歩や室内でからだを

動かす環境づくりが必要ではないかと考えた。からだを動かすことは、幼児の身体活動量

を増加させ、体力を高めるだけでなく、夜には心地よい疲れをもたらすことから、運動量

を確保するには、日中の保育園生活時間内での運動や運動量を増やすあそびを取り入れて
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いく必要があるのではないだろうか。

次に、テレビ・ピデオ短時間視聴群の幼児は、長時問視聴群の幼児よりも降園後の外あ

そび時聞が長く、夕食開始時刻が早く、就寝時刻が早かった。このことより、短時間視聴

群は、テレビ・ビデオの視聴時聞が短い分、長時間視聴群よりは帰宅後にからだを動かす

ことができるものと推察した O しかしながら、両群ともに、夕食開始時刻が 19時 10分を

超えており、健康のためにはもう少し早めに食事を摂るように改善することが求められよ

う。本調査の対象児では、テレビ・ビデオの視聴時間の長さにかかわらず、就寝時刻は 21

時 30分以降となっており、理想とされる 21時前就寝 5)がなされていなかった。このこと

は、平均就寝時刻が遅く、 9時間 30分に満たない短時間睡眠につながり、注意・集中の困

難さやイライラ 5)を訴えやすくなるため、就寝時刻を早めるための改善が必要であろう O

体力・運動能力面においては、短時間視聴群と長時間視聴群では、とび越しくぐりと立

ち幅跳びで、 1%水準で有意な差がみられたが、全体的には長時間視聴群の方が良い結果

となったことから、 1日のテレビ・ビデオの視聴時間の長さだけが、幼児期の体力・運動

能力に関して、直接的な誘因とはならないのではないかと推察した。

以上より、短時問視聴群の子どもほど、生活時間において規則正しい生活に近づいてい

るため、保護者はわが子のテレビ視聴時間を短くし、外あそびを習慣化させることが就寝

時刻を早めるためには効果的ではないだろうか。また、園では、保育者が圏内で行う運動

あそびを充実させ、子どもたちにあそびの内容を教えていくことが求められよう。

まとめ

保育園 4~6 歳児 1 ， 137名の生活習慣調査と体力・運動能力テストを実施し、 1日のテ

レビ・ビデオ視聴時間別に分析をした結果、 (1)短時問視聴群の幼児の平均就寝時刻は

平均 21時 30分であったが、長時間視聴群は平均 21時 35分で遅い就寝となっていた o( 2 ) 

体力・運動能力面においては、短時間視聴群が長時間視聴群よりも優れているとは言えな

かった。

以上より、帰宅後のテレビ・ビデオ視聴時聞が生活時間に影響を与えていたため、テレ

ビ・ビデオの視聴時間を少なくして、生活の中にからだを動かす習慣を取り入れていくこ

とが、規則正しい生活リズムに整えていくことを可能にしていくと言えよう O また、圏内

での運動あそびを充実させ、日中に身体活動量を増やすことが、生活リズムの向上のため

には急務であることを確認した O
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巨三コ
自然ミ元韮てJミをど 3乞え二る--^-白勺苦手主参事nこ関す一る石牙ヲE

自然を遊ぶということに着目して

清水一巳[千葉敬愛短期大学]

キーワード・自然遊び、体験活動、問主観性、

1 .はじめに

近年、体験活動の在り方について議論される中、平成 19年の中央教育審議会の答申以

降、平成 25年の答申においても[体験Jとは「体験を通じて何らかの学習がおこなわれ

ることを目的として、体験する者に対して意図的・計画的に提供される体験」という捉え

方がなされてきている。ここで言う体験活動の内容は、生活・文化体験活動、自然体験活

動、社会体験活動の三つに分類されている。子どもの自然遊びを取り巻く環境としても、

この自然体験活動の考え方の影響は大きいと考えられる。自然や人とのかかわりとして(平

成 25年答申)、「自然や人とのかかわりの中で命の尊さについて学ぶことができる」、「教

育的視点に裏打ちされた自然や文化などに触れる幅広い体験が必要である」と述べられて

いる O また、ここでは自然体験が豊富な大人ほど、意欲関心が高いという調査をもとに体

験活動の効果とされている O

このように、近年では(自然)体験活動が政策的に推進されている一方で、「自然体験活

動の実施率は学年が上がるにつれて減少しており、またほとんどの活動に関して、ここ 5

年間で減少傾向にある」という実態調査の結果が報告されている。

この減少しているのは、「学校の授業や行事以外Jでの体験活動であることも注目してお

かなければならない点である。学校教育の枠組みでの体験活動の推進が、それ以外での体

験活動に影響しているということが考えられないだろうか。

その為には、実証的な調査が必要とされてくるが、本報告では、学校教育の枠組みで提

供される体験(何らかの学習が行われることを目的として提供される体験)と、それ以外

の体験(自然で遊ぶ体験)とを分けるものがどこにあるのか検討することで、減少傾向に

ある自然体験活動の環境づくりの方向性を見出していくことを目的とする。

2. 社会学的研究の対象としての自然体験活動

これまで自然体験の範障にある「野外活動」や「キャンプ活動Jについての様々な実践

や研究報告がなされている。原口氏(2004) や小池氏(1999)、石井氏 (2014) の実践報

告では、自然体験活動をとおして、「自然との関わり」や「自然の中での人との関わり」、

「遊び文化の継承I といった活動の中で、子どもの主体的選択や自由性といったものの重

要性を再認識している O しかし、原口氏が課題と揚げるように、参加者が限定的で活動の

広がりがみられないという問題がある。

また、近年の野外活動の教育的意義についての報告をみるど、小泉氏ら (2013) や池田氏

(2010) のように生活域の自然の観察・体験による「自然への気づき」が必要であるとさ

れている。

野井氏ら (2013)や平野氏ら (2002)は野外活動の生体へ及ぼす影響を明らかにしている。

また、叶氏ら (2000) キャンプ活動、特に出会いのころや雪洞泊という高い不安のプログ

ラムを通して、友人コンピテンスや状況的な効力感を培うという心理的な効果を明らかに

している。
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このように野外活動の経験が参加者(子ども)に及ぼす影響は、生理的、心理的側面にお

いて、その効果が示されてきている。安波氏 (2005) は、さらにキャンフ0 ・プログラムの

タイプにより、自然体験効果に違いがみられ、その中でも「アウトドア・スポーツ活動」

は I他の全てのプログラムタイプよりも有意に高い効果が認められたJという O

しかし、このように野外活動を細分化し、プログラム種別の効果というものは、前述の実

践報告において重視されている子どもの主体的選択や自由性の体験の次元とは異なるもの

であるといえる O 自然という「いま、ここ」での体験を再現することの難しさがあり、自

然の中での活動は、日常生活における生活活動のように、行為を分割して捉えることがで

きないのが自然体験活動といえるのではないだろうか。それぞれの活動種別という枠組み

よりも、どのように活動(自然)に関わっているのかその意味を捉える必要がある。

住田氏 (2014 、 p.265) は、子ども社会学の研究対象としての子どもは í~子ども世界』

と『大人世界」という二つの領域に分けて考えることができる」として、それらを「独立

変数の領域と従属変数の領域である」とみている。また、「子ども世界の中での子どもとい

う独立変数の領域での研究はきわめて少なしリと指摘している。

本報告でとりあげる対象は 大人世界によって企画された「子どもキャンプ」というも

ので、その中での「自然」と関わる「子ども世界J(子どもを独立変数とした関係)と、「大

人世界I における「自然」との関わり(子どもを従属変数とした関係)となる。

3. 子どもキャンプにおける自然を遊ぶというコト

子どもの自然遊びという体験がどのような意味を持つのか、自然遊びを自然体験活動と

して位置づけて考えていく事が可能かどうか、事例を元に検討を進めていく。ここで、矢

野氏の体験と経験の捉え方が参考になると恩われる。矢野氏は、「教育を『発達としての教

育」と『生成としての教育』の二つの次元から成立しているものとみなす必要がある」と

指摘する O このこつの次元のもとになるのが「経験j と「体験」と位置付けている。子ど

もキャンプという I大人世界」で企画された活動の中での「体験」の可能性について読み

取る作業を行っていく。

①生き物を捕まえるということ

虫を捕まえるというコトに遊びが成立するか。

②繰り返される虫(生き物)のベット化

虫を取るというコトとは、子どもにとっては何匹捕まえたか、という量的満足感が優勢

を占めている。虫が死ぬということにたいする道徳的価値観の形成について O

③暗閣を歩くということ

1 )野外紙芝居による、ファンタジーと現実のつながり

2 )冒険というファンタジーによる暗闇という現実世界への侵入

「こと j としての自然との関わりとして、「暗闇の冒険j をあげることができる O ここに

は、一足先も見えない暗闇が広がり、不安や恐怖感がつよくなるところであるが、「冒険J

という未知のものを発見すること(行為)としての環境として、自然による暗聞は、 I未知

なるもの」をつくりだしてくれる環境といちづけることができる。

*当日発表資料にて、分析対象の詳細資料、参考・引用文献を提示させていただきます。

月

i
A
斗
A

旬
E
よ



巨三コ

着地型観光における見どころのイメージ形成に関する研究

流山景観フォーラムにおけるワークショップ事例一

士屋 薫[江戸川大学]

キーワード:価値発見、偶有性 ナビゲーション、レディネス形成

1.はじめに

目的地への最短時間ないし最短距離での到着とそのための経路探索を志向す

ることは、基本的にポストマスツーリズムのあり方とは相容れない O 正確に言え

ば、マスツーリズムからポストマスツーリズムへの移行段階において、「マス」

を「出し抜く Jかたちで個人や小グループのニーズを満たすためであるならば、

こうした姿勢には意味がある。だがしかし その土地の価値を享受するために、

ゆったりと時間をかけ現地を誼遥して噛み締め、想定外の状況やハプニング自体

をも受け入れながら旅を楽しむには、最短時間や最短距離の経路探索という方向

性は馴染まない。レジャーを語源からとらえる議論の観点からも、旅は特定の目

的に縛られない範轄の活動に位置づけられる

こうした立場の先行研究として、「目的地に向かうプロセスを楽しむ、すなわ

ち寄り道を楽しむ」ことを目指したシステム提案がある(仲谷・市 )112010)。こ

れは旅行当日における「移動支援システム」と、その前段階における(すなわち

旅行前の) rイメージ形成システム」の 2っから構成されている。ここでの論点

はシステムが観光地における「偶然の出会いを誘発できるか j となっているが、

重要なのは必ずしも I偶発性の高さ」そのものではないだろう ο 偶然出会ったも

のの中に自分の認知と重なりつつ、重ならない部分もあり、その部分が自分の認

知に新たな地平をもたらしたとき、偶然は「発見」として意識されるのではない

だろうか。でなければ、偶然出会ったものの、何の意識もされないままただ通り

過ぎ、その存在自体忘れ去られていくことになる。

ナビゲーションの視点に立てば、一般的に「寄り道」と呼ばれる行動は、現在

地と本来のゴールへのルートを把握した状態で、プロセスのプランニングを再編

成することである O それは偶然を意識的に取り込むことを意味する。それにはあ

らかじめレディネスを獲得しておく必要があるのではないだろうか O

したがってここでは、「偶然を意識的に取り込む」しくみづくりの上でレディ

ネス形成が果たす役割について、千葉県流山市で行った実験的な試みから報告し

たい。

2. 事例概要

事例として取り上げるワークショップは、千葉県流山市を拠点に活動する NPO

法人流山景観フォーラム(以下、流山景観フォーラム)が 2回実施したものであ

るが(2015 年 11 月 21 日((土》および 2016 年 2 月 6 日《土》、 13:15~16:45) 、

1回目の参加者が市議会議員を含むクローズドなものであることと、手法が同ー

のものであることから、ここでは第 2回目のワークショップを取り上げる。
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流山景観フォーラムは、 2005 (平成 17) 年に流山市都市景観形成基本計画策

定に関与した「流山景観デザイン市民協議会」のメンバーであった市民有志が発

足させた「流山景観デザイン研究会」を母体として、 2008 (平成 20) 年に NPO

法人化された組織である。

このワークショップは、流山景観フォーラムがその活動の一環として、 2011

(平成 23) 年から 2013 (平成 25) 年にかけてのべ 3回、一般市民から募集した

「ながれやま景観 100選」の写真計 210点から選定された 106点を利用したもの

である。この「ながれやま景観 100選」は、自然景観 12点、まちなみ景観 44

点、歴史的景観 45点、失われた景観 3点、文化的景観 2点から構成されている O

会場は江戸川大学(B棟 5階 B502教室)、参加者は、一般 10名、流山景観フ

ォーラム会員 5名、大学生 3名の計 18名で、この 18人を 6人ずつの 3グループ

に分かれて作業をしていただいた。

今回のワークショップは、「ながれやま景観 100選」の写真を利用して、つく

ばエクスプレスの流山セントラルパーク駅周辺を対象地区として、その周辺の散

策路を策定することを目的とした O 発表者は全体の企画・進行を行った。

3. ワークショップの流れ

ワークショップは以下の意図で設計された。すなわち、まず「ながれやま景観

100選 j に選ばれた市内のバリエーションに富んだ景観の中から、自分の心の琴

線に触れた写真を意識する。そして、自分のイメージをハッキリさせた上で、そ

れと近いイメージの場所を対象地区内の写真群から探す。最後に、選ばれた写真

のポイント情報を用いて、電子地図上で散策路としての最適経路を策定する O

具体的には、以下の 5つのプロセスとなる。

1) 1ながれやま景観 100選 J のスライド映写

2 )グループワーク 1 市内全域のイメージの確認

3 )グループワーク 2 市内全域のイメージの整理

4) グループワーク 3 対象地区へのイメージの変換

5 )グループワーク 4 電子地図による最適な散策路の決定

1)は、テーマとコメントを載せた印刷資料を配布するとともに、大型スクリ

ーンにプロジェクタで写真そのものを投影した O 事前に印象に残った写真につい

てメモを残しておくようにお願いした。 2) では、自分のイメージに残った写真

(すなわち景観)について、 635法にて言語化・カード化していただいた(6人

で 3個のコメントを 5分間毎に「回し書き j していく方式なので、 30分間にグ

ループ毎に最大 108の情報がカード化されたことになる O 図 3)0 3) では、言語

化された情報をもとに、 K]法を参考にしながら、グループ内でのイメージをい

くつかに分類し、それにタイトルをつけていただいた(図 4)0 4) では、そのタ

イトノレに近いイメージを持つ写真を、あらかじめ撮影しておいた対象地区内の写

真の中から選んでいただいた。 5) では、選ばれた対象地区内の写真を通る形で

移動経路としての散策路を電子地図で視覚化したのち補正し、情報共有のため各

グループの散策路を発表した (GoogleMapのマイマップ機能を利用、図 5)0 
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図 1流山景観 100選 図 2歴史的景観赤城神社

出典流山景観フォーラムホームページ

h tto ・//nkeikan. blogsp ot. i p/ h tto:/ / ado bea 5 9 8. wixs iti) • com/ohotoe-ra 0 h V. bloe-.1 

図 3 カード化の様子 図 4 イメージ整理の様子 図 5 発表会の様子

4. ワークショップの評価と振り返り

今回のワークショップ参加者に対して終了後にアンケートにご協力いただい

た。 18名中、回答いただいたのは 13名で、回収率は 72.2%となる。

回答者のプロフィールは、性別が「男性 6名・女性 4名・無回答 3名 I、年齢

が I50歳代 1名・ 60歳代 4名・ 70歳代 8名」となっている O 今回のワークショ

ップ開催に関する情報入手は「流山景観フォーラムからのお知らせ 6名・友人知

人から 6名・無回答 1名 j であった。インターネット(流山景観フォーラムのホ

ームページや Facebook等)やその他(掲示物等)からの情報入手が無かったこ

とと、参加者の年齢構成より、一般からの「飛び込み」の参加者不在を伺わせる O

「ながれやま景観 100選 J の存在については、「知らなかった O・存在は知っ

ていたが写真を見たことはない 6・見たことがある 5・無回答 2J となっており、

一般市民に十分に公開されているとは言い難い。

また日常的に散歩をしているか尋ねたところ 「いつもしている 7・ときどき

している 4・あまりしていない 2・していない OJ となった。それから、自分の

歩くコースに対する満足度は、「満足している 1・ときどき違う道を歩いてみた

い 4・折にふれて違う道を探している 7・飽きている OJ という結果であった。

今回のワークショップの内容について 5件法で聞いたところ、「よくわかった

2・だいたいわかった 8・どちらでもない O・ややわかりにくい 2・わかりにくい

1 J という回答を得た。

自由回答では、「説明の時間が少なすぎる JI日頃やっていない知的な作業だっ

たが集中してやることで疲労感もなく最後までやることができた JIなかなか分

類できない意見も多いが、ある意味、発想、の転換につながり、いい刺激になった」

I 40 年以上住んでいるがワークショップや講座でさまざまなことを知った」と
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いったご意見をいただいた。

ワークショップ冒頭における作業の流れに関する説明の中で、作業の目的とし

て、以下の 3点、1) iながれやま景観 100選」の存在を知ってもらうこと、 2)

一例として「ながれやまセントラルパーク駅 j を起点・終点とする散策路を考え

ること、 3) i発見」を促すために一度現地から離れて流山全体の印象的な景観ま

でイメージを拡げ、もう一度現地のことを考える取り組みであること、を強調し

たが、自由回答を見ると、参加者全員に周知しきれたとは言えない O 作業途中で、

「こんな面倒なことをやらずとも、この周辺の見どころは決まっているのだから、

駅に近い方から順番に見ていけばいい」という意見も聞かれたからである。

図 6 グループ Aイメージ図 図 7 グループ Bイメージ図 図 8 グル}プ Cイメージ図

覇軍 A …φ ょぷ 麗 ι叩均ぷ:ぷゃいバ 聞

図 9 グループ A散策路案 図 10 グループ B散策路案 図 11 グ/レ」プ C散策路案

5. まとめ

抽象度の高い作業が多かったにもかかわらず肯定的な意見が多かったのは、散

歩コースを模索する、すなわちレディネスの形成されている参加者が多かったか

らだと考えられる。またこの手法で、多様なニーズに対して、参加者に情報交換

を促しつつ、多様な答えを提供できる(図 9・図 10・図 11)ことが確認できた。

最後に、こうした機会をいただいた流山景観フォーラムに御礼申し上げます。
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日本レジャー・レクリエーション学会 第46回学会大会

ポスタ一発表演題

1O:00~11: 1O ポスタ一発表会場 (101号館 205教室)

P-l 伝承遊びを受け継ぐ取り組み一けん玉遊びの教育的効果一

仁藤喜久子(仙台白百合女子大学)

P-2 幼児期におけるコオーディネーション能力の特徴

長岡雅美(武庫川女子大学)

P-3.狭い条件化の園庭におけるピオトープ造成による生き物の変化及び園児への影響

0笠松洗希・町田玲子・麻生恵(東京農業大学)

P-4.農村景観を教育素材とした食農教育のフ。ログラム開発一成城幼稚園を事例として

0柴田裕貴・町田玲子・麻生恵(東京農業大学)

P-5.新潟県小千谷市における小学校児童の余暇時間の費やし方と生活習慣

O山本拓実(早稲田大学人間科学部)・前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

P-6.子どもの水辺活動時の安全教育に関する一考察~引率者と安全装置に着目して~

0横山 誠・船越達也・山口直範・後和美朝(大阪国際大学)

P-7.寝屋川市 I青少年の居場所jの現状と課題

玉井久実代(大阪国際大学)

P-8. 障がい者ダイビングのレクリエーション効果~障がい者と健常者の比較~

0喜瀬真雄(琉球大学大学院 医学研究科 衛生学・公衆衛生学講座)・荒川雅志(琉球大学大学院

観光科学研究科)・加藤淳一 (NPO法人美ら海振興会)・木村純(名桜大学 人間健康学部看

護学科)・高屋優(琉球大学大学院観光科学研究科)・松田葉子(琉球大学大学院 医学研究

科衛生学・公衆衛生学講座)・松田 翼(琉球大学大学院 医学研究科衛生学・公衆衛生学講

座)・高江洲アヤ子(琉球大学大学院 医学研究科 衛生学・公衆衛生学講座)・青木一雄(琉球

大学大学院 医学研究科衛生学・公衆衛生学講座)

P-9. レクリエーション実技が大学生の自己肯定意識 友人関係およびコミュニケーション能力に及ぼす

影響

O奥村宗鷹(関西大学大学院)・松尾純子(関西大学非常勤講師)・涌井忠昭(関西大学)
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P-I0 産後のマイナートラブ、ル改善一骨盤底筋群に着目してー

0松永須美子(南九州短期大学)・松永 智(宮崎大学)

P-l1.地域高齢者における社会的交流頻度と精神的健康との関連について

0三宅基子・木村みさか(京都学園大学健康医療学部)・亀岡スタディグ、ルーフ。

P-12. 高齢社会の世代間交流活動のあり方~多世代交流のツールとしてのカルタづくりから~

0須賀由紀子(実践女子大学)・酒巻由佳(日野市役所)

P-13.総合型地域スポーツクラブの社会資源としての価値向上に向けた取り組み

0岸本記子・座間味洋貴(公益財団法人沖縄県体育協会)・図師里佳・荒川雅志(琉球大学大学院)

P-14. スクーパ・ダイビングによるレクリエーション効果

0加藤淳一 (NPO法人美ら海振興会)・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)

P-15. レジャー・スポーツの実施環境に対する評価、参加者満足及び行動意図の関連性に関する研究

-suP (スタンドアップパド、ルボード)を題材として
0平野貴也(名桜大学)・合志明倫(東海大学)・宮崎 景(アクアティック)

P-16.登山道における所要時間に関する基礎的研究

-GPSおよびSNSのビッグデータを活用した実態の把握を試みる

0中村哲郎(東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 自然環境保全学研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-17.登山道の施設整備の実態に関する比較研究

0関口史佳(東京農業大学 地域環境科学部 造園科学科 自然環境保全学研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-18.保健指導型ヘルスツーリズム「宿泊型新保健指導プログラム(スマート・ライフ・ステイ)Jの事業

化に向けた検討

O高屋優・荒川雅志(琉球大学大学院)、中村誉・栄口由香里・松下まどか・野村恵里・

早瀬智文・安田実加・村本あき子・津下一代(あいち健康の森健康科学総合センター)、

矢部大介(関西電力病院糖尿病代謝内分泌センター)・小熊祐子(慶磨、義塾大学スポーツ医学研究

センター)・佐野喜子(神奈川県立保健福祉大学大学院)・樺山 舞(大阪大学大学院医学系研究

科)・八谷 寛(藤田保健衛生大学医学部)

P-19. ドライパーからみたやまなみハイウェイの景観特性に関する研究

0金子 晶・麻生恵・町田玲子(東京農業大学)
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P-20. 災害時要援護者における避難体制の課題とあり方に関する一考察~ホテル火災避難訓練をもとにし

た検討~

O豊見山佐妃・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)・親川 修 (NPO法人バリアフリーネ

ットワーク会議)

13:30~14:40 ポスタ一発表会場 (101号館 205教室)

P-21.地域情報提供のためのウェブデザイン教育教材開発

0今中厚志・古性淑子(横浜美術大学)

P-22.瀬戸内海島岐部における花の景観づくりの変遷に関する研究岡山県六島の水仙を事例に

Oi賓久保衛(東京農業大学)・町田怜子(東京農業大学)・麻生 恵(東京農業大学)

P-23.地域ブランドの情報提示と対話交流が購買要因と地域イメージに及ぼす影響~収穫祭を事例として~

0吉川純平・町田玲子・麻生恵(東京農業大学)

P-24. ご当地キャラクターの認識と地域特性の表出に関する研究

O山田 朋(東京農業大学地域環境科学部造園科観光レクリエーション研究室)・栗田和弥(東

京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-25.海洋レジャー施設内運動量の可視化を応用したサービスモテ、/レの研究開発

0図師里佳・荒川雅志(琉球大学大学院観光科学研究科)・金城直樹・森 敦子(株式会社カリユシ・

カンナタラソラグーナ)・上間英樹・玉城佳奈(株式会社沖縄海洋工機開発)

P-26. コンテンツツーリズムの聖地と名勝指定に関する研究

0古津大輔・栗田和弥(東京農業大学地域環境科学部 造園科学科)

P-27.横丁における猿雑さの数値化一新宿「思い出横丁」を事例として一

0慶回大智(東京農業大学地域環境科学部 造園科学科環境レクリエーション研究室)・栗田和

弥(東京農業大学地域環境学部造園科学科)

P-28.福島県鮫川村におけるバイオマス資源を利活用した地域資源循環に関する研究

0岡田優美・入江彰昭・町田玲子・麻生 恵、(東京農業大学)

P-29.熊本県阿蘇地域における国立公園環境学習の実施と結果の検証

市川実柊(東京農業大学)

P-30. 阿蘇の野の花」の観光資源的価値と観光プランに関する研究

原智美(東京農業大学)
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P-31.富士山麓資源の変遷と文化形成について

蛇口湧己(東京農業大学)

P-32. 富士吉田口登山道における五合目以下の景観の印象に関する研究

片桐達斗(東京農業大学)

P-33.絵葉書から見る富士吉田口登山道の変遷および景観認識構造

三部早紀(東京農業大学風景計画学研究室)

P-34.農家民宿経営開始前後における地域住民の意識の変化について

一世界農業遺産「能登の里山里海」の輪島市三井町を対象に

0栗田和弥(東京農業大学地域環境学部 造閤科学科)・土門優花(東京農業大学地域環境科学

部造園科学科観光レクリェーション研究室)

P-35.群馬県館林市の観光資源と牧場の関係から見る観光のあり方

井野口拓紀(東京農業大学)

P-36. 地域資源、の魅力の発信について一国道 120号を事例として

0鷹箸泰雅・麻生 恵・町田玲子(東京農業大学)

P-37. フットパス整備があたえるまちづくりの効果一多摩丘陵の事例一

0佐藤舞奈(東京農業大学 造園科学科 自然環境保全学・観光レクリエーション研究室)

P-38.ネパール・マナスル保全地域におけるトレッキングルートの景観特性と利用実態の把握

~マナスノレサーキットを対象として~

0小倉裕紀・堀津陽花(東京農業大学短期大学部)・大津 励(東京農業大学地域環境科学部)・

波多腰耕弥(東京農業大学農学部)・下嶋 聖(東京農業大学短期大学部)・麻生 恵(東京農業

大学地域環境科学部)

P-39.農村観光地川場村における景観の経年変化に関する研究

0佐藤憧治(東京農業大学)・麻生 恵(東京農業大学)・町田玲子(東京農業大学)

P-40.栃木県塩谷郡高根沢町における幼児の余暇活動と生活習慣

0斎藤君世(早稲田大学 eスクール)・泉 秀生(東京未来大学)・前橋 明(早稲田大学人間科学

学術院)

P-41.子どもの戸外あそびの場としての公園の種類と規準

0阿部玲子(早稲田大学人間科学部eスクール)・泉 秀生(東京未来大学)・前橋 明(早稲田大

学人間科学学術院)

円

iロd
句
E
A



I P -1 I 

伝承遊びを受け継ぐ取り組み

ーけん玉遊びの教育的効果ー

仁藤喜久子(仙台白百合女子大学)

キーワード:伝承遊び けん玉 教育的効果

保育士や幼稚園教諭は多様な遊びの知識があることが望ましいことから、保育者養成課

程では授業の中に伝承遊びを取り入れている。 溝口 (2012) は、女子短大生を対象に伝承

遊びの経験について調査をしている。道具を使う 3つの遊びについて、「経験あり」の回答

は「お手玉 (95.0%)Jrけん玉 (92.4%)Jrコマまわし (76.5%)J であった。この結果か
ら、幼児期から学童期にかけて多くの学生が伝承遊びを経験していることが伺える。

しかし、筆者も養成課程で授業を担当しているが、けん玉やこまの遊び方がわからない、

できない学生が多いと感じている o r経験あり二上手に(技が)できる」ではなく、「経験
あり=知っている・ゃったことがある j 程度なのが現状である。この状況では、就職先の

保育現場や学校等で子どもたちに伝承遊びの楽しさや魅力を伝えられないのである。

この実態からけん玉遊びに着目をし、 2014年は保育者養成課程におけるけん玉遊びの取り

組みについて報告をした。また、 2015年は A区保育士講習会での取り組みと A区立保育所

での取り組みについて報告をした。そこで本研究は、「けん玉J教材の教育的効果について、

幼児教育(保育内容 5領域)と初等教育(各教科)で検討し報告をする

E三
幼児期におけるコオーディネーション能力の特徴

武庫川女子大学 長岡雅美

キーワード:幼児、運動能力、コオーディネーション能力

[研究目的]最近の子どもの体力・運動能力低下の現状を踏まえると、動きの獲得の困難

さや動きそのものに現れる問題の原因を客観的に示すことが、幼児期の発育発達研究にと

って重要な知見となりうる。本研究は 運動能力の基本あるいはその前提となるコオーデ

ィネーション能力に着目し、それらを構成する要因が運動成果にどのように影響するかを

明らかにすることで、幼児期におけるコオーディネーション能力の発達的特性の全体像を

描くための基礎データを得ることを目的とした O

[方法】兵庫県及び愛知県の私立・公立保育園男児 193名、女児 193名，計 386名を対象

とした。測定項目は、MKS運動能力検査 6項目及び Motorik-Tests(KAdler， G Senf， 2009)4 

項目の計 10項目とした。分析には，運動成果に及ぼす運動能力とコオーディネーション

能力の閣係性を明らかにするため共分散構造分析を用いた。

[結果]コオーディネーション能力が総合的運動課題の成果に影響を及ぼす仮設モデルは

妥当なものであることが示された。本研究で設定した総合的運動課題については、捕球や

ボールの操作などの能力が運動成果に大きく影響する結果となった。
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I P -3 I 

狭い条件下の園庭におけるビオトープ造成による生き物の変化及び園児への影響

O宣松j光希 町田怜子助教授 麻生恵教授

本研究の目的は、狭い圏内を対象にしたピオトープの計画・施工・活用のあり方を提供す

るための圏内にビオトープを造成し、現状・効果・課題を検証した。

研究方法は、①園児たちの生き物や自然への触れ合いのかかわりを調査し、現状調査を

行った後にビオトープの施工を実施した O ②施工後のヒアリング調査を行い園児たちの意

識の変化を調査した。③時間経過とともに変化していくピオトープ内の生き物の調査もし

た O ④園児たちがよりビオトープや生き物に関心を持てるように教材制作として生き物カ

ードの作成を実施し、園庭のビオトープ造成の教育活用のあり方を考察した O

現状での結果として園児たちは実際にできたピオトープに関心を示す一方で、新しくで

きた見慣れないものになかなか慣れず、ピオトープ内にいたずらをしてしまう園児がいた

が、生き物が入ったことによりビオトープへの意識に少し変化が表れ、園児たちは砂を入

れたり棒でつついたりかき混ぜたりしなくなった

年長の子を中心に年下の子たちにビオトープ内の生き物の説明をし、いたずらをしては

いけないなどの注意をする行動が見られ、ピオトープ造成による教育効果がみられた。

I P -4 I 

農村景観を教育素材とした食農教育のプログラム開発

一成城幼稚園を事例として一

O柴田裕貴〔東京農業大学〕・町田怜子〔東京農業大学〕・麻生恵〔東京農業大学〕

近年、「食農教育j への社会的関心が高まっている。我が国では急速な経済発展に伴い生

活水準が向上し、食の外部化・簡素化・多様化も進み豊かになった O しかし一方で、不規

則な食生活で食と農の距離が遠くなり、「食Iの大切さ、「命」の尊さが伝わりにくくなっ

ているのが現状である。また、普段口にする野菜の名前が分からないなどの知識不足だけ

ではなく、子供の朝食欠食やコミュニケーションがなく一人で食事をする孤食が社会問題

になるなど、将来を担う子供たちの食の乱れが重大な問題となっており、 I食Jと「農Jを

通した教育「食農教育」の重要性が増している。 また、食農教育は農業体験学習を行うこ

とが多い。体験学習を行うだけではなく、日本の美しい農の風景への理解を含めた食農教

育を行い、生産されている農産物の風景を知ることも必要であると思う O

そこで、本研究では、成城幼稚園の園児を対象に食農教育を行い、日本の美しい農の風

景で生産された農産物を用いた環境教育プログラムの開発をした。

その結果、農村景観を教育素材にする際には、日常的に利用している野菜を用いること

により、普段の活動から食農教育に繋がる遊びを経験でき、薗児の農業に対する興味、関

心へとつながった。
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Eヨ
新潟県小千谷市における小学校児童の余暇時間の費やし方と生活習慣

O山本拓実(早稲田大学人間科学部) 前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

2015年 10月に新潟県小千谷市の小学校の児童 296人(男子 153人、女子 143人)を対

象に、生活習慣の調査を実施した結果、放課後の外あそび時間の平均は 21分(6年女子)

~1 時間 4 分( 6年男子)の範囲にあり、①外あそびに費やす時聞が十分に確保されてい

ないこと、②帰宅後の主なあそび場が、全ての学年・性において「家の中Jや「家の庭I、

「友人の家」が多く、外あそびの習慣がついていないこと、③放課後のあそび内容では、

2年生女子を除く全ての学年・性において「テレビ・ビデオ視聴」か「テレビゲームIが

最も多く、 2年生女子も「お絵かき」が最も多かったことより、放課後にからだを動かす

外あそび時聞がしっかりと確保されておらず 夜に心地よい疲労感を得られていないこと

が明らかになった O そのため、就寝時刻が遅くなり、夜 10時以降の活動において、 「テレ

ビ・ビデオ視聴」や「何もせず起きている I子どもが多く見られるようになったものと推

察した。

今後、睡眠時聞を増やすためには、夜 10時以降のテレビ・ビデオ視聴をなくし、就寝時

刻を少しでも早める必要があるといえよう。要は、小千谷市児童の生活リズムの乱れを改

善するためには、放課後の外あそびを十分に行って運動量を増やし、夜には心地よく疲れ

て早く眠くなるような環境づくりと運動の実践が求められた。

子どもの水辺活動時の安全教育に関する一考察

~引率者と安全装備に着目して~

O横山 誠・船越達也関山口直範・後和美朝(大阪国際大学)

キーワード 水辺活動の実態、安全具・救命具、大人の役割

近年の水難者数は減少傾向にあり、社会的にも対応策が講じられてきたかのように思う

が、子どもの水難事故における被害者数は決して減少傾向にあるといえない。厚生労働省

が発表した子どもの死因順位(平成 26年度)では、不慮の事故について、 O歳が 5位、 C4

歳が 2位、 C9歳では 1位であった。河川環境管理財団の資料 (2003~ 2007年)では、子

どものみの川遊びによる水難事故発生件数が 46件であったのに対して，大人同伴であっ

ても 44件発生し、そのうち 13件は二次災害が発生している O ライフジャケットを着用し

ていれば 100弘の安全が確約されるわけではなく 実際にライフジャケットを着用しての死

亡事故も発生している O 自然の中での活動は楽しさばかりではく、多くのリスクがあるこ

とを保護者や指導者が認識しなければならない。

本研究の目的は、子どもの水辺活動における安全教育を推進していくために、子どもの

水辺活動時の安全に関する実態を明らかにすることである。方法は、家族連れが多い海水

浴場などでフィールド調査を行い、水辺での活動人数、安全具・救命具の有無、そこに関

わる大人の役割などについて観察法を用いて明らかにした O
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巨ヨ
寝屋川市「青少年の居場所」の現状と課題

玉井久実代〔大阪国際大学〕

青少年を取り巻く社会環境が大きく変化し、人間関係の希薄化や家庭教育力の低下など

深刻な状況にある O こうした背景の中で、大阪府寝屋川市教育委員会では「教育と福祉の

融合」をテーマに掲げ、青少年の健全育成を目指し、青少年の居場所づくり事業の拡充を

行っている O 居場所は平成 24年 5月から開設され、市内在住・在学の中学生から約 30歳

までを対象とし、交流や自学自習の場、自由に過ごせる場として週数回開室されている。

加えて、夏祭りやクリスマス会などのイベントや大学生スタッフの特技を生かした講座も

行っている。運営は、元中学校教員などのコーディネーターl名と大学生スタップ 2・3名

が行っている。

利用者数は年々増加し、平成 27年度の月平均は中学生を中心に 273.6名であった。気軽

に立ち寄り、交流できる居場所として定着してきたことから、平成 28年度 8月からは居場

所を 1箇所から 2箇所に増設し、開室日を年末年始を除くフルオープンに、開室時聞を 1

時間延長した。本研究では、寝屋川市の青少年の居場所づくり事業における問題点や課題

を明らかにし、事業の更なる充実に向けた方策について提言する。

E三ヨ
障がい者ダイビングのレクリエーション効果

~障がい者と健常者の比較~
O喜瀬真雄 1) 荒川雅志 2) 加藤淳一 3) 本村純 4) 高屋優 2) 松田葉子1)

松田翼 1) 高江洲アヤ子 1) 青木一雄1)

1)琉球大学大学院 医学研究科 衛生学・公衆衛生学講座 2)琉球大学大学院 観光科学研究科

3) NPO法人美ら海振興会 4) 名桜大学 人間健康学部看護学科

[目的]障がい者ダイビングのレクリエーション効果の傾向を調査することが本研究の目

的である O
[方法】対象は、障がい者ダイビングについてはバリアフリーダイビングの参加者、健常

者ダイビングについては一般ダイパーおよび体験ダイパーとした。方法は、無記名自記式

および留め置き方式とした O 調査用紙は、前橋らの「レクリエーション効果チェックリス

ト」を参考に独自に作成した。結果について単純集計、カイ二乗検定を行い 2群の差の分

オ斤を行ニった。

[結果]障がい者ダイパー14名、健常者ダイパー452名から回答を得た。単純集計の結果、

「楽しさ」については、全対象者が肯定的な回答であった o i身体的疲労の改善Jについて
は、障がい者ダイパーの 78.6% (11名)、健常者ダイパーの 47.8% (216名)が肯定的な

回答をしなかった。障がし、者ダイパーと健常者ダイパーの 2群聞の比較では I充実・満足」、
「達成感Ji精神的疲労の改善Ji身体的疲労の改善Ji睡眠Ji食事」の項目について、健
常者ダイパーは障がい者ダイパーに比べて有意にレクリエーション効果が高いと推測され

た。

[考察]障がい者ダイビングのレクリエーション効果を高めるには、「身体的J負担により
考慮することが必要であると示唆された O
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巨三ヨ

レクリエーション実技が大学生の自己肯定意識、友人関係

およびコミュニケーション能力に及ぼす影響

O奥村宗鷹〔関西大学大学院〕 松尾純子〔関西大学非常勤講師〕 涌井忠昭〔関西大学〕

キーワード:レクリエーション実技 白己肯定意識、友人関係 コミュニケーション能力

[目的]レクリエーション実技が大学生の自己肯定意識、友人関係およびコミュニケーシ

ョン能力に及ぼす影響を検証することを目的とした。

[対象]レクリエーション実技を履修している大学生 14名(以下、介入群)およびレクリ

エーション実技を履修していない大学生 14名(以下、コントロール群)を対象とした。

[方法]介入群とコントロール群に対し、春学期の 2週目(以下、プレ)と 15週目(以下、

ポスト)に自己肯定意識尺度(平石， 2001)、友人関係尺度(岡田， 2001)およびコミュニ

ケーション・スキル尺度 ENDCOREs(藤本・大坊， 2011)の計 3つの質問紙調査を行った。

[結果]介入群およびコントロール群のプレおよびポストにおいて 3つの質問紙調査結

果に有意差は認められなかった。一方、プレとポストにおいて、介入群では友人関係尺度

の「群れ」に関する項目に有意差が認められた (pく0.01)。また、コントロール群では自己

肯定意識尺度の対他者領域である「自己表明・対人的積極性」の項目とコミュニケーショ

ン・スキル尺度 ENDCOREsの「自己主張の項目」に有意差が認められた (pくO.05)。

[考察]コントロール群の授業は少人数で、グループワーク等が一部含まれていたことか

ら、 3つの質問紙調査の結果に影響を及ぼしたとのではないかと推測される O 現在、継続

して調査を行っている。

産後のマイナートラブル改善

一骨盤底筋群に着目してー

O松永須美子[南九州短期大学] 松永智[宮崎大学]
キーワード:内転筋 尿失禁

一般的に尿漏れと呼称される「尿失禁」は、高齢者、特に女性に多い代表的な QOL疾患

といわれている O この尿失禁有病率は加齢とともに増加するが、発症の大きな要因に妊娠・

分娩が挙げられている。特に妊娠中には約 70%が発症し、分娩から産後 6か月の聞にも約

30%が尿失禁を発症する。その後、継続して症状を有し続ける場合もある。この妊娠・分

娩に伴う尿失禁は骨盤底筋群の機能低下がその主要因とされている。

本研究では、産後のマイナートラブルの一つである尿失禁を改善することを目的とし、

骨盤底筋群に着目して研究を行った。産後 3年未満の女性に対して骨盤底筋群の機能を明

らかにするため「内転筋力」を測定した。内転筋は骨盤底筋群と付着部(恥骨、坐骨)が

同一部位であることから、骨盤底筋群の機能評価の指標とした O 出産経験のない女性と産

後間もない女性の内転筋力を比較した結果、内転筋力は約 50何低下していた。出産後、内

転筋力は時間経過に伴い増加し、 2年後には回復する傾向がみられた O したがって、尿失

禁の継続を予防するには産後早い段階で骨盤底筋の機能回復に向けたアプローチが必要で

あると示唆された。
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地域高齢者における社会的交流頻度と精神的健康との関連について

O三宅基子、木村みさか(京都学園大学健康医療学部)、亀岡スタディグループ

本研究の目的は地域高齢者の社会的交流が精神的健康に及ぼす影響を検討することであ

る。 2012年亀岡市在住の 65歳以上高齢者を対象とした調査データを用いて分析を行った O

分析対象者数は 8272名である。家族および友人との交流頻度別に高交流群・中交流群・低

交流群の 3群に分けた O 精神的健康度として GDSおよび WHO-5のスケーノレを用いた O

性別、年齢別に交流頻度の違いをカイ二乗検定を用いて、また交流頻度別の GDSスコア、

WHO-5スコアの差を分散分析を用いて分析を行った。高交流群は女性 40.7%，男性 37.1怖

と女性の方が有意に高値を示した (pく0.001)0 年齢別では、高交流群は 70歳代 (37.1仰が最

も高値を示し、低交流群は 90歳以上が 52.8%と高値を示した (pく0.001)0 WHO-5スコアを

比較した結果、低交流群 50.37土23.69，中交流群 60.07::1::20.75，高交流群 66.67士18.21 

と交流頻度が高い群が有意に高値を示し(pく0.001)、逆に GDSスコアは、交流頻度が高い

群ほど有意に低値を示した (7.16土2.11，6.61士l.91， and 6.28土l.69， pく0.001)。 これ

らの結果から、高齢者が他者との交流をより多く持つことが良好な精神的健康に関連して

いることが明らかとなった。

高齢社会の世代間交流活動のあり方

~多世代交流のツールとしての力ルタづくりから~

O須賀由紀子[実践女子大学] 酒巻由佳[日野市役所]
キーワード:高齢社会 世代間交流 サードプレイス

地域コミュニティの中で多世代交流を促進し、豊かな社会関係資本を培っていくことは、

少子高齢社会の主題の一つであり、地域に「誰にとっても居心地の良い場(サードプレイ

ス)Jを生み出すことは行政にとっても大きな課題となっている。様々なレジャー・レクリ

エーション活動はその大切な役割を果たすが、高齢化率がますます高まる中、どのような

場づくりが望まれるか、その指針を行政としても得ておくことは必要ではないか。

このような問題意識を背景に、本研究では、大学生が高齢者に対して、どのようなイメ

ージを持っているのかという観点から、世代間交流に望まれる場のあり方を検討し、地域

づくりの指針を探った O 方法として、イメージを端的に言葉で表すことのできるカルタづ

くりという手法を取った。具体的には、大学生に「こんな高齢社会になってほしいJ とい

う願いを込めたカルタの読み札案を考案してもらい、その言葉を分類することを通して、

望まれる世代間交流についての類型化を試みた。そして、類型化されたキーワードをもと

に、高齢者と若い世代との聞の交流を深めるための活動のあり方を検討した O その結果、

高齢者の「孤j の時聞を、「共」の居心地よい場とする際の指針が見出された。
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総合型地域スポーツクラブの社会資源としての価値向上に向けた取り組み

O岸本記子 座間昧洋貴 [公益財団法人沖縄県体育協会]
図師里佳 荒川雅志[琉球大学大学院観光科学研究科]

キーワード:総合型地域スポーツクラブレクリエーションスポーツ 社会資源

沖縄県では健康長寿沖縄復活に向けた取り組みのなか、地域密着型の総合型地域スポー

ツクラブを活用した健康運動教室やレクリエーションスポーツイベント等の開催を通して、

地域住民がスポーツを通して健康意識を高め地域健康力の向上を目指す取り組みが行われ

ている。本研究では、平成26・27年度沖縄県文化観光スポーツ部「地域健康力アップ事業」

のモデル事業体として採択された県内総合型地域スポーツクラブを対象に、メタボリツク

シンドローム対策型、ロコモティブシンドローム予防型の健康運動教室前後の身体測定及

び体力測定とアンケート調査の統合分析をおこない、クラブ運営状況については県内62の

クラブへ郵送にてアンケート調査を実施した。[結果}全12回開催された健康運動教室後

に、体重、腹園、体脂肪率の減少、生化学値においても改善がみられた。一方、アンケー

ト結果からはクラブ運営において人材面、スキル面、費用面など課題が多く見られたが、

PRのあり方やクラブが提供できるメニューの範囲拡大とスキル向上で認知度の向上と県民

の参加意欲を促進し、クラブの社会資源としての価値をより発信できる可能性が示唆され

た。

スクーバ・ダイビングによるレクリエーシヨン効果

O加藤淳一 (NPO法人美ら海振興会〕 荒川雅志〔琉球大学大学院観光科学研究科〕
キーワード:スクーパ・ダイビング、沖縄観光、レクリエーション効果

【背景]スクーパ・ダイビングは、海洋レジャーあるいはマリンスポーツのーっとして、

高度経済成長を経て我が国のライフスタイルにおける余暇の増大に伴い、広く定着・成長

してきた O 亜熱帯海洋性気候の温暖でサンゴ礁の広がる美しい海を有する沖縄では、観光

産業での重要な位置づけを占めると共に、近年では人々に安らぎと癒しを与える健康効果

の側面にも着目されている。一方、スクーパ・ダイビングの先行研究では、減圧症の問題、

安全重視の器材の研究、海難事故に対する安全対策などに重点が置かれ、スクーパ・ダイビ

ングが心身に及ぼす影響や効果を検証した研究はほとんど見られない O

[目的】スクーパ・ダイビングによるレクリエーション効呆について、アンケート調査に

より検証する O

【方法】 NPO法人美ら海振興会所属のダイビング事業者に協力を仰ぎ、沖縄県内でスクー

パ・ダイビングを楽しむ一般ダイパー プロダイパー、体験ダイパーを対象に、ダイビング

終了後にレクリエーション効果チェックリスト(前橋ら)を採用して回答を求めた。

【結果1452名から回答を得られたアンケートについて、性差、年齢層、ダイビング経験
本数の違し、から分析中であり、学会当日に詳細を報告する。
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レジャ-.スポーツの実施環境に対する評価、参加者満足及び行動意図の関連性に関する

研究-8U P (スタンドアップパドルボード)を題材としてー

O平野貴也(名桜大学) 合志明倫(東海大学) 宮崎景(アクアティック)
キーワード SUP、実施環境、参加者満足、行動意図

レジャー・スポーツが国内に普及した時期や場所は、種目によって様々である。普及に

は用具の供給状況、競技団体の活動、活動場所や活動機会、愛好者の状況や社会的背景な

どのレジャー・スポーツを取り巻く実施環境が影響を及ぼしている。本研究は近年、実施

者が増加している SUPを題材に、まず SUPへの参加者が用具の供給や活動場所などの現
在の実施環境をどのように評価しているのかを明らかにする O そして実施環境に対する評

価、活動満足度、推奨意図及び継続意図の関連性を明確にすることを目的とした。その結

果、実施環境に対する評価は継続環境因子、導入環境因子の 2因子で構成されていること、

実施環境に対する評価が活動の満足度に強い影響を及ぼしているがわかった O その中で用

具の価格を抑え、耐久性を高めることや技術向上につながる練習法や指導法を確立するこ

とが、さらなる SUPの普及につながるものと推測された。また参加者の活動満足度が推

奨意図及び継続意図に影響を及ぼしていることが明らかになった。

登山道における所要時間に関する基礎的研究

-GPSおよび SNSのビッグデータを活用した実態の把握を試みるー
O中村哲郎〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科自然環境保全学研究室〕、

栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

自然公園におけるレクリエーション活動あるいは環境学習などの行動をする時には、利

用者としてはそこで費やす時間の長短が行動そのものを左右することが考えられる。その

ため、特に登山のような行動の条件が限られる場合には、コースタイムと呼ばれる標準的

な所要時間をその登山口で示していたり、ガイドブックに記載されていたりする数値を参

考にして計画を立案することが多い。ところがコースタイムは地域の観光協会や山岳会が

独自に決定している場合が多く、どれほど正確かどうかについて、検証した研究は見当た

らない。

そこで本研究では、近年発展してきたソーシャルネットワークシステム (SNS)の一つで

ある、登山記録の公開サイト「ヤマレコ」を活用する。全ての登山者が記録をアップロー

ドしているのではないものの、サンプリング調査と見なした。登山年月日、天候、登山口

の場所、登山開始時刻、経由するルート、山頂到着時刻、下山開始時刻、下山口到着時刻

その他の情報を使い、平均値などを算出し、一般的に表示されているコースタイムと比較

を行なった。研究の限界として、記録をアップロードする群とアップロードしない群とに

分けた場合の比較ができないという課題が見出されたが、一定の意味を持つデータが得ら

れた。
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登山道の施設整備の実態に関する比較研究

O関口史佳〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科自然環境保全学研究室〕、
栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

山岳風景地の保全と利用には登山道が大きな役割を担っている。そして登山道の管理に

は異なるステークホルダーが関わっていることは知られている。また、施設の種類や配置

間隔、整備の度合いは地域ごと、ルートごと違うといえる O さらに、登山道施設は標準的

な設計指針はあるが、例えば間距に関する基準は策定されてはおらず、それぞれの登山道

で任意である可能性が高い。しかし施設配置は、設置や管理の経費、自然体験などの度合

いによって適正な基準を設けることも必要であると考えられる O そこで、本研究では登山

道施設の実態を把握し、それらの違いを明らかにすることを目的とする。対象地は、比較

的多くの登山者が登るであろう『日本百名山』に選ばれ、自然公園指定の違いにより比較

できる、雲取山、武尊山、巻機山を対象地とした O 研究方法としては、実際に対象地にお

ける代表的なルートを踏査し、登山道における施設の種類、位置・標高、管理状況、そし

て指導標の場合にはその情報を調査した O 以上の調査により、異なる山域あるいは都県に

よりどのくらい登山道の施設および情報の差があるのかを明らかにした。登山道の施設整

備の状況を数値化することで規則性のある設置基準を定める基礎資料となると考えられた O

保健指導型ヘルスツーリズム「宿泊型新保健指導プログラム(スマート・ライフ・ステイ)J 

の事業化に向けた検討

O高屋優、荒川雅志[琉球大学大学院観光科学研究科]、中村誉、栄ロ由香里、松下ま
どか、野村恵里、早瀬智文、安田実加、村本あき子、津下一代[あいち健康の森健康

科学総合センター]、矢部大介[関西電力病院糖原病代謝内分泌センター]、小熊祐子[慶

慮義塾大学スポーツ医学研究センター]、佐野喜子[神奈川県立保健福祉大学大学院]、棒

山舞[大阪大学大学院医学系研究科]、八谷寛[藤田保健衛生大学医学部]

キーワード.宿泊型新保健指導、次世代ヘルスケア、ヘルスツーリズム

日本再興戦略では、民間事業者等が創意工夫を発揮できる市場環境の整備をし、医・農

商工連携など地域資源を活用したヘノレスケア産業の育成を図ることを目指すなかに、具体

的施策のひとつとして糖尿病予備群を対象にホテル、旅館などの地域観光資源、等を活用す

る宿泊型新保健指導プログラムの普及促進が提案されている O 本研究では、平成 27年度宿

泊型新保健指導試行事業に採択された 23団体・コンソーシアムにおいて宿泊を提供するホ

テル・旅館等事業者に対するアンケート調査を実施し、健康プログラムの実施状況および

事業化に向けた課題を検討した。今後実施することは可能と回答する割合は多いなか、コ

スト面での課題、収益面での課題、専門家や専門機関との連携など品質面での課題が抽出

された。事業化に向けた課題について観光レジャー分野の視点、から考察する O

本研究は、平成 28年度循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業「生活習慣

病予防のための宿泊を伴う効果的な保健指導プログラムの開発に関する研究(代表 津下

一代)Jの一環で実施するものである。
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巨三日

ドライバーからみたやまなみハイウェイの景観特性に関する研究

O金子晶麻生恵町田怜子

シークェンス景観とは、視点が空間の中を移動するとき、その視野に次々と連続的に展

開していく景観のことをいう。それは、日常的な見慣れた風景を今まで考えられもしなか

った視点や角度から眺め、体験するという喜びであった。人をひきつけるような観光道路

の快適性は、その道の景観に大きく関わっている。

しかし、九州横断道路(やまなみハイウェイ)の沿道景観は、地域住民の高齢化や畜産農

家の減少により、草原の維持が難しくなり、国立公園としての景観が損なわれている。本

研究では、シークェンス景観を楽しむことを意図したルートが開発された九州横断道路(や

まなみハイウェイ)を対象とし、ドライパーがシークェンス景観を楽しむ草原の景観構造と

国立公園指定時からの景観変遷(草原の薮化・植林地化等)との関係性を明らかにする O ま

た、現地調査として車内にビデオカメラを設置し夏と冬の景観を撮影した映像から運転が

快適だった区間、悪かった区聞を判断し地図上に記号化する O そして、 ドライパーの視点

からみた魅力的なやまなみハイウェイの沿道整備のあり方を提言する。

巨三日

災害時要援護者における避難体制の課題とあり方に関する一考察

~ホテル火災避難訓練をもとにした検討~

O豊見山佐妃、荒川雅志〔琉球大学大学院観光科学研究科〕
親川修 (NPO法人バリアフリーネットワーク会議〕
キーワード:災害時要援護者避難体制 火災 ホテル

日本は、急速な超高齢化社会および障害者の人口割合も年々増加傾向にある。観光レジ

ャーの先進地沖縄県は全国で始めて「観光バリアフリー宣言」を施行し、誰もが楽しめる、

やさしい観光地づくりに力を入れてきた O 本研究は、観光レジャーにおける避難体制の観

点からバリアフリー化を推進する取り組みとして一施設(ホテル)を対象に、これまで作

成した「逃げるバリアフリーマニュアルj に基づく実証実験を行い、参加者へのヒアリン

グ、アンケート調査を実施した。

実証実験は火災を想定し、災害時要援護者(高齢者、肢体不自由者、視覚障害者、聴覚

障害者)と避難誘導を指揮するホテル従業員で行い、それぞれで異なる避難誘導の実施や

避難機器(機能)の使用から、どのような避難体制の確立が必要であるかを探った O ヒア

リングやアンケート調査の結果、災害時要援護者それぞれで正しい知識を習得しておくこ

とが基本とされ、情報伝達や声かけが重要であることが明らかになった。計 12個の避難機

器等を使用したが、おんぶ隊プラスを除く全てが平均してプラスの評価を示しており、こ

のような機器等を各事業所が保有し使用方法の反復を行うこと、そして定期的な避難訓練

の実施が観光レジャーシーンにおける緊急時・災害時の要になることが読み取れた O
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巨三ヨ

地域情報提供のためのウェブデザイン教育教材開発

O今中厚志〔横浜美術大学〕・古性淑子〔横浜美術大学〕
キ}ワード:地域情報ウェブデザイン位置情報サービス

美術・デザインを専門とする学部生に対し、「ウェブデザイント IIJ と題したデジタル

技術を利用して表現活動をするための基礎的技術を身につけさせるための授業を担当、そ

の課題の中で「地域情報」を提供するウェブサイトの制作を課題としている。

地域の魅力を伝えるにはインタラクティブなコンテンツに優位性があり、授業内容の理

解度を高めるための教材の開発が必要であるが、授業内容の理解度を高めるための教材の

開発が必要であり、昨年の大会での報告を踏まえ、教材を制作する。

ウェブページ形式での教材作成により、最新の技術動向を踏まえたコンテンツ制作のた

めの教材開発が容易ではないかと考えた。本研究では、地図情報などのインタラクティブ

要素を適用するための教材の検討を行い、開発を試みる O 具体的には、ウェブサイト制作

のためのチュートリアルを制作し、受講学生の地域情報を結びついたウェブサービスに対

する利用状況 (Airbnb、Uberなどのシェアリングエコノミ一、 PokemonGOなどの位置情報

サービス)、リテラシの調査と教材評価を含めた結果を報告する O

本報告を踏まえ、アクティブラーニングなどの動向を踏まえた授業の改善を進めたい。

E三日
瀬戸内海島醐部における花の景観づくりの変遷に関する研究一岡山県六島の水仙を事例に-

O 漬久保 衛[東京農業大学] 町田 怜子「東京農業大学」麻生 恵[東京農業大学]

瀬戸内海島岨部では桜や水仙などの美しい花の景観を有している島が多く見受けられる。

これらの多くの島では昭和例年代以降に人口流出や高齢化などの影響により発生した

耕作放棄地に地域住民らが植え付け活動を行ったものである。この活動の結果、現在では

景観修復や新たな観光資源となるだけではなく高齢者の生き甲斐や活動を通じた島内交流

の活性化にもつながっている O 一方これらの植え付け活動は住民単位で始まり広がったも

のであり、個々の活動の記録はあるものの当時から現在に歪るまでの活動を時系列化した

先行研究は見当たらない。そこで本研究では岡山県笠岡市六島の水仙を事例に植え付け活

動の変遷を明らかにし時系列化することにより一過性のものに留めず、今後の持続可能な

維持管理体制づくりへの展望を示すことを目的とした。調査方法に関しては該当地域であ

る笠岡市や地域の自治組織である六島まちづくり協議会の資料を中心に文献調査、また植

え付け活動に携わっている地元住民や地域の NPO法人にヒアリング調査を行い、植え付け

活動の変遷を明らかにした。本編は植え付け活動の変遷を明らかにし、持続可能な維持管

理への展望を提言しでものである。
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地域ブランドの情報提示と対話交流が購買要因と地域イメージに及ぼす影響

~収穫祭を事例として~

O吉川純平〔東京農業大学〕 町田玲子 麻生恵

現在各地方で行われている、農業や漁業、観光の情報の発信などの地域おこしの事業と

して、地域で生産された野菜や肉などの商品、景観を大きく反映した地域ブランド事業が

挙げられる。本研究では、野菜や地域の工芸品を販売する即売庄を研究対象とし、地域ブ

ランドの商品に関する、品質などの具体的な情報を盾頭での対話により示し、内容を分析

することにより、購買意欲や地域イメージとの関係性を明らかにした。研究の方法は、(1)

即売自商品購入者の属性把握としては、ビデオカメラを設置し、購入者の時間帯・性別・

年代を観察により調査した o (2)対話型による購買調査としては、価格・量目・鮮度・栽培

加工方法・原材料の商品情報、地元産・生産者の出自情報、調理法、旬の需要想起の項目

ごとに対話例を示し即売届来場者へ対話型による情報提示を行い、購入者へどのようなイ

メージを持ったか、把握した。その結果としては、対話型における地域ブランドの情報提

示は、多くの良い地域イメージを与えることが分かった。これより、量販庖などに比べる

と、対話することが多い即売屈の重要性が確認できた O

Eヨ
ご当地キャラクターの認識と地域特性の表出に関する研究

O山田朋〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科観光レクリエーション研究室〕
栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

地域特性を世間やメディアに初見で簡単にアピールできる手段の一つがご当地キャラク

ター(以下「ご当地キャラ」、キャラクターは「キャラ j とする)であると考えられる。そ

こでご当地キャラの知名度を調査し、その知名度にメディアへの露出度はどのように関係

しているのかを明らかにすることで、今後のご当地キャラ作成、その後の活動、それに伴

う地域の知名度の上昇を目的とする。

地域とはいっても様々なレベルがあり、 1888年〔明治 21年〕に 71，314存在した自治体

数は法令制定・地域合併に伴い減少傾向にあり 2014年〔平成 26年J4月現在の日本に存
在する自治体数は 1，718である o 2011年から開始した「ゆるキャラグランプリ」の出場体

数は開催当初は 348であったが、 2015年にはし 727と、年々増加傾向にある O 本研究では

ご当地キャラを研究対象に限定し、 47都道府県のうち公式キャラを制作している 33キャ
ラを対象としてアンケート調査を実施した。キャラの画像を見て名称や帰属する都道府県、

知り得た(あるいは憶えている)キャラの情報源ほかを質問した。他方、キャラとは別に、

生まれた都道府県や最も好きな・愛着のある都道府県、来訪経験ほかを尋ね、認知度や、

都道府県を紹介したりする効果が表出されているのかを明確化した。
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海洋レジャー施設内運動量の可視化を応用したサービスモデルの研究開発

O図師里佳 荒川雅志[琉球大学大学院観光科学研究科]
金城直樹森敦子[株式会社力リユシ・カンナタラソラグーナ]

上聞英樹 玉城佳奈[株式会社沖縄海洋工機開発]

キーワード:タラソテラピー(海洋療法) 消費カロリー，ヘルスツーりズム，次世代ヘルスケア

海洋レジャーレクリエーションの健康効果について、癒しリラクゼーション効果、運動

療法的効果の基礎研究はみられるなか、海の健康利用法であるタラソセラピーの認知度は

3割以下であることが明らかになっている。海の健康効果を適切に伝えることで利用意向

が高まることも報告され、機能的価値を付与した実尚品化へ向けではその f可視化Jが課

題と考えられた。そこで、沖縄本島北部に位置する海洋レジャーレクリエーション施設で

ありアジア最大級の海洋療法施設での健康サービス研究開発として、1)健康効果の可視化

を活用したサービスモデルの開発、 2)世界初の海水運動活動量・消費カロリ一期定器の研

究開発、 3)活動量・消費カロリー測定器の測定精度の信頼性、健康効果の検証に取り組ん

でいる。こうしたシステム開発に加え施設利用者へのアンケート調査を実埴し、モニタリ

ングシステムの満足度および要改善点を抽出した。

本研究は平成 28年度沖縄県ライフスタイルイノベーション創出推進事業の研究開発費

を得て実施するものである O

コンテンツツーリズムの聖地と名勝指定に関する研究

O古津大輔〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕、
栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

近年、コンテンツツーリズムが注目を集めてきており、その一例として、ファンがアニ

メーション作品のコンテンツに興味を抱いて、その舞台を巡る「聖地巡礼」がある。本論

では、旧来の詩歌に詠まれたことが一要因として選定されてきた名勝について、今後コン

テンツの聖地が、名勝に指定されうる可能性について研究を行った。具体的には、アニメ

の聖地に焦点を当てた O また、名勝の指定基準としての「自然的なもの」の調査を行い、

風致景観が優秀で名所的・学術的価値が高い聖地の映る、自然との関わり合いのあるアニ

メを研究対象とする。また、アニメは芸術的価値・長期的価値のある作品を選定し、研究

対象であるアニメを「新世紀エヴァンゲリオンJl(以下、エヴァ)とし、その聖地である神

奈川県箱根町を対象地域として検証を試みた。研究方法は、名勝と既存の芸術作品やアニ

メの聖地との関わり合い、エヴァに登場する景観の調査と分析を行った。名勝指定ではそ

の要件として、美しさの成り立ちを客観的に把握するとともに、広く人々に認知され親し

まれる起源となった作品の存否と自然観・風景観、その醸成・普及に係る文化的背景等を

説明することが求められており、エヴァの作品性や芸術性から名勝指定の可能性を検討し

た。
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横丁における濃雑さの数値化一新宿「思い出横丁」を事例としてー

O慶回大智〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科観光レクリエーション研究室〕、

栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

「横丁」は表通り(表の歩道・路地)から横に入った通り・町筋のことであるが、本論

ではその中でも現在、飲食居街を中心に形成していて「横丁Jと名を付した一帯と定義し、

ノスタルジックな雰囲気を味わうことができる横丁は他とは違う雰囲気であることの根拠

を探ることを目的にする O 日常的にも訪れることは可能であるが、特に近年はソーシャル

ネットワークシステム(SNS)でシェアされる被写体となることから、外国人観光客も訪ね

るようになっている O 調査対象地には都内の横丁の中で代表的といわれる東京・西新宿に

ある「思い出横丁」とした O ここは、屈の入口を開放しっぱなしにしている場合も多く、

狭い路地をさらに狭くしている要素を含むことが体験的には判明していることにより選定

した。

今まで様々なアプローチでの研究成果があるが、狭さ(間口の長さや路地の幅員その他)

を具体的に調査し、検証をした事例は見いだせないことから、狭さをキーワードに現地調

査を実施した。その結果、表通りに面した(横丁の外に向いている、比して歩道が狭くな

い)屈に対し、横丁の内に向いている(表通りに面していない、比して路地が狭し、)の屈

は間口(戸庖内の面積)が狭い傾向にあることを数値化により示した O

正三日

福島県鮫川村におけるバイオマス資源を利活用した地域資源循環に関する研究

O岡田優美入江彰昭 町田怜子麻生恵

過去の文献 (2008) に堆肥バイオマスの視点から福島県鮫川村を事例として、バイオマ

ス利活用による地域循環資源の数値化を実践した例がある。 2011年 3月に東日本大震災が

発生し被害を受けた結果、それ以降放射能の影響で堆肥バイオマスに活用している地域資

源の使用が制限されている O さらに過去の文献から期聞がかなり経過しており現在のもの

は存在しないこと、過去の論文後に堆肥バイオマスセンター(有機の郷土)が設立された

などの変化がみられた。そこで、震災後の地域資源循環がそれ以前と比較してどうなされ

ているか、また、規模の違いによって資源提供に違いが見られるのかを分析・集計し、現

在の里山管理の地域資源循環を明らかにする。

調査結果から、東日本大震災の影響で放射能を受けたこともあり、それ以前と以後で使わ

れる資源等に違いがあり、過去の文献と比べても今後の資源循環に変化が見られた Oまた、

大小の規模の違う畜産農家の比較・分析を行うことで、その規模の違いから資源循環のた

めの資源提供割合が異なる傾向がみられた O
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巨三日

熊本県阿蘇地域における国立公園環境学習の実施と結果の検証

市川 実柊[東京農業大学]

阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域は、広大な草原景観が評価され、 1934年に国立公園に指

定された。 2013年には、伝統的な草原利用や農業、文化的暮らしが評価され、世界農業遺

産に認定されている。しかし、畜産農家の減少や地域住民の高齢化による担い手不足によ

り、草原の維持管理が課題となっている。また、地域の子ども達が草原へ行き、遊ぶとい

う機会も少なくなっており、子ども達が国立公園や世界農業遺産、ジオパーク等の保護制

度により保全されている地域資源を理解する機会は数少ない O

そんな中、 2016年 4月 14日におきた九州大震災は熊本県益城町、南阿蘇村を中心に甚

大な被害を与えた O 今後、阿蘇地域における熊本地震復興に向け、地域の未来の担い手と

なる子ども達への教育は、復興への大きな中核となりえる。

そこで、本研究では、阿蘇地域の資源を理解し、復興を乗り越え、地域への誇りを育むレ

クリエーションを取り入れた教育プログラムを開発した。

具体的には、阿蘇地域の小中学生を対象に、クイズ形式で子ども達が楽しみながら、阿

蘇地域の価値を発見するプログラムとした O プログラム実施後は、教員を対象にアンケー

ト調査を実施し、その教育効果を検証した。

I P -30 I 

「阿蘇の野の花Jの観光資源的価値と観光プランに関する研究

原 智美(東京農業大学)

本研究は、熊本県阿蘇地域の草原に生息する希少種である「阿蘇の野の花Jを対象とし、

野の花を阿蘇ならではの観光対象として確立、同時に保全するための観光プランを立案す

るため、野の花の観光資源的価値を明らかにすることを目的とした。

また、最終的には参加者が阿蘇の自然を楽しむだけではなく、阿蘇の自然や環境の保全

の大切さを学ぶと同時に、震災復興に結びっくようなモデ、ルプログラムを作成した。

調査方法は、①エコツーリズム資源の把握では、文献調査、 WEB調査、ヒアリング調

査を行い、観光対象として活用可能と思われる阿蘇ならではの野の花資源を抽出し、資源

リストと資源マップを作成した O ②既存プログラムの把握では、文献調査、 WEB調査を

行い、現在阿蘇地域で提供されている野の花に関するエコツアーのプログラム集を作成し

た。③被災状況の把握では、現地でヒアリング調査を行い、阿蘇の里子の花に関する施設の

被災状況をまとめた O ④モデ、ルプログラム案の作成では、コース設定やモデ、ルプログラム

内容とそれらのプログラムを実現するにあたってのルールを検討した。

本研究によって、今後阿蘇の野の花を観光対象として利用する際の基礎資料となり得る O
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富士山麓資源の変遷と文化形成について

蛇口 湧己〔東京農業大学〕

富士山が世界文化遺産に登録されたことは記憶に新しいが、危機遺産への降格の可能性

が高いことを知る人は少ない。もとは世界遺産として登録したかった I富士山」だが、登

山道に遺棄されたゴミ等からそれは叶わなかった。富士山においては火山活動が山麓資源

に大きな影響を与えていると考えられる。火山活動の後に大きな変化が見られる場合は、

物理的に道が変わった、その文化の長所が消えたことなどがあげられる O 間接的な要因と

しては、火山活動によって、新しく魅力的な文化が近くに形成されたことも考えられる。

火山活動と関係なく変化が現れている場合は、人々の関心が変化していると考えられる O

山岳信仰として正しい登拝道が変化したことや、町の作りが変わり、富士山に至るまでの

道が変化していることが考えられる O 上記の調査としては①主に火山の活動②富士山を中

心とした文化(茶屋・神社等)の変遷を探っていく。予想される結果は富士山の変化が「山

麓の文化に影響を与えている」ことと「時間的な誤差を伴う物があること」等である。本

論文では富士山における文化・信仰の起こりを捉え、その変遷を再定義することで、富士

山に文化が存在することを明らかにすることを目的とする。

1 P -321 

富士吉田口萱山道における五合目以下の景観の印象に関する研究

片桐達斗〔東京農業大学〕

草山・木山は利用者が多い五合目以上の焼山に比べ、自然度が高く、標高が低いことか

ら、比較的歩きやすい。また、富士信仰の歴史を記す多くの施設や文化財が残されている

ことから富士山の文化・歴史を巡る場として適している O そこで、本研究では自然度が高

いことと、歴史を記す資源が多く残されていることに着目し、利用者が感じる景観の印象

について明らかにした。調査方法は、写真投影法・アンケート調査、聞き取り調査を実施

した。北日本宮富士浅間神社から吉田口登山道五合目以下を散策し、自らの主観で気にな

った写真を被験者が撮影した。撮影した写真を元に被験者が鑑賞意思、好ましさ、期待感、

疲労度、満足度を評価した。聞き取り調査では、撮影した写真を元に、文字では表せなか

った感情などをヒアリングした。それらから得た景観に関するワードをラベル分けし、分

析した。その結果、歴史的資源よりも自然的資源の方が登山客らは印象が強いことが明ら

かになった。資源の維持管理状況や被験者の富士登山に対する知識などが登山客の印象に

影響していた O

q

、U
門

i
-
E
4
 



巨三日

絵葉書から見る富士吉田口登山道の変遷および景観認識構造

三部早紀[東京農業大学 風景計画学研究室]

[キーワード]富士山、登山道、構成資産

富士山世界文化遺産・構成資産『吉田口登山道」は、北口本宮富士浅間神社から富士頂

上まで続く登山道である。 14世紀後半には参詣の道者のための宿坊が出来始め、 18世紀以

降は富士講信者の登山本道と定められた。

富士吉田市教育委員会が発行した図録からは明治以降の神社・仏閣のようすが読み取れ

る。しかし登録の際、富士山・吉田口登山道の五合目以下に存在していた廃屋となった山

小屋や茶屋などの一部が撤去された O その後、明治以降から現在まで絵葉書から見た吉田

口登山道の変遷は研究されていない O

そこで本研究では、吉田口登山道を対象に絵葉書を用いて、吉田口登山道の景観の変遷

を明らかにすることを目的とする。

また、本研究では時代の違う吉田口登山道の景観を比べて、景観構成要素から人びとが

受けるイメージを明らかにする。

方法としては絵葉書や地図から吉田口登山道の景観の変遷を調査と評価グリッド法によ

るパーソナルインタビュー調査を行う。評価グリッド法では、比較対照物を用意し、それ

らを比較してもらい、その意識の理由を聞き出す。

そこから「なにを知覚するか」その知覚から「どのような理解をしてIそこに「どのよ

うな価値を見出しているのか」という人びとの持つ吉田口登山道への認識構造を明らかに

する。

巨ヨ

農家民宿経営開始前後における地域住民の意識の変化について

一世界農業遺産「能登の里山里海」の輪島市三井町を対象にー

土門優花〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科観光レクリ工ーション研究室〕、

O栗田和弥〔東京農業大学地域環境科学部造園科学科〕

世界農業遺産の登録地域「能登の里山里海」において新たな農業・農村システムが模索

されており、グリーン・ツーリズムのー形態として農家民宿が発達してきている。能登町

においては「春蘭の里」と称される農家民宿群を筆頭に経営がなされており、輪島市(三

井町地域)においても、 2016年度に l軒が立ち上げられた。そこで本研究では、試験的に

農家民宿を体験してもらい、農家(地域住民の一部)の民泊前後での意識の変化を調査し、

農家民宿を運営していくにあたって地域住民(農家民宿を体験あるいは経営を考えていな

い住民)への負担や今後の展開の可能性について検討する O 研究方法としては、これから

農家民宿の経営を検討している農家 5軒、その周辺の地域住民、そして民泊体験者を対象

にそれぞれアンケートあるいはヒアリングを行った O 周辺住民に行った事前調査では農家

民宿についての認知度は高いということが判明した。しかし一方で、実際に経営すること

については否定的な意見も多いことが分かった。これは、元々観光地ではないことから、

他人が地域の中に入り込むことに対する抵抗があることが考えられた。また、民泊体験者

からの調査から、実際に経営を始めるにあたっての意見をまとめた O
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Eヨ
群馬県館林市の観光資源と牧場の関係から見る観光のあり方

井野口 拓紀[東京農業大学]

畜産家は周辺の都市化、近隣住民の苦情、後継者不足で年々減少傾向にある O 牧場も年々

減少傾向にある。牧場が地域に存在することによって、その地域には悪臭などのマイナス

面があるが、一方、様々なプラス面があり、地域活性に大きく貢献する可能性を秘めてい

る。現在群馬県館林市の牧場では観光資源として活用されている場所は少ない。そこで本

研究では、群馬県館林市の牧場を活用した観光資源を調査し、活用できる要素を調査した。

調査方法は、群馬県館林市の観光資源と牧場への観光の連携について評価した。評価項

目はについて、「情報発信の場J1観光ルート J1食の販売J1酪農体験j の 4っから評価し

た。その結果は、市の中心部に歴史を感じさせる地域資源があり、牧場の肉や牛乳をブラ

ンド化して、レストランやスーパーで提供する観光のあり方を提言した。

庄三日

地域資源の魅力の発信について国道 120号を事例として

O鷹箸泰雅麻生恵町田怜子

全国的な人口減少の到来、地方、農山漁村地域の過疎化によって地方創生の必要性が叫

ばれている O そうした状況下で各自治体は地方活性化のために様々な策を講じている。沿

道の土地利用や景観整備の改善もその策の一つで、その道路の利用者のニーズを的確に把

握し、それに応じた観光資源、の設置が求められる。

そこで本研究では「とんかっ街道」と呼ばれる国道 120号沿道における土地利用や景観

整備の在り方を理解し、観光客に「とんかっ街道j の魅力、国道 120号の魅力ををより効

果的に伝えるための手段を明確にした。また沼田市の魅力を引き立てるための更なる景観

整備なども考えた。文献調査、現地調査、ヒアリング調査を実施した。

その結果、国道 120号沿道や匝舗においての、のぼり旗でのアピールや SNSでの宣伝を

増やすことにより、観光客の増加が見られる。また沼田市の資源である何岸段丘をより多

くの人に認識してもらうために、国道 120号沿道の樹林地帯などの景観整備も提言した。

以上のことから観光資源の発信、 PRを意識した沿道の整備方法を在り方の提案をした O
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巨ヨ

フットパス整備があたえるまちづくりの効果

-多摩E陵の事例ー
佐藤舞奈〔東京農業大学 造園科学科 自然環境保全学・観光レクリエーション研究室〕

日本におけるフットパスは、まず自らの暮らす地域において、個性豊かに育まれてきた

文化・歴史・産業・景観等の資源を、地域の魅力として再認識・調査することから始まっ

ている。

本研究では、東京都町田市の小野路に位置する多摩丘陵を対象として、フットパスがま

ちづくりに与える効果のハード面(経済効果・移住者の増加等)は可視化されているが、

ソフト面(訪れた人に与える変化や効果・印象等)は明確にされていない。

そこで、アンケート・ヒアリング調査を中心に多摩丘陵小野路のフットパス利用者の属性

を視覚化し、レクリエーションの利用状況を明確にすることで、多摩丘陵フットパスが与

えたまちづくりの効果を明らかにした。

フットパスの効果としては、地域おこしや居住者の増加、地場産品の売り上げ増加等とい

った面が取り上げられ、リピーターの心理等は「土地のファンが増えたj の一言で表現さ

れることも多い。

結果としては、歩くためや健康のため、植物の観察といったことに加えて、フットパス

そのものが各々の原風景、故郷のような存在になっており、訪れる人と地域がそれぞれに

結ばれていることが確認できた。

巨三日

ネパール・マナスル保全地域におけるトレッキングルートの景観特性と利用実態の把握

~マナスルサーキットを対象として~
O 小倉裕紀[東京農業大学短期大学部ト堀津陽花[東京農業大学短期大学部]・
大津励[東京農業大学地域環境科学部卜波多腰耕弥[東京農業大学農学部]. 
下嶋聖[東京農業大学短期大学部卜鈴木伸一[東京農業大学短期大学部卜

麻生恵[東京農業大学地域環境科学部]
キーワード:ヒマラヤ マナスル 観光 トレッキング GIS 可視領域解析 景観

ネパールは世界に 14座ある 8，OOOm峰のうち、 8座を有する世界有数の山岳国である。
ヒマラヤと呼ばれる高峰は高所登山の対象となり、近年は商業登山(公募制登山)が一般
化し、多くの登山者が集まる。一方、山麓一帯は、地域特有の文化や景観を体験できるト
レッキングが人気を博している。ヒマラヤはネパールおける重要な観光資源となっている O
研究対象としたマナスルサーキットは、首都カトマンズから北西約 60kmのゴルカ地域の
北部に位置するトレッキングノレートである O一帯は 1998年にマナスル保全地域として指定
され、面積はし 663km2である o 2015年に発生したネパール大地震の震源地に近く、集落
やルートも甚大な被害を受けた。
ヒマラヤにおける登山活動や観光利用は、地域経済に潤いをもたらす一方、ゴミの持ち
込みや有機物の直接/間接的排出など環境負荷が生じ、加えて急激なインフラ整備やライフ
スタイルの変化に伴い、地域社会の構造に大きく影響を与える。登山活動や観光による環
境へのインパクトを明らかにすることは、持続可能な観光資源管理を検討する上で重要で

ある O
そこで本研究では、ネパール国内有数のトレッキング?ルートの一つであるマナスルサー
キットを対象に、観光利用の増加や観光開発に伴う課題を整理し、景観的側面からみたト
レッキング利用上における観光資源の特性を明らかにした。
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農村観光地川場村における景観の経年変化に関する研究

憧治「東京農業大学」 麻生 恵「東京農業大学j 町田 玲子「東京農業大学」

1 P -391 

O佐藤

広場など一定範囲の景観の変遷に関する研究は多く存在するが、地域レベルでの広域な

景観(場の景観)の変遷に関する研究は少ない。地域レベルの景観変遷において、小さな

景観の変化は人にとって認識しづらく影響も少ないが、この変化が経年的に蓄積すること

での景観の変化の影響は大きい。

そこで、本研究では平野部の山々に固まれた一体的な空間を構成している群馬県利根郡

川場村を対象とし広域的な景観の変遷を明らかにした O 対象地の広域的な景観変遷を明ら

かにすることにより、 10 年 ~20 年単位の長期的な景観のコントロールにつなげること目的

とした。

研究方法はフォトグリット調査と VTR調査とした。フォトグリット調査では対象地の景

観をまんべんなく把握するために対象地の中の 50地点から東西南北に撮影した画像デー

タを用い、このデータを 5年前のデータと比較した。 VTR調査では村内の主要道路を乗用

車で時速 40Kmで走行し、その撮影データを 5年前のデータと比較した O いずれの調査も平

面ではなく立面で空間をとらえる事で、より人の目線に近い条件での調査とした。
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要旨平成 28 年 4 月と 7 月に栃木県塩谷郡高根沢町の T 幼稚園に通う 3 歳 ~6 歳の幼
児 241名(男児 125名，女児 116名)の保護者に対して、幼児の余暇活動と生活習慣に関
するアンケート調査を実施した。また、調査対象となった園の幼稚園教諭に対して、幼児
の生活習慣に関わる働きかけや、意識の実態を把握するために、前橋の「子どもの成長・
発達状況の診断J 1) を行った。そして、高根沢町に居住する幼児が、心身ともにいきい
きとした生活を送るために、教育機闘ができうることを模索し、今後の方策を検討してい
くこととした。その結果、
( 1) 4月と 7月の幼児の生活時間の平均値の比較により、生活時間の改善に有意な差が
認められたのは、 3歳の男女におけるテレビ・ビデオ視聴時間であった。
( 2 )平均就寝時刻は 21時前 平均起床時刻は 7時前、平均睡眠時間は 10時間以上であった。
( 3 )教師における、幼児の成長・発達に関わる啓発の程度は、 4月と比べると全体的に
点数が高くなっていたが、「⑥親からのはたらきかけ・応援」に関する啓発が 3.8点と
最も低く、次に、「②栄養・食事」に関する意識が 4.0点であった O
以上のことから、栃木県高根沢町の幼稚園幼児における生活習慣の課題として、テレビ・
ビデオ視聴時間の短縮や、園内生活時間内での運動量の確保、教師による保護者に対する
意識啓発を積極的に、かつ、工夫して行うことの必要性が示された O
幼稚園や保育園に通う幼児は、日中の多くの時聞を園で過ごすため、幼児の実態に基づ
いた情報発信を積極的に行いながら、日中の運動量を確保していくことが求められよう。

2015. 

栃木県高根沢町

pp. 6 -13， 主婦の友社，

テレピ・ビデオ視聴，
文献

「外あそび」育児，
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排便，

明 3歳からの今どき

睡眠，key words 幼稚園幼児，
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子どもの戸外あそびの場としての公園の種類と規準
A kind and standard of the park as the place of the outdoor play of chi Idren 

O阿部玲子(早稲田大学人間科学部 eスクール) 泉 秀生(東京未来大学)
前橋 明(早稲田大学人間科学学術院)

戸外あそびの魅力は、開放感だけでなく、人聞がもち備えている五感を使い、自然の力を個々が感じとる
ことができ、人が集い、たくさんの刺激を受けることが、子どもの発育発達の力を与えるものと考える。最
近は、温暖化により紫外線対策のため、母子手帳から乳児には外気浴をするという項目が消えるほど、敏感
になっているが、戸外あそびは子どもの成長にとって極めて必要性である。本研究では、あそびの「空間」
とされる戸外あそびのできる身近な「公園」、とくに講演の種類や規準について調べることとした。
その結果、
(1)公園の歴史は古く、時代背景によって、その利用目的に変化がみられ、公園での遊び指導員が巡回指導
を行っていた。
(2)公園の種類では、国土交通省が「公園」と呼ぶものには、管理や規模の違い、住居区域の広さ等により
区分されており、都市公園法や自然公園法、開発事業には都市計画法、宅地造成などの規制法、森林法
などにより、基準が定められていた。
( 3)公園の利用状況は、 I都市公園手Ij用実態調査J(国土交通省)が、昭和 41年から調査対象公園の利用者

を対象に、 5~7年に 1 度行われ、継続されていた。それには、利用者数は当初より下降状態ではある
が、横ばい状態であることが確認された。また、公園をあそび場として求めることもわかったO
(4)公園の利用において、少子化や高齢化、地域による規制事項や遊具の点検や老朽化による対策などの問
題点があげられた。
以上より、「公園j本来の目的は、国土交通省が定めている「人々のレクリエーションの空間、良好な都
市景観の形成、都市環境の改善、都市の防災生の向上、生物多様性の確保、豊かな地域づくりに資する交流
の空間の提供であるIであり、その中で子どもたちに用意されている空間の場所でありながら、環境の 1っ
としての役割を果たせていないことは問題である また 子どもや保護者から必要な場所として求められて
いながら、利用されていない現状を把握したことから、場所だけの提供では補えていない点を検討し、課題
の改善方法を見いだしていきたい。
key words :幼児，子ども，戸外あそび，生活習慣，運動，公園
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日本レジャー・レクリ工ーション学会会則

〈第 1章総則〉
第l条 本会を日本レジャー・レクリエーション学会(英語名:Japan Socienty of Leisure and Recreation 

Studies) という O

第2条 本会の目的は、レジャー・レクリエーションに関する調査研究を促進し、レジャー・レクリエー

ションの普及・発展に寄与する。

第3条本会の事務局は、東京都世田谷区桜丘 1-1 -1 東京農業大学地域環境科学部造園学科観光

レクリエーション研究室内に置く。

〈第2章事業〉
第4条 本会は第2条の目的を達するため、次の事業を行う。

(1)学会大会の開催

(2) 研究会・講演会等の開催

(3) 学会誌の発行ならびにその他の情報活動

(4) 研究の助成

(5) 内外の諸国体との連絡と情報の交換

(6) 会員相互の親睦

(7) その他本会の目的に資する事業

第5条学会大会は、毎年 l回以上開催し、研究成果を発表するO

〈第3章会員〉
第6条 本会は正会員の他、賛助会員、購読会員、学生会員、および名誉会員を置くことができる。

(l)正会員は第2条の目的に賛同し、正会員の推薦および、理事会の承認を得て、規定の入会金お

よぴ会費を納入した者とする。

(2) 賛助会員は、本会の事業に財政的援助をなした者で理事会の承認を得た者とするO

(3) 購読会員は、本会の学会誌を購読する機関・団体とする。

(4) 名誉会員は、本会に特別に貢献のあった者で、理事会の推薦を経て総会で承認された者とする O

(5) 学生会員に関しては、別に定める O

第7条 会員は、本会の編集・発行する学会誌等の配布を受け本会の営む事業に参加することができる O

第8条 会員にして会費の納入を怠った者および会の名誉を段損した者は、理事会の議を経て会員として

の資格を停止されることがある。

第9条 会員は原則として、いずれかの支部に所属するものとする O

〈第4章役員〉
第10条 本会を運営するために、役員選出規則により正会員の中から次の役員を選ぶ。理事25名以上

30名以内(内会長 l名、副会長若干名、および理事長 1名)、監事2名

第11条会長は、本会を代表し、会務を総括する。

2. 副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある時、または会長が欠けたときは、会長が予め指名

した順序により会務を代行する。

3. 理事長は、理事会を総括し、理事は会務を執行する。

4. 監事は、会計および会務の執行状況について監査する。
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第12条 役員の任期は 3年とする O 但し、再任を妨げない。役員の選出についての規則は別に定める。

第l3条 本会に名誉会長および顧問を置くことができる。

2. 顧問は、本会の会長または副会長であった者および本会に功労のあった者のうちから理事会の

推薦により会長が委嘱する。

〈第5章会議〉
第14条 本会の会議は、総会および理事会とする。

第15条 総会は、毎年1回開催し本会の運営に関する重要事項を審議決定する。

総会は、会長が招集し、当日の出席正会員をもって構成する O

議事(会則改正を除く)は、出席者の過半数をもって、決定される。

第16条 理事会が必要と認めた場合、もしくは正会員の 1 3以上の開催請求があった場合、臨時総会

を聞くことカfできる O

第17条理事会は理事長が招集し、幹事若干名および事務局員を選出し、会務を処理する。理事会は、

運営の円滑化をはかるため、常任理事会を置くことができる。

〈第6章 支部および専門分科会〉
第18条 本会の事業を推進するために、支部ならびに専門分科会を置くことができる。

支部ならびに専門分科会についての規則は別に定める O

〈第7章会計〉
第四条 本会の経費は、会費、寄付金およびその他の収入をもって支弁する。

第20条 会員の会費は次の通りとする O

(1)入会金 2，000円(学生会員の申込者は免除)

(2) 正会員年度額 8，000円

(3) 賛助会員 ク 20，000円以上

(4)購読会員 ク 8，000円

(5) 学生会員 ク 正会員の半額

第21条 本会の会計年度は毎年4月に始まり、翌年3月に終わる。

附則
1.本会の会則は、総会において出席正会員の2/3以上を得た議決により変更することができる。

2.本会則は、昭和 46年3月21日より施行する。

附則
本会則は、昭和 46年 3月21日より一部改訂する。

本会則は、昭和51年 5月 l日より一部改訂する。

本会則は、昭和55年 5月11日より一部改訂する。

本会則は、昭和56年 11月 8日より一部改訂する。

本会則は、昭和57年 6月12日より一部改訂する。

本会則は、昭和田年 10月30日より一部改訂する O

本会則は、昭和 59年 6月 9日より一部改訂する。

本会則は、昭和 62年 10月17日より一部改訂する O

本会則は、平成 3年11月10日より一部改訂する O
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本会則は、平成 5年 10月17日より一部改訂する。

本会則は、平成 8年 11月24日より一部改訂する。

本会則は、平成10年11月23日より一部改訂する。

本会則は、平成 17年 12月10日より一部改訂する。

本会則は、平成 18年12月 3日より一部改訂する。

本会則は、平成21年11月29日より一部改訂する O

本会則は、平成23年11月20日より一部改訂する。
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日本レジャー・レクリ工ーション学会

理事会の運営に関する規程

昭和 57年 6月12日制定

昭和田年 10月30日改訂

平成 7年12月10日改訂

平成 11年 4月26日改訂

平成24年11月18日改訂

1.会則第17条の規定により、理事会の運営は、会則に定められているほか、この規程に基づいて行うも

のとするO

2.理事会は、原則として年に 1回以上開催するものとし、理事長がその議長となる。

3.理事会の招集に当たっては、書面によって付議事項を明示しなければならない。

4.理事会は、理事の過半数の出席により成立し、議決は出席者の 2分の l以上の賛成を必要とする O

ただし、表決に当たっては、予め書面(署名捺印)を以って当該議事に対する意向を表示した者を、

出席者とみなす。

5.常任理事会の構成および業務は次のとおりとする。

(1)常任理事会構成員は若干名とする。

(2)常任理事会は、理事会の決定の方針にもとづき、日常業務の執行にあたるO

(3)常任理事会の議事録(概要)はできるだけすみやかに各理事に送付するものとする。

6.理事会は、業務を遂行するために次のような専門委員会を置く

(1)総務、 (2)財務、 (3)研究企画、(4)編集、 (5)Web、(6)広報渉外、 (7)国際、 (8)学会賞選考

また専門委員会の委員は、理事会の承認を得て必要により会員の中から委嘱することができる。ただ

し当該専門委員の理事会への出席はで、きない。

7.理事会には、専門的に研究、調査および審議を必要とするような場合には、特別委員会には、理事以

外の適任者を委嘱することができるがその人選は理事会の承認を必要とする。

8.その他理事会の運営に必要な事項は、理事会で決定することができるものとする。
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日本レジャー・レクリエーション学会

専門分科会設置に関する規程

昭和 57年 6月12日制定

平成 7年12月10日改訂

1.会則第四条規定により、本会会員が専門分科会を設置しようとする場合は、この規程に基づいて行う

ものとする。

2.専門分科会の設置は、原則として研究分野を同じくする本学会正会員 20名以上の要請があった場合と

する O

3.専門分科会の設置を求めようとする正会員は下記により本学会会長に申請するものとする。

1.設立経過および主旨 2.名称

3.発起人代表者 4.発起人名簿

5.連絡事務所 6.その他

4.専門分科会は次の事項について各年度ごとに本部に報告する。

1.活動状況の概要 2.その他必要と認められる事項
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日本レジャー・レクリ工ーション学会

支部に関する規程

昭和 56年11月 8日制定

1.本学会会員が、支部を設けようとする場合には、下記により、本学会会長に申請し、理事会の議を経

て総会の承認をえるものとする。

1.設立の経過概要 2.名称、

3.支部長および役員 4.会則

5.会員名簿 6.その他

2.各支部の運営は、本部との関係については本規程に従って行われるが、その他の事項については各支

部規則においてこれを定めるものとする。

3.支部は原則として隣接する地域に在勤または在住する本会正会員 20名以上をもって構成する。

4.支部運営のため経費は支部会費によって賄うものとする。支部会費の額は各支部毎に決定するものと

する。

5.支部の次の事項について各年度こ、とに本部に報告する O

1.役員の変更 2.活動状況の概要

3.その他必要と認められる事項
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日本レジャー・レクリ工ーション学会 役員選出細則設置の趣旨

“学会の活性化"と“学会の継続性"とのバランスから、次の項目について配慮した:

1)理事役員の半舷上陸という観点から、理事総数の半数にあたる 15名を正会員による直接選挙(順位

標記の5名連記による無記名投票)とした

2) 改選前理事 10名を、現行理事会での互選とした

3) 学会運営の強化を計るために、理事長推薦理事5名以内を設けた

4) 会長、副会長、監事は、選挙後初めての理事会で選出することとした

5) 会長、副会長は理事以外からの選出ができることとした

6) 理事長は、新役員に選出された理事 (25名)により、選挙後初めての理事会で互選により選出する

こととした

7)被選挙権及び理事就任については、辞退を認めた

8) 役員の欠員に対し、補充選挙は行わないこととした

(会長については本則に従い、理事については補充選挙は行わない)

9) 選挙管理委員会を設置し、その委員会 (5名)の推薦を理事会とした

10)会則の改正(第 10条)を必要することとなった

11)学会の活性化の側面的効果として、選挙権(人)及び被選挙権(人)の確認事項により、正会員に手

続きの明確化をはかった(会費手続き期日の指定)

-186一



日本レジャー・レクリ工ーション学会役員選出細則

(趣旨)

第1条 この細則は、会則第 12条に規定する役員の選出に関し、必要な事項を定める。

(選出の時期)

第2条 すべて役員の選出は、その任期の前年のうちに行わなければならない。

(選出の種別と人数)

第3条 この細則により選出される役員の種別と人数は、会則第 10条の規定により次の通りとする。

(1)会長 1名

(2)副会長 若干名

(3) 理 事 25名以上30名以内

(4)監事 2名

(資格の制限)

第4条 選挙権、被選挙権は、選挙実施前年の 12月31日までに正会員としての資格を有し選挙実施年の

6月30日現在、当該年度の会費を納めている正会員とする。ただし 6月30日以降に正会員の資

格を失った者を除く。

2 被選挙権の辞退は認めるが、あらかじめ選挙管理委員会に文書で選挙公示後 10日以内に届け出

るものとするO

(選出の形態)

第5条 会長、副会長、監事、現行理事から選出される理事(以下「改選前理事Jという。)及び理事長
推薦理事を除く役員は、正会員の直接選挙により選出する。

(選出の方法)

第6条役員の選出方法は、次の通りとする。

(I)会長、副会長、監事は、初めての理事会において選出する。

(2) 理事のうち、新理事 15名を正会員による順位標記の 5名連記で、郵送による直接無記名

投票とし、改選前理事 10名を現行理事会での互選とし、新理事長による推薦理事5名以

内を新理事長の任命によって選出する。

2 会長、副会長は、理事以外からの選出ができるO ただし理事以外から選出された会長、副会長は、

就任と同時に速やかに会則第 10条の規定により理事となる。

3 改選前理事は、新理事の選挙の前に選出し公表する。改選前理事に選出されない現行理事も細則

第4条の規定を満たす限り新理事としての被選挙権を有する O

4 理事長は、新役員に選出された理事 (25名)による初めての理事会での互選による O

(投票の有効性)

第7条投票のうち次のものは、無効とする O

(1) 規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の文字または記号を記入したものは全部
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(当選の決定)

第8条 選挙による新理事 (15名)の決定は、有効投票の最多得票者から 15名とする。ただし同点者が

ある場合は、順位標記による総得点の高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数

の多い者とする。

理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げる。次点者に同点者があるときも同じ得点

の算定による。順位ごとの得票数によっても同点のときは選挙管理委員会で推薦決定する。

2 順位標記による得点の算定は、高順位 1位を 5点とし順次下位を減数し5位を I点として積算す

る。

(辞退の届出)

第9条 選挙により選出された新理事が、その就任を辞退しようとする時は、通知が到着した日から 5日

以内に正当な理由を示して選挙管理委員長に届け出なければならない。

(補充選挙)

第10条 任期途中において役員に欠員が生じても、補充選挙は行わない。

(選挙管理委員会)

第 11条役員(会長、副会長、監事、改選前理事、理事長推薦理事を除く)の選挙を実施するため、選

挙管理委員会(以下「委員会」という。)を置く。

2 委員会は、 5名をもって構成する。

3 委員の選出は、理事会の推薦によるO

4 委員の任期は、当該役員選挙年度の 5月1日から次期役員選挙年度の4月30日までの3年間と

する。

5 委員会に委員長を置く O 委員長は、委員の中から互選する。委員長は、この細則にしたがって

選挙を執行する責任と権限を持つものとする。

6 委員会は、投票の期目、方法等を選挙の 1ヵ月以前に、公示しなければならない。

7 委員会は、順位区分 (1 位~5 位)を明らかにした氏名記入用投票用紙を作成する。

8 委員会は、被選挙人名簿及び投票用紙を、選挙の 14日以前に正会員届け出住所に送付しなけれ

ばならない0

9 委員会は、投票数が決定したとき投票数順に上位30位までの一覧表を作成し確認印を押し、そ

の結果を公示するとともに、理事会に報告する O

(細則の改廃)

第 12条 この細則の改廃は、理事会の過半数の賛成を得て総会の議決による。

2 この細則の変更は、会則の変更に準ずるものとする O

附則

1 この細則は、平成 10年度の役員改選から適用する。

2 この細則は、平成8年 11月24日から施行し、従来の役員選出内規及び申し合わせ事項は廃止

する O

附則

この細則は、平成 18年12月3日から一部改訂する O
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日本レジャー・レクリエーション学会

現行理事会から選出される理事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第1項第2号の規定により現行理事会から選出される理事(以下「改

選前理事」という。)の選出にあたり、この申し合わせを定める。

(選出の時期)

第2条 改選前理事の選出は、役員改選前年度の最初に開催される理事会以前とする O

(選出の形態)

第3条 改選前理事の選出の形態は、現行理事による直接選挙とする。

(選出の方法)

第4条 改選前理事の選出の方法は、現行理事による順位標記の 10名連記で、郵送による直接無記名投

票による O

(投票の有効性)

第5条投票のうち次のものは、無効とする。

(1)規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の文字または記号を記入したものは全部

(当選の決定)

第6条 改選前理事の当選の決定は、改選前理事選出理事会(役員改選前年度の最初に開催される理事会)

において郵便投票を開票し決定する。

2 改選前理事 (10名)の決定は、有効投票の最多得票者から 10名とするO ただし同点者がある場

合は、順位標記による総得点の最高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数の多

い者とする。

理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げる。次点者に同点者があるときも同じ得点

の算定による。順位ごとの得票数によって同点のときは、役員改選前年度の最初に開催される理

事会において、出席者の投票により決定する。

3 順位標記による得点の算定は、高順位 1位を 10点とし順次下位を減数し 10位を 1点として積算

する。

(選挙管理)

第7条選挙管理事務は、事務局が行う。

附則

(施行期日)

1.期日の申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する。

3. 第2条の規定に関わらず、平成 10年度の役員改選に伴う改選前理事の選出の時期は、役員改選前

年度の最初に開催される理事会以前でなくてもよいものとする O
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日本レジャー・レクリ工ーション学会

新役員に選出された理事(25名)による理事長の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第4項の規定により選出される理事長の選出にあたり、この申し合

わせを定める O

(選出の時期)

第2条 理事長の選出は、現行会長により招集される役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理

事会」という。)において互選する。

2 理事長が選出されるまでは、新理事会の議長は現行会長が暫定議長となる。

(選出の方法)

第3条 理事長の選出の方法は、現行会長及び会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ第2条によ

り構成されている候補者選定委員会の意見を聴収し審議・決定する。

附則

(施行期日)

1. この申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する。
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会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第 l項第 1号の規定により選出される会長、副会長、監事の選出に

あたり、この申し合わせを定める。

(候補者の選定)

第2条 会長、副会長、監事の候補者の選定は、役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理事会」

という。)以前に、現行の会長、副会長、理事長、及び常任理事会で選任された常任理事若干名

を含む7名により候補者選定委員会(以下「委員会」という。)を構成し、それぞれ複数の候補

者を選定する O

2 委員会は現行会長が招集し、委員長は初回の委員会において互選とし、委員長が議長となり以後

の委員会を必要に応じ招集する。

(候補者の推薦)

第3条 会長、副会長、監事の候補者の推薦は、委員会が新理事会に推薦する。

(選出の形態)

第4条 会長、副会長、監事の選出の形態は、委員会の報告に基づき新理事会により審議・決定する。

(選出の方法)

第5条 会長、副会長、監事の選出の方法は、最初の新理事会において新理事による単記の直接無記名投

票による。

2 新理事が最初の新理事会に欠席する場合は、前項の投票は郵便による投票ができる O

(当選の決定)

第6条 会長、副会長、監事の当選の決定は、それぞれ有効投票の最多得票者からとする。ただし同点の

場合は、委員会の推薦により決定する。

間則

(施行期日)

しこの申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する O

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する O
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日本レジャー・レクリ工ーション学会

役員選出方法及びプロセス(図説)

〔注〕図説中の①~⑤の数字は、新役員の選出される順序を示す。

新役 員

役員の種別
副会長

(若干名)

会長

(I名)

理 事

(25名以上30名以内)

ト」 ! 
選出母体及び

選出方法

新理事会

理事25名による韮重

.. 

[改選前理事選出投票用紙[a]] 

学会会則第10条及び第12条、役員
選出細則第6条第1項第2号、現行理
事から選出される理事の選出に関す
る申し合わせ第4条、の各規定による
「改選前理事J10名の選出投票用紙
[ a ] (順位標記の10名連記)

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

主
新理事長

理事25名による互選

〈各役員選挙投票用紙〉

[新理事選出投票用紙[b ]] 

学会会則第10条及び第12条、
役員選出細則第6条第1項第2号、
の各規定による正会員による新
理事15名の選出投票用紙[b ] 
(順位標記の5名連記)
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[会長、副会長、監事選出投票用紙[c1] 
学会会則第10条及び第四条、役
員選出細則第6条第1項第1号、会
長、副会長、監事の選出に関する申
し合わせ第5条第I項及び第2項、
の各規定による会長(1名)、副会長
(若干名)、監事(2名)の選出投票用
紙[c ] (無記名単記)

会長

副会長

監事



「レジャー・レクリ工ーション研究」投稿規程

1.投稿資格

昭和 46年 3月21日制定

昭和 57年 6月12日改訂

昭和 58年 7月 1日改訂

平成元年 2月 2日改訂

平成 8年 4月 1日改訂

平成 15年 2月 8日改訂

平成20年 11月29日改訂

平成24年 11月18日改訂

本誌に寄稿できる原稿の筆頭著者は、本学会々員に限る。但し、編集委員会が認めた場合は、この限り

でない。

2.著作権

(1)投稿された原稿の著作権は日本レジャー・レクリエーション学会に帰属する。

(2) 日本レジャー・レクリエーション学会(以下、甲とする)は、個別の〔共〕著者(以下、乙とする)

に対し、甲が著作権を有する著作物『レジャー・レクリエーション研究』のうち、乙の執筆になる

論文等を以下の態様で利用すること(乙自身による利用、乙の所属する機関、ないし当該論文等の

執筆に関わり乙に研究助成を行った団体による利用であって、かつ非営利の学術的目的の利用に限

る。)を許諾する。

1)複製

2) 自動公衆送信その他の公衆送信(技術等の進歩により将来生じうる送信態様を含む)

ただし、上記規定 i2)Jにかかわらず、甲は著作権を放棄するものではない。したがって、甲自
身による自動公衆送信その他の公衆送信(技術等の進歩により将来生じうる送信態様を含む)を妨

げない。

3.原稿種類と審査

(1)原稿に用いる言語は原則として、和丈もしくは英文とする。但し、編集委員会が認めた場合は、こ

の限りでない。

(2) 原稿の種類は、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域における総説、原著、研究資料、

実践研究、評論、その他とし、他誌に未投稿、未発表のものに限る。なお、上記のうち総説、原著、

研究資料、実践研究は、編集委員会が依頼する複数の査読者による審査を経た学術論文である。

(3) 原稿の定義は以下の通りである O

1)総説とは、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域に関わる特定のテーマを、文献レ

ビューなどに基づいて大局的かっ客観的に総括したものO

2) 原著とは、客観性、論理性、普遍d性を備えた学術的価値の高い内容を持つオリジナルな研究成果

をまとめたもの。

3) 研究資料とは、学術的な資料性が高い研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検討の余

地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。

4) 実践研究とは、実践的な事例調査をまとめた研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検

討の余地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。
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5) 評論とは、ある特定の事項に関する評価、善悪、優劣などを批評し論じたもの。

6) その他の原稿とは、書評や紹介記事、用語解説、シンポジウム・講演会の記録などで、編集委員

会が掲載を認めたもの。

(4) 原稿の長さは、原則として、総説、原著については刷り上がり 12ページ以内、研究資料、実践研究、

評論については同 6ページ以内とする(Iページは 2今016字に相当)。ただし、やむを得ない場合に

は規定ページ数の1.5倍まで認める O その他の原稿については、編集委員会で認められたページ数

とする。

(5) 原稿の採否および掲載時期については、編集委員会が最終的な決定を行う。なお、学術論文の採否

については、査読者による審査結果に基づく。

(6) 大会発表論文集への投稿規定は別に定める。

4.原稿の提出

(1) 原稿の提出にあたっては以下に従うこと O

1)投稿原稿は、別に定められた原稿作成要領に従い、原文の鮮明なコピー 3部を提出する。原文は、

郵送事故などに備えて投稿者が保管するO

2) 投稿原稿は、各部ごとに、標題、抄録(総説、原著、研究資料、実践研究の場合)、本文(註・

文献を含む)、図(写真を含む)、表の順にまとめ、ダブルクリップ等で留めて提出すること。

3) 原稿の郵送は簡易書留や宅配便など、配達記録が証明できる方法で行う O 本学会ならびに編集委

員会は、郵送事故には責任を持たない。

4) 提出先は、別途これを定める。

5) 原稿および図表は原則として返却しない。

6) 投稿の際には、本誌掲載の「レジャー・レクリエーション研究投稿票Jに必要事項を記入し、
投稿原稿と合わせて 1部提出する。なお、投稿票にコピーを用いても構わない。

5.費用

(I)審査料・掲載料は原則として無料とするが、次の場合には投稿者にその実費を負担してもらうこと

がある O

1) カラー印刷など特殊な印刷を要したり、分量が規定を超過する場合など。

2) 別刷を必要とする場合。別刷りは 50部までは無料とするが、それ以上必要な場合には 50部単位

で購入できる。

6. その他

(I)原稿の作成に当たっては、別に定める原稿作成要領に従う。

(2) その他、当規程の問い合わせは、学会事務局宛に行う。

原稿提出先 (2014年4月.....)

〒152-0031

東京都目黒区中根1-2-7-401

株式会社余暇問題研究所

(日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会)

山崎律子宛

TEL:03-5726-0732 
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「レジャー・レクリエーション研究」原稿作成要領

(平成 15年2月8日制定)

1.原稿の作成

(1)原稿は、原則としてワードプロセッサーなどを使用し、下記にしたがって作成すること O

1)用紙はA4判を縦長に使用し、横書きで作成すること。

2) 書式は、和文の場合には 1頁に 800字詰め (25字x32行)、欧文の場合にはダブルスペース

(30行)とする。また、それぞれ左40mm、右 80mm、上下 30mm程度の余白を残すこと O

3) 欧文、数字、小数点、および斜線(;)は半角文字を使用すること。

4) 句読点は、マル (0)およびテン(、)を使用すること。

(2) 原稿の採用決定後に、フロッピーディスク等に保存された文章ファイルの提供を要請する。

(3) 手書きで原稿を作成する場合には、 400字詰め原稿用紙 (20字x20行)を用いること O

2.原稿の体裁

(1)投稿原稿は、①標題、②抄録、③本文(註・文献を含む)、④図、⑤表の順番で体裁を整えるO

1)標題頁には、①原稿の種類、および②タイトル(和文・英文の両方)を記入する。この頁に著者

名や所属などは一切記入しない。

2) 抄録頁には、総説・原著論文・研究資料・実践研究では、英文投稿・和文投稿にかかわらず、英

丈抄録 (250語程度)と和文抄録 (500字以内)添えるO これらは、刷り上がり時に本文と一緒

に印刷される O 評論およびその他の原稿については抄録は必要ない。

3) 本文頁には、本文・註・丈献などを記入する。なお、本文の作成にあたっては以下の点に留意す

ること。

①本文の中央下に頁番号を記入する O

②本文の左側に、可能な限り、 5行おきに行番号を記入する。

③母国語ではない言語による投稿では、投稿前にネイティブによる文章校聞を受ける O

④和文原稿では必要以上の専門外来語の使用を控える。用いる場合は、片仮名書きとする。

⑤見出し記号を用いる際は、大見出しから順に、1.、 2. …、(1)、 (2)…、 1)2)…、①、②…、

とするO

⑥学術用語は、学術会議制定の用語に準じ、度量衡単位は SI単位 (m、cm、mm、kg、g、mgな

ど)とするO

⑦本文中の文献表記は、引用箇所の後に、 3)、2)4)ヘ5-7)のように、該当する文献番号を上付き
にする。註をつける場合も同様にする。

⑧本文欄外に図表の挿入箇所を朱筆により明示する。

⑨謝辞、および付記(研究費交付等)は本文の末尾におく。

⑩註は、本文の末尾と文献の聞に、註1)、註2)…というように番号順に一括して記載する。

⑪文献は、筆頭著者の姓のアルファベット順に並べるか、ないしは引用順に、1)、 2)、3)…と

通し番号を付ける。

弓
U
Q
U
 

可
E
i



⑫文献の記載方法は以下を参考にする。

<学術誌・雑誌の場合>

著者名、論文名、雑誌名 巻号:頁数(始頁ー終頁)、西暦年号 の順

[例1]西野仁・知念嘉史、 ESM(経験標本抽出法)を用いた日常生活におけるレジャー行動研

究の試み、レジャー・レクリエーション研究38: 1-15、1998

[例2JEeva Karjalainen and Liisa Tyrvainen， Visualization in forest landscape prefence research: a 

Finnish perspective， Landscape and Urban Planning 59 (1): 13-28，2002 

<単著などの場合>

著者名、書名、発行社、発行地:頁数(始頁ー終頁)、西暦年号 の順

[例3Jヨゼフ・ビーバー(稲垣良典訳)、余暇と祝祭、講談社、東京:120pp、1988

[例4JSimon Bell， Element ofvisual design in the landscape， E & FN Spon， London， 11-30， 1933 

<共著書などの場合>

著者名、論文名、(編集者名、「書名」、発行社、発行地)、頁数(始頁ー終頁)、西暦年号 の順

[例5J下村彰男:リゾート景観の保全と創造、(日本造園学会編、「ランドスケープの計画」、技

報堂出版、東京)、 217-227、1998

[例6JRichard Broadhurst and Paddy Haπop， Foerst tourism: Putting policy into practice in the Forestry 

Commission， (In Xavier Font and John Tribe Eds.， Forest tourism and recreation， CABI publishing， New 

York)， 183-199， 1999 

4) 図・表の作成にあたっては以下の点に留意すること O

①図・表は、それぞれ1点につき 1枚の用紙を使用する O

⑨表は、表1、Table2のように通し番号を付け、題名を去の上部に記載する O

③図は、図3、Fig.4のように通し番号を付け、題名を図の下部に記載する。

④図表の作成にあたっては、刷り上がり時の巾 (2段にまたがる場合は横幅最大 14cm、1段の

場合は6.5cm)、および縮尺を考慮し、明瞭に作成する O

⑤写真を掲載する者は、原稿の採用決定後にEL版以上の紙焼き写真を提出する。

⑥採用決定後、オリジナルの図表を提出する際には、裏面に、図表の番号、上下の印、および筆

頭著者名を鉛筆で薄く書き込んでおく。

⑦特殊なオリジナル図表は、 トレーシングペーパーをかけるなどして、できるだけ汚損対策を施

す。
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レジャー・レクリ工ーション研究 投稿票

ぺf・f/ /.J)" .y; 

JÆ~着手法圧 :s

郵便送付先

T 

JA M j佐 TEL 

E-mail 

タゲfノル

三合著著:s
.tlckO:所jjf

(Jê.Jt~ßè<6ノ

語字肩の産選管
総説、原著、研究資料、実践研究、評論

その他(具体的に:

初稿 2 稿

標題 枚 枚

Jfff.fJ事のIkKi 抄録 枚 枚

本丈 枚 枚

図 枚 枚

E万百て 枚 枚

原稿の動き A B 

著者→編集委員会

編集委員会→審査者

審査者→編集委員会

半リ r疋.... 

編集委員会→著者

-197 -

受付年月日

受付番号

FAX 

3 稿 N JIj~ の

枚 プo:;;t:'-fAfif

枚

枚
カラ-$府

枚

枚
jjlt府 Fj者':5!o

C 初稿印刷

著者送付

著者校正

2校印刷

2校校正

3校印刷

(投稿票 112) 

有 無

有 鉦

部



(投稿票 212) 

表iJ.Jt要 B

{活ゲfずfプ母ソ

確認したら口にチェックしてください。

標題ページ 口原稿の種類は記入しであるか

口タイトル(和・英)は記入しであるか

口著者名・所属は未記入であるか

本文ページ 口本文の体裁は原稿作成要領に即しているか

原窮度肩車の 口註の体裁は原稿作成要領に即しているか

デ .I:Yク
口文献の体裁は原稿作成要領に即しているか

口ページ番号(本文中央下)を記入したか

グス f 日行番号を記入したか(本文左)

口母国語でない場合、文章校聞を受けたか

口見出し記号は原稿作成要領に即しているか

口図表挿入箇所の表示をしたか

図 表口図1表点につき 1枚の用紙が使用されているか

口図のタイトルは適切か

口表のタイトルは適切か

グタグック要Eの孟1Ji}f;tlff.肩番手/)3':嘉子λずQζeo
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「日本レジャー・レクリ工ーション学会賞」規程

平成 19年12月 2日制定

(目的)

第1条 日本レジャー・レクリエーション学会(以下「本会」という。)は、会員の優れた活動を顕彰か

つ奨励することを目的として日本レジャー・レクリエーション学会賞を設ける。

(日本レジャー・レクリエーション学会賞)

第2条 日本レジャー・レクリエーション学会賞(以下「本賞」という)は、次の4賞を設ける。

(1) 学会賞

(2) 研究奨励賞 一論文部門、一般発表部門、ポスター発表部門一

(3) 支援実践奨励賞

(4) 貢献賞

(学会賞)

第3条 「学会賞」は、正会員によって選考の当年度を含まない過去3年度以内に発表された学会誌「レ

ジャー・レクリエーション研究」およびその他のレジャー-レクリエーション研究に関する学術

誌、著書、論文を対象として顕著な功績があったものに対して授与することができる。

(研究奨励賞一論文部門、一般発表部門、ポスター発表部門一)

第4条 「研究奨励賞一論文部門、一般発表部門 」は、正会員である大学院生等の学生を対象に、その

前年度(審査該当年度)に筆頭著者として発表された学会誌「レジャー・レクリエーション研究」

の論文の中から「研究奨励賞一論文部門-Jを、また、学会大会において筆頭著者として発表さ
れた一般研究発表(口頭)の中から「研究奨励賞一一般発表部門一」を授与することができる。

さらに、学会大会において学生(大学院生、大学生、短期大学生、専門学校生等)が筆頭著者と

して発表したポスタ一発表の中から「研究奨励賞ーポスター発表部門一」を授与することができ

るO

(支援実践奨励賞)

第5条 「支援実践奨励賞」は、正会員の優れたレジャー・レクリエーション支援実践に対して授与する

ことカtで、きる O

(貢献賞)

第6条 「貢献賞Jは、長年にわたり本会運営ならびに本会に対して優れた功績が認められた者あるいは
団体に対して授与することができる O

(表彰)

第7条 「学会賞JI研究奨励賞 論文部門、一般発表部門、ポスター発表部門一JI支援実践奨励賞JI貢
献賞」の各賞は学会大会において賞状を授与する。

(選考)

第8条 「学会賞JI研究奨励賞一論文部門、一般発表部門一JI支援実践奨励賞」は、選考委員会におい
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て審議し、理事会の議を経て総会に報告する o I研究奨励賞ーポスター発表部門一」は、選考委

員会において審議し、会長、理事長の承認を得て総会に報告する。また「貢献賞」は理事会にお

いて審議、決定し、総会に報告する。

(選考委員会)

第9条 選考委員会の構成、委員選考の方法は別に定める。

(規程の改廃等)

第10条 その他、本規程に定められていない事項に関しては、理事会において審議し、総会の議を経て決

定する O

附則 この規程は、平成20年 4月 1日から施行する O

附則 この規程は、平成23年 11月18日より一部改訂する。

附則 この規程は、平成25年 11月10日より一部改訂する。
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日本レジャー・レクリ工ーション学会賞選考内規

(選考委員会)

1.本会に日本レジャー・レクリエーション学会賞選考委員会(以下「選考委員会Jとする。)を設ける O
2. 選考委員会の委員は、理事会において推薦された候補者の中から 5 名以上~ 10名以内を会長が任命

する O 委員の任期は3年とする。

3.選考委員会は、互選により委員長を選出する O

4.選考委員会は、「学会賞J1研究奨励賞一論文部門 J 1研究奨励賞一一般発表部門-J 1研究奨励賞
ポスター発表部門一J1支援実践奨励賞」について選考するものとする。なお、「貢献賞」については、
理事会において選考するものとする。

(1学会賞J)

5. 1学会賞」は、正会員によって選考の当年度を含まない過去3年度以内に発表された学会誌「レジャー
-レクリエーション研究」および、その他のレジャー・レクリエーション研究に関する学術誌、著書、

論文を対象として顕著な功績があったものとする。ただし、「レジャー・レクリエーション研究」以

外の業績に関しては、本会の正会員の資格を有し、筆頭著者(ファースト・オーサー)のものに限る O

(1研究奨励賞論文部門 J)
6. 1研究奨励賞一論文部門 」の対象は、その前年度(審査該当年度)に発行された「レジャー・レク
リエーション研究」の掲載論文とする O

(1研究奨励賞一一般発表部門一J)
7. 1研究奨励賞一一般発表部門一」の対象は、その前年度(審査該当年度)の学会大会において発表さ
れた一般研究発表(口頭)とする。

(1研究奨励賞 ポスター発表部門一J)

8. 1研究奨励賞ーポスター発表部門一」の対象は、その年度の学会大会において発表されたポスター発
表とする。

(1支援実践奨励賞J)

9. 1支援実践奨励賞」は、正会員によるレジャー・レクリエーション支援実践において顕著に優れた功

績が認められたものを対象とする O ただし団体での活動については、その団体で中心的な役割を果た

しているものに限る O

(選考手順)

10.会長及び理事は、「学会賞J1研究奨励賞 論文部門一J1研究奨励賞 一般発表部門-Jについては
各 1篇を、「支援実践奨励賞」については 1名を推薦することができる。

11.本会正会員は、所属機関が異なる 2名以上の連名により、「学会賞J1研究奨励賞一論文部門 J 1研
究奨励賞一一般発表部門 」については各l篇を、「支援実践奨励賞jについては 1名を推薦するこ

とができる O

12. 1学会賞J1研究奨励賞一論文部門 J 1研究奨励賞 一般発表部門一J1支援実践奨励賞」の推薦にあ
たっては、 1篇あるいは I名につき 1通の推薦書を添付して、毎年7月末日迄に封書にて事務局宛に
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提出するものとする。

l3.推薦書については、下記の項目を記入することとし、未記入項目がある場合は無効とする。

(1)推薦する該当賞の呼称

(2)推薦書の提出期日

(3)候補者(賞を受ける者)および所属機関

(4)推薦者(直筆署名、捺印のこと)および所属機関。連名の場合は全員の分とする

(5)推薦者の連絡先。連名の場合は代表者とする

(6) I学会賞H研究奨励賞一論文部門 H研究奨励賞 一般発表部門 」については推薦する題目名:
記載方法は Ifレジャー-レクリエーション研究J原稿作成要領J(平成 15年2月8日制定の 2
一(1)-3) ⑫)を参考にすること

(7) I支援実践奨励賞jについては推薦する主な支援実践内容
(8)推薦理由:400字程度

14.推薦する際、「学会賞JI研究奨励賞一論文部門一JI研究奨励賞一一般発表部門 」については現物
あるいはコピーl3部を添付するものとし、「支援実践奨励賞Jについては支援実践を証明する資料の
現物あるいはコピー 13部を添付するものとする。

15.選考委員会は、推薦された「学会賞JI研究奨励賞一論文部門一JI研究奨励賞一一般発表部門一JI支
援実践奨励賞」の候補について審議、決定し、理事会の議を経て総会に報告する。

16. I研究奨励賞ーポスター発表部門-Jについては、日本レジャー・レクリエーション学会大会時に複
数名の学会賞選考委員が採点者となり、次に定める採点方法に基づいた審査を行う O

(1) 5つの審査項目(研究内容、研究の独創性、研究の将来性、プレゼンテーション能力、キャッチ

能力)で審査し、 5点満点 (5:秀逸、 4:優秀、 3:良好、 2:可、 1:不良、 F:判定不能)で審

査する。

(2)審査員は、ポスター発表のコアタイム(質問時間)に審査対象となっているポスター発表を審査

する。

(3) 1発表に対し、 2名の審査員で評価する。

(4) 2名の審査員の合計値で上位2名を選出する O

(5) 1位を会長賞、 2位を理事長賞とするO

(6)同点者が出た場合は、理事長賞を同点者数分表彰する O

17.選考委員会は、「研究奨励賞 ポスター発表部門 」の候補について審議し、会長、理事長の承認を

経て総会に報告する。

18. I貢献賞」については理事会において審議、決定し、総会に報告する。

(その他)

19. その他、本内規に定められていない事項に関しては、理事会において審議、決定し、総会に報告する。

附則 この規程は、平成20年 4月 1日から施行する O

附則 この規程は、平成23年11月18日より一部改訂するO

附則 この規程は、平成 25年11月10日より一部改訂する。
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学生会員に関わる規程

平成23年11月20日制定

本規程は学会会則第3章会員第6条5を受けて定めるものとする。

(学生会員の登録条件)

第I条 学生会員は、本会の会則第 1章総則第2条の定める目的に賛同し、日本国の管轄省庁の認可によ

り所在する大学院博士前期課程(修士課程)、大学学部、短期大学、専門学校(専修学校専門課程)、

高等専門学校の満 18歳以上の在学(校)生とする。

2 大学院博士後期課程(博士課程)、通信教育課程、科目履修生、大学研究生等の所属者はこれを

認めない。

(学生会員の権限・制限)

第2条 学生会員の権限として、学会誌への投稿資格、学会大会への参加と発表(口頭発表、ポスター発

表)申し込みの資格を有する。

2 本会が発行する学会誌の配布。

3 本会が運営するホームページの登録(ユーザー IDと仮パスワードの発行)0 

4 学生会員の制限として、役員の選挙権(含、被選挙権)、総会での発言権、総会議事録署名人、

学会賞推薦者(連名を含む)の資格は認めない。

(入会)

第3条 本会の学生会員になろうとするものは、次の手続きをとり、理事会(合、常任理事会)の承認を

得た者とする。

2 学生会員としての入会申込書を事務局に提出するO 入会金は学会会則第7章会計第20条1の規

程により免除する。

3 2に在学(校)証明書を添付し提出する。

(登録期間)

第4条 学生会員の資格(登録期間)は 1年間とし、その当該年度末までとする。なお、継続することも

できる。

2 継続手続は、在学(校)証明書を添付して継続届を事務局に提出する。

(会費)

第5条学生会員は、年会費を納める。

2 年会費は学会会則第7条会計第20条5が定める年度額として正会員の半額とする。

3 会計年度は学会会則第7章会計第21条による。

(大会参加費等)

第6条 学生会員の大会参加費は、会場受付時に第 I条の定める身分を証明する学生証を提示することで

無料とする O 但し、学生証の提示がない場合は正会員の半額を納めることとする。

2 地域研究に参加する学生会員は、その参加費を納めるものとする O
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(退会)

第7条 学会会則第7章会計第21条の定める期聞を以つてなされる O

2 学生会員の登録期間内において、退会届の提出があった場合には退会を認める。

3 学会会則第3章会員第8条に抵触した場合には、理事会(合、常任理事会)の審議を経て退会措

置を講ずる O

(申請受付の取消)

第8条 学生会員の入会申込書あるいは学生会員の継続届を提出後、定められた期間内に年会費の支払手

続が確認できない場合は、事務局において申込受付の取消を行なう O

附則

1.本規程は平成 23年 11月20日より施行する。
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「レジャー・レクリ工ーション研究」への投稿について

投稿は、常時受け付けておりますが、審査を要するジャンルの原稿の場合には審査期

間、発刊時期等を見計らって、投稿してください。積極的な投稿をお待ちしております。

投稿論文送付先 (2014年4月----)

干152-0031 東京都目黒区中根1-2-7-401

株式会社余暇問題研究所

(日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会)

山崎律子宛

TEL: 03 -5726 -0732 
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日本レジャー・レクリエーション学会とは……

レジャー・レクリエーションに関するあらゆる

科学的研究をなし、 レジャー・レクリエーション

の発展をはかり、それらの実践に寄与することを

目的として昭和46年3月に設立された学術研究団

体です。学会設立までには、過去6年に渡り、「日

本レクリエーション研究会」として地道な実績を

かため、その基礎の上に学会として発展してきま

した。

いうまでもなく、現代の急激な社会変化は、 レ

ジャー・レクリエーション研究の重要性を一層増

大させております。従来までの研究に加え、 より

広範囲で多角的な研究を推進し、 人間生活の質的

向上を目指しているのが、この学会の特徴です。

このようなことから、この学会は、レジャー問題、

レクリエーション研究に直接たずさわる研究者、

専門家はもちろんのこと、 レクリエーション環境、

組織、指導など実践家の総合体ともいえましょう O

学会では、着実にその研究の質的深化を目指し

つつ、現代から将来にかけてのこの大きな人類の

ニーズにこたえていこうとしております。

Japan Society of Leisure and 
Recreation Studies 

事務局 〒359-1192 埼玉県所沢市三ヶ島2-579-15

早稲田大学 人間科学学術院

郵便振替

口康名

前橋明研究室内

日本レジャー・レクリエーション学会事務局

電話 (04)2947-6902 

00150 -3 -602353 

「日本レジャー・レクリエーション学会J
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日本レジャー・レクリエーション学会の

会員となったら……

日本レジャー・レクリエーション学会は、次の

事業を行っております。メンバーとなったら、ご

自分の研究や指導に役に立っと共に、レジャー・

レクリエーション界に大いに貢献することができ

ます。

。学会大会の開催……年一度の学会大会です。研

究発表をはじめ、シンポジウムなど意見交換の

機会です。

。研究集会の開催……年数回、研究会を開き、メ

ンバーのニーズに合う問題を提供し、相互研究

の機会を作っております。

。学会ニュースの発行・…・年2回、ニュース・レ

ターを配布し、学会内のできごとはもちろん、

広く情報を提供しております。

。「レジャー・レクリエーション研究」の発行・

学会における研究発表、 論文発表誌です。 レ

ジャー・レクリエーションにおける学問レベルの

向上がこの研究誌を通して期待されています。

。研究・調査資料の発行・…・・レジャー・レクリエー

ション問題を中心に、研究・調査資料を適宜発

行します。

。受委託研究の実施……レジャー・レクリエー

ションに関する研究を学会が受委託し、チーム

を組んで、研究の進める体制ができております。

。情報交換・・・・・-学会員相互の研究交流を推進する

ために、お互いに情報をとりかわす機会をつ

くっております。

。共同研究……学会員が協力して、一つの問題に

対して、あらゆる角度から研究できる機会があ

ります。
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